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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　文倉十




　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ







　　Memoria


一　何者だ？


二　今は土の中にいたとしても


三　盗んでくるのよ


　　Memoria


四　仲間だって認めてくれる？


五　《魅歌ローレライ》


六　このまま、まっすぐ







　あとがき








　Memoria







　山の中の猟りよう師し小屋で、アルトゥールは膝ひざを抱かかえてうずくまる。


　狭せまい小屋の角っこに座って、ちょっと顔を上げると、対角線の角っこで同じように座り込んでいる少女の姿が目に入った。


　外はもう夜で、灯あかりのない小屋の中は真っ暗だけれど、少女の白銀の髪かみは暗い中でも仄ほのかに輝かがやいて見える。


　少女の名はユズカというらしい。今日出会ったばかりで彼女から直接教えてもらったわけではなく、もう一人さっきまで一いつ緒しよにいた少女がそう呼んでいたのを聞いただけだ。


　そのもう一人──メリッサはといえば腹の虫が鳴ると同時に「何か食べ物探してくる！」と言って飛び出していき、夜の山は危ないと止めたけれど聞き入れてはくれなかった。


　風でさざめく木々の音が大きくなってきた。メリッサは大だい丈じよう夫ぶだろうか。ただでさえ、地じ獄ごくのような戦場から逃にげてきた身だというのに。


　捜さがしに行くべきか。何度もそう思っては、ためらう。


　メリッサは出て行く間ま際ぎわに、一度だけ振ふり返ってこう言ったのだ。


　──アル。わたしが戻もどってこなかった時は、ユズカのことお願いね──


　だから、この白い少女をここに残してメリッサを捜しに行くのは気が引けた。メリッサに比べ、この少女は大人しくて気が弱そうだったから。


　メリッサが出て行ってから、少女は一言も口を利きかない。


　話すのが苦手なのか、メリッサの陰かげに隠かくれて小さな声で何か言うのが精せい一いつ杯ぱいなようだ。メリッサがいなければ、この少女は何も話してくれない。


　暗い中、ぼんやり光るように浮うかび上がる白い姿。それを何気なく見ていたら、ふいに彼女も顔を上げて視線がぶつかった。


　慌あわててお互たがい、同時に顔を伏ふせる。だけど、気まずかった。


「……あいつ、お前の姉さん？」


　気まずさをなんとかしたくて、訊たずねる。


　実を言うとアルトゥールは、ユズカとメリッサがどういった関係なのかまだ知らない。出会ったばかりで、ユズカはほとんど話さないし、ようやく落ち着ける場所を見つけたと思ったらメリッサは出て行ってしまったから。


　会話を拒きよ否ひされるかなと思ったけれど、無言でいれば余計に空気が悪くなるとユズカも察したのだろう。ふるふると首を振って、小さな声で辿たど々たどしく答えてくれた。


「メリッサは、友達……です。わたしたちは贋人ギニヨルだから、兄弟、いません」


　贋人ギニヨル。ユズカとメリッサは、自分たちのことをそう呼んでいた。


　贋人ギニヨルというものが人間とどう違ちがうのか、今のアルトゥールにはまだよくわからなかった。吹雪ふぶきを起こしたり植物を操あやつることができるようだが、それを言ったらアルトゥールだって奇き妙みような力を持っている。


　自分のことすらわからない。だけど、今はそれよりも、二人きりで取り残されてしまったこの空間の気まずさを少しでも取り除くことのほうが大事だった。


「早く帰ってくるといいな。もう少し待って帰ってこなかったら一緒に捜しに行こっか？」


　そう提案すると、暗い中でユズカが頷うなずいたのが見えた。それきり会話が途と切ぎれてしまう。


　困り果てたアルトゥールは意を決し、つまずいて転ばないように這はいながらユズカのほうへ近づいた。ユズカは緊きん張ちようしたのか身をちぢこめたけれど、近づくにつれはっきりしてきたその表情に、拒きよ絶ぜつや嫌けん悪おの感情は見えなかった。


「えっと……」


　近づいたはいいものの、どう話を切り出したらいいのかまでは考えておらず言葉に迷う。


　近くで見たユズカは、細い手足と白い色のためか雪の結けつ晶しようを連想させた。白銀の長い髪と白いワンピースが暗くら闇やみの中では幻げん想そう的に見える。


　ああ、贋人ギニヨルってもしかして妖よう精せいのことなのか。綺き麗れいだな。そんなことを頭の片かた隅すみで考え、少し照れくさい気持ちでどぎまぎしながらアルトゥールは右手を差し出す。


「握あく手しゆ、する？　俺がいた孤こ児じ院いんで、新入りが来たらやらされる儀ぎ式しきみたいなのだったんだ。仲良くしなさいってさ。まぁ、握手した奴やつ全員と仲良くなったわけじゃないけど……」


　恥はずかしくて、自分で何を言っているのかわからなくなってきた。照れくささで顔が熱くて、手を引っ込めようかとも思ったけれど今さらすぎて。ぱっと花開くように伸のばしきっていた五本の指が自信なさげに萎しおれていく。その手の中に、ひやりとして柔やわらかいものがおずおずと滑すべり込んできた。


　ユズカの手のひらだった。しっとりとして細い。雪みたいだと思った彼女は、触ふれても溶とけたりしなかった。冷たいと感じたのはアルトゥールの体温が上がりすぎていたせいなのかもしれない。


　だけど何より驚おどろいたのは、その華きや奢しやな感かん触しよく。メリッサの手も柔らかかったけれど、彼女の手には力強さもあった。それに比べるとユズカの手は鳥の雛ひなを手に乗っけた時みたいな、頼たよりなくて壊こわれそうでくすぐったい柔らかさだ。


　そんな気持ちを抱いだいて、アルトゥールが握にぎったユズカの手に戸と惑まどっていると、彼女は慌てて手を引っ込めた。


「ごめんなさい。わたしの手、冷たいでしょう？　緊張したりすると、まだ上う手まく力を制せい御ぎよできないんです。だから、クレイドルでもメリッサしかお友達になってくれなくて……」


　両手をぎゅっと胸の前で握って、ユズカは泣きそうな声で言いながら俯うつむく。


　この少女が、メリッサの後ろに隠れて怯おびえるように話す理由がわかった気がした。


　きっと今まで能力のせいで、周りから──同じ贋人ギニヨルであるはずの子供たちからさえも邪じや険けんにされてきたのだろう。そんな中で、唯ゆい一いつ救ってくれたのがメリッサだったのだ。


　たしかに、ユズカの手は冷たかった。でも、氷のような突つき刺さす冷たさじゃない。むしろ火ほ照てった手には丁度良いくらいで、心地ここちよい冷たさだった。


　彼女が抱え込むようにしている手を、アルトゥールはもう一度強ごう引いんに引っ張って握る。


　ユズカは驚いて顔を上げ、薄うすい水色の目を丸々と見開いた。


「アルトゥールだ。よろしくな」


「……ユズカ、です」


　自己紹しよう介かいすると、釣つられたようにユズカも名乗った。お互い、メリッサを通して名前はもう知っているから変な感じだ。


「ユズカの手、俺は嫌きらいじゃない。吹雪で寒くなったって、俺が厚着すればいいんだから気にするなよ。な？」


　そう言って、握った手を軽く上下に振る。これが握手だ。仲良くしよう、という儀式。


　今度はユズカも手を引っ込めなかった。代わりに俯いて、ぽそりとつぶやく。


「……変な人」


　その声は、笑っているように聞こえた。


　暗くて表情はよく見えないけど、やっと笑ってくれたのだ。


　嬉うれしくなって、どうやったらもっと笑ってくれるだろうかと考え──


「ただいま！」


　ばたん！　と壊れそうなほど音を立てて扉とびらが開き、飛び込んできたのは金きん髪ぱつの少女だった。膝ひざ丈たけのズボンによれよれのシャツという出いで立ちだが、れっきとした女の子。


　メリッサは帰ってくるなり、手に持っているものを誇ほこらしげに掲かかげてみせた。


「見て見て、良いもの見つけた！」


　それはどうみてもただの木の枝だった。彼女は食べ物を探しにいったはずなのに。


「それ、食うの？」


　鹿しかじゃあるまいしと思ってアルトゥールは訊ねる。するとメリッサは嬉しそうに手招きして、再び小屋の外へ出て行った。


　仕方なくアルトゥールは立ち上がる。握ったままだったユズカの手を引っ張りながら。


「なんかよくわからないけど、行ってみよう」


　そう促うながすと、ユズカも立ち上がった。そのまま二人、手を繫つないでメリッサの後あとを追う。


　小屋の外ではメリッサは枝を地面に突き立てていた。そして数歩後ろに下がって、木の枝に両手を翳かざす。風もないのに枝の葉がざわめく。そして──


「いくよ！　そーれ！」


　元気の良い掛かけ声と共にメリッサは両手を頭上に突き上げた。それと同時に枝も天へと伸びていく。


「うわっ!?」


　アルトゥールはたまらず後あと退ずさった。だけど、手を繫いでいるユズカは驚く様子もなく、急生長する枝を見上げている。


「大丈夫です。これがメリッサの力……《木霊ドリユアス》の力ですから」


　ユズカはそう言って、握る手に少しだけ力を込こめる。細くて華奢な手が、なぜだかとても頼たのもしく思えた。


　枝はどんどん背が伸び、太くなって、ざわざわと葉が茂しげって白い花が咲さいた。だけど花は一いつ瞬しゆんで散って、むくむくと丸い実が育って赤く色づいていく。


「リンゴだ……！」


　その実の正体がわかったとたん、アルトゥールは感かん嘆たんの声を上げた。そしてその目の前に、実をつけた枝が垂れてくる。まるで木が、その実を恭うやうやしく差し出すように。


「これ、本当に食えるか？」


　ただの枝が木になって、実をつけた。それも一瞬で。


　これが贋人ギニヨルの能力だとしても少し信じられなくてメリッサに視線を向ける。


「美お味いしいよー」


　メリッサはすでにしゃくしゃく音を立ててリンゴを貪むさぼっていた。果か汁じゆうで口の周りがべたべただ。


「……食べよっか」


　自由な振る舞まいのメリッサにもう何も言う気にはなれなくて、アルトゥールは目の前に垂れ下がってきたリンゴをひとつもぎ取ってユズカに渡わたした。すると、繫いでいた手を離はなして両手でそれを受け取ったユズカはリンゴと同じ色に頰ほおを染めて一口囓る。


「美味しい、です」


　そう言ったユズカは、微かすかに、だけど確かに笑っていた。




　一　何者だ？







「もうすぐ駅に着きますから起きてください」


　耳元で聞こえた声に、ぱかりと目を開ける。目の前には名前も知らない老ろう夫ふう婦ふが並んで座って、斜ななめに傾かたむきながらにこにこと笑っていた。


　いや、傾いているのは老夫婦ではなく自分だ。それに気づいたアルトゥールは、慌てて身を起こす。おかしな姿勢で寝ねていたせいで、首が少し痛い。


　アルトゥールが枕まくらにしていたのは華奢な肩かただった。隣となりに座っている少女の肩だ。


　汽車の窓から差し込む光できらきら輝かがやく白銀の長い髪かみ。耳の前に垂らした髪の房ふさを青いリボンで飾かざり、腕うでに垂れ下がる袋ふくろ状の袖そでと背中で結ぶ存在感ある帯が特とく徴ちよう的な異国風の服を着て、背筋を伸ばしている。膝ひざに置いている本に視線を落として横顔しか見えないが、その陶とう磁じ器きのように滑なめらかな頰は普ふ段だん驚おどろくほど白く透すき通っているのに今は熟うれたリンゴのように赤い。


「ごめんな。重かったか？」


「いいえ。それより……手を……」


　俯いて視線をくれないまま、少女──ユズカはもごもごと歯切れ悪く言う。


「手？」


　問い返しながら、アルトゥールは自身の手を見た。そして、己おのれの手が握っているものを慌あわてて放ほうり出す。


「ひぇっ!?」


　アルトゥールが握っていたのはユズカの手だった。そういえば、直前まで見ていた夢が子供の頃ころはじめて彼女の手を握った時の思い出だったような気がする。そのせいで、無意識に現実でも彼女の手を摑つかんでしまっていたようだ。


「わ、悪かった！　本、読みづらかっただろ？」


　心臓が暴れて、そこから発生した熱が両頰へ一気に駆かけ上がってくる。


　子供の頃から一いつ緒しよにいて、今さら手を握ったくらいでこんなに動どう揺ようすることなんてなかった。つい先日までは。


　不ふ慮りよの事故でキスをしてしまった時から、仲間や妹という意識以外のものに気づいてしまった。本当に基本的で、当たり前のことなのにいつの間にか気にならなくなっていた、ユズカは女の子なのだという事実に。
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　容姿は女優顔負けの美び貌ぼうで、言動も決して男っぽいわけではない。だけど幼い頃から一緒にいたために、互たがいの性別の違ちがいなんて些さ末まつなことのように感じていたのだ。


　だけどひとつ気づいてしまったら、彼女の女性的な魅み力りよくがどんどん成長していることにも気づいてしまう。


　アルトゥールの手に比べて、細くて折れそうな小さな手。薄い爪つめはマニキュアも塗ぬっていないのに薄うす紅べにで、小こ柄がらなのに手足はすらっと長く、異国風の服の厚い帯を巻いていてもわかるほど腰こしは細くて華奢。そして胸は──ここは子供の頃とあまり変わっていない。


　彼女と触れ合っている体の側面が温かくて、そこから発火してしまいそうだ。だけど座席が狭せまくて離れることもできない。彼女の白銀の髪にはシャンプーの香かおりが残っていて、石せつ鹼けんなんてアルトゥールと同じ物を使っているはずなのに、彼女から薫かおると真っ白な百ゆ合りが放つ芳ほう香こうにも負けない気品ある香りに思えてしまう。花の蜜みつに誘さそわれてふらふら飛んできてしまう虫たちの気持ちも、今ならわかる気がした。


　そんなことを考えた瞬しゆん間かん、ちらりとユズカの視線がこちらに向いた。純度の高い氷のような淡あわい水色の眼まな差ざし。けれど、その視線はすぐに車窓の外へと向けられてしまった。


「膝に置いて読んでいましたから、片手で充じゆう分ぶんでしたけど」


　そう言ってユズカは、放り出された手をもう片方の手で摩さすった。まるで、手の温度を確かめるみたいに。


　その仕草は、出会ったばかりの頃の彼女そのままだった。まだ能力を制御しきれず、冷たい手を気にしていた昔のユズカ。


　今でも時々、怒おこったりすると無意識に冷気を発してしまうことがあるけれど、握にぎっていた手はしっとりと柔やわらかくて温かかった。だけどアルトゥールが振ふり払はらってしまったことで、また手が冷たいのではないかと不安になったのだろう。


　違うんだ。ただ、子供の頃のように手を握ることが恥はずかしくなってしまっただけだ。


　そう言ってしまえたら楽なのだけれど、言えば彼女を女の子として意識しているのだと白状することにも繫がる。それだけは絶対、だめだ。血は繫がらなくても、ユズカは大事な仲間であり妹なのだから。


　どうしたものかとしばし考え──アルトゥールはさっと右手を伸のばしてユズカの右手を取り、四本の指同士がかみ合うように握って彼女の親指を自身の親指で押さえ込んだ。


「いちにーさんしーごーろくしちはちきゅーじゅ！　よし、俺の勝ち！」


　十秒間、親指を押さえ込まれたら負けという簡単なゲームだ。子供の頃、よくやった。ユズカやもう一人の仲間、メリッサと一緒に。


　そういえば、やるのは久しぶりだ。アルトゥールの手がユズカたちに比べ大きくなって、絶対に負けないようになってしまって、いつの間にかやらなくなっていたのだ。


　急きゆう襲しゆうと勝利宣言にユズカは一瞬啞あ然ぜんとして──悔くやしげに眦まなじりをつり上げて顔を赤くした。


「な、なんです、いきなり。それに、今のはずるいです。卑ひ怯きようです。やり直してください」


　そう言ってユズカはアルトゥールの親指を押さえつけるためにぎりぎりと手に力を込めてくる。けれど、やはり手の大きさという圧あつ倒とう的な差はどうすることもできず、即そく座ざにアルトゥールは彼女の指を押さえ込んだ。


「はい、二回目も俺の勝ち！」


「も、もう一回……」


　ユズカが再度勝負のやり直しを言い出しそうになった時、ぷふっと噴ふき出すような笑い声が聞こえた。向かいに乗り合わせた老夫婦だ。そういえば目を覚ました時、目の前にいた。起きると同時に慌てふためいたせいですっかり忘れていたけれど。


　ユズカの手を握って寝ていたところも、子供みたいな遊びをしていたところも全部見守られていたわけだ。これはなかなか恥ずかしい。


　くすくす笑う老夫婦の視線を避さけるように、ユズカはさっとアルトゥールから手を離して本を持ち上げ、顔を隠かくす。


　その隣で、アルトゥールは自分の黒くろ髪かみを照れ隠しにわしゃわしゃ搔かいた。


　そんな気まずい間を埋うめてくれるみたいに、汽笛がぽぅーっと甲かん高だかい音を上げる。


　駅に到とう着ちやくする合図だ。
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　ジャッロ・コリーナ市はキュンバラ国内でも古くから栄えた都市で、首都にも近く、新しい技術を積極的に取り入れては日々移ろいを続けている。


　その証しよう拠こに、いつでもどこかで大おお掛がかりな工事が行われていた。地下鉄やら高層ビルやら。工事に携たずさわる労働者も多く、町の大きな通りはいつも混雑していて少し埃ほこりっぽい。


　そんな労働者をぱんぱんに詰つめ込んで街中を走る路面電車も、最近では各地で見かけるようになったが、ジャッロ・コリーナはキュンバラの中では早くに取り入れたほうだ。機関車と違い、煙けむりを出さずに電気で動く電車は市街地の中を走らせるのには最適で、警笛の代わりに通行を報しらせるベルを鳴らしながら公共道路の主役となっていた。


　日々変わりゆく都市。その様子を一望できる場所がある。


　ゆるやかな坂が続く丘きゆう陵りよう地ち。以前訪おとずれた時は緑色の広大な丘おかだったが、今はその土地一面に黄色い金きん鳳ぽう花げが咲いていた。


　この風景はジャッロ・コリーナの夏の風物詩にもなっている。金鳳花には毒があって、家か畜ちくを放牧することもできず放置した結果の光景であるが、近年の都市開発の中にあって手つかずなのは土地の人間がこの黄色い景色を愛しているということなのだろう。


　そんな黄色い丘の一角には、大きな楡にれの木が堂々たる風格で佇たたずんでいる。


「花束は必要なかったかもしれないな」


　楡の木の葉がさざめく中、アルトゥールはつぶやく。


　その言葉には答えることなく、ユズカは駅前で買ってきた花束を木の根元に置いた。


　そこには、すでに色とりどりの花が咲さき乱れていた。黄色い丘の中で、そこだけが絵の具をばらまいたような鮮あざやかな色しき彩さいだった。


「……メリッサが持っていた種が、芽を出したのでしょうね」


　ここに眠ねむっている少女は、幾いく種類もの植物の種を服の至るところに忍しのばせていた。それが彼女の武器であり、時には盾たてであったから。


　彼女の持っていた種が、一年の時を経て芽を出し、花をつけたのだ。


　一年前、彼女はこの丘で命を落とした。贋人ギニヨルであった彼女の心臓、マテリエを砕くだかれて。


　二つに割れたメリッサのマテリエは今、アルトゥールとユズカで一欠片かけらずつ持っている。彼女が遺のこした、数少ない生きた証あかしだから。


　花束を置いたユズカはしゃがみ込んだまま、木の根元に咲くその花々をじっと見つめていた。白銀の髪に、木こ漏もれ日が歪いびつな光の模様を作る。


　彼女──メリッサの死に立ち会ったのはユズカだけだ。アルトゥールが彼女たちの側そばから離はなれていた時、二人は贋人ギニヨル狩がりに襲おそわれ、メリッサはユズカを守って贋人ギニヨル狩りと相打ちした。


　贋人ギニヨルを育成していた施し設せつクレイドルにいた頃からメリッサと親友同士だったユズカは、友を亡なくした悲しみと生き残った罪悪感で今でも苦しんでいる。


　そしてアルトゥールは、メリッサを守れなかった後こう悔かいを抱かかえて今ここに立っていた。


　まるで昨日のことのように思い出す。冷たくなった彼女の姿。


　けれど、もう一年経たったのだ。見事に咲いた色とりどりの花が、メリッサが咲かせた花が、それを告げている。


　丘を渡わたる風が金鳳花の黄色い花を散らし、ユズカの白銀の髪を揺ゆらし、アルトゥールの季節外れな黒いコートをはためかせる。


「メリッサはきっと、ユズカに望みを叶かなえてほしいと思ってるよ。あいつはいつだってお前の幸せを一番に考えてたんだからな。だから俺は何十年掛かかったって諦あきらめない。絶対お前を人間にしてやる。そして、一緒に生きよう」


　アルトゥールの言葉に、ユズカは振り返りもせず頷うなずくこともなかった。


　だけど、それで構わない。今のは、この土の下で眠るメリッサへの宣言だったのだから。


　メリッサの代わりにはなれないけれど、彼女のように、上手にユズカを笑わせてやることはできないけれど、それでも自分なりのやり方でユズカを幸せにしてみせる。


　今の言葉はメリッサまで届いただろうか。


　ざぁぁっ、と一ひと際きわ強く吹いた野風が、その返事だと思いたかった。
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　一年ぶりに戻もどってきたジャッロ・コリーナ。


　メリッサが眠るこの町を、こんなにも早く再び訪れることになるとは思わなかった。


「来てみたはいいけど、こう人が多いんじゃどこに手配犯がいたってわかりゃしないな」


　町に戻って、繁はん華か街がいの賑にぎわいを目にしたアルトゥールはため息混じりにつぶやいた。


　メリッサを亡くした、まだ真正面から向き合うには辛つらすぎる思い出が残る町に舞まい戻ってきたのは、彼女の墓標すらない墓に花を供えるためではない。


　ユズカとメリッサが育った第四クレイドル。キュンバラの隣りん国ごく、シローフォノ国内にあったその施設は七年前、所長を筆頭とした研究員たちが軍に背そむいたとして人々ごと焼き払われた。


　その騒さわぎの中、アルトゥールはユズカたちと出会い、共に逃にげ出したのだ。


　他にも逃げた贋人ギニヨルはいるだろう。けれど多くの贋人ギニヨルが心臓であるマテリエを破は壊かい、あるいは抜ぬき取られて犠ぎ牲せいとなり、研究員たちは射殺された。


　たった一人、ディニタ・イングリスという研究員を取り逃がして。


　ディニタ・イングリスはそれ以来、逃とう亡ぼう犯としてシローフォノ軍に追われている。


　その男を、アルトゥールとユズカは捜さがしていた。贋人ギニヨルとマテリエの専門家である元研究員なら、贋人ギニヨルを普ふ通つうの人間にする方法を知っているかもしれないと思ったから。


　贋人ギニヨルはマテリエという黄金こがね色の石を心臓に持つ人工生命だ。見た目はただの人間で、傷つけば血を流すし九歳だった幼い少女が七年で十六歳に成長したりもする。


　では、普通の人と何が違ちがうのかと言うと、まず第一に怪かい異いの力を持っていることだ。


　ユズカは氷と冷気を操る《氷姫グラス・レーヌ》。メリッサは植物を操あやつる《木霊ドリユアス》だった。


　そして本来、贋人ギニヨルには感情がない。


　ところが、そう低くない割合で意思を持つ贋人ギニヨルも生まれてくる。そんな贋人ギニヨルは三等星ペトルーシユカと呼ばれ、失敗作として処分されていた。


　そんな三等星ペトルーシユカに情けを掛け、逃がしていたのが第四クレイドルの研究員たちだった。それ故ゆえに、消されてしまう運命を辿たどったのだが。


　逃がされ、あるいは自ら逃げ出して生き延びた三等星ペトルーシユカの贋人ギニヨル。


　彼らは自由を得て平へい凡ぼんな人生を手に入れたのか……と言うとそう簡単にはいかない。


　贋人ギニヨルは成人になると、そこで体の成長が止まる。要するに不老長ちよう寿じゆの身となるのだ。普通の人間なら致ち命めい傷しようになるような傷を負っても治ってしまう回復力も持っている。


　そんな体では、人間の社会に身を置けない。好きな町に根を下ろし、人並みに年老おいながら暮らしていくということができないのだ。


　各地を転々としながら、無む駄だに長い命をずるずると引きずって生きることになる。


　ユズカはそんな贋人ギニヨルであり、三等星ペトルーシユカだ。


　まるで呪のろいのような贋人ギニヨルの宿命からユズカを解放してやりたい。それがディニタ・イングリスを捜している理由。


　この町へ来たのは、情報屋に町の名を囁ささやかれたからだった。


　あの情報屋は確実に何かを知っている。アルトゥールたちにメリッサという仲間がいたことも、彼女が死んだことも知っていて、二人がディニタ・イングリスを捜す目的もすべて把は握あくしたうえで『ジャッロ・コリーナに行け』と言ったのだ。


　艶えん然ぜんとした妖あやしげな笑えみの囁きに導かれてアルトゥールとユズカはこの町に戻ってきた。何かの企たくらみに自ら飛び込む覚かく悟ごで。


「言われるままに来て、特別これといって出で迎むかえもない。だったら、普ふ段だん通りにすればいいのではないでしょうか。……以前訪れた時は短い期間しか滞たい在ざいせず去ってしまいましたから、聞き込みも不十分でしたし」


　わずかに俯うつむいて、ユズカは言った。


　一年前もディニタ・イングリスを捜して訪れた町だ。当時は何の手がかりもなく、メリッサを失った土地から逃げるように去ってしまった。だから、以前来たことがあるからといってこの町のことを詳くわしく知っているわけではない。むしろ、ほぼ何も調べることなく素す通どおりしてしまった町だと言える。


　この町は辛い思い出に満ちている。メリッサの墓に花を供えに行ってから、ユズカの表情は曇くもったままだ。彼女はそんな気持ちを隠そうとして無感情な言葉を吐はき出しているが、もう七年も一いつ緒しよにいるのだ。心が落ち着かず、じっとしていることが不安なのだと手に取るようにわかる。


「普段通りか……。じゃあ、まず長期滞在できる安いホテルを探して、その後は──」


「アルトゥールは聞き込みを。わたしは働きます。生活費がなければ屋根の下で眠ることもできませんから」


「あぁ、まったく普段通りお前は仕事熱心だな」


　嘆たん息そくまじりの苦く笑しようを漏もらし、アルトゥールはいつもの調子で答える。


　心の平静を保つため、ユズカが普段通りにしたいというのなら、それに従うまでだ。
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　安いホテルというのはだいたい歓かん楽らく街を少し外れた地区にある。遊興目的の客やアトリエを持たない画家、運び屋や便利屋などの定住しない労働者が多く利用し、安い代わりに食事も何も出ず滞在中の部屋の掃そう除じなどは各自でという方式がほとんどだ。


　一年前に利用したホテルは、どちらが言い出すまでもなく避さけた。あの時はまだ三人一緒だったのだと、思い出に苦しむのは目に見えているから。


　なので別のホテルを探す。しかし都市開発の影えい響きようなのか二軒けん連続で満室だった。三軒目でようやく空室が見つかったのだが、そこもぎりぎり最後の一部屋という有様。


　屋根のある場所で眠れることはありがたいが、選せん択たくの余地なく一部屋に二人で泊とまるというのは、アルトゥールにとっては少しばかり困った問題でもある。


　安い料金に見合った部屋は狭せまい。ベッドは二つだが、距きよ離りは近くて互たがいの寝ね息いきや衣きぬ擦ずれの音がよく聞こえる。そして室内で洗せん濯たく物ものを干すものだから、見てはいけないと思いつつも見えてしまう下着だとかいろいろと目の毒だし神経がすり減る。


　ユズカを女の子として再さい認にん識しきするまでは、そんなこと一いつ切さい気にならなかったのに。


　とはいえ、仮に空室が複数あったとしても別々の部屋に泊まろうなどと言い出せたかどうかはわからない。子供の頃ころから一緒に眠っていて、今さらそれを変えようとすれば理由を訊きかれるに決まっている。


　訊かれたところで正直に言えるわけがない。男としては正常だが、不純な目でユズカを見ていることがばれたら夏なのに凍とう死しすることになる。


　それに、彼女は大事な妹なのだ。メリッサから託たくされた、三姉兄妹きようだいの末っ子。手を出すなんて、あってはならない。


　いかがわしい感情なんてどうせ一過性のものだ。以前のように慣れてしまえば、洗濯物の下着だってただの布きれにしか見えなくなるだろう。そうなるまでひたすら耐たえるしかない。ないのだが……。


「はぁ……」


　しばらくは眠ねむれない夜が続くのだろうなと思うと憂ゆう鬱うつでため息が零こぼれる。五分置きくらいに出るため息に、隣となりを歩くユズカは不安そうな目を向けてきた。


「大だい丈じよう夫ぶですか？　さきほどから、ため息が多いようですが……。この町を歩くのが、つらいですか？」


　心配されてしまった。変なことを考えていたのが申し訳なくなる。この町を歩くのがつらいのは、きっと彼女の心情そのものなのに。


「いや、そういうわけじゃ……。なんか、前に来たときより人が増えてごみごみしてるなぁって思ってさ。この中から人捜ししろって言われてんだから、うんざりしたって仕方ないだろ？」


　周囲に視線を巡めぐらし、ごまかす。するとユズカも顔を上げ、納なつ得とくしたように小さく嘆息した。


「確かに、その通りですね。あなた一人に任せてしまってすいません。でも、お金は油断するとすぐなくなってしまうんです。いつでも仕事があるとは限りませんし、なるべく暑い季節に働かないと」


　ユズカの能力を活いかした運び屋『ブリザード特急便』は、冷れい却きやく運うん搬ぱんに特化している。要するに、冬になってしまえば需じゆ要ようが一気に下がるのだ。冷やして運ぶ必要性がない荷物も、もちろん引き受けるけれど、アイスクリームや生クリームをたっぷり使ったケーキなどといった嗜し好こう品ひんを遠くにある名店から取り寄せたがる富ふ裕ゆう層は金払ばらいも良いし他の運送業者と差別化できて評判にもなる。


　メリッサがいた頃は、『ブリザード特急便』で稼かせげない季節になると《木霊ドリユアス》の力で急生長させた野菜や果物くだものを売るという収入源もあったが、今となっては昔の話だ。冬のために蓄たくわえを、とユズカが以前にも増して勤勉になるのも仕方がない。


「わかってるよ。お前が頑がん張ばってくれてるから、毎日ちゃんと飯が食えるんだ。俺は俺の役目を……痛っ!?」


　ちゃんと果たす。そう言おうとした瞬しゆん間かん、人ひと混ごみで足を踏ふまれて悲鳴を上げた。


「なんだよ、ったく……」


　足を踏んだ犯人は、もう人混みにまぎれて誰だれなのかもわからない。今し方、前を通りかかった劇場に並ぶ客のようだが、ずいぶん繁はん盛じようしているようで何十日も先のチケットさえ売り切れの看板が出ている。集まった人々は、キャンセルが出た分の当日券などを買い求めているようだ。


　植物的な曲線の装そう飾しよくを入り口に使用した、真新しい劇場だ。入り口の左右を支える柱には大きなポスターが貼はられていて、一人の歌手の絵が集まった人々を悠ゆう然ぜんと見下ろしていた。


　歌手の名前はステファニア・バルトリ。ポスターにそう書いてある。絵なのでどこまで本人に似せているのかわからないが、まだ若い女だ。ユズカと同い年か、もしかしたら年下かもしれない。亜あ麻ま色いろの髪かみは豪ごう華かな巻き毛で、上流階級や富裕層の女特有の窮きゆう屈くつそうな服装をしている。コルセットで細く締しめ上げた体はまだ幼い体たい軀くで、ぽっきりと折れてしまいそうだ。


「俺たちと同じくらいの歳としなのに看板歌手か。凄すごいな。この客みんな一人で集めてんのか」


　劇場前に集まる人々と、華はなやかな色しき彩さいのポスターを見比べてアルトゥールは感かん嘆たんの声を上げる。


　自分にも何か商売に繫つながる一芸があればユズカばかりを働かせなくても済むのに。だけどアルトゥールの能力は人前で使うのには不向きなものだ。無い物ねだりをしても仕方がない。


　それに、引き受ける荷物さえ選えり好みすれば運び屋の仕事は比ひ較かく的安全だ。たまに同業者による妨ぼう害がいもあるが、贋人ギニヨルであるユズカなら人間相手に負けはしない。


　対し、ディニタ・イングリスを捜さがす役目はシローフォノ軍の追っ手とかち合う可能性もある。その危険からユズカを守ろうと思えば、今の役割分担が一番なのは間ま違ちがいない。


　集まった人々の多さに興味を引かれたのか、ユズカも華やかなポスターを見上げて言う。
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「ステファニア・バルトリ……。聞いたことがない歌手ですね。新人歌手にしては人が集まりすぎているような気がしますけど、地元出身なんでしょうか」


　初めて見る歌手の名に、ユズカは首を傾かしげていた。ディニタ・イングリスに繫がる情報を求めて新聞にはよく目を通しているが、彼女の記き憶おくにもないようだ。普ふ通つう、ここまで人を集める歌手や女優なら巡じゆん業ぎようなどで新聞記事に取り上げられるはずなのに。


　どことなく奇き妙みような雰ふん囲い気きを漂ただよわせる劇場前は混雑が絶えない。ポスターのステファニアに見とれてふらふら歩いて行く客がユズカにぶつかって彼女はよろけたが、相手は謝りもしないで劇場に向かっていく。


「ここにいたら危ないな。早く市庁舎に行って仕事探そう」


　人混みからユズカを庇かばいながら、アルトゥールは先を急いだ。劇場も市庁舎も町の中心であるメインストリートにある。


　市庁舎には仕事の仲ちゆう介かい所じよがあって、コルク製の掲けい示じ板ばんには仕事を募ぼ集しゆうする用紙と従業員や日ひ雇やといの労働者を募集する用紙が張り出されている。後者は上流階級や事業で富を築いた富裕層の屋や敷しきで働くメイドや執しつ事じの募集からカフェの店員まで様々だ。運び屋の仕事もちらほら見受けられる。


「良さそうなものはありませんね」


　掲示板の用紙にざっと目を通し、ユズカはつぶやく。


　運び屋を募集している用紙の内容はどれも町を跨またぐような長ちよう距きよ離りの依い頼らいか、逆にあまり儲もうけにならなそうな短距離の依頼ばかりだ。


　仲介所を挟はさまず運送業者に頼たよれば良いという考えもあるが、業者によって料金はまちまちで、融ゆう通ずうが利きかない場合も多い。


　それに対し、個人でやっている運び屋は料金も低めで客の要望を受け入れやすい。企き業ぎようではないので信用に足らない部分はあるが、良い仕事を重ねれば評判にもなるし、特に社交界の横の繫がりは馬ば鹿かにならない。初めて訪おとずれた町で『ブリザード特急便』の名を聞きつけて指名されたこともある。急ぎの依頼でない場合は、こうして個人の運び屋を募集することも少なくないのだ。


　掲示板の横には白紙とペンが置いてあって、ユズカはそれを手に取った。冷蔵運うん搬ぱんを中心とした荷物運びの依頼を募集していることと、滞たい在ざい先のホテルの住所と部屋番号を書いて張り出しておくためだ。


　慣れた手つきで書き終え、コルクボードに刺ささっていたピンで用紙を留めたユズカは、その手で簡単そうな依頼の用紙を引きはがす。町に住む老婦人が、郊こう外がいに住む孫への贈おくり物を望んでいるらしい。荷物は手作りのぬいぐるみで、渡わたす際には学校での絵画のコンテストで賞を取ったお祝いの言葉をかけてやって欲しい、と微笑ほほえましくも細かい指定が書かれている。


「かさばるような荷物じゃないみたいだし、俺の出番はなさそうだな」


　ユズカ一人では運びきれない大きな荷物を引き受ける場合はアルトゥールも手伝うことになるから市庁舎までついて来たが、このまま別行動に移っても良さそうだ。


「そうですね。今日もわたし一人で……」


「お嬢じようさん方、もしや運び屋かい？」


　ユズカが頷うなずきかけた時だった。背後から、控ひかえめな声がかけられ二人同時に振ふり向く。


　そこに立っていたのは髪も髭ひげもぼさぼさと長く伸のばした男だった。髪は黒々としているが、背は丸まっていて、髪で目元も覆おおわれているので若いのか年寄りなのか判断できない。小こ綺ぎ麗れいな白いシャツと千鳥柄がらのベストを着ていなければ、市庁舎に迷い込んだ浮ふ浪ろう者しやに見える。実際、カウンター奥のデスクで仕事をしている職員は不ふ審しんそうな目でこちらを見ていた。


「何かご用でしょうか」


　周りの目を気にしながら、ユズカが問う。すると男は、手に持っていた木箱を差し出してきた。


「これを届けて貰もらいたい。届ける時間帯が三日後の夜遅おそくなんで個人営業の運び屋に頼たのみたいんだが、構わないかな？　場所はそう遠くない」


「時間指定は可能です。ですが……失礼ながら、中身をお訊たずねしてもよろしいですか？　それによってお受けするか否いなか、または料金や運搬方法も違ってきますので」


　相手が客であると認識したユズカは仕事の姿勢を示した。髪と髭で胡う散さん臭くさくはなっているが身なりはしっかりしているし、自身のことには無む頓とん着ちやくな町医者といったところだろうか。


　それに、外見だけで言えばアルトゥールとユズカだって人のことは言えない。


　アルトゥールは季節を問わず全身真っ黒で黒いコートを着ているし、ユズカは東の果ての島国に伝わる民族衣い装しようの裾すそをばっさり切って改造した服にブーツという個性的な出いで立ちだ。


　仕事に関しては、受けるか否かはユズカの判断に任せている。アルトゥールが黙だまって見守っていると、男は手に持っている箱を軽く揺ゆすった。ごと、と小さい割に重い音がした。


「趣しゆ味みで集めている石でね、珍めずらしいものを見つけたから知り合いの鑑かん定てい士しに見て貰いたいんだ。先方に話はつけてあるから」


　口元を覆う髭のせいで、もごもごと少し聞き取りにくい声。それでも相手の話を理解したユズカはアルトゥールの顔を見て、それから相手に向き直って答える。


「わかりました、お預かりします。お届け先はどちらに？」


　ユズカの言葉に、男は箱を片手で抱かかえ、ズボンのポケットから紙を一枚取り出した。


「ここに頼むよ」


　箱と一いつ緒しよに差し出された紙には、届け先の住所と指定する日時が書かれていた。
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　石が入った木箱は三日間ホテルの部屋に保管し、アルトゥールとユズカは指定された時間に間に合うよう部屋を出た。


　ぬいぐるみを届ける依頼など、一人で持ち運びできて昼に働く場合はユズカ一人に任せているが、今回指定された時間は夜だ。小さな木箱に入った石ならユズカにも持てるけれど、夜に彼女一人を出歩かせるなんてできない。しばらく前にも、それで彼女を危険に晒さらして後こう悔かいしたばかりだ。


　荷物はアルトゥールが持ち、ユズカは住所が書かれた紙と町の地図を持っている。地図は市庁舎で無料配布されていたものを貰ってきた。


　その地図を見るのにユズカは月明かりで照らしているが、今はちょうど月が雲に隠かくれてしまっていて四苦八苦している。


「この辺りは街灯がないんだな。町の歓かん楽らく街なんて不夜城なのに、ここらは人ひと気けもないし」


　周囲を見み渡わたしながらアルトゥールはつぶやく。それに対し、ユズカは地図から顔を上げないまま答えた。


「古い工場地帯のようですね。大きな町には付き物ですよ。毎日競きそい合うように新しい技術が生まれて、それに適応できなくなった工場は用済みですから。取り壊こわして同じ場所に新しい工場を建てるより、空いている土地に引っ越こしてしまったほうが手っ取り早いんでしょう」


　彼女の言うとおり、辺りに並ぶ建物のほとんどが工場だ。窓ガラスが割れて、中に蜘く蛛もの巣が垂れ下がっている様子も見て取れる。廃はい工場の他にはアパートのような建物もあるが、どの窓にも明かりは灯ともっていない。きっと工場で雇やとっていた労働者のための寄宿舎だったのだろう。


　しばらく前までは蒸気機関が主流であったが、今はそれが電気へと移り変わろうとしている。街中を走る電車と、同じく電気で走る地下鉄の工事が盛んなことなどがその象しよう徴ちようだろう。


　急激なエネルギーの転てん換かん期きである今、もとあった工場を一いつ旦たん潰つぶして新しい工場を建てていては他社に、そして他国に後おくれを取る。だからひとまず先に最新設備の工場を別の場所に建ててしまって、後で取り壊す予定と言いつつ後始末は先送りになっているのだ。


　人のいない場所なら街灯がなくても納なつ得とくだ。古いガス灯は見かけるが、使われなくなって久しいのか錆さびが浮ういてまるで枯かれ木のように見える。


　誰だれもいない廃工場地区。工場敷しき地ち内には草が茂しげっていて、煉れん瓦がを敷しいた道の隙すき間まからも雑草が窮屈そうに身を寄せ合って背を伸ばしている。動くものといえば、そんな道路を横切る猫ねこくらいなものだ。


　周囲に人の気配はない。それを確かく認にんしたアルトゥールは持っていた箱を地面に置き、ぱんっと音を立てて両手のひらを合わせた。そして──


「来い、《炎龍ヴイーヴル》！」


　身の内に巣くうものの名を呼び、右手を握にぎって振り抜くと、左手から炎ほのおを纏まとった刀身が現れる。


「これで見えるだろ」


　そう言って、ユズカの前に《炎龍ヴイーヴル》を掲かかげて照らしてやる。銀色の刀身の上を生き物のように躍おどる炎の熱気に煽あおられ、ユズカはじりっと後あと退ずさった。


「あんまり近づけると熱いですよ。それに、誰かに見られたら……」


「大だい丈じよう夫ぶだろ。こんだけ人の気配ないんだし。使えるもんは使わないと勿もつ体たいないからな」


　湾わん曲きよくした片かた刃はの剣けん。その切っ先に意識を集中し、その一点に炎を集めて明るく照らす。


　これがアルトゥールの能力だ。人間でありながら贋人ギニヨルのように怪かい異いの力を持つ理由は何か、そしてこの力はユズカと生きていくうえで障害となるのか。贋人ギニヨルを普通の人間にする方法の他に、その答えも求めてディニタ・イングリスの行方ゆくえを追っている。


　ただし、今は使える能力なら使っておけという主義だ。それでユズカを守れるなら、出し惜おしみする意味はない。


　熱くない距きよ離りを保って、ユズカは地図を炎の明かりの下に差し出す。そして住所が書かれた紙と見比べ、首を傾げた。


「おかしいですね。地区はこの辺りで間ま違ちがいないはずなんですけど。地図にはこの番地は存在しませんよ」


「はぁ？　なんだそれ。あの髭もじゃ、書き間違えたのか？」


　ユズカが持つ地図を横から覗のぞき込み、確かに地図にはメモの住所が存在しないことを確認してアルトゥールも眉み間けんに皺しわを寄せた。


「これ、人が住んでそうな場所を手当たり次し第だい訪たずねて回るしかないってことか？　指定時間に間に合わないよな？」


「それは信用問題に関かかわります……！」


　ユズカの手に力がこもり、地図にくしゃっと皺が寄る。生き真ま面じ目めな彼女らしいが、焦あせりのせいか無意識に冷気を発してしまって寒い。こういうことがよくあるから、アルトゥールは年がら年中コートを脱ぬげないのだ。


「って言っても、もう仕方ないだろ。丁てい寧ねいに謝れば遅ち刻こくくらいたいしたことじゃないって。住所間違ったメモ見せれば受け取り先もわかってくれるだろ。それより問題なのは、この辺に住んでる人間なんているのかって話だけど」


　辺りを見渡し、アルトゥールはため息をつく。


　工場にも寄宿舎にも、明かりのついている窓はない。寝ね静しずまっているというには冷たすぎる静せい寂じやくが、周辺一帯を包み込んでいた。


「もしかしてその住所、番地どころか地区から間違えてるんじゃ……」


　嫌いやな可能性を口にした、その時だった。


　金色の塊かたまりがアルトゥールのすぐ側そばに現れ、瞬まばたきひとつする間もなく消えた。


「は？　え？　なんだ今の？」


　金色の何かが見えたのは一いつ瞬しゆんのこと。幻げん覚かくでも見たのかとアルトゥールは視線を左右に動かす。そして再び正面に目を向けると、地図を放ほうり出して両手に冷気の渦うずを纏っているユズカがいた。淡あわい水色の眼まな差ざしはアルトゥールの足もとをまっすぐ射い貫ぬいている。


「ちょ、ちょっと待て！　俺なんかしたか!?」


　怒おこられる要素が思い当たらず、後退って叫さけぶ。するとユズカはアルトゥールから視線を外して天を仰あおぎ、両手を夜空に向けて掲げた。


「逃にがしませんよ、泥どろ棒ぼう！」


　怒ど声せいとともに、彼女の両手から氷の矢が打ち出された。その軌き道どうの先には、遠ざかっていく金色の鳥。


　鳥は氷の矢を軽かろやかに避よけ、旋せん回かいする。ユズカは苛いら立だたしげに眦まなじりをつり上げ、両手を水平に広げて踊るように一回転した。両りよう腕うでに垂れ下がる大きな袖そでが翻ひるがえり、ユズカを取り囲んで氷の矢が数十本出現する。


「的が小さいなら数で勝負です！」


　右手を号令のように振ふり上げると、氷の矢は一いつ斉せいに天へ駆かけ上がっていった。それを見た鳥は焦っておろおろと左右に逃げ回り、矢の一本がかすかに触ふれて何かをぽろりと落っことした。小さな木箱だ。それを追って金色の鳥は急降下してくる。


「アルトゥール、先に取ってください！」


「よっしゃ任せろ！」


　事態を理解したアルトゥールは箱の落下地点に向かって駆けた。受け止めるのに邪じや魔まな《炎龍ヴイーヴル》は鞘さやである自身の体に突つき立てて収め、両手を空ける。


　あれは依い頼らいの荷物だ。アルトゥールが足もとに置いていたのを、上空から急降下してきて一瞬のうちに搔かっ攫さらい、再び空へ舞まい上がったのだろう。だから、突とつ然ぜん現れて消えたように見えたのだ。


　落下してきた箱を、鳥は地面に激げき突とつする直前に空中で受け止めた。鳥なのに人の手足と顔がある。


　だが、今はそんな些さ末まつなことなどどうでもいい。先に取れと言われたのに、このままでは荷物が奪うばわれてしまう。


　させてなるものかと力ちから一いつ杯ぱい飛び上がったアルトゥールは、右足を蹴けり出していた。


「飯の種返せ、この金ぴかチキンがぁ！」


「ぎゃっふ!?」


　蹴り出した足、硬かたいブーツの靴くつ底ぞこが鳥の横っ面つらにめり込む。ぐにゃっとした感かん触しよくの直後、弾はじき飛ばされた鳥は奇き妙みような声を上げて地面に転がり落ちた。その拍ひよう子しに放り出された木箱は、ぽーんと綺き麗れいな放物線を描えがいて飛ぶ。それを駆け寄ってきたユズカが両腕で抱え込むように受け止めた。


「よかった。中身は割れたりしていないようですね」


　木箱を揺すって、中身の音に変化がないのを確かめたユズカは安あん堵どして箱を抱だきかかえた。そして、煉れん瓦が敷じきの地面に這はいつくばって金色の翼つばさをべたりと広げた鳥を冷たく睥へい睨げいする。


「またあなたですか」


　その声だけで凍こごえ死にしそうなユズカの言葉。自分に向けられたのではないとわかっていてもぞくりと震ふるえながらアルトゥールは彼女の横に並び立って、金色の鳥に語りかけた。


「お前、ユズカのこと諦あきらめたんじゃなかったのかよ。こんな所まで追っかけてきて持ち物まで盗とるとか、命はもっと大切にしたほうがいいぞ」


　その言葉に、金色の鳥はよろよろと身を起こす。


　金色の翼は鳥のものだが、それ以外は人間そのものだった。がっしりとした体たい軀くで両りよう肩かたから腕にかけて金色の羽う毛もうが覆おおい、上半身は裸はだか。上着は腰こしに巻いている。


　短く刈かった髪かみも双そう眸ぼうも金色で、鋭するどい顔つきの若者だった。


　ただし、その精せい悍かんな顔立ちは今、くっきり残った靴くつ跡あとのせいで台無しになっている。


「ちがっ……！　俺は仕事でやってんだ！　追っかけてきたわけじゃねぇよ、ほんとに！」


　座り込んで二人を見上げ、金色の若者は叫ぶように弁解した。


　彼に会うのはこれで二度目だ。この町に来る前にいた港町で、ユズカにおかしな幻げん想そうを抱いだいて付きまとっていた男。名は、たしかロドリクといったか。ユズカと同じ贋人ギニヨルだ。


　結局その件は、ユズカの厳しい性格を知ったロドリクが勝手に幻げん滅めつして終しゆう了りようした。


　その際、怒ったユズカの恐おそろしさを知ったはずなのに再び会うなんて。未練がましく跡あとをつけてきたとしか思えない。


　けれどロドリクは懸けん命めいに、そうじゃないと主張する。


「前の町で依頼されたんだよ。盗とう品ひんを取り戻もどして欲しいってな。上から見て、持ってるのがお前らだってわかった時はほんと仕事放り出して逃げようかと……。けど、依頼料は前まえ払ばらいで貰もらってるし仕方なかったんだ。それにお前らだって、盗品の運び屋やってるなんて俺のこと泥棒とか言えないだろ」


　ぶすっと不服そうな顔で、ロドリクは言った。


　アルトゥールはユズカと顔を見合わせる。


「盗品だってよ。どうする？」


「この人の言い分だけを聞いてお客様を疑うわけにはいきません」


「だよなぁ。一番良いのは届け先に無事運んで、中身の確認をしてもらうことかな。届けてから先のことは、こいつが好きにすれば良いんだし」


『ブリザード特急便』の仕事はあくまで依頼された荷物を届けること。届け先に引き渡わたした後の荷物のことまでは関知しない。受け取り人側とロドリク、勝手に争えばいい。ただし、すべては荷物を届けた後で。


「そういうわけだから、届け終わるまでちょっと待て。むしろ届け先の住所探すの手伝え」


「はぁ？　何言ってんだ！　泥棒の片棒担かついでるくせに図ずう々ずうしいな！　てか、運び屋のくせに届け先の場所わからんってどういうことだよ!?」


　顔の靴跡を手で擦こすりながら、ロドリクは喚わめいた。当然の疑問ではあるが、こちらに文句を言われても困る。


「渡された届け先の住所が間違ってて、地図上では存在しないことになってんだよ」


　その答えにロドリクは立ち上がって距離を取り、身構えた。


「存在しない住所って充じゆう分ぶん怪あやしいじゃねぇか。盗品だってことをさっきまでは知らなかったとしても、怪しさ濃のう厚こうになってるのに元の持ち主に返さないって人としてどうなんだよ」


「ユズカの気持ちを無視して妄もう想そう押しつけて付きまとってた奴やつにだけは言われたくないな」


「言うな！　思い出したくもない過去を！」


　すでに彼にとっては消したい記き憶おくなのか、ロドリクは顔を真っ赤にして頭を抱かかえた。あの時は散々迷めい惑わくをかけてくれたくせに、自分勝手だ。


「とにかく、その箱は渡してもらう。前はその女の性格知らなかったせいで意表を突かれたが、今度は通用しねぇからな。能力だってわかってんだし」


　両手の十指にばりばりと電流を走らせ、ロドリクは二人を睨にらみ据すえた。


　彼は異形の姿で雷らい撃げきを操あやつる贋人ギニヨルだ。驚きよう異い的な視力も持ち合わせ、遠くからでも獲え物ものの些さ細さいな動きを見分ける。


　箱を抱えているユズカの前に立ち、アルトゥールは身構えた。


　ユズカの能力もアルトゥールの能力も、すでにロドリクには知られている。それ故ゆえに彼はこちらの手の内をすべて把は握あくしているつもりなのだろう。


　だが、こちらにはまだロドリクに見せていない……いや、彼に会った時にはアルトゥール自身ですら知らなかった力がある。


　アルトゥールが両手を合わせたと同時にロドリクは一瞬身を沈しずめて地面を蹴り、飛び上がった。ばさりと音を立てて金色の翼が風を起こす。


「お前の能力なんか、空に逃げちまえばどってことないんだよ！　どうせ剣けんが燃えてるだけ……」


「来い、《飛龍リンドブルム》！」


　見開いた柘ざく榴ろ石いし色の双眸が仄ほのかに赤みを増し。


　身の内に巣くう、もうひとつの名を呼ぶ。


　そして右手を握にぎって引き抜ぬいた。我が身という鞘から、青く輝かがやく剣を。


「……え？　何それ」


　剣を目にしたロドリクが上空でつぶやく。金色の鋭い目が今はまん丸になっていた。


「そんなの俺が知りたいわ！」


　たしか以前も同じように言ったと思う返事と共に、アルトゥールは剣の柄つかを両手で握って斜ななめ上に斬きり上げた。唸うなる刀身から風の刃やいばが打ち出され、ロドリクめがけて舞い上がる。


「ひぃっ!?」


　ロドリクは空中で仰のけ反り、風の刃をすれすれで避けた。そのため体勢は崩くずれたが、翼をばたつかせてどうにか姿勢を保つ。


「な、なんだそれ！　前ん時は隠かくしてやがったのかよ、ずりぃぞ！」


「隠してねーし。俺だって知らなかったんだよ。使えるようになったのはあの後だ」


　わずかに湾わん曲きよくした片かた刃はの長剣。その峰みねを肩かたに当てて担かつぎ、アルトゥールは答えた。


　風の刃を生み出す《飛龍リンドブルム》。七年前に《炎龍ヴイーヴル》を初めて手に取った時、それだけが自分の能力だと思っていたがどうやら違ちがったらしい。この《飛龍リンドブルム》の存在を知ったのは、つい最近のことだ。


　人間でありながら贋人ギニヨルと似た力を持つ。他に同じような人間には会ったことがなく、自分の力の正体をアルトゥールは把握しきれていないのだ。ユズカたち贋人ギニヨルは物心つく頃ころに己おのれの能力を自覚するというが、アルトゥールにはそれが当てはまらない。


　ロドリクは上空に留とどまったまま、憎にく々にくしげに睥睨してくる。離はなれた場所から攻こう撃げきすれば、アルトゥールの攻撃は避けられると思っていたのだろう。作戦は狂くるったようだが、まだ諦めていないようだ。


　ユズカも遠えん距きよ離り攻撃はできるが、木箱を奪った時といい風の刃を避よけた時といい、彼の俊しゆん敏びんさは侮あなどれない。


　それに、人の気配がない地区とはいえ街中で派手に能力を使うのは憚はばかられる。そう何度も数打ちゃ当たるを実行できない。


　拮きつ抗こう状態だ。互たがいに睨み合い──ロドリクがいきなりこちらを指差してきた。雷撃かと思い身構えたが、どうも様子が違う。


「おい、お前ら！　後ろ！」


「そんなん子供だって引っかかるか！」


　あまりにお粗そ末まつな引っかけに、呆あきれて怒ど鳴なり返す。しかしロドリクはまだ言い続けた。


「ほんとだって！　しかも、そいつ──！」


「きゃあぁぁぁぁぁぁぁ!?」


　ロドリクが何か言いかけたのを遮さえぎったのは悲鳴だった。アルトゥールのすぐ背後、ユズカの声だ。


「ユズカ!?」


　まるで暴漢にでも襲おそわれたかのような絶ぜつ叫きように、青ざめて振り返る。そんなアルトゥールの柘榴石色の目に、異様な光景が映った。


「うぅん、だいぶ未発達だけど形はなかなか良いんじゃない？」


　聞き覚えのある甘ったるい声。


　鎖さ骨こつのあたりまで伸のばしたカスタードクリーム色の髪はくるんと内巻きになっていて、前まえ髪がみだけが染めているのか地毛なのかチョコレート色。綺麗に整えた長い爪つめには明るい赤のマニキュアを塗ぬって、その爪に彩いろどられた細い指がユズカの胸むな元もとでさわさわと動いていた。


　ユズカの背後に女がいて、後ろから両手を回してユズカの薄うすい胸を触さわっている。


　そしてユズカは逃にげようとしているのか体をよじるものの、そうすると女の指が胸に食い込むのか動くたびに顔を赤くして歯を食いしばって動きを止めてしまう。ぎこちなく震えるその姿はまるで錆さび付いたブリキの玩具おもちやみたいだ。


　見たまま状じよう況きようを説明するとそういうことになるが、何がどうしてそうなっているのかさっぱり理解が追いつかない。


　ただ、唯ゆい一いつわかったことは、突とつ然ぜんユズカの背後に現れた女が知った顔だということだ。


「お、おま、ミヌー!?」


　状況に頭がついていかず、どもりながらアルトゥールは女の名を呼んだ。


　女といってもユズカより少し歳とし上うえの少女だ。化け粧しようや服装、スタイルのせいで大人っぽく見えるだけ。


　ミヌーという名のその少女は、アルトゥールたちにジャッロ・コリーナへ行けと囁ささやいた情報屋だった。何かを知っている素そ振ぶりで、もしかしたら罠わなでも張って待ち伏ぶせているのではないかとも思っていたから再び遭そう遇ぐうすることもあるだろうとは考えていた。


　だが、ユズカの背後から忍しのび寄って胸を触るという再会の仕方はさすがに予想外すぎて意味がわからない。それに、前の町で出会った連中がこんな夜中に別の町で大集合とは。これは一体どういうことだ。変な夢でも見ているのか。


　一いつ瞬しゆん現実を疑いたくなったが、目の前の光景はアルトゥールの思考停止とは裏腹に進行していく。


「いやっ……！　もう離して……！」




[image: ]


　足音も気配もなく忍び寄ってきたミヌーに、言葉的にも物理的にも触ふれてはいけない部分を鷲わしづかみにされているユズカは顔だけでなく手足まで真っ赤に染めて歯を食いしばりながらわなわなと震ふるえ、それでもどうにか逃げだそうと試みる。木箱もかたかたと音を立て──ミヌーの手が素す早ばやくユズカの胸元から離れて木箱を叩たたき落とした。


「もーらった！」


　ユズカの手から木箱を奪うばい取ったミヌーは甲かん高だかい声で笑って走り出した。


　そうだ、いきなり異様なものを見てしまったせいで忘れていたが、ミヌーの手て癖ぐせの悪さはアルトゥールも実体験済みだ。


「だから言ったのに！」


　上空ではロドリクが憤ふん慨がいして騒さわいでいる。そして解放されたユズカは目に薄く涙なみだを溜ため、走り去るミヌーの後ろ姿をキッと睨んだ。


「逃がさない……！」


　怖おぞ気けがするほど低い声でつぶやき、彼女はミヌーを追って走り出す。


　だが、ミヌーは高いヒールの靴くつを履はいているにもかかわらず俊しゆん足そくだった。赤いビジューがついた黒いエナメルのパンプス。深くスリットの入った黒いドレス。走るのには不向きな格好なのに。


　アルトゥールも《飛龍リンドブルム》を我が身に収め、ユズカに続いて走り出した。けれどミヌーの速さにはついていけず、ユズカとアルトゥールは徐じよ々じよに引き離されていく。


「やばい、逃げられるぞ！」


　前を走るユズカに向けた言葉。言われずとも彼女も焦あせったのか、両りよう腕うでに吹雪ふぶきの渦うずを纏まとった。それを勢いよく振ふり下ろし、冷気をぶつけて煉れん瓦が敷じきの道を氷で覆おおう。


「おい待て、そんなことしたら走れないだろ！」


「だったら滑すべってください！」


　振り返りもせずユズカは答えて指をぱちんと鳴らした。直後、足もとに違い和わ感が生じる。


　靴くつ底ぞこに氷の刃が形成されたのだ。ユズカが履いている白いブーツの靴底にも同じく刃が出来ている。その刃で地面の氷を蹴けって、ただ走るのとは段違いの速さでミヌーを追った。


　ぱきぱきと拡ひろがっていく氷は逃げるミヌーに迫せまる。


「やぁん、転んじゃう」


　まるで楽しんでいるかのようにミヌーは笑って言い、箱を抱えたまま軽く膝ひざを曲げた。そして氷が彼女のヒールに届く直前、地面を蹴って跳とび上がり、廃はい工場の敷しき地ちを取り囲むフェンスの上に音もなく着地する。


「あいつ、情報屋で泥どろ棒ぼうでそのうえ曲芸師かよ……！」


　フェンスはミヌーの身長よりも高かった。それに、言うまでもなく幅はばは狭せまい。そんなただでさえ不安定な場所に高くて細いヒールの靴で降り立ったのだ。そして驚おどろくべきことに、そのままフェンスの上を走り出す。サーカスでもこんな技わざはなかなか見られない。


　氷はフェンスにも拡がっていくが、ミヌーは今まで本気で走っていなかったのか更さらに速度を上げていく。このままどこかの屋根にでも飛び移られたら、追い切れない。


「アルトゥール！」


　前を行くユズカが振り返った。速度を落とすことなく後ろ向きで滑りながら、アルトゥールに手を伸ばしてくる。


　氷の色の眼まな差ざしと視線が絡からんだ。その一瞬で彼女の考えを理解する。差し出されたユズカの右手を左手で摑つかんで引っ張って引き寄せ、もう片方の手を彼女の背に添そえた。


　そして、まるでダンスのように氷の上を滑りながら二人で回転し、ユズカが氷を蹴って跳ぶのと同時に彼女の華きや奢しやな体を思いっきり投げ飛ばす。


　アルトゥールが押し出した力でユズカは高く跳んだ。滑ってきた速度と遠心力も合わさり、飛ひ距きよ離りも充じゆう分ぶん。


「うそ、マジ!?」


　フェンスの上で振り返ったミヌーの顔から笑え顔がおが消えた。慌あわてて速度を上げようとしたが、もう遅おそい。


　飛び上がった時の回転を利用した蹴りがミヌーのドレスの裾すそを掠かすった。ユズカの靴底についた氷の刃が黒いドレスの生き地じに引っかかり、よろけたミヌーはユズカと一いつ緒しよにフェンスの内側へ転がり落ちていく。


「ユズカ！」


　アルトゥールは足首をひねってブレーキをかけた。靴底の刃やいばに削けずられた地面の氷が飛沫しぶきとなって散り、靴底の氷の刃も砕くだける。けれど構わず、凍こおったままの地面を転びそうになりながら走り、フェンスに飛びついてよじ登って乗り越こえた。


「ユズカ、大だい丈じよう夫ぶか!?」


「平気ですよ」


　綺き麗れいに着地を決めていたユズカは乱れた髪かみをさっと払はらいながら答えた。目線はまっすぐ前を──伸び放題の草の中、しゃがみ込んで俯うつむいているミヌーを見み据すえている。


　ミヌーも無事に着地したようで、木箱も草の上に落ちたおかげか無事だ。


　だが、彼女はしゃがんだまま服の裾を摑んで、こちらに背を向けて何事かぶつぶつ言っていた。


　さっきまでの楽しそうな雰ふん囲い気きが一転、異様な空気を発するミヌーに警けい戒かいする。


　すると、上空から様子見をしていたらしいロドリクが急降下してきた。アルトゥールはロドリクにも牽けん制せいの睨にらみを利きかせたが、彼はそれを無視してミヌーを指差す。


「おい、気をつけろ！　あの女は──！」


　ロドリクの言葉はそこで途と切ぎれた。ミヌーが後ろを向いたまま勢いよく立ち上がったから。


「……穴、空いちゃった……買ったばっかなのに……」


　まだ何かぼそぼそ言っているが、様子がおかしい。


　雲が切れて月明かりが差す。その光の中、剝むき出しになっているミヌーの肩かたや腕うでがざわりと震えたのが見えた。


　そして彼女は振り返る。


「超ちようムカツクんですけど────────！」


　その声だけで廃工場が崩くずれ去ってしまいそうな大絶叫。だが、そんなことどうでもよくなるほど驚きよう愕がくの光景がそこにはあった。


「獣人型フオーヴ!?」


　驚きの声を発したのはユズカだ。振り返ったミヌーの姿に、一瞬たじろぎながらも警戒を強める。


　月明かりに照らし出されたミヌーの頭部には、ピアスをじゃらりとつけたチョコレート色の尖とがった耳が生えていた。


　吊つり上がり気味の大きな青い目は僅わずかな光の中でも爛らん々らんと輝かがやき、大人っぽい少女の容よう貌ぼうが一転、ぴんと左右に張った針のような髭ひげも牙きばも獣けものそのもの。顔も獣の毛に覆われ、首から上で人間らしさが残っているのは髪の毛だけだ。


　腕も、まるで長い手袋をつけたように毛が覆い、脚あしも同じく太ふと腿ももまでの長い靴くつ下したを穿はいたみたいにチョコレート色になっていた。


　そして、黒いドレスの深いスリットからは、やはりチョコレート色の細く長いしなやかな尻しつ尾ぽが覗のぞいて苛いら立だたしげに揺ゆれている。


「贋人ギニヨル……！　猫ねこの獣人型フオーヴか……！」


　ミヌーの正体を目まの当たりにしたアルトゥールはユズカを守るように立ちはだかり、フェンスの上に降り立って翼つばさを畳たたんだロドリクに鋭するどい目を向けた。


「お前、ミヌーが贋人ギニヨルだって最初からわかってたな。なんで黙だまってたんだ」


「何度も言おうとしただろ!?　聞けよ人の話を！」


　フェンスの上でロドリクは翼をばたつかせ、吠ほえた。


　そういえばそんな気もする。


　贋人ギニヨルは外見だけでは人間そっくりで見分けがつかないけれど、彼らの心臓であるマテリエは鼓こ動どうを刻むことがない。そしてロドリクは異様に優すぐれた視力を持っていて、遠く離はなれた相手の心臓の動きさえ服の上から目視で確かく認にんできてしまう。


　鼓動が確認できない者がいれば、それは贋人ギニヨル。ミヌーがユズカの背後に忍び寄ってきた時から、彼はミヌーの正体を見み抜ぬいていたのだ。


　ミヌーは情報屋として普ふ通つうの人間には知り得ない贋人ギニヨルの知識を持っていた。知っていて当たり前だ。彼女自身も贋人ギニヨルだったのだから。


「ミヌー。お前、《スターダスト》なのか？」


《スターダスト》。それはミヌーが教えてくれた、贋人ギニヨルを狩かる贋人ギニヨルの集団。


　人間を憎にくみ、人間社会に溶とけ込もうとする贋人ギニヨルをも嫌けん悪おする者たちだ。感情と自我を持って生まれてきたために処分されそうになった三等星ペトルーシユカ。


　感情を露あらわにしているミヌーは三等星ペトルーシユカで間ま違ちがいない。


　以前に会った時、彼女は人間に対して敵意など持っていなかった様子だったし《スターダスト》に反発するようなことも言っていた。


　だが、それがすべて演技なら。アルトゥールという人間と共にいるユズカを狙ねらっているのだったら。全力で対たい抗こうしなければいけない。


　ミヌーは答えることなく、ふぅーっ！　と猫そのものの威い嚇かくを発した。ゆっくり掲かかげた手の爪つめは長く伸のびて月明かりに鈍にぶく光り、長い尻尾が鞭むちのように草をなぎ払う。


　彼女が本気なら迷っている暇ひまはない。一いつ瞬しゆん、前の町でミヌーに対し嫌きらいじゃないと感じた気持ちを思い出したが、それをひねり潰つぶして両手を合わせ──


「はい、そこまで」


　ぱんぱんっ、と手を打ち鳴らす音がして、全員の視線が音のしたほうへ向けられた。


「あなたは……」


　最初に声を上げたのはユズカだった。彼女は丸く目を見開いているが、同じようにアルトゥールも驚いていた。


　廃工場の陰かげから見覚えのある男が歩み出てくる。


　目を覆うほど、もさりと伸ばした髪。そして長い髭。


　三日前は着ていなかった白衣を羽織って颯さつ爽そうと裾を靡なびかせる姿に、妙みような違和感を覚え──


「あっ。あんた、背筋伸びてんじゃん」


　気がつき、アルトゥールは相手を指差し声を上げた。


　現れたのは、仕事の依い頼らいをしてきた男だった。その時はまるで老人のように腰こしを丸めていたが、今はしゃんと背筋を伸ばしていて思いのほか背が高かった。


　そして、アルトゥールが声を上げた直後にロドリクまでも驚愕の声を発する。


「おっさん、なんでここにいるんだよ!?」


「知り合いか？」


「盗とう品ひん取り返せって依頼してきたおっさんだよ！」


　訊ねたアルトゥールに、ロドリクは腑ふに落ちない表情のまま答えた。


　アルトゥールとユズカは思わず顔を見合わせ、今度はユズカがロドリクに言う。


「この方は、わたしたちに運び屋の仕事を依頼してきたお客様です」


「え、それって、どういう……？」


　混乱したのか、彼はそれ以上何も言えなかった。


　それも仕方がない。何せこの依頼人は、『ブリザード特急便』に預けた自分の荷物をロドリクを使って奪うばい取ろうとしたのだから。


　しかも、ロドリクは前の町で依頼を受けたと言っていた。空を移動できるロドリクはともかく、この依頼人は鉄道なり何なりを利用して移動してきたはず。だったら、ロドリクへの依頼のほうが先だったことになる。


　状じよう況きようを把は握あくすることに努める三人をよそに、依頼人の男は嘆たん息そくしてミヌーに顔を向けた。


「ミヌー、少し遊びすぎだよ」


「遊んでたわけじゃないし」


　答えたミヌーは、ばさりと髪をかき上げた。そのとたん、猫そのものだった顔が元通りの少女に戻もどる。猫の耳と尻尾も消え、手足も元に戻っていた。


　人間らしい姿に戻ったミヌーは叱しかられた子供みたいに唇くちびるを尖とがらせる。それを見て依頼人の男は困ったようにもう一度嘆息した。そして、今度はアルトゥールたちに顔を向ける。


「すまないね。少しばかり、君たちの……というより、君の力を自分の目で見てみたかったんだよ、アルトゥール・ドルーク君」


「……あんた、何者だ？」


　力を見たかったということは、アルトゥールが贋人ギニヨルのような怪かい異いの力を持っているのを知っていたのだ。そしてミヌーとは知り合いらしい。


　アルトゥールはロドリクをちらりと見た。その視線に気づいた彼は、首を横に振ふる。


「違う。あいつは贋人ギニヨルじゃない。ただの人間だ」


　依頼人をじっと見据え、鼓動を服の上から確認したようだ。


　警戒をありありと示すアルトゥールたちに対し、依頼人は身構えるでもなくユズカに目を向ける。


「ユズカ、君はもしかしたら見抜くかもしれないと思ったけど、七年も経たってしまっては難しかったかな」


　そう言ってぼさぼさの長い髪に手を掛かける。引っ張ると、顔を覆おおう髭ごとずるりと髪がはずれた。その下から現れたのは明るい色の茶ちや髪ぱつ。隠かくされていた眼まな差ざしは、穏おだやかそうな灰色だった。口元には無ぶ精しように伸びた顎あご髭ひげだけ。


　その顔を見たユズカが息を呑のむ。そしてアルトゥールは、強きよう烈れつな既き視し感を覚えた。


　どこかで見た顔だ。でも、何かが違う。何かが足りない。


　あともう一息で答えが出てきそうになったところで、素す顔がおを晒さらした依頼人は白衣の胸ポケットから眼鏡を取り出して装着した。


「大きくなったね、ユズカ。元気そうで良かった」


　そう言って微笑ほほえんだ、三十前後の眼鏡の青年。


　よく似た顔を、アルトゥールは知っていた。


「ディニタ・イングリス……!?」




　二　今は土の中にいたとしても







　月明かりに眼鏡のレンズが光る。


　素顔を晒したその男は、七年間捜さがしていた逃とう亡ぼう犯だ。捜すための手配写真も常に持ち歩いている。ただし、それは彼が二十二歳の時の姿。まだ少し幼い印象もある写真とは違い、今は年相応に落ち着いた大人となっていた。微笑む目め尻じりに小さな皺しわが刻まれているのは、七年分の苦労の証あかしだろうか。


「私のことを捜していたのだろう？　ミヌーから聞いたよ」


　ディニタは微び笑しようを浮うかべたまま言う。その隣となりでミヌーはまだむくれていた。それを見て彼の微笑は苦笑に変わる。


「騙だますような真ま似ねをして悪かったね。事情を説明したいけど、立たせたままでは悪いから場所を変えようか。ついて来てくれるかい？」


「あの、でも、荷物は……」


　捜し続けていた相手が突とつ然ぜん、それも自ら姿を現したことに戸と惑まどっている様子のユズカは、今この状況ではどうでもいいと思えるような荷物の存在を気にしていた。木箱は生おい茂しげった草の上に無造作に転がっている。


　それをミヌーが、苛いら々いらをぶつけるように尖とがったヒールで踏ふみつけた。木箱はあっけなく砕くだけ、中からこぶし大の石が転がり出てくる。


　そう、石だ。依頼の時に聞いた通り、石。それも、河原かわらにでも放ほうり投げれば見分けがつかなくなりそうなほどのただの石。


「そのへんで拾ったものだよ。中身が空っぽより、ある程度重さがあったほうがそれらしいだろう？」


　穏やかそうに笑うディニタを前にして、アルトゥールはユズカと顔を見合わせる。


　頼みの綱つなに、ようやく会えた。


　けれど状況に理解が追いつかず、素直に喜ぶことはできなかった。
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　連れてこられた廃はい工場は元々繊せん維い工場だったようだ。大きな軸じくに巻かれた糸が、埃ほこりを被かぶってずらりと並んでいる。


　蒸気機関の無骨な機材。そんな中、繊維工場には似つかわしくないものが工場の片かた隅すみに置かれていた。


「すっげ、自動車だ。金持ちぃ」


　それを見てロドリクが目を輝かがやかせる。今の彼は金色の翼つばさを消し、腰に巻いていた上着を羽織っている。


「お前は車なんて必要ないだろ、飛べるんだから」


「それとこれとは別問題なんだよ」


　はしゃいでしまったのが恥はずかしいのか、ロドリクは睨にらみながら顔を赤くしていた。


　内燃機関と油で動く自動車は、安価なものも出回って街中でもよく見られるようになってきたが一いつ般ぱん市民にとってはまだまだ高級品だ。だが、映画のポスターで俳優と共に自動車が描えがかれるなどしているためか、この新時代の乗り物に憧あこがれを抱いだく若者は少なくない。


「片付けきれないからごちゃごちゃしているけど、好きなところに座ってくれるかい？　話が聞こえるなら車の中でもいいよ。鍵かぎがないと動かないから危なくはないし」


　悪気のない様子でディニタは言う。けれどロドリクはからかわれたと思ったのか、ますます顔を赤くして手近な椅い子すにどかっと腰を下ろした。糸巻きの作業をしていた従業員が使っていたものと思われる椅子が、埃を被ってずらりと並んでいるのだ。


　アルトゥールはハンカチを取り出し、二つ分の椅子の埃を拭ぬぐった。その片方をユズカに渡わたし、自分はもう片方に座る。


　ディニタも同じく軽く埃を払はらってから椅子に腰こし掛かけた。


　ミヌーはというと、この場にいない。穴が空いてしまった服を着き替がえると言って、どこかへ行ってしまったのだ。


　あの服はアルトゥールが彼女の買い物に付き合わされた時、選んでやったものだった。


　買ったばかりの服に穴が空いたのは女にとっては許し難がたいことなのかもしれないが、彼女は他にもたくさん服を買っていたし一枚だめになったくらいであんなに怒おこらなくてもいいのに。新しいのだから、特に思い入れがあるわけでもないだろうし。


　光源は床ゆかに置いたランプと窓から入る月明かりだけで、廃工場の不気味さが増している。


「さて、まず何から話そうかな。そうだ、まずは……」


「待ってくださいディニタ先生。さっきの……ミヌーさんがまだ戻っていませんけど」


　ディニタの話を遮さえぎったのはユズカだった。


「あぁ、彼女なら私の協力者だから事情をすべて知っているんだ。途と中ちゆうで話に加わっても支障ないよ。すぐに来るはずだしね」


「そうですか……」


　ユズカはわずかに俯うつむいて答えた。


　彼女はディニタを先生と呼ぶ。クレイドルにいた頃ころ、研究員たちが勉強や社会生活について教えてくれたと言っていたから、ディニタもそういった教師の役割をしていたのだろう。七年ぶりに教え子と再会した先生のように、ユズカを見るディニタの目は優やさしい。


「では、まずは自己紹しよう介かいをさせてくれるかい？　ユズカは私のことを知っているはずだけど、彼らとは初対面だからね」


　そう言って、姿勢を正したディニタはアルトゥールとロドリクに顔を向けた。


「初めまして。七年前、第四クレイドルで研究員をしていたディニタ・イングリスです。アルトゥール君は、ユズカと一いつ緒しよに私を捜していたんだったね。君たちから逃にげていたわけではなかったけど、長い間苦労をかけてしまったみたいで申し訳ない。七年前に生きて逃げ延のびた子がいたことを知ったのは、つい最近だったのでね。でも、君と一緒にいたおかげなのかな。ユズカはとてもしっかりして、はきはき話せるようになったみたいだ。昔は心配になるくらい大人しい子だったのに。──私が言うのも変かもしれないけど、ユズカのことを守ってくれてありがとう」


　昔のことを言われて、聞いているだけのユズカは気まずそうだ。俯いたまま、視線が泳いでいる。だが、気まずさで言えばアルトゥールも同じだった。


　ディニタはクレイドルでのユズカを知っている。ということは、メリッサのことも知っているはずだ。彼がミヌーと通じていたなら、メリッサが一年前に死んだことも知っているだろう。


　メリッサを守れなかった。それを責められているわけではないのに、こうして彼女たちの過去を知る人をいざ前にしてしまうと、どうして二人揃そろって再会させてやれなかったのだろうと胸が苦しくなった。


「俺、礼を言われる資格なんてないよ。だってメリッサは……」


　懺ざん悔げするように言いかけると、それを遮るようにディニタは首を左右に振った。


「君が気に病やむことはない。シローフォノ軍が贋人ギニヨルを利用するのを止められなかった我々研究員のほうこそ責められるべきなんだからね」


　第四クレイドルの研究員たちは贋人ギニヨルを道具とは見なさず人間として扱あつかい、感情と自我があるために処分される運命だった三等星ペトルーシユカの贋人ギニヨルたちを逃がしていた。


　軍の意思に逆らいながらも、立場上それ以上のことはできなかったのだ。


　その憂うれいが、眼鏡の奥の瞳ひとみににじみ出ている。


　だけど、そう言われたとしても心は軽くならない。


　工場内の暗さも手伝って、重苦しい空気だ。その空気を吹ふき飛ばすように、ロドリクが不ふ機き嫌げんそうな声を上げる。


「こいつ、お前らが捜してるって言ってた奴やつか。見つかったのは良かったけどよ、なんで俺まで話に付き合わなきゃいけないんだ」


「君は、ロドリク君だね。君はアルトゥール君から私のことを聞いてから、彼らと同じ目的を抱いていたようだけど、違ちがったかな？」


「なっ……！　誰だれがそんなこと……！」


　ロドリクが腰こしを浮かして反論しかけた時だった。転がった椅子や機材の間をすり抜ぬけ、小さな影かげがランプの明かりの中に入ってきた。


　猫ねこだ。カスタードクリーム色の猫。


　額の辺りを中心にチョコレート色の模様が拡ひろがり、耳と四し肢しと尻しつ尾ぽも同じくチョコレート色で、高級な菓か子しで出来ているような猫だった。首輪はないが、猫なのに耳にピアスをつけている。


　全員の視線を受け、悠ゆう然ぜんと長い尻尾を揺ゆらしながら話し合いの輪の中に入ってきた猫は、にゃあぁと甲かん高だかい声で鳴いてユズカの膝ひざに飛び乗る。そして甘えるようにぐるぐる喉のどを鳴らしながら胸むな元もとに前足をかけ、彼女の頰ほおに額を擦こすりつけた。


「人ひと懐なつっこいですね。迷子でしょうか」


　懐かれてまんざらでもないのか、ユズカは猫を抱だきかかえてふわふわした毛を撫なでた。


　だが、アルトゥールは嫌いやな予感がしてたまらない。


「なぁ、ユズカ。その猫……」


「なんです？　アルトゥールも抱っこしますか？」


　ユズカの声は珍めずらしく弾はずんでいる。そんな彼女の腕うでの中、猫の青い眼めがちらりとアルトゥールを見た。その眼は一いつ瞬しゆん、怪あやしげに笑っているように見えたが、猫はそのままユズカの膝上でくるんと丸まって眠ねむってしまった。


「いや……なんでもない」


　誰かに似ているその猫を、そのままユズカの膝の上にいさせてもいいのか迷ったが、ユズカが嬉うれしそうなので何も言えなかった。猫が彼女に何かしそうになれば、その時に引き離はなせばいい。


「で、何の話してたんだっけ？」


「俺の話だよ！」


　アルトゥールの言葉に、怒ど鳴なり声で返したのはロドリクだった。


　そういえばそうだった。猫が現れて話の腰を折られてからずっと中ちゆう腰ごしのまま待っていたらしい。変なところで律りち儀ぎな男だ。


　気勢をそがれたロドリクは苦い表情で座り直し、舌打ちをして話を戻もどした。


「なんで俺がこの場にいなきゃいけないんだって話だよ」


「贋人ギニヨルを普ふ通つうの人間にする方法に興味があるようだと、ミヌーから報告を受けたからだよ。彼女はとても優ゆう秀しゆうな情報屋なんだ。隠かくし事は難しいよ。誰もいないと油断して話せば、全部彼女に聞かれてしまう。風景のように溶とけ込んで、彼女はいつだってそこにいるんだ」


　答えたのはディニタだった。そして、ユズカの膝の上にいる猫の耳がぴくりと動く。


　ロドリクも猫の正体に気づいているのだろう。舌打ちして黙だまり込んだ。どうやら、贋人ギニヨルを人間にする方法に興味を持っているというのは事実らしい。


　それはきっと、以前アルトゥールが彼に自分たちの目的を話した時のことだろう。あの時、ミヌーはどこかに隠れて会話を聞いていたに違いない。


「俺たちを集めたり、能力を確かめたり、先生殿どのは俺たちに何をさせたいんだ？」


　訊ききながら、アルトゥールはディニタを見た。するとディニタは穏おだやかに微笑ほほえむ。


「普通に呼んでくれて構わないよ。私も君たちのことを名前で呼ぶけど、いいかな？」


　問われたのはアルトゥールとロドリクだ。ユズカは子供の頃の知り合いであるため、親しげに名前だけで呼ばれていた。


　アルトゥールが頷うなずくと、やや遅おくれてロドリクもそれに倣ならう。畏かしこまった呼び方をされるのに慣れていないのは二人とも同じのようだった。


「では、気き兼がねなく話させてもらおうか。ここに集まった君たちは、皆みな同じ目的を持っている。それは贋人ギニヨルを普通の人間にする方法を私から聞き出すことだ」


　眼鏡越ごしのディニタの視線が一同を撫でる。それぞれの意思を確かめるような強い眼まな差ざしに背筋が伸のびる。


「半年ほど前だったかな。最初はミヌーだった。彼女は独自にいろいろ調べていたみたいでね。クレイドルの元研究員なら贋人ギニヨルの呪のろいを解く方法を知っているだろうと言って私のところへやって来たんだ。それから彼女にはずっと協力してもらっている。同じ目的を持った仲間を集めて欲しかったからね。そして見つけたのが君たちだった」


　ディニタの視線はユズカを捉とらえた。


「最初は驚おどろいたよ。七年前に死んだと思っていたユズカが生きているなんて思わなかったからね」


「……あの場から生きて逃げ出せたのは、メリッサがいたからです」


　答えたユズカは猫をそっと撫でながら俯いた。その寂さみしげな横顔を見て、アルトゥールは己おのれの最大の目的を口にする。


「俺たちがあんたのことを捜さがしていた理由がわかっているなら、教えてくれ。ユズカを普通の人間にする方法は存在するのか？」


　それはユズカと、そしてロドリクも知りたいことのはずだ。三人、固かた唾ずをのんで彼の答えを待つ。


　静せい寂じやくの中、ディニタは眼鏡のブリッジを人差し指で押し上げ、灰色の視線を皆に向けた。


「前例はない。だけど、私はそれを不可能とは思わないし、実現させたいんだ」


　穏やかな話しぶりから一転して、ディニタの言葉には強い意志が感じられた。


　可能だと確実な答えが欲ほしかったのが本音だ。けれど、そう簡単なことではないのもわかっている。完全な否定ではなかっただけでも救いだ。


　しかし、ロドリクは不服そうに大きくため息をついた。


「なんだ、結局は夢物語かよ。あんた、たしか反逆罪で追われてるんだっけ？　前例のないことを成し遂とげて、名めい誉よ回復とか考えてんのか？　そのために俺たちを実験台にしようってことじゃないだろうな」


　疑うたぐり深い金色の眼差しがディニタを射い貫ぬく。しかしディニタは動じず、その視線を真っ向から受け止めた。


「そう思われても仕方がないのは重々承知しているよ。正直なところ、贋人ギニヨルを人間にする方法は私もまだ模も索さく中だし、君たちのためではなく私個人の事情でその道を探しているからね。ただ、名誉だとかそういうものには一いつ切さい興味はないよ」


　そう言ってディニタは肩かたをすくめる。


　ロドリクはというと、まだディニタのことを信用しきれないというように黙り込んだ。


「不可能ではないというのは、何か当てがあるのですか？　それとも、先生の希望でしょうか」


　ぴりぴりと張った空気の中、凜りんと響ひびいたのはユズカの落ち着いた声だった。彼女の澄すんだ氷色の瞳は、疑いにも盲もう信しんにも傾かたむいてはおらず、一歩退いた場所から冷静に物事を見み極きわめようとしている。


　ディニタは感心したように瞠どう目もくし、その直後に小さく微笑んだ。彼の記き憶おくの中にある幼いユズカと、今の彼女を見比べて、成長ぶりを喜んでいるような笑みだった。


「どちらかと言えば、希望に近いかな。だけど、私はそれにすがりたいんだ。君たちはどうだい？」


　その答えに、アルトゥールとユズカは顔を見み交かわし、互たがいに頷き合う。


「俺たちもそうだ。どんな小さな可能性でも良いから、すがりたくてあんたを捜してたんだからな。もしここで絶対に無理だって言われたら、また別の道を探してたさ。だから、あんたが俺たちと同じ目的を持って前向きに取り組んでいるんなら、是ぜ非ひとも乗っからせてもらいたいね」


「先生のお考えを聞かせてください」


　協力的な態度を示した二人に、ディニタは安あん堵どしたように笑みを深めた。それに対し、まだ警けい戒かい心しんが解けないロドリクは面おも白しろくなさそうに顎あごを突つき出して、ふんっ、と鼻を鳴らす。ただし、話だけは聞くつもりなのか口を挟はさむことはなかった。


「ありがとう。まずは聞いてくれるだけで構わないよ。それでもし私を信用ならないと判断したら、去ってくれてもいい。それは君たちの選せん択たくだからね。仲間になれと無む理り強じいはしないよ」


　ディニタは目を伏ふせて言ったが、ロドリクに対して告げているのは明白だった。ロドリクもそれを感じ取ったのだろう、居い心地ごこち悪そうに体を斜ななめにずらし、椅い子すの背もたれに片かた肘ひじをついて手のひらに顎を載のせた。


　顔を上げたディニタは、そんなロドリクも含ふくめ全員にゆっくりと目を向け語り出す。


「贋人ギニヨルの心臓はマテリエ。では、そのマテリエは何から出来ているのか。答えは、ある植物の樹液なんだ。ただし、それはこのパルティシオン大陸にあるものではない。──死潮グラニカを越こえた先にある怪精フアンタズマの世界、アンクロンでのみ自生している巨きよ木ぼくだ」


　怪精フアンタズマ。それは、怪かい異いの力を持つ異形の者。


　彼らの棲すむ世界と、人間の世界であるパルティシオン大陸を中心としたこちら側の間には死潮グラニカという海流が流れていて、どんな船でも沈しずめてしまうという。近年開発が進んでいる飛ひ行こう艇ていで翔しよう破はを試みた者もいるが、死潮グラニカ上空は常に厚い雲に覆おおわれ雷らい鳴めいが轟とどろき、人の侵しん入にゆうを許さない。


　人類未み踏とうの地、アンクロン。ただし、人の身では決して越えられない死潮グラニカを乗り越え、怪精フアンタズマがこちら側に迷い込んでくることはある。


　知性ある怪精フアンタズマならば友好関係を築ける場合もあるというが、獣けもの並の知能しかない怪精フアンタズマは概おおむね攻こう撃げき的だと聞く。ただし、怪精フアンタズマの実在を信じる者は少ない。妖よう精せいや仮想生物といった伝説として世界各地にそれらしい話は残っているが、実際に会って話したことがあるという人はごく少数だし、その少数も大たい概がいは変人奇き人じんほら吹ふきといった扱あつかいだ。


　だが、この場にいる全員、ディニタの話を笑い飛ばしたりはしない。贋人ギニヨルは怪精フアンタズマの脅きよう威いから人類を守るために生み出された生命兵器であり、怪異の力を持つという点では怪精フアンタズマに近い。そして何より、その存在は一いつ般ぱん人じんに知られていないのだ。


　自分たちこそが噓うそのような存在。だから実際に見たこともない怪精フアンタズマだって、そんなものいるわけがないなんて言えない。


「マテリエの素もとになる物質は植物から精製されるとクレイドルにいた頃ころ教えてもらいましたけど、アンクロンの植物だったなんて……。ですが、人類が到とう達たつしたことのないアンクロンのものを、シローフォノ軍はどうやって手に入れているのですか？」


　自身の胸むな元もとを手で押さえ、戸と惑まどいの表情を見せたユズカが問う。彼女やミヌー、ロドリクの左胸の中には、金色に輝かがやく宝石のような心臓──マテリエが収められているのだ。


　不安げな彼女の言葉に、ディニタが返した答えはこうだった。


「降ってくるんだよ。空から」


　しばしの沈ちん黙もく。アルトゥールはユズカと顔を見合わせる。ユズカの大きな目は丸々と見開かれ、その瞳ひとみに映り込むアルトゥールも同じような顔になっていた。


「どういうことだ？　何かの譬たとえか？」


「そのままの意味だよ。我々は浮ふ遊ゆう樹じゆと呼んでいてね、数百年に一度の頻ひん度どで死潮グラニカを越えてこちら側の世界に飛んでくるそうなんだ。飛んでいるところを私の目で見たわけではないけど、古い文ぶん献けんを調べれば世界各地で同じような伝承がたくさん残っているし、何よりシローフォノ軍が過去に接せつ触しよくした怪精フアンタズマからも言げん質ちを取っている」


「怪精フアンタズマと接触って……!?」


　実在を疑っていたわけではないが、こうもあっさりと言われてしまうとさすがに驚く。


　思わず声を上げたアルトゥールに対し、ディニタは落ち着いた口調のまま話を続けた。


「彼ら怪精フアンタズマは決して猛もう獣じゆうじみた者ばかりではないんだ。我々人間と同じく……いいや、それ以上の知ち恵えと探求心を持つ学者のような者もいるらしい。私自身はまだ会ったことはないけどね。そういった怪精フアンタズマが好こう奇き心しんからこちらの世界に渡わたってきて、容姿の違ちがいや能力を人前で使ってしまったことによって人間ではないことがばれてしまう。それを聞きつけた軍が、未知の世界であるアンクロンの情報を得るために軍本部に招いたことがあったそうだよ。相手は学者気質かたぎで、人間との会話を面白がって喜んで応じたらしい」


「……そいつは、今どうしてるんだ？　まだシローフォノ軍にいるのか？」


　椅子の背もたれに頰ほお杖づえをついたままのロドリクが、顔は背そむけたまま視線だけディニタに向けて問う。興味ありありだと態度に出てしまわないように努めているようだが、先ほどまでの疑念に満ちた雰ふん囲い気きはいくらか薄うすまっていた。


　皆の視線の中、ディニタは小さく頭を振ふる。


「いいや、ある日突とつ然ぜんいなくなったそうだよ。好奇心が満たされて、満足したら帰ってしまったようなんだ。相手が知恵の回る怪精フアンタズマであれば、人間の力では引き留めることも難しかっただろうね。当時はまだクレイドルも軍本部内の一いつ箇か所しよにしかなくて、贋人ギニヨルの数も少なかったはずだから」


「そんな昔のことなのか……」


　つい最近のことだと言われるより、不思議と真実味があるように感じてアルトゥールは唸うなるようにつぶやいた。


　シローフォノ軍によって贋人ギニヨルという人工生命を造つくる技術が開発されてから、百年近くになるはずだ。その間に贋人ギニヨルを育成する施し設せつとしてクレイドルはシローフォノ国内に増えていったが、今の話はその期間のかなり初期のうちに起こった出来事らしい。


「話を浮遊樹に戻もどしてもいいかな」


　本題からずれ始めた話を、ディニタが微び笑しようを浮うかべたままで軌き道どう修正する。


「アンクロンから飛んできた浮遊樹は、気流の関係のせいかシローフォノに落ちることが多いらしい。そうやって大地に横たわった樹きは長い年月をかけて地中に埋うもれていったわけだが、近代になって地下資源を利用するようになって、石炭なんかと一いつ緒しよに掘ほり起こされ始めたんだ。長期間地中に埋まっていたとは思えないほど瑞みず々みずしい状態でね。──浮遊樹は朽くちないんだよ。いいや、仮に朽ち果てるとしても、途と方ほうもなく長い時間が掛かかるんだ。石炭のように石化するまではね」


「つまり、その掘り起こされた樹の樹液から作られているのがマテリエということですか」


　低く沈んだ声でユズカはつぶやき、ディニタは頷うなずきで応こたえた。


「その通り。元々は、石炭と同様にエネルギー利用を目的として研究されていたんだけどね。結けつ晶しよう化した樹液──マテリエのエネルギー量があまりに高すぎて持て余していたんだよ。そして試行錯さく誤ごの中で生まれたのが君たち贋人ギニヨルだ。当時の研究者たちは行き詰づまっていたようで、せめて何か功績が欲しいと異境の力を頼たよった結果だった」


　そこで一いつ旦たん言葉を切り、ディニタはユズカを見る。


「ユズカ、君が着ている服は箏そう皇おう国こくの民族衣い装しようだね。だいぶ手を加えているようだけど。その国がどこにあるのかは知っているかな」


「ええと……たしか、パルティシオン大陸より東にある小さな島国だったはずです」


　教師に当てられた生徒のようにユズカが少し考えてから答えると、ディニタは頷くように軽く目を伏せて話を続ける。


「正解。そして、箏皇国は死潮グラニカに──アンクロンに最も近い国でもある」


　皆みなの視線がユズカに……いや、彼女が着ている服に集まった。


　たしかに言われてみればそうだ。今までアンクロンや死潮グラニカなんて特に気にしたこともなかったが、パルティシオン大陸の東の海には死潮グラニカがあり、そこに挟まれるようにして存在する箏皇国は、人が住む土地としては最もアンクロンに近いということになる。


「箏皇国はその環かん境きようのために、古来怪精フアンタズマの被ひ害がいに遭あってきたんだ。だから、あの国には怪精フアンタズマに対たい抗こうする技術が培つちかわれてきた。箏皇国が盾たてのような役割をしてくれているおかげで、大陸への怪精フアンタズマの侵入が最小限に抑おさえられているんだよ。浮遊樹の正体に関しては、かなり初期の段階でアンクロンから流れてくるのではないかと仮説が立てられていたし、怪精フアンタズマと同じ場所からやってくる浮遊樹の力を制せい御ぎよする方法を箏皇国の技術に求めたのは自然な流れだったろうね」


　言いながら、ディニタは白衣のポケットから一枚の紙を取り出して、皆に見えるよう掲かかげ持った。


「これがその技術だよ。箏皇国に倣ならって、呪じゆ符ふと呼んでいる」


「……ただの紙切れじゃねぇか」


　掲げられた紙を見て、いぶかしげに眉まゆを歪ゆがめたロドリクはつぶやく。


　彼が言った通り、ディニタの手にあるのはぺらんとした紙だった。そこに毛筆で書いたような文様と文字らしきものが記されているが、不思議な形の知らない文字だ。書いているものの意味はわからない。


「怪精フアンタズマってのはそんなものが怖こわいのか？　じゃんけんのグーじゃあるまいし」


　へっ、と軽く笑ったロドリクに、ディニタはにこりと微笑みかけた。そして手にしていた紙を、手首をひねって宙に送り出す。


　ディニタの手を離はなれた紙切れは薄くていかにも軽そうなのに、空気抵てい抗こうをものともせず滑なめらかに宙を切った。皆が驚おどろいてその紙の行方ゆくえを目で追い──ロドリクの額にぺたりと張り付く。その直後、


「あっつ!?」


　じゅうっ、という音とロドリクの悲鳴が重なる。ロドリクは慌あわてて額から紙を剝はがし、床ゆかに叩たたき付けた。すると紙切れは、ぽっと音を立てて一瞬で燃え上がり灰と化す。


　その灰に目を向けて、ディニタは再び口を開いた。


「今のはロウソクの火力以下の力しか込こめていなかったけど、ものによってはもっと強い威い力りよくを持つよ。我々のような大陸の研究者は呪符を媒ばい介かいにしなければ力を使えないけれど、箏皇国の技術者たちは紙もインクも使うことなく言葉による力だけで怪精フアンタズマを撃げき退たいできるんだ。彼らは本国では、言こと霊だま師しと呼ばれている。その技術は怪精フアンタズマの力を無効化したり攻こう撃げきすることもできるけど、怪精フアンタズマの力を強めたり隠かくし持っている能力を強ごう引いんに引き出すことも可能なんだ。そして当時の研究者たちは結晶化した浮遊樹の樹液──マテリエを人間の支配下に置こうとして人間の血で呪符の文様をマテリエに印した。人の力では扱いきれないエネルギーを押さえ込もうとしたんだね。ところが、人の血とマテリエが反応し合った末に出来上がったのは人間そっくりの赤ん坊ぼうだった」


「それが、贋人ギニヨル……」


　俯うつむき、ユズカは小さな声を零こぼす。


　ただの偶ぐう然ぜんの産物。いいや、むしろ実験に失敗した結果とも言える。ディニタの話を要約するとそういうことだ。


　ただでさえ兵器として生み出された身だというのに、その成り立ちすら望まれたものではなかった。


　人間として生まれ、幼い頃に亡なくしたとはいえ両親に愛されていた記き憶おくを持つアルトゥールには、その気持ちは完全には理解してやることができない。できるのは想像することだけ。この世に生まれ出た時、笑え顔がおで迎むかえてくれた人がいなかったとしたら、両親の思い出がすべてまやかしだったとしたら……心臓が冷たく凍こごえそうになる。


　ユズカの手を握にぎってやりたいと思った。たとえ生まれた理由がどんなに冷たく無機質なものだったとしても、今は自分が一緒にいて、彼女がこうして生きていてくれることに感謝していると伝えたかった。


　だけど今、ユズカは猫ねこを抱だきかかえていて、少し離れて椅い子すに座っているせいで手を伸のばしてもわずかに届かない距きよ離りにいる。それがもどかしくてたまらない。


　落ち着かない気持ちを抱かかえて、アルトゥールも俯いた。


　重苦しさが増した中、ディニタは静かだがしっかりと通る声を保って告げる。


「君たちにとっては、あまり気分の良くない話かもしれない。だけど、今ここで耳みみ触ざわりの良い言葉を並べ立てても意味がないと思うんだ。私と共に来てくれるなら、すべて知っておいて欲しいから包み隠さず話すよ」


「はい、わたしたちは大だい丈じよう夫ぶです。続けてください」


　顔を上げたユズカは凜りん然ぜんとした表情で答えた。それを見てアルトゥールはひっそりと安あん堵どすると同時に、彼女の手を握る機会を逃のがしたことに落らく胆たんしている自分に気がついて恥はずかしさでいたたまれなくなる。しかも、顔を上げた瞬間ディニタと目が合って、まるでアルトゥールが何を考えているか見み透すかしたように小さく笑ったものだから、尚なお更さら消え入りたい気分だ。


　だけど縮こまるわけにもいかず、姿勢を正すふりをして腕うで組ぐみをして背筋を伸ばした。


　猫は相変わらずユズカの膝ひざの上で尻しつ尾ぽを揺ゆらしているし、ロドリクは額の軽い火傷やけどを気にしつつ舌打ちして黙だまり込んでいる。皆、それぞれの姿勢でディニタの言葉の続きを待っていた。


「これは、例のアンクロンからの客人によって知らされたことなんだがね、怪精フアンタズマというのは数百年に一度の頻ひん度どで新しい種族が誕生するらしいんだ。──浮ふ遊ゆう樹じゆに実る果実としてね」


「果実……？」


　いよいよ想像が追いつかなくなってきて、アルトゥールは眉をひそめてつぶやく。


　伝承や物語に登場する妖よう精せいや魔ま物ものといった怪精フアンタズマたちが、リンゴや桃もものようにたわわに実っている光景を思い浮かべてみた。はっきり言って気味が悪い。


「卵のような丸い果実がなって、熟うれて割れるとその中から出てくるらしい。私も記録を記した資料を読んだだけだから、実際どんなものかは知らないけどね。──そうやって新しい種族を生み出して役目を終えた浮遊樹はアンクロンの大地を離れて飛び立ち、死潮グラニカを越こえてこちら側に落ちてくる。ここまで話せばもうわかると思うけど、怪精フアンタズマというのは浮遊樹から生まれ、そして同じ樹の樹液に人間の血を反応させて生み出された贋人ギニヨルは、怪精フアンタズマと人間のハーフみたいなものなんだ。だから、本来なら怪精フアンタズマにだけ効くはずの呪符が効果を発揮した」


　その言葉に、ロドリクは顔を背けたまま視線だけをディニタに向けてわざとらしく眉み間けんに皺しわを寄せる。だが、呪符の実験に使われたのは自分が疑うたぐり深かったせいだと自覚しているのか文句を言うことはなかった。


「アンクロンから来た、かの客人は他にもいろいろ語ったそうだが多くは我々人間の理解が追いつかないような事こと柄がらだったそうだよ。こちら側に来て人を襲おそう怪精フアンタズマのせいで低能な獣けもののように思われがちだけど、きっと彼らの種族によっては人類より高い知能と未知の技術を持っている。浮遊樹から命を創り出すことが人類に出来たのなら、それをも超こえる術があちらの世界にあるかもしれない。すべてが憶おく測そくに過ぎないが、私はそれにすがりたいんだ」


「では、先生は死潮グラニカを越えてアンクロンへ行こうとしているんですか？」


「そうだね。死潮グラニカを渡わたる方法をまず見つけなければいけないけど、それしか道がないのなら。──さて、私の話は一旦ここで切ろう。誰だれか、質問はあるかい？」


　ユズカの問いに迷いなく答えたディニタは皆の顔を見み渡わたして微笑ほほえむ。それと同時に真っ先に手を挙げたのはロドリクだった。


「贋人ギニヨルを人間にする方法は望み薄うすだが完全に希望が絶たれてるわけじゃないってのはわかったよ。けど、まだ理解できないことがある。──あんた、なんでそんなに贋人ギニヨルに肩かた入いれする？　手て柄がらを立てて軍の犬に戻もどりたいんじゃなけりゃ、贋人ギニヨルを人間にするためにそこまで必死になる理由はなんだ？」


　呪符の件があったせいか、ロドリクはディニタの話を信じる気にはなったようだ。ただ、彼は第四クレイドルの出身ではなく、ユズカやメリッサのように人の優やさしさには触ふれず育ったのだと以前言っていた。だから、《スターダスト》ほどではないにしろ人間に対して拭ぬぐいきれない不信感があるようだ。


　それに、ロドリクの疑問はもっともだ。贋人ギニヨルの育成に荷か担たんしていたことへの贖しよく罪ざいにしては、ディニタの姿勢は愚ぐ直ちよくなまでにひたむきで、命さえ懸かけているような気き迫はくを感じる。


　何が彼をそこまで……。


「さっきから細かいことにいちいちうるさいわね。男のくせに」


　答えたのは女の声だった。けれど、ユズカの声じゃない。


　彼女の膝の上で丸くなっていた猫がむくりと起き上がり、背中を山のように尖とがらせて伸びをしながらしゃべったのだ。


「え……？　今、言葉を……!?」


　ユズカは猫を見つめて啞あ然ぜんとしているが、アルトゥールは特に驚きはしなかった。


「やっぱりお前か、ミヌー」


「あら、気づいてた？　まぁ普ふ通つうは気づくわよね。まさか見み抜ぬけない人がいるとは思わなかったわ」


　ふぅ、と人間じみたため息をつく猫。


「あなた、さっきの……!?」


　ようやくその正体に気づいたらしいユズカは、一気に顔を強こわ張ばらせて猫を放ほうり出す。猫はくるんと宙返りして軽かろやかに着地した。


「やぁん、ひどい。こんなに可愛かわいいミヌーちゃんをポイ捨てするなんて」


　猫──ミヌーは前足で目元を隠し、泣いているような仕草で言った。だが、その丸っこい前足を少しずらしてちらちらとユズカを見る目はちっとも悲しそうじゃない。傍はたで見ていてもイラッとする仕草だ。


　そして、その動きはどう見ても普通の猫ではない。


　姿は猫そのものなのに、声も話し方も動きも人型の時と何ら変わらないのだ。


「《妖猫アダンダラ》。ミヌーの能力だよ」


　苦く笑しようしつつ教えてくれたのはディニタだ。


　ミヌーのような、異形の姿になる能力は獣人型フオーヴと呼ばれる。平常時は人型だが、半分だけ獣けものの姿になったり今のミヌーのように完全に獣の姿へと変へん化げすることもできる。


　しかし、贋人ギニヨルの能力だとわかっていても、猫が人間くさい仕草で人間の言葉を話すというのは奇き怪かいだ。思わず放り出してしまったユズカの気持ちもわかる気がする。


　ユズカは涙なみだ目めになり、アルトゥールを睨ねめ付けた。


「気づいていたなら教えてくれたっていいじゃないですか」


　たった一人、気づかなかったことが恥ずかしいようだ。これはまずい。
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「い、いや、確証はなかったし、ユズカがなんか嬉うれしそうだったし……。だけどミヌー、お前なんでそんな格好で来たんだよ。着き替がえてくるんじゃなかったのか？」


　ユズカを宥なだめつつ、アルトゥールは話をすり替かえる。するとミヌーはひょいっと後ろの二本足で人間のように立ち上がった。そして前足のふっくらした肉球を突つき出して見せる。


「こーんな埃ほこりだらけの所、お気に入りの服で来たらソッコー汚よごれちゃうじゃない。だったら、いっそ何も着ないほうが賢かしこいでしょ」


「……その埃だらけの所を歩いた足でわたしの服をべたべた触さわったわけですか」


　低い声でそう言ったユズカの服には、肉球模様が点々とついていた。薄い水色と白い帯だから、暗い中でもわかるほど目立っている。


「こっちは服に穴空けられたんだから、それくらいどってことないでしょ？　洗えば落ちるんだし」


　ふふん、と鼻を鳴らしてミヌーは開き直った。どうやら、わざわざユズカの膝に乗って懐なついたふりをしたのは仕返しのためだったようだ。


　ユズカが着ている異国風の服は、別に一いつ張ちよう羅らというわけではない。同じ形の服を蚤のみの市いちや古着屋で手に入れては、一番最初に買ったものと同じように裾すそを短く加工して、何点かで着回している。


　ただ、不運なことに、今着ているのは最初に買った服だった。


　それはユズカにとって、メリッサとの最後の思い出の品。


　冷気が這はい上がってくる。しかし、ユズカは苛いら立だたしげに大きくため息をつくと、腕うでに垂れ下がった袋ふくろ状の袖そでの中からハンカチを取りだして無言で汚れを拭ふき取った。


　応急処置ではあったが、インクのように染しみこむ汚れではないので後でちゃんと洗えば大丈夫だろう。


「……あのドレス、後で貸してください。わたしが責任もって縫ぬいます。ですから、もうこういうことはしないでもらえます？」


　ハンカチを仕し舞まって、ユズカは感情を押し殺すように目を伏ふせたままそう言った。


　てっきりユズカが怒おこって更さらなる言葉の応おう酬しゆうがあると思っていたのか、ミヌーは拍ひよう子し抜ぬけだと言わんばかりに青い目を丸くした。そして、この服がただの珍めずらしい民族衣い装しようではないという空気を察したのか気まずそうに視線をそらす。


「いいわよ。じゃあ、その服はあたしが洗ってあげる。それでお互たがいチャラね」


　ミヌーの口調は軽い調子だったが、チョコレート色の尻尾の先せん端たんが心情を表すように落ち着きなくぱたぱた動いていた。


　むかっ腹が立って仕返ししようとして、ついやり過ぎてしまうのは彼女の悪い癖くせのようだ。以前、アルトゥールとも同じようなことがあったから。


　一応、反省はしているらしい。


　とりあえず丸く収まったようでほっとした。額に浮ういた汗あせを大げさな仕草で拭いたいのを我が慢まんして、アルトゥールは話の軌き道どう修正を試みる。


「ところで、さっきロドリクが訊きいたことを俺も知りたいんだけど。ディニタはなんでそこまでして贋人ギニヨルを人間にしたいんだ？」


　先に訊いたロドリクは話の腰こしを折られたことでミヌーに鬱うつ陶とうしそうな目を向けているし、ユズカはあんな調子だし、他にまともな会話ができそうな者がいないのだから自分が頑がん張ばるしかない。


　するとディニタも話題を戻す機会を窺うかがっていたようで、安堵したように大きく頷うなずいた。


「さっきも言ったように、私は功績になんて興味はないよ。こうして贋人ギニヨルを人間にする方法を探しているのは君たちのためでもない。言ってしまえば利己的な欲よく望ぼうだよ」


　そう言って、彼はおもむろに立ち上がった。


「こちらに来てくれるかい？　見てもらったほうが、きっとわかるから」


　足もとに置いていたランプを持って、ディニタは歩き出す。向かう先にあったのは、ロドリクが興味を示していた自動車だった。


　アルトゥールはユズカと、そしてロドリクとも顔を見み交かわす。けれど、真っ先に動いたのは三人のうちの誰かではなくミヌーだった。長い尻しつ尾ぽを悠ゆう然ぜんと揺ゆらして、ディニタの後を追っていく。


　残された三人は示し合わせたわけでもなく同時に立ち上がった。転がった椅い子すや埃だらけの作業台を避よけ、自動車に近づく。


　ディニタは作業台にランプを置いて自動車の後方に立ち、ミヌーも作業台に飛び乗って尻尾を揺らしている。アルトゥールたちがその近くまで辿たどり着くと、ディニタは自動車のトランクを両手で押し開けた。


　そこにあったのは、トランクの幅はばいっぱいの長い木の箱だった。


　飾かざり気けも何もないその大きな箱は、譬たとえていうなら──


「棺ひつぎ……？」


　アルトゥールがつぶやくと同時に、ディニタはその箱の蓋ふたに手を掛けて開く。


　そして、箱を注視していた三人は共に息を呑のんだ。


　箱の中にいたのは、一人の少女だった。


　肩かたのあたりで切りそろえた漆しつ黒こくの髪かみ。淡あわい紫むらさきの長なが袖そでワンピース。柔やわらかな布を敷しき詰つめた窮きゆう屈くつそうな箱の中、胸の上で手を組んで横たわる少女の歳としはユズカやミヌーよりも上だろう。成人を目前に控ひかえているようだが、正確にはわからない。両の目を閉じ、口も閉とざし、身じろぎも呼吸さえもしていなかったから。


「し、死体……!?」


　一歩後あと退ずさってロドリクが戦せん慄りつした声を上げた。けれどディニタは慌あわてもせず、少女の頰ほおをそっと撫なでた。


「死んでいるわけではないよ。彼女は眠ねむっているだけなんだ。七年前からずっとね」


　七年前。それは第四クレイドルが焼き払はらわれた日であり、アルトゥールがユズカやメリッサと出会った日であり、ディニタの逃とう亡ぼう生活が始まった日のことだ。


　ランプの明かりに照らされた少女の容よう貌ぼう。その顔をじっと見ていたユズカは、はっと肩を震ふるわせて声を上げた。


「この人は……リートさん？」


「覚えていたのか。そう、リートだよ」


　顔をこちらに向けたディニタは、ユズカの問いに頷いた。そして、この少女が何者なのかわかっていないアルトゥールとロドリクを見る。


「彼女はリート。第四クレイドルでメイドとして働いていた、贋人ギニヨルだよ」


「贋人ギニヨルがメイド？　この人も三等星ペトルーシユカなのか？」


　クレイドルは贋人ギニヨルを育成し、贋人ギニヨルに関連するものを研究する施し設せつのはずだ。成長した贋人ギニヨルは、感情のない一等星オランピアであれば軍属となって施設を去り、ユズカやメリッサたちのような感情ある三等星ペトルーシユカであれば処分される決まりだったはず。ただし第四クレイドルは三等星ペトルーシユカの処分を避けて逃にがしていたから、このリートという少女は人間と偽いつわってクレイドルで雇やとわれていたのだろうかとアルトゥールは思った。


　けれどディニタは首を横に振ふる。


「いいや、リートは三等星ペトルーシユカじゃない。二等星スケアクロウだよ。感情も自我もないのは一等星オランピアと同じだけど、その違ちがいは生まれ持った能力が戦力と見なされるか否いなかといった主観的なものなんだ。だから二等星スケアクロウに分類される割合は一等星オランピアや三等星ペトルーシユカに比べて低くて、中央からは役立たずとして三等星ペトルーシユカと共に処分するよう命じられていた。ただし、施設内での雑務をさせる目的であれば生かしておいても良い、とね」


「それでメイドか……。けど、七年前から眠ってるってどういうことなんだ？　能力に関係してるのか？」


　贋人ギニヨルの能力は多種多様だ。ユズカのように氷を操あやつったりミヌーのように猫ねこに姿を変えることもできる。眠り続ける能力というものが何の役に立つのかはわからないが、リートが二等星スケアクロウなら納なつ得とくがいく。


　しかし、ディニタは再び首を横に振り、言った。


「違うよ。彼女の能力には何の関係もない。リートがこうして眠っているのは、マテリエを失ったからなんだ。──七年前にね」


　一いつ瞬しゆん、彼が何を言ったのか理解できなかった。


　今の言葉をそのまま受け取るとしたら、それはつまり、リートは七年前のあの日にマテリエを失ってからずっとこのままということだ。


「どういう……ことですか……？」


　問うたのはユズカだった。心なしか、その声は震えている。彼女もディニタの言葉を信じがたいのだろう。アルトゥールには、彼女が今、誰だれのことを考えているのか手に取るようにわかっていた。何せ、自分も同じだったから。


「贋人ギニヨルはマテリエを失うと、数分の間は残留したエネルギーで動けるもののそれが切れてしまったらすべての機能が停止する。それは言葉の通り、すべてだ。呼吸も血の巡めぐりも──朽くちることさえ」


　困こん惑わくするアルトゥールたちに、ディニタは静かな声で告げた。


「マテリエを抜ぬき取られ、冷たく動かなくなった贋人ギニヨルの体は一見すると死んでいるように見える。だけど残された肉体は何年放置しようと腐くさることなく、マテリエを失った当時の姿のままで時間が止まるんだ。そして、その肉体にマテリエを戻もどせば再び目を覚まして動き出す。たとえ何年経たっていようとね。……ユズカ、君にならわかるだろう？　リートが七年前の、十八歳の姿のままだということが」


　ユズカは絶句し、ディニタの言葉を聞きながら棺の中で眠るリートを見つめていた。


　アルトゥールも同じだった。言葉も出ない。その代わり、手が自然と動く。無意識にコートのポケットに手を添そえ、そこにある小さな欠片かけらの感かん触しよくを確かめていた。


　そんな二人から目を離はなし、再びリートへと視線を向けたディニタはさらに続ける。


「七年前のあの日、私はマテリエを奪うばい取られたリートを火の海の中で見つけた。捜さがしたけれど、彼女のマテリエを見つけることはできなかったよ。残された彼女の体を連れて逃げるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。だけど私はもう一度リートに目を開けてほしいんだ。彼女の声が、聞きたいんだ」


　平静だったディニタの話しぶりが微かすかに揺らぐ。詰まるように、震えて。


「あんた、もしかしてその女を……」


　驚おどろいたようにロドリクがつぶやく。彼も今までの話に戸と惑まどっているのか、ディニタに向けていた反発的な疑念の感情を忘れているようだった。そんなロドリクに、ディニタは自じ嘲ちよう的な笑えみを返す。


「優ゆう秀しゆうだと評価は貰もらっていたけど、当時まだ若くて研究も思うようにいかないうえに贋人ギニヨルを物として扱あつかう中央の考えに反発心や葛かつ藤とうがいろいろあってね。そんな時、鬱陶しいくらいの愚ぐ痴ちでも黙だまってじっと聴きいてくれる彼女に馬ば鹿かみたいに舞まい上がってしまったんだ。どんなに想おもいを尽つくしても、二等星スケアクロウの彼女が微笑ほほえみ返してくれるわけがないのはわかっていたけどね。たとえ贋人ギニヨルであっても関係なかった。大切な人なんだ」


　動くことのない少女を抱かかえ、七年間逃げ続けてきた男は、苦く笑しようを含ふくんだため息を零こぼす。


「だけど私は自分でも情けないくらい身勝手で欲よく深ぶかいらしい。リートが側そばにいてくれるだけで良いと思っていたのに、彼女の笑顔が見てみたいと望んでしまった。共に同じ時間を寄り添って生きていきたいんだ。それをリート自身が喜ぶかどうかではなく、私がそうしたいという願いのために、贋人ギニヨルを人間にする方法をずっと探している。私は、リートに心を与あたえたいんだよ。そのためにはまずリートのマテリエを取り戻さなければいけない」


　それが、ディニタの生きる目的。己おのれのすべてを懸かけていそうな静かな気き迫はくの源。


　彼は皆みなを眺ながめ渡わたし、眼鏡越ごしでも突つき刺ささるような力強い眼まな差ざしで言った。


「君たちにどうかお願いしたい。リートのマテリエを取り戻してはくれないか。どこにあるのかは、もうわかっているんだ。もし無事に取り戻せたなら、何でもする。私の一生を費ついやしてでも君たちの望みを叶かなえてみせると誓ちかう。だから、どうか──頼たのむ」


　平へい伏ふくしそうな勢いで、ディニタは深く頭を下げた。


　誰も何も言わない。アルトゥールには、ユズカやロドリクやミヌーがどんな顔をしているのかもわからなかった。周りのことなんて、見ている余よ裕ゆうをなくしてしまったから。


「……ひとつ、教えてくれ」


　静せい寂じやくの中、ようやく絞しぼり出したアルトゥールの声はひどく掠かすれていた。その声とは裏腹に強い力を込こめてディニタの両りよう肩かたを摑つかむ。


　ディニタは驚いたように顔を上げたが、アルトゥールは構わず続けた。


「贋人ギニヨルは、体が無事ならマテリエを抜き取ったとしても死ぬわけじゃないんだな？　マテリエを体に戻せば、目を覚ますんだよな？　──たとえ、今は土の中にいたとしても」


　言い終えると同時に、衣きぬ擦ずれの音が聞こえた。ユズカが己の服の袖そで口ぐちを強く握にぎって、震えているのだ。


　彼女は、アルトゥールが言わんとしていることをすべてわかっている。わかるはずだ、ユズカなら。


　ディニタはアルトゥールの気迫に一瞬言葉を詰まらせた。しかし、すぐに何かを察したようで、小さく頷うなずく。


「マテリエを失えば贋人ギニヨルの肉体は朽ちない。過去の実験では、地中に十年埋うめた贋人ギニヨルにマテリエを戻して目覚めさせた記録もある」


　その言葉が終わるのを待たずアルトゥールの体は動いていた。ディニタを突き飛ばすように解放して踵きびすを返し、椅子を蹴けり倒たおし埃ほこりを撒まき散らしながらも、走り出す衝しよう動どうは抑おさえられない。一声も上げないユズカがどんな顔をしているのかさえ確かめる余裕もなかった。


　だって、今の話が本当なら。今こうしている瞬間が夢でないのだとしたら。


『彼女』の手の温ぬくもりを、もう一度取り戻すことができるのだ。


　望むことすら諦あきらめていたのに、突とつ然ぜん差し込んだ光が眩まぶしい。


「おい、どこ行くんだ!?」


　背後からロドリクの声が届いたが、そんなもので止まらない。止まれない。


　一秒でも早く『彼女』を冷たく重い土の下から救い出さなければいけなかったのだから。
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　ジャッロ・コリーナ市の自じ慢まんの丘おかには黄色い金きん鳳ぽう花げが咲さき誇ほこっていた。


　明るい満月に照らされて、風に揺ゆれるその様子は柔らかなベルベットの寝ね床どこを思わせる。


　そんなしっとり濡ぬれたような静寂を裂さき、黄色い花弁を蹴け立たてて丘を駆かけ上がる。目指す先は、丘の下の町を見下ろして立つ大きな楡にれの木だ。


　夜空を押し上げているようにも見える、伸のびやかに広げた枝。その枝を覆おおう濃こい緑の葉が風にさざめいて、しなる枝はまるで生きているみたいだ。


　木の根元には黄色い丘の中、そこだけ色鮮あざやかな花々が咲いている。


　アルトゥールはその場に膝ひざをつき、乱暴に花々を鷲わし摑づかみにした。そして力任せに引きちぎり、剝むき出しになった土に指を突き立てる。


　夜よ露つゆに濡れてじっとりと硬かたい土だ。それでも構うことなく、地面を引っ搔かくように土を掘ほり起こした。爪つめの間に土が入り込み、そのまま爪が剝はがれてしまいそうになるが、その程度の痛みなんかでこの手は止められない。


　とうとう指先に血が滲にじんで──何か、柔やわらかいものに触ふれた。


　今度は慎しん重ちように土を取り除き、泥どろを払はらっていく。手が震ふるえるのを、必死で堪こらえながら。


　次し第だいに見えてきたそれは、今やもう形がはっきりとわかる。金色の髪かみと、血の気の失うせた白い肌はだ。


「……メリッサ」


　土の下から現れたその姿に、自然と声が漏もれる。


　たしかに彼女はそこにいた。一年前と変わらない姿で、眠ねむるように横たわっていた。


　顔についた泥を拭ぬぐってやる。その頰ほおは濡れた土と同じ冷たい温度だったけれど、柔らかく瑞みず々みずしいままだった。


「ごめん……ごめんな……。こんなところに独りで置いていったりして」


　メリッサの服からこぼれ落ちた草花の種は、今はその根で彼女の体を大地につなぎ止めていた。それを丁てい寧ねいにちぎり取ったアルトゥールは、そっとメリッサの体を抱だき上げる。


　とても軽かった。以前より小さくなったようにも感じた。


　──アル、また背ぇ伸びたね！


　一年前のメリッサの言葉が耳に蘇よみがえってくる。


　彼女が小さくなったんじゃない。自分が大きくなったのだ。


　背も髪も伸びず一年前から時間が止まった彼女と、少しだけ背が伸びた自分。


　月明かりが二人の姿を照らし出す。


　もう二度と触れ合うことはないと思っていた手を握り、しばしの間アルトゥールはじっとその場にうずくまっていた。
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　東の空が赤く明け始めた頃ころ、廃はい工場に戻ってきたアルトゥールを真っ先に出で迎むかえたのは意外にもロドリクだった。


　出迎えたというより、廃工場の鍵かぎが壊こわれた裏口から出てきたところにばったり出くわしたと言ったほうが正しい。アルトゥールが抱かかえているものに気づいた彼は一瞬たじろいだが、手が塞ふさがっているのを見ると黙ってドアを開けてくれた。


「なぁ、おい」


　ドアを潜くぐったアルトゥールにロドリクは声を掛ける。振ふり返ってみると、ポケットに両手を突っ込んだロドリクは肩かたをすくめて言った。


「朝飯買ってくるわ。お前、何が良い？」


「何でも良い。でも、金は？」


「あのディニタって野や郎ろう持ちだよ。釣つりは俺の懐ふところに入れて良いってさ。いけ好かねぇ野郎だけど、太っ腹なとこは評価してやる。……良かったな。って、こう言うのが正しいのかわかんねぇけど」


　言うだけ言ってロドリクは背を向け、上着を脱ぬいだ。そして軽く地面を蹴って跳とぶと、背に生えた金色の翼つばさで朝焼けに向かって飛び立っていく。


　アルトゥールが急に出て行った理由は、きっとユズカが話したのだろう。彼なりに気を遣つかってくれたらしい。以前にも思ったが、悪い奴やつではないようだ。


　裏口から入って狭せまい通路を通り、作業場へと向かう。朝焼けの明かりが窓から差し込んで、全容が見えた工場内は思った以上に天てん井じようが高かった。埃を被かぶって蜘く蛛もの巣を纏まとう蒸気機関の無骨な機材は、まるで博物館で展示されている絶ぜつ滅めつ動物の化石のように見える。


　そんな中、足音に気づいた三つの人ひと影かげが一いつ斉せいにこちらを向いた。その中の一人が、両手で口元を覆い今にも泣き出しそうな顔で立ち上がる。


　アルトゥールは無言のまま、立ち上がった少女──ユズカの前に進み出た。


「メリッサ……」


　アルトゥールが抱え、黒いコートに包まれているその人の姿に、ユズカの大きな目から涙なみだが零こぼれ落ちる。


　その涙を追いかけるように膝を折ってしゃがみ込んだユズカを支えたのはミヌーだった。今の彼女は猫ねこではなく、人の姿に戻もどって服もちゃんと着ている。


　力が抜ぬけてしまったユズカをミヌーは椅い子すに座らせた。そして、二人に代わってディニタがアルトゥールの前に出てくる。


「ユズカから全部聞いたよ。──メリッサのことは死んだとミヌーに報告を受けていたから、てっきり体はひどく損傷しているのかと思っていたけど……。状態はリートと変わらないようだね。でも、きっと痛かったろう。かわいそうに」
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　そう言って、ディニタはメリッサの泥に汚よごれた金きん髪ぱつを撫なでた。アルトゥールのコートで包んで隠かくしてやってはいるが、胸むな元ものの傷口から拡ひろがった血の染しみは当時のままで生々しい。


　ディニタにとってはメリッサも懐なつかしい教え子なのだろう。眠るように目を閉じているメリッサを見る眼まな差ざしは優やさしげでもあり、辛つらそうでもある。


　ミヌーに背中をさすられているユズカは両手で顔を覆ったまま、苦しそうにしゃくり上げていた。死んでいるように見えるメリッサの姿を見るのは、彼女にとって辛いことだ。


　けれど、今は耐たえてもらうしかない。それがユズカのためでもある。


　メリッサがいれば、きっとユズカはまた昔のように笑ってくれるはずだから。


「マテリエを戻せば、メリッサは目を覚ますんだよな？」


　大事な宝物のようにメリッサを抱きかかえたままアルトゥールは問う。するとディニタは彼女の髪を撫でていた手を下ろし、頷いた。


「欠片かけらがすべて揃そろっているのなら、マテリエを修復できる可能性がある。砕くだいたマテリエを修復して贋人ギニヨルを目覚めさせた実験結果も知っているよ。私自身がその実験に携たずさわったことはないし、少し時間はかかるかもしれないけどやってみよう」


　力強い、決意にも思える返事だった。


　すがりついた希望の糸は細く頼たよりないかもしれない。だけど、確かに摑み取った。その実感を得たとたん足の力が抜けて、メリッサを抱えたままその場にへたり込む。


　そしてアルトゥールはユズカに視線を向けた。


「ユズカ。俺、絶対にお前を普ふ通つうの人間にしてみせる。だけどその時はメリッサも一いつ緒しよだ。だから、今はメリッサのためにできることをやろう」


　その言葉に、ユズカは顔を覆っていた両手を下ろす。まだ俯うつむいてはいるけれど、小さく頷いてくれた。


「……はい。メリッサのために……」


　震えて消え入りそうな声。


　だけど、ユズカならそう答えてくれると信じていた。メリッサのことを誰だれよりも大切に思っているのは、他でもない彼女なのだから。


　苦しそうだったユズカの呼吸が落ち着いてくる。すると、ずっと様子を窺うかがっていたらしいミヌーがくるりと身を翻ひるがえしてその場を離はなれた。


「さっきボイラー室を見つけておいたから、お湯沸わかすわ。女の子なのに泥だらけのままじゃかわいそうよ。そのためにわざわざ着き替がえて待ってたんだから感謝してよね」


「手伝います」


　長い袖そでで目元を拭ったユズカが立ち上がってミヌーの後を追おうとした。しかし、ディニタの声が彼女の足を引き留める。


「待って、ユズカ。メリッサのマテリエ、欠片を持っているね？　見せてくれるかい？」


　その言葉に振り返ったユズカは、すっと胸元に手を添そえた。そこにメリッサのマテリエ──割れた欠片の半分が収められている。


　形の良い唇くちびるをくっと嚙かんで、彼女は懐へ手を入れた。


「……大切に、していたんです」


　肌身離はなさず持っていたメリッサのマテリエ。それを手放すことに怯おびえているように、差し出すユズカの手は震えていて、声は消え入りそうなほど小さかった。


　そんな彼女の意を汲くむように、ディニタは両手で恭うやうやしく欠片を包み込む。


「わかるよ。決して粗そ末まつに扱あつかったりはしない。だから、しばらくの間私が預かっていても良いかい？　修復可能かどうか、きちんと調べておきたいんだ」


「はい……。どうか、どうかメリッサを助けてください」


　ディニタの手に渡わたったマテリエの欠片を名残なごり惜おしそうに見つめて頷うなずいたユズカは、苦しげに告げると長い髪をなびかせて身を翻した。彼女を待って立ち止まっていたミヌーは、それを見て再び歩を進める。


　ボイラー室に行くため作業場から出て行った二人の少女を見送って、しばらくしてから先に口を開いたのはディニタだった。


「ユズカは昔、能力を自分で制せい御ぎよしきれない癖くせがあってね。そのせいで、クレイドルではメリッサ以外に仲の良い子がいなかったんだ。だから、少しばかりメリッサに頼りすぎるというか、依い存ぞんしている部分があったんだよ」


「……あぁ、知ってる。本当に仲の良い姉妹しまいみたいだったんだ」


　ディニタはユズカの幼い頃を知っているけれど、アルトゥールだって七年ずっと彼女と一緒だった。最初の頃はメリッサにべったりで、何かあるとすぐメリッサの後ろに隠れてしまうような少女だったことを知っている。


「そうだね。メリッサも、とても彼女のことを可愛かわいがっていて。──実を言うと少し驚おどろいたんだ。この欠片を、躊躇ためらってはいたけど素す直なおに渡してくれたことに。あの子は立派に育ったけど、きっとメリッサと二人きりだったらこうはならなかっただろう。君が彼女を変えたようだ」


「それ、要するに俺が頼りないからユズカがしっかり者になったって言いたいのか？　……まぁ、だいたい当たってるけど」


　メリッサを抱えたまま、苦く笑しようを漏らす。


　言われた通り、アルトゥールはいつだってユズカに頼りっぱなしだった。身の回りの世話なんか、何も言わなくても彼女がやってくれていたから。


　けれどディニタは肩をすくめて首を横に振った。


「そうじゃないよ。昔のユズカは自分の気持ちをメリッサにさえはっきり言葉にできないような大人しい子だったけど、君にはとても素直に接しているように見えたんだ。ほら、特にミヌーをフェンスから落とした時のあれ。あの子が他人──それも異性に自分から手を差し出して、放ほうり投げさせるなんてね。君は君で何を言われなくても彼女の意図を正確に読み取っていたし、びっくりしたよ。あのユズカが、メリッサ以外の誰かに心を開いているなんてね。君のおかげで彼女は自分の殻からを破ることができたんだと思う」


　指し摘てきされて思い出し、うっと返事に詰つまった。返事と一緒に呼吸も止まって苦しくなり、顔が熱くなっていく。


「いや、あれは、なんていうか……とにかく逃にがすわけにはいかないって思ってたし、とっさだったから……」


　今にして思えばどうして目を見ただけでユズカの考えが読み取れたのか、説明しろと言われてもできない。それこそ、勘かんというか七年の間に培つちかった呼吸のようなものとしか言いようがなかった。頭で先に考えていたら、跳ぶための補助とはいえあんな体を密着させるような真ま似ねは今のアルトゥールにはできない。


　うぐうぐ言ってそれ以上の言葉が出てこず、もういっそ逃げ出したいけどメリッサを抱きかかえている身ではどうすることもできないで座り込んでいるアルトゥールに対し、ディニタはとうとう声を立てて笑った。


「なんだよ、笑うなよちくしょう」


「あぁ、すまない。──でも、ユズカとメリッサは本当に良い仲間と巡めぐり合えたようだ。君も、二人に対してそう思っているんだろう？」


　眼鏡の奥で笑う目元は優しい。釣られてアルトゥールの顔も少しだけ綻ほころんだ。


　そして、迷いなく頷く。


「当たり前だ。最高の仲間で最高の家族だよ」


　三人でいたあの頃ころに、戻るのだ。そのためなら何だってする。


　そんな決意を言葉に込めた。ディニタもそれを感じ取ってくれたらしく、大きく頷く。


「七年前のあの日、彼女たちと出会ったのが君で良かった。……そうだ、ユズカたちを待っている間に少し話をしようか。君の力について」


　突とつ然ぜんそう言い出され、緩ゆるんだ表情が引き締しまった。


「俺のこともわかるのか？」


「あぁ。君は中央で行われていた最新技術の実験体だったんだよ。その資料を所長から見せてもらったことがあって、君の名前も出身地も全部知っていたんだ。資料やデータは一度見ただけで全部覚えてしまうから」


「じゃあ、ミヌーが俺のことやたら詳くわしく知ってたのって……」


「全部私からの情報だよ。スリの標的にしたのは偶ぐう然ぜんだったようだけどね。私の手配写真と割れたマテリエを持っていたから、尾び行こうして君たちの名前や運び屋での評判を調べて、私に報告してきたんだ。彼女の集めた情報を聞いて、すぐにわかったよ」


　名前さえわかれば、ディニタの記き憶おくにあったアルトゥールとユズカの情報はすべてミヌーに筒つつ抜ぬけだったというわけだ。あまりに詳しよう細さいすぎておかしいとは思っていたが、そういうことなら合点がいく。


「私の居場所を知らない、ただの人間のふりをして君と話すのはけっこう気を遣つかったとミヌーが言っていたよ。でも、そのおかげで私たちはこうして少しずつ前に進んでいる。彼女も君たちと同じように、贋人ギニヨルの宿命を変えたいと願っている子だからね。ああ見えて仕事熱心だし、なかなか頼りになるんだ。──話がずれてしまったね。アルトゥール、君のことを話そう」


　そう言ってディニタは手近な椅子に座り、表情を引き締めた。


「君が持っている力の正体は、ある実験の結果なんだ。シローフォノ軍は贋人ギニヨルを道具として扱ってはいるけど、中にはその力を妬ねたんでいる者もいるんだよ。主人であるはずの人間が道具より弱いというのは、彼らの自尊心を揺ゆるがすものだからね。だから、贋人ギニヨルの──ひいては怪精フアンタズマと同等の力を自分たちのものにする研究も進められていたんだ。結けつ晶しよう化する前の浮ふ遊ゆう樹じゆの樹液から作った薬を人体に投とう与よするという実験だった。実験台にされたのはシローフォノ国内にある孤こ児じ院いんの子供たちだよ。大半の子供が投与後に死亡したり奇き行こうや言葉を失うといった変化が見られたそうだが、唯ゆい一いつ何も変化がなかったのがアルトゥール、君だった」


　子供の頃、予防接種だと言われて白衣の大人たちに囲まれ、打たれた薬。それがマテリエの素もとである浮遊樹の樹液だったなんて。


「……あの薬のせいだとは思ってたけど、はっきり言われると嫌いやなもんだな」


　恐おそろしいというより、悔くやしかった。一緒にその薬を打たれた子供たちの中には、孤児院での友達もいたのだ。その日以来、友人たちはいなくなってしまって新しい家庭に引き取られていったのだと思うようにしていたけれど、ディニタの話が本当なら彼らはもう……。


「私が君の資料を見たのは七年前の事件の直前だった。所長と共に、憤いきどおったよ。贋人ギニヨルだけで飽あきたらず、こんな人道に背そむく実験を行っている中央本部──第一クレイドルにね。その数日後に我々がいた第四クレイドルは文字通り潰つぶされたわけだが……アルトゥール、君がそこにいたとは思わなかった。きっと中央の研究者は、薬の投与で生き残った君に次の実験をしようとしていたんじゃないかな。贋人ギニヨルが本能で能力を使い、生まれながらに戦い方を知っているというなら、君も同じかもしれない。命の危機を感じるような戦場にでも放り込めば何らかの変化が起こるのではないかと考えたんだろうね。そして、その場所に選ばれたのが、中央本部に叛はん意いを抱いだき三等星ペトルーシユカの贋人ギニヨルたちを逃がしていた第四クレイドルだった。反逆者の一いつ掃そうと実験、一石二鳥というわけだ」


「……なるほど。よくわかったよ」


　ずっと知りたかったことだ。子供の頃に打たれた薬がこの力の原因ではないかという予想も当たっていた。だけど気分は晴れない。まるで自分が友人たちを踏ふみ台にして生き残ってしまったような罪悪感がじわりと胸に湧わいてくる。


　けれど、下を向くのは堪こらえた。生き残ったからこそユズカやメリッサと出会えたのだ。そしてこの力はユズカを守るために、そしてメリッサを目覚めさせるために使う。彼女たちを守るための力に後ろめたい感情など抱えていてはだめだ。


「じゃあ、もうひとつ教えてくれ。しばらく前にジョワイユって町で俺とユズカは《スターダスト》に襲おそわれた。そいつが言ったことなんだけど、俺は七つ首の龍りゆうに寄生されてるんだってよ。それがどういう意味かわかるか？」


「君は自分の力を正確に把は握あくできていないのかい？」


　ディニタは少し驚いたような顔で問い返してきた。そんな反応をされるとは思っていなくて、自分は何かおかしなことを言ったのかと不安になる。けれどディニタは思案顔になって、考えをまとめたのか小さく頷いた。


「これは私の憶おく測そくだけど、きっと君の体が薬の影えい響きようから自己防衛するために、一気に能力を解放しないよう制御しているんだろうね。死んでしまった他の子供たちは、その制御ができず薬の力に負けてしまったのかもしれない。効き過ぎる薬は毒でもあるからね。──君が使える力は、さっき見せてもらった風の剣けんと炎ほのおの剣だけかい？」


　ロドリクとの一戦を見ていたのだろう。それに、ミヌーと通じていた彼なら知っていてもおかしくない。


「そうだ。しかも風の剣──《飛龍リンドブルム》を使えるようになったのは、その《スターダスト》の一件以来だよ」


「そうか。……君の受けた実験には、ただ人間に怪かい異いの力を扱えるようにすること以外にも大きな目的があったんだ。植え付ける能力を事前に選別して、自分に都合の良い力を手に入れる実験だった。贋人ギニヨルは能力を事前に決めることができず、成長してはじめてどんな力を持っているのかわかるからね。でも、わざわざ薬を使って能力を手に入れて、使い勝手の悪い力では困る。だからマテリエの技術を改良して能力を選べるようにしたらしい。もしかしたら今いま頃ごろ、贋人ギニヨルを造る行程にも取り入れているかもしれないね」


「じゃあ、俺の力は最初から決められていたってことか」


「あぁ。君が投与された能力は《七キ頭リ龍ム》。七つの力を宿す能力のはずだ。七つそれぞれがどんな力なのかまでは資料に書かれていなかったけどね。──それにしても、《スターダスト》が君のことを知っていたとは。彼らの目的は不明だけど、なかなか侮あなどれないね」


「《七キ頭リ龍ム》……」


　アルトゥールは自身の両手をじっと見る。この体を鞘さやとする剣が《炎龍ヴイーヴル》《飛龍リンドブルム》の他にまだ五つ隠かくれているのだ。


「残りの力はどうやったら使えるようになるんだ？」


「それは私にはわからないな。今扱あつかえる力が使えるようになった時の状じよう況きように、何か共通点は？　何かが原因で自己防衛である制せい御ぎよを外してしまったのではないかな。だけど、無理に残りの力を使おうとするのはやめたほうが良い。体を守るために制御が働いているとしたら、すべての能力が解放されれば君の体には耐たえきれない負担になる可能性が高い」


　ディニタの忠告に、アルトゥールは黙だまり込んだ。


　二つの力が使えるようになった時の共通点には心当たりがある。《炎龍ヴイーヴル》の時はユズカとメリッサを守ろうして、《飛龍リンドブルム》の時は連れ去られそうになったユズカを救いたい一心だった。無我夢中だった。


　そんな状況、二度とごめんだ。自分の体に危険だからとかそんなことは関係なく、避さけなければいけない。


「わかった、気をつけるよ」


　様々な感情を込こめてアルトゥールは頷うなずいた。
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　窓から差し込む明かりで、ランプなしでも廃はい工場の中を自由に歩けるようになってから、アルトゥールはディニタと一いつ緒しよに少しばかり片付けをした。


　といっても、たいしたことはしていない。五人で囲めるテーブルの代わりに作業台の埃ほこりを拭ふいて、椅い子すを並べたり動かせる機材をどけたりしただけだ。


　その間にユズカとミヌーが、メリッサの泥どろだらけになった体を清めた。そうして綺き麗れいになったメリッサは今、自動車の後部座席に横たえられて、長旅に疲つかれて眠ねむっているようにしか見えない。


　彼女が新たに着せられたのは、立ち襟えりで首の根元から袖そでぐりまでを斜ななめに大きくカットした黄緑色のワンピースだった。ミヌーが貸してくれた服だ。襟から胸下あたりまで金色のボタンがついて開閉でき、清潔感がありながら肩かたを露ろ出しゆつしていて開放的な雰ふん囲い気きの服。


　いかにもミヌーが好みそうな服だが、胸元を覆おおい隠すデザインを選んで着せたのは胸の生々しい傷を隠すための配はい慮りよだろう。棺ひつぎの中のリートも、長なが袖そでで立ち襟の極力素す肌はだを隠す服を着せられていた。


　メリッサのワンピースは膝ひざ丈たけで、スカートの裾すそは豪ごう華かな三段のフリルになっている。眠りにつく前の彼女は自身の能力を活いかすためにこういった少女らしい服を諦あきらめ、男が着る作業着のようなポケットの多いズボンと洗いざらしのシャツを着ていたから、まるで別人のようだ。


　彼女が目を覚ましたら、きっと照れて笑うだろう。それが幻げん想そうでもなんでもなく、もうじき手が届く光景なのだ。信じられなくて、でも今ここにいるメリッサは本物で、徹てつ夜やになってしまって眠いはずなのに眠りたいとは思わなかった。寝ねて起きたら、すべて夢だったなんて嫌だから。


　幸い、昨夜は夜に運び屋の仕事をするためにユズカと二人で夕方に仮か眠みんをとっておいたから、目の下に隈くまができるほどではない。


　おかげでロドリクが戻もどってきた時に焼きたてパンの朝食にありつけた。しかし──


「……お前ら、いい加減仲直りしろよ……」


　空気がぴりぴりする。それに耐えかねたアルトゥールがガラス瓶びんに入った水を飲みつつ諫いさめたが、当の二人はお互たがいそっぽを向いたまま目を合わせようともしない。


「だって、どっかの誰だれかが超ちよう陰いん険けんな嫌がらせしてきたんだもん」


「ジョークすらわからん頭空っぽ女がヒス起こしたんだろが。これだから乳ちちが無む駄だにでかい女はだめだ。頭に行くべき栄養がぜんぶ乳に取られてる」


「なんですってぇ？」


「誰もお前のことだって言ってないけど何か心当たりでも？」


「だから二人とも俺を挟はさんで喧けん嘩かするのはやめろ！　いや、俺が謝るからもうやめてください！」


　ついにアルトゥールは頭を抱かかえて悲鳴を上げた。何も考えず二人の間の席に座ってしまった自分の愚おろかさを呪のろいながら。


　事の発ほつ端たんは朝食だ。買い出しから帰ってきたロドリクは皆みなに食事と水を配った。良い匂においのする焼きたてパンを。


　当然ミヌーにも食事が配られたわけだが、それが問題だった。


　よほど空腹だったのか、にこにこ笑って手を差し出したミヌーにロドリクが渡わたしたもの。


　それは、猫ねこ用の缶かん詰づめだった。


　怒いかり狂くるったミヌーは威い嚇かくの声を上げながらその缶詰をロドリクめがけて投げつけ、缶詰は見事に彼の顔面ど真ん中に大当たり。


　結局、紙かみ袋ぶくろの中にはミヌーの分のパンもちゃんと入っていて、ロドリクは本気で彼女に猫の餌えさを食べさせようとしたのではなく冗じよう談だんのつもりだったのだろう。缶詰には可愛かわいくデフォルメされた猫の絵と共に『ネコちゃんゴキゲン！』というキャッチコピーがラベルに印刷されているが、おかげさまでミヌーは大変不ふ機き嫌げんだ。


「一仕事した後だから超お腹なかすいてたのに、ああいう嫌がらせされるとマジ腹立つんですけど！」


「食べ物の恨うらみは怖こわいというからね。でも、物を投げるのも良くないよ」


　そっぽを向いたままミヌーが吐はき捨て、苦く笑しようしたディニタが双そう方ほうをやんわりと諫める。


　彼の言葉にミヌーとロドリクは教師に叱しかられた学生のようにふて腐くされて黙り込んだ。同じ獣人型フオーヴだというのに、もう少し仲良くできないものか。


「さて、一息ついたところで申し訳ないけど、君たちへの依い頼らいについて話してもいいかな」


　場が静かになったのを見計らって、ディニタが切り出す。


　アルトゥールが飛び出していく直前に彼が話そうとしていたことだ。ようやく全員揃そろったところで、テーブルの代わりにした作業台を囲んで彼は本題へと入る。アルトゥールとミヌーとロドリクが横並びに座り、その正面にユズカとディニタが座っていた。


「リートのマテリエを君たちに取り戻してほしい、というところまでは話したね」


「あぁ。たしか、マテリエの在あり処かはどこなのか目星はついてるって話だったよな」


　メリッサのため協力すると決めた以上、アルトゥールは真しん剣けんにディニタと向き合った。彼の依頼をこなせば、メリッサの目覚めが近くなるのだと希望を抱いていたから。


「その通り。リートのマテリエは、彼女が持っている」


　そう言ってディニタは一枚の写真を取り出し、作業台の上に置いた。


　白黒の世界に写っていたのは、物もの憂うげな様子の少女だった。花で飾かざった椅子に座って、まるで女優のブロマイドだ。


　女優になんか縁えんはない。だけど、その姿には強い既き視し感を覚えた。


「この子、どっかで見たような……。なぁ、ユズカはわかるか？」


　正面の席に座っているユズカに訊たずねる。すると彼女はしばし考えた後、答えた。


「たしか……ステファニア・バルトリ？」


「──あぁ、あの歌手か！」


　ユズカが口にした名に、思い出してすっきりしたと同時に声が出た。


　写真の中の少女はたしかに歌手のステファニア・バルトリだ。劇場前に貼はられていたポスターはなかなか腕うでの良い画家が描かいたのだとわかる。写真はポスターと違ちがって色がないから一いつ瞬しゆんわからなかったけれど、豪華に巻いた髪かみや幼げな顔は絵と写真でそっくり同じだった。この写真は劇場などで販はん売ばいされているブロマイドだろう。


「この歌手がリートさんのマテリエを持っているんですか？　何のためにです？　まさか、彼女は《スターダスト》なのですか？」


　アルトゥールが思っていたことをすべてユズカが代弁してくれた。ディニタも当然訊きかれるだろうと考えていたようで、答えはすぐに返ってくる。


「いいや、彼女は《スターダスト》じゃない。それはあり得ないんだ。このステファニア・バルトリという少女は外見こそ別人だが中身はリートなんだよ」


　それを聞いたユズカは瞠どう目もくして黙り込んだ。彼女は何かを察したようだ。けれど、アルトゥールにはディニタが言った言葉の意味がわからない。隣となりを見ればロドリクも怪け訝げんそうな顔をしていて、ミヌーはすでに事情を知っているのかまだ不機嫌な顔で気だるそうに頰ほお杖づえをついていた。


「どういうことだ？　だって、リートってのはあの二等星スケアクロウの人で、あそこにいるじゃないか。それに、中身、って……まさか……」


　自動車に視線を向けて言いながら、ある可能性に考えが及および、言葉が切れ切れになる。


　ディニタはアルトゥールが何を言おうとしたのか読み取ったように首しゆ肯こうした。


「この少女は贋人ギニヨルだ。そして、彼女の中にはリートのマテリエがある」


　考えは当たっていた。だけどそんなもの正解したって嬉うれしくない。驚おどろいたというより、ひどく気分が悪かった。


「贋人ギニヨルは、他人のマテリエでも動き回れるってことなのか……？　それじゃまるで……」


　代用が利きく部品じゃないか。


　唇くちびるからこぼれ落ちそうになった言葉を辛かろうじて呑のみ込む。


　目の前にはユズカがいて、ミヌーやロドリクもいるのだ。言えるはずがない。彼女たちはたしかに生きていて、機械仕じ掛かけの人形などではないのだから。


　言葉を漏もらさないよう奥歯をぐっと嚙かみしめたアルトゥールに、やはり何を言いかけたのか察した表情のディニタが言う。


「どちらかと言えば抜ぬけ殻がらになった体を別人のマテリエが乗っ取るというほうが正しいね。マテリエを入れ替かえると、能力も人格もマテリエに支配されてしまうんだ。ただし、体とマテリエがそれぞれ別人のものだと力が弱ったり上う手まく手足を動かせなかったり、予測不能の不具合が生じてしまう。最悪、暴走して止められなくなることも。ステファニアの場合、私が見た限りでは今のところ問題はなさそうだったけど、必ずどこかで破は綻たんを来きたすよ」


「じゃあ、リートのマテリエがこの歌手の中にあるってわかったのは、ステファニアの能力を見て確かく認にんしたんだな」


「見たというより聴きいた、だね。リートの能力は《魅歌ローレライ》というんだ。聴いた者を眠らせたり精神を揺ゆさぶったりできる力だよ。ただし、彼女は二等星スケアクロウだったから自分の意思では歌わない。誰かの命令がないと歌えないんだ。だけど注文さえすれば、どんな歌でも歌ってくれる。──ステファニアの歌を聴いた時、すぐにわかったよ。あれは間違いなく《魅歌ローレライ》だ」


　そう言ったディニタは、写真の中のステファニアを見つめてきつく唇を引き結んだ。


　ディニタの記き憶おくの中にはリートの本物の歌声があるのだろう。命令がなければ歌えないリートに、命じるのではなく乞こうて歌ってもらった彼女の歌声が。


「……けどよ、命令でしか歌えないってんなら、その歌手を歌わせてるのは誰だ？」


　黙だまり込んでしまったディニタに疑問を投げかけたのはロドリクだった。ミヌーとの相あい性しようが悪くて不機嫌そうでいながらも、ディニタの話は聞く気でいるようだ。


「劇場のオーナーだよ。そして、孤こ児じだったステファニアの才能を見み抜ぬき養女として迎むかえ入れた心優やさしい父親……ということになっている」


「では、シローフォノ軍とは何も関係ない人間が贋人ギニヨルだとは知らずに養子にしてしまったということですか？」


　ユズカの問いに、ディニタは首を横に振ふる。


「たしかにオーナーはシローフォノ軍とは直接的な関かかわりはない。だけどステファニアが贋人ギニヨルであることは知っているはずだ。──贋人ギニヨルの存在は一いつ般ぱんには伏ふせられている。普ふ通つうの人々は知らないだろう。でも上流階級の社交界では話が違う。彼らはどんな情報でも買える金と人脈を持っているからね。そしてシローフォノの軍人だって人間だ。口の軽い者もいれば、手て癖くせの悪い者もいる。七年前の事件の最中、贋人ギニヨルの体から抜き取ったマテリエを本部には渡さず懐ふところに入れて持ち帰る者がいても何もおかしくはないね」


「持ち逃にげした、ということですか……。でも、マテリエを普通の人間が持っていて何に使うのでしょう」


「一番多い目的は観賞用だよ。マテリエは見た目だけなら美しい宝石だからね。そして何より、山を掘ほったくらいで出てくる宝石とはわけが違う希少価値。欲ほしがる者は多い。だけど、中にはマテリエを利用する者もいるんだ。──マテリエが世に出回って、その抜け殻がらである贋人ギニヨルの体に彼らが興味を抱いだかないわけがないだろう？　手に入れたマテリエと抜け殻、それを組み合わせて贋人ギニヨルを目覚めさせ、能力を利用したり見世物にする連中がいるんだよ。取引されるマテリエは七年前に持ち去られたものか、逃げ出した後に奪うばいとられたものがほとんどのはずだから三等星ペトルーシユカの割合が多いだろうね。でも、三等星ペトルーシユカのマテリエはとても繊せん細さいなんだ。他人の抜け殻に入れられると、不具合を起こして暴走したり自我を失うことが多い。素人しろうとが扱あつかうなんて危険な行こう為いとしか言えないよ」


　静かに憤ふん慨がいしているのかディニタは大きな塊かたまりでも吐き出すようにため息をついた。質問したユズカも利用される贋人ギニヨルの話を聞いて不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを歪ゆがめ、黙り込む。


「さっきも言った通りリートの能力《魅歌ローレライ》は聴く者の精神に干かん渉しようできる。それを使って劇場で歌わせ、観客の精神を少しずつ侵しん食しよくしていっているんだ。中毒のようにして、破産するまで劇場に通い詰づめさせるんだよ」


　それを聞いて、アルトゥールは町の様子を思い出した。


　無名の歌手が歌う劇場に集まる大勢の人。酔よっているようにふらふらと劇場に吸い寄せられる人。あれはすべて、《魅歌ローレライ》の力に精神をやられてしまった人々だということか。


「……あれで二等星スケアクロウなのか。下手すれば攻こう撃げき力りよくのある能力よりも厄やつ介かいじゃないか」


「二等星スケアクロウの定義はあくまで軍の主観によるものだからね。《魅歌ローレライ》はたしかに使い方次し第だいで恐おそろしい力になるけど、誰だれかが側そばにいて命令をしなければ歌えない。人間の代わりに怪精フアンタズマと戦わせようとしているのに、それでは使い物にならないと判断されたんだ。そもそも、一等星オランピアと三等星ペトルーシユカだって軍の都合と主観を押しつけた呼び名だよ。本来であれば、感情というものが欠けていない三等星ペトルーシユカのほうが完成された存在と言える。ところがそれでは隷れい属ぞくさせるのに不都合だから『粗そ悪あく品ひん』としているだけのことだ。三等星ペトルーシユカが一等星オランピアに劣おとっているというわけじゃない」


　その言葉を聞いて、ロドリクは肩かたをすくめて言う。


「劣っているわけじゃない、か。まぁ、そう言われて悪い気はしないな。──けど、ひとつ教えてくれよ。リートとやらのマテリエを取り戻もどしたとして、その後のステファニアはどうなるんだ？」


　彼の意見に、アルトゥールはハッとした。たしかにその通りだ。正面を見れば、ユズカも黙ってはいるが暗い顔で俯うつむいている。彼女はとっくに気づいていたのだ。


　リートのマテリエで動いているステファニア。それを奪い取る行為は、たとえ取り戻すだけとはいえ贋人ギニヨル狩がりと同じ。マテリエを失ったステファニアは、リートやメリッサのように、再び抜け殻になるしかない。


　ディニタはしばしの間、黙っていた。皆みなの視線が彼に集まる。


　一呼吸置いてディニタは白衣のポケットから何かを取り出した。握にぎった拳こぶしを皆の前に突つき出し、手のひらを上に向けて広げたそこにあったものは──


「マテリエ……!?」


　アルトゥールは思わず声を上げた。


　彼の手の上にあったのは、黄金色に透すき通る楕だ円えん形の宝石。


　見間違えるはずもないその輝かがやきはたしかにマテリエだった。


「七年前、第四クレイドルから逃げ出す時にたまたま研究用のものをいくつか持っていたんだ。贋人ギニヨルから抜き取ったものではなく、浮ふ遊ゆう樹じゆの樹液から精製したばかりのマテリエだよ。これがあったから、私はリートを連れて今まで生き延びていられたんだ。……高く売れるからね」


　俯いたディニタの声は、ひどく沈しずんでいた。


　マテリエは贋人ギニヨルの命。たとえ未使用であっても、その命を売ることに自己嫌けん悪おしているようだった。それもそのはず、売った相手はマテリエの価値を知っている者……劇場オーナーと同種の人間ということなのだから。


「……なるほど。あの車はそういうわけか」


　複雑な感情を抱かかえ、アルトゥールは工場の片かた隅すみに停とめられている自動車に目を向けた。


　自動車は高価な品だ。けれど、ディニタは決して贅ぜい沢たくを望んでいたわけではない。抜け殻となったリートを人目につかないよう連れて逃げ回るには、あの乗り物がどうしても必要だったのだ。


　すべてはリートのために。苦く渋じゆうの決断だったのは想像に難かたくない。


「これがマテリエか。自分の中にあるとはいえ、実物を見るのは初めてだ。ほんとに宝石みたいだな」


　ロドリクは物もの珍めずらしそうにまじまじとマテリエを見つめていた。アルトゥールはメリッサのマテリエを持っていたからすぐにわかったけれど、ロドリクは知らなくても仕方がない。人間だって自分の体内にある臓器を目にする機会なんて滅めつ多たにないのだから。


　それに、人間の心臓であれば目を背そむけたくなるかもしれないが、マテリエはその輝きも相まって、つい見入ってしまうのは無理もないことだった。けれどロドリクはすぐに顔を上げ、顔をしかめる。


「これをステファニアに与あたえようってことか？　けど、それってなんか納なつ得とくいかねぇ」


　ふんっ、と鼻を鳴らすロドリク。それを受け、ディニタはマテリエを握りしめて拳を下ろした。


「私も同じ気持ちだよ。自分の都合で命を与えるような真ま似ねはシローフォノ軍と何も変わらない。このマテリエを与えたところで、それはステファニアの元の人格ではないし不具合を起こす可能性だってある。だけど、リートのことは決して諦あきらめられない。──ステファニアはおそらく、第四クレイドル以外の施し設せつから逃げ出した後にマテリエを奪われた贋人ギニヨルだろう。私の記憶の中にはいない顔だからね。ステファニアのことを、リートのマテリエで動いているだけの死体だと考えるのであれば気は楽だ。だけどそれなら、今の状態のリートやメリッサのことも『死』と見なさなければいけない。正直、どうすることが正解なのか私にもわからないんだよ。一番良いのは、ステファニアのマテリエを捜してやることなんだろうけど……」


「捜せばいいじゃないか」


　天てん井じようの高い工場内で、思った以上に響ひびいた声。


　それを聞いて、皆が振り返って見た。声を発したアルトゥールの顔を。


　自分でもびっくりするほど容易たやすく出た言葉にアルトゥールは少し戸と惑まどいながらも、出てしまったものを今さら否定しようという気にはならなかった。


「消えてなくなったわけじゃない。当てならいくらでもあるじゃないか。贋人ギニヨル狩りといえばシローフォノ軍か《スターダスト》なんだからな。そのどちらかでなく、もしかしたらどこかで観賞用にされている可能性だってある。可能性は『ある』んだ。ゼロじゃない。──俺たちはそうやって可能性にすがって生きてきて、今ここにる」


　七年捜さがしていたディニタと今ここで対話している。メリッサを目覚めさせる可能性さえ見いだせた。


　時間を掛かければなんでも望みが叶かなうというわけではないが、はじめから無理だと諦めるのは、可能性という種火を自分の足で踏ふみ消すようなものだ。


　ディニタとロドリクは啞あ然ぜんとして──先に表情を和やわらげたのはディニタだった。


「……そうだね。私もずっとリートのマテリエを捜して、やっと見つけたんだ。七年前のあの日に諦めていたら、こうして悩なやむこともできなかった。ステファニアの本来の能力も、どんな人だったのかも知らないから道は険しいかもしれない。だけど最初から諦めてしまってはステファニアに対してあまりに無礼だ。自分の意思ではないとはいえ、彼女が歌ってくれなければ私はリートのマテリエをまだ見つけられずにいたんだから」


　写真の中のステファニアを見つめて、ディニタは手に握っていたマテリエをそっとポケットに仕し舞まい込んだ。


　そしてアルトゥールのすぐ隣となりで、ロドリクが小さく笑う。


「地図もないのに宝探し、ってことか。気が遠くなる話だ。──だけどお前に言われると、そんなことできるかよ、なんて言えないんだよなぁ」


　彼の笑えみは苦笑いだった。


　贋人ギニヨルを普通の人間にする方法を求めて七年間各地を転々としてきた。それは以前ロドリクに話したし、話したことで彼を感化してしまったらしい。だからこそ彼はこうして巻き込まれているわけだが、七年でここまで辿たどり着いたアルトゥールのことを彼なりに賞賛してくれているのだと受け取った。


「──それで結局、俺たちはこれからどうすればいい？　ステファニアを劇場から搔かっ攫さらってくればいいのか？」


「彼女は自分の舞ぶ台たいがある時しか劇場にいないわ。普ふ段だんはオーナーの屋や敷しきよ。猫ねこの姿で潜せん入にゆうしても見つかって追い出されちゃうから、どこの部屋までかは特定できないんだけど」


　ロドリクの言葉に答えたのは、今までずっと黙っていたミヌーだった。相あい性しようの悪い相手からの思いがけない返事にロドリクは睨にらみを利きかすが、生あい憎にくと二人の間にはアルトゥールが座っているので彼の視線はミヌーまで届かない。


「舞台でしかステファニアの姿は拝めないから、たしかに狙ねらうなら劇場かもしれないけど、観客の前で攫うわけにもいかないし。やっぱり屋敷からこっそり連れ出すしかないのよね」


　そう言ってミヌーは深いため息をつき、肩をすくめた。


　彼女は半年前からディニタに力を貸していて、ステファニアのこともずいぶん調べたのだろう。猫の姿になれる情報屋である彼女には、そういったことは得意分野のはずだ。


　けれど、そんな彼女にさえ『舞台でしか姿を見られない』と言わせてしまうステファニアの警護。それを搔い潜くぐるために、ディニタは協力者を求めたのだ。


「けど、猫でもすぐ見つかって追い出されるような屋敷からどうやって女一人連れ出せばいいんだ？　大勢でどやどや押しかけたって、目立つし捕つかまりにいくようなもんだろ」


　皆を煽あおるような発言をした直後に情けないけれど、腕うで組ぐみをしてアルトゥールは唸うなった。


　相手は贋人ギニヨルの存在を知っていてマテリエの価値も知っている。贋人ギニヨルが人間に負けることはないかもしれないが、もし仮に捕まってしまったら皆のマテリエを奪われてしまう可能性もあるのだ。


　一同、黙だまり込んでしまう。


　そこへ、ディニタが一枚の紙を差し出した。皆の視線が集まる。


「昨日の昼間に貼はり出されていたんだよ。あの屋敷は働き手の入れ替かわりが頻ひん繁ぱんみたいで、そろそろ新しい募ぼ集しゆうが掛かるだろうと踏んでいたけど丁度良い頃ころ合あいだったね」


　ディニタが差し出したもの。


　それは、バルトリ家のメイドと給きゆう仕じを募集する求人票だった。




　三　盗ぬすんでくるのよ







「では、一人ずつ自己紹しよう介かいをしてください」


　齢よわい六十を軽く越こえていそうなメイド長、ジョアンナの一言で全員の視線が新入りに集まる。そして一番ジョアンナに近い場所に立っていたユズカが、まず最初に名乗った。


「……ユズカ・リアピナです。よろしくお願いします」


「アルトゥール・ドルークです。頑がん張ばります」


「ミヌー・シャルマンです。趣しゆ味みはお買い物でーす」


　最後のちゃらけた挨あい拶さつに、集められたメイドや給仕係たちが目を丸くし、ジョアンナの頰ほおが引きつった。アルトゥールは慌あわててミヌーの脇わき腹ばらを肘ひじで小こ突づく。


　皆の反応でしくじったことを悟さとったらしいミヌーは肩かたをすくめてぺろりと舌を出す。すると給仕係の男たちは揃そろって浮うかれたため息を零こぼしたが、ジョアンナの不興を買ったようで大きな咳せき払ばらいがミヌーの言動を咎とがめた。


「まずは礼節を教育することから始めねばならないかもしれませんね。……本来なら、使用人は信しん頼らいのおける筋からご紹介いただいた者のみ受け入れていたのですが、最近の若い方たちは堪こらえ性しようがないのかすぐに辞やめてしまってそれもままなりません。あなた方はくれぐれもそのようなことがないようお願いしますよ」


　ジョアンナは新入り三人に顔を向けて言ったが、その言葉は後ろに控ひかえる使用人たちにも釘くぎを刺さしているようだった。皆、居い心地ごこち悪そうに身を縮めて俯く。


　張り詰つめた空気に閉口してしまう。すると、再びジョアンナの厳しい声が飛んできた。


「お返事が聞こえませんね。あなた方の口はなんのためについているのかしら？　置物を雇やとったのではないのだから『はい』か『いいえ』くらいお言いなさい」


「……はい」


「はい」


「はーい」


　三人揃って上辺だけの返事をする。


　ジョアンナには悪いがそう長く勤めるつもりは毛頭ない。この広い屋敷のどこかにいるステファニアを見つけたら、彼女を連れてさっさと逃にげてやる。


　ぱりぱりにアイロンをかけられたシャツと慣れないネクタイに息苦しさを感じながら、アルトゥールはこっそりとため息をついた。
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　ディニタの持ってきた求人票を頼たよりにバルトリ家の屋敷へやってきたのは、アルトゥール、ユズカ、ミヌーの三人だ。


　何かあった時、連れん絡らくが取れるようにという理由でロドリクは外で待機している。彼は鳥に姿を変えられる獣人型フオーヴで空から屋敷の敷しき地ち内に侵しん入にゆうできるし、上空から屋敷の様子を観察して気がつくことがあればアルトゥールたちに報告できると考えたからだ。


　あの後、皆みなはディニタがいる廃はい工場に拠きよ点てんを移した。市庁舎に出しておいた運び屋への依い頼らいを募集する届けも引き下げ、リートのマテリエを奪だつ還かんするために全力を注ぐ態勢で今ここにいる。


　採用の面接は意外にもあっさりしたもので、名前や年ねん齢れいなど簡単な受け答えをしただけで即そつ決けつだった。雇ってもすぐ辞めてしまうというジョアンナの言葉通り、大きな屋敷の割に使用人の数が少なく、よほど悪い人材でない限り誰だれでも良いという状態だったらしい。素す性じようのはっきりしない自分たちで果たして大だい丈じよう夫ぶなのかと思ったが、まったく何の問題もなかった。


　普段はアルトゥールと同じドルークの姓せいを使っているユズカが別の名前を名乗ったのも、似ていないのに兄妹きようだいだと言って変な勘かんぐりを受けるのを避さけるために、まったくの他人同士として面接を受けに来たからだったのだが、それも必要なかったかもしれない。


　屋敷の一階ホールで自己紹介が終わると、アルトゥールたち新入りは先せん輩ぱい使用人たちにくっついて仕事を覚えるよう言いつけられ、ジョアンナは自分の仕事に戻もどっていった。人手が足りないとぼやいていたから、自ら新人教育している暇ひまもないのだろう。


　ジョアンナがいなくなって緊きん張ちよう感から解放され、使用人たちは示し合わせたかのように揃って息をついた。ほっとしたのはアルトゥールたちも同じで、びしっと伸のばしていた背筋がふにゃりと緩ゆるむ。


「はぁ、超ちようウザかったぁ。あんな嫌いやみったらしい言い方しなくても良くない？」


　言動を注意されたミヌーは特に不満そうだ。だが、あれは叱しかられても仕方がない気がする。けれどすぐに彼女は表情を明るくさせた。


「でも、この服は可愛くて気に入ったわ。裾すそが短かったらもっと良いのに」


　そう言ってミヌーは自身が着ている服のスカートをつまんで持ち上げる。


　ミヌーとユズカが着ているのは支給されたメイド服だ。面接の時、ミヌーは大人しめのワンピースでユズカはブラウスとスカート姿だったが、もちろんそんな服装では働けない。


　白い襟えりのついた踝くるぶし丈たけの黒ワンピースに、フリルたっぷりの真っ白いエプロン。頭には髪かみを押さえるための白いフリルがついたカチューシャをつけている。他のメイドたちも同じ格好をしていて、一目で使用人とわかる服だ。


　おしゃれ好きなミヌーは着たことがないメイド服に浮かれ気味だが、その隣にいるユズカはそわそわと落ち着かない。顔を伏ふせ、ミヌーを視界に入れないよう必死という様子だ。


　その理由は、二人が並んでいる姿を見れば明らかである。


　エプロンドレス型のメイド服はウエストを絞しぼった形をしていて、自然に上半身の体型が浮き彫ぼりなってしまっていた。


　こんなに残ざん酷こくな光景というのもそうそうお目にかかれない。迫はく力りよく満点な胸を持つミヌーと、普段は異国の民族衣い装しようで起き伏ふくの乏とぼしい体型をごまかしているユズカが同じ服を着て並んでいるのだ。どうしても胸むな元もとの格差が際きわ立だってしまう。


　緊きん張ちようから解放された使用人たちは気け怠だるそうにばらばらと仕事に戻っていく。そんな中、給仕の若い男がアルトゥールを手招きして呼んだ。


「おい、新入り。食器磨みがくから一いつ緒しよに来い」


　早くステファニアを捜さがしたいところだが、おかしな行動を起こして屋敷から追い出されては意味がない。今は大人しく新入り給仕のふりをして、ステファニアの居場所を探さぐっていかなければ。


「じゃあ、また後でな」


　小声で告げるとユズカはこくりと頷うなずき、ミヌーは器用に完かん璧ぺきなウインクをして、二人並んでメイドたちについていった。それを見届けたアルトゥールも手招きする先輩給仕のもとへ急ぐ。


「食事室は二階に、バルトリ家専用の部屋と宴えん席せき用の部屋がある。その間に給仕室があるから、俺たち給仕はだいたいそこで過ごしてるよ。時間があれば紅茶の淹いれ方とかいろいろ教えてもらえるし、転職する時に役立つぜ」


　アルトゥールを手招きして呼んだ給仕が親しげに話しかけてくる。二は十た歳ち前後のまだ若い男だ。一階のホールから吹ふき抜ぬけの二階に上がる大階段を上りながら、彼はそっと小声で耳打ちするようにこんなことを言ってきた。


「なぁ、ところでさ。お前って金に困ってたりする？　ここには長く勤める気でいるのか？」


「はぁ？　なんで今そんなこと……」


　あまりに不ぶ躾しつけな質問に、先輩であることを忘れて嫌な顔をしてしまった。すると給仕の男は、しっ！　と唇くちびるに立てた人差し指を当ててアルトゥールにも小声を強要してくる。


「変なこと訊きいて悪い。でも俺、新人が入ったら辞めようと思っててさ。お前がすぐ辞めるような奴やつだと俺が辞められないんだよな。まぁ、さっき釘くぎ刺さされたから、そんなすぐに出ていくわけにはいかないけど。だからお前、早く仕事覚えて俺の代わりになってくれよ」


　身を寄せて小声で言いつつ、背中をばしばし叩たたいてくる。新入りが敬語でなくても気にしない性格のようだ。ついでに口も軽そうに見える。


　屋や敷しき内の情報を得るのに、丁度良さそうな人材だ。


「ここって、そんなに辞めたくなるくらいきつい仕事なのか？　たしかにあのメイド長は厳しそうだったけど……」


　先ほどの緊張感を思い出しつつアルトゥールは訊き返してみる。すると意外なことに、返ってきたのは否定の言葉だった。


「いいや、しんどいっちゃしんどいけど待たい遇ぐうは悪くないし、ジョアンナさんは厳しくても言うことは正しいからみんな信頼してるよ。でも、なんかここにいると無性に寂さびしくなるんだよなぁ。故郷に戻って、実家の仕事手伝うのも悪くないかなって思い始めたんだ。今まで辞めた連中もそんな感じだったよ。田舎いなかから出てきてる奴多いからな」


「へぇ、そんなもんなのか」


　アルトゥールにも故郷はあるが、そこにはもう自分の家も待っている肉親もいない。今はユズカとメリッサが自分の家族で、故郷に帰りたいと懐なつかしむ感覚はいまひとつわからない。それを羨うらやましいと思うと同時に、メリッサとの暮らしを取り戻そうとしている自分の行動はその郷きよう愁しゆうに近いのだろうかと考え、気持ちは少し理解することができた。


「だからさ、新人君にはなるべく頑張ってもらいたいんだよ。まぁ、一緒に入った新しいメイドの子は二人とも可愛かわいかったから、ここで辞めるのはちょっと惜おしいけどな。特にあの胸の大きいほう、馬ば鹿かっぽそうだけど顔も体も完璧だし、あとで声掛かけてみようかな。でも嫁よめにするならもう一人の子かなぁ。真ま面じ目めっぽいし尽つくしてくれそう。辞める時、お持ち帰りしたいな」


「断る！」


「え？」


　相手の驚おどろいた顔を見て、つい大きな声を出してしまったことに気づく。先を歩いていた他の給仕たちも振ふり返って怪け訝げんそうな視線を向けてきた。


「あ、いや……俺、昔から変なくしゃみするって言われるんだよな」


　愛あい想そ笑いでごまかす。非常に苦しい言い訳だったが、いきなり大きな声を出す理由としてそのほうが筋が通っているためか、どうにか信じてもらえたようだ。皆、興味をなくしたように仕事場に戻っていく。それを見てアルトゥールは胸をなで下ろした。


　とはいえ、つい叫さけんでしまったのは本心だ。


　血は繫つながっていないものの、ユズカの兄として彼女の未来を守らなければいけない。こんな軽けい薄はくそうな男のもとに嫁とつがせるなんて絶対にお断りだ。ミヌーにしろユズカにしろ、美人なら誰でも良いというような奴に大事な妹をやれるものか。


　それにミヌーだって決して馬鹿ではない。言動の軽さに油断していると、隠かくした猫ねこの爪つめに引っかかれることになる。


　彼女たちのためにいろいろ言ってやりたい。だけど今はその気持ちを堪こらえ、相手に話を合わせつつ自分の知りたい情報へと話題をすり替かえる。


「俺、金貯ためて起業したいんだよ。だから給料良いところになるべく長く勤めるつもりだ。……ところでさ、ここってステファニア・バルトリが住んでるんだよな？　食事の時間とか、会えるかな？」


　アルトゥールの質問に、若い給きゆう仕じは一いつ瞬しゆんきょとんとした。そして次の瞬間、何かを察したようにニヤリと笑う。


「なんだ、お前。ステファニア嬢じようのファンか。なるほど、だからうちで働こうと思ったんだな？」


「あぁ、まぁ、そんなとこかな……。で、どうなんだ？　会えるのか？」


　ここは相手に合わせておく。気分良く話してもらうためだ。


　しかし若い先輩給仕は肩かたをすくめて首を横に振る。


「いいや、無理だよ。ステファニア嬢は養子だし、バルトリ家の食しよく卓たくには顔を出しづらいんだろうな。執しつ事じのコンラッドって人かジョアンナさんが食事を部屋まで運んでるよ。でも、それだけじゃなく屋敷にいる時は部屋から出ないんだ。歌を武器に金持ちのお嬢様になったんだから、そうやって一人で歌声を磨いてんじゃないの？　劇場と部屋とを行ったり来たりするだけだよ。その時に遠くからチラッと見られることもあるから、運が良い日は会えるかもな」


　聞きながら、アルトゥールは考えた。


　二等星スケアクロウであるリートのマテリエで動いているステファニアは、感情がなく人間的な受け答えができないはずだ。劇場オーナーであるバルトリ家当主以外の人々がステファニアの正体を知らないのであれば、ステファニアの不自然な言動を隠すために屋敷内だろうと人から遠ざけ、ごく限られた者だけに世話をさせているのだろう。少なくともこの給仕はステファニアのことを人間だと思っている。使用人たちは贋人ギニヨルの存在など知らないのだ。


「じゃあさ、ステファニア嬢の部屋ってどこにあるんだ？」


「南館だよ。でも、いくら顔を拝みたいからって行っても無む駄だだぞ。南館にはコンラッドさんの指示がないとメイド長のジョアンナさんでも入れないからな。掃そう除じだってジョアンナさんが一人でやってるし、俺たち給仕には縁えんのない場所だよ」


「そうなのか。残念だな」


　生返事をしながら、得た情報をしっかりと頭に刻み込む。


　バルトリ家はジャッロ・コリーナ市の郊こう外がいにあり、敷しき地ち内の大半が森林となっている。その中央にあるのが今アルトゥールたちのいる本館で、バルトリ家の一家が日々を過ごし、時にはパーティーを開く場所だ。遠方からの客人を泊とめる部屋もある。


　そしてその隣となりにある北館は使用人たちの住まい兼けん倉庫。本館を挟はさんだ反対側にある南館は用よう途と不明だったが、ステファニア一人に使わせていたというわけだ。


「さぁ、ここが俺たちの仕事場だ」


　扉とびらをくぐって踏ふみ込んだ部屋はずらりと食器が並んでいて、先に入っていた給仕たちが黙もく々もくとグラスを磨いている。


　得た情報をユズカとミヌーに教えたい。


　けれど今は使用人として振る舞まわなければならず、アルトゥールはこっそりと嘆たん息そくしてグラスをひとつ手に取った。
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　使用人の住まいである北館の近く、月明かりの中こそこそと森の中に隠れる人ひと影かげが三つ。


　その人影は夜空に向かって手を振る。すると空で星がひとつゆらりと動き、徐じよ々じよにその大きさを増していく。


　やがて星は金色の鷲わしになった。鷲は大きな翼つばさをばさりと鳴らし、低い木の枝に留まる。


「さっき言われた通り南館の様子を見てきたけど、侵しん入にゆうできそうな場所はなさそうだ。窓も全部、鎧よろい戸どが閉まってるよ。あれじゃ昼間でも部屋ん中真っ暗だろ」


　嘆息しながら、鷲は人の言葉を話した。


　鷲の正体はロドリクだ。能力は《雷鷲ワキンヤン》。彼は雷らい撃げきを操あやつるだけでなく、こうして鷲に姿を変えることができる。ミヌーと同じ獣人型フオーヴだ。


　ロドリクが見下ろす先にいるのは、アルトゥールとユズカとミヌー。皆みな、使用人の服を着たままだ。


　ロドリクは事前に取り決めていた時間、朝昼晩に屋敷上空を旋せん回かいし、様子を探ることになっている。その時間に合わせて屋敷内にいる誰だれかが手を振るなどの合図をすれば、驚きよう異い的な視力を持つ彼が気づいて降りてきてくれるというわけだ。


　だから夜の偵てい察さつ時間に合わせてこうして全員集まった。仕事が終わった後、ユズカに耳打ちして情報を端たん的てきに知らせ、ミヌーにも伝言してもらったのだ。


「簡単にはステファニアを連れ出せないってことか……。厄やつ介かいだな。やっぱり出てきたところを狙ねらうしかないか」


「ステファニアの外出にはオーナーと執事が同どう伴はんするようですし、南館から出るとすぐ車に乗り込んでしまうそうですよ。オーナーたちの目の前で連れ去ればわたしたちは誘ゆう拐かい犯になります。できるだけ危険を回かい避ひして事を済ませるためにこんな格好までしているんですから、派手に襲しゆう撃げきする案を早々に出さないでください」


　アルトゥールのぼやきに、すかさずユズカの待ったが掛かる。ミヌーとのスタイルの差が際きわ立だつお揃そろいのメイド服が大層ご不満の様子で、『こんな格好』の部分だけ少し語気が荒あらかった。


　ユズカとミヌーもメイドたちからステファニアのことをいくつか聞き出していたようで、ステファニアの移動手段などについては今初めて知った。南館から一歩出たら護衛が付くというのであれば、たしかに手出しはできない。


「鍵かぎが閉まってるんなら、開けて入ればいいんじゃないの？」


　皆が考え込んでいる中、さも当然というような口調で言ったのはミヌーだ。


「開けて入るって、どうやってだよ。屋敷内の鍵を管理してるのはメイド長だろ？　あの怖こわいおばさんにどんな言い訳して開けさせるんだ。ちょっとでも不ふ審しんに思われたらびしばし追つい及きゆうしてきそうだぞ？」


「開けさせるなんて、そんなめんどくさいことしないわ。盗ぬすんでくるのよ」


　アルトゥールの言葉に、やはりミヌーはいとも簡単に答えて自信ありげに笑ってみせる。


「あたしは情報屋だけど副業もあるの」


　そうだ、すっかり忘れていた。


　ミヌーは泥どろ棒ぼう猫ねこなのだ。
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「ちょろいわ」


　翌日の昼。本館の裏庭にて。


　得意顔でそう言ったミヌーは革かわ製せいのキーケースを開いて見せた。中に収められている複数の鍵がきらりと光る。


　昨夜に話し合った結果、ミヌーが鍵を手に入れることに決めたが、まさかこんなに早く盗んでくるとは思わなかった。朝の挨あい拶さつの時点ではキーケースはメイド長のジョアンナが持っていたのをアルトゥールもユズカも見ているから、その後に盗とったのだろう。


「俺の時みたいにスリ盗ったのか……。仕事が早いのは良いことなんだか悪いことなんだか、わからんな」


「これも《妖猫アダンダラ》の能力なんですか？」


　感心したような呆あきれたようなユズカの問い。ミヌーは軽く肩をすくめて答える。


「まさか。あたしの能力は猫になることと身体能力が猫並ってことだけよ。だから生きていくために盗みを覚えたの。でもまぁ、人よりも気配を殺して忍しのび寄るのは得意ね。猫になればいろんなところに忍び込めるし、能力を一番活いかせる仕事だとは思うわ。もちろん、情報屋もね」


　贋人ギニヨルの能力には個人差がある。同じ獣人型フオーヴでもロドリクのように動物に姿を変えるだけでなく雷撃を操る力を持つ者がいる一方で、ミヌーのように身体能力だけに特化している者もいる。


　ユズカやメリッサは人間の社会に溶とけ込んで生きていくのに、ある意味で便利な能力だったが、ミヌーの能力では本人の知ち恵えと工く夫ふうが必要だったというわけだ。


　その工夫で、豪ごう勢せいに買い物ができるほど稼かせいでいるのだからこれはもう能力と言っても良いのだろうけれど。


「でも、今日中に鍵が手に入ったのは好都合です」


　周囲に誰も来ないか気を配りつつ、抑おさえた声で言ったのはユズカだ。


　彼女の言葉通り、今日は行動を起こしやすい。バルトリ家の一家は少し離はなれた町でのパーティーに、ステファニアを除いた全員で出席している。当主であるオーナーと奥方、年とし頃ごろの娘むすめ、執事とメイドそれぞれ一人ずつの五人でだ。だから今日は給仕の仕事もなく、アルトゥールは一日自由にして良いと言われた。


　ユズカたちメイドは掃除や洗せん濯たく、衣類へのアイロン掛かけなどいろいろやることはあるようだったけれど、自分たちに任された仕事を手早く終えて休きゆう憩けいを勝ち取ってきた。そういう作業が得意なユズカが、ミヌーのぶんも半分以上引き受けていたようだが。


　屋や敷しきの主人は不在。そして今日は劇場でのステファニアの舞ぶ台たいはない。


　つまりステファニアは今、確実に屋敷にいる。南館のどこかに。


　ユズカの発言を褒ほめ言葉と取ったのか、ミヌーは更さらに得意げに胸を張った。


「だって、メイドごっこなんていつまでもやってられないでしょ？　さっさとお姫ひめ様攫さらって帰りましょうよ。あたし怒おこられてばっかりでもう嫌いやなんだもん」


「それはあなたがアイロンでチェアカバーを焦こがしたからです」


　ユズカの暴ばく露ろに、ミヌーは一瞬うっと言葉を詰つまらせた。けれどすぐにキーケースを掲かかげ、アルトゥールたちの目の前に突つき出してくる。


「とにかく、あたしは早く自由になりたいの！　せっかく盗ってきたんだから、さっさと行くわよ！　鍵がなくなったのばれたら騒さわぎになって侵入できなくなっちゃう！」


　そう言ってさっさと南館へ向かって歩き出してしまう。


　わかりやすいごまかしだったが、ミヌーの言うことはもっともだ。アルトゥールはユズカと顔を見み交かわし、頷うなずき合って彼女を追った。本当ならロドリクが昼の見回りにくる時間を狙って見張りを頼たのみたいところだが、それを待っている間にジョアンナが鍵の紛ふん失しつに気づいてしまっては意味がない。


　南館は三階建ての白茶けた煉れん瓦が造りで、昨夜ロドリクが言った通り窓はすべて鎧戸が閉まっている。中の様子を窺うかがうことはできず、しんと静まりかえって人の気配すら感じない。


　けれどステファニアはここにいるのだ。


「どれが南館の鍵か、わかんないわ。ひとつずつ試ためしていくしかないわね」


　ミヌーはキーケースの中の鍵を、端はしから鍵穴に差し込んでいく。その左右からアルトゥールとユズカは彼女の手元を覗のぞき込み──六個目の鍵が、かちりと鳴って回った。


「よし、まず俺が先に行く」


　重い木製のドアを引いて、アルトゥールは隙すき間まから中を覗き込んだ。


　案の定、中は真っ暗だ。ドアの隙間から差し込む光が、まっすぐ室内に伸のびている。見たところ、一階はホールになっていて、本館の縮小版といった様子だった。もしかしたらこの南館は本来、娘むすめ婿むこを迎むかえた時などに敷しき地ち内で世帯ごとに住み分けるための別べつ邸ていなのかもしれない。


　見る限り特別変わった様子はなく、アルトゥールはするりと室内に身を滑すべり込ませた。それにユズカが続き──


「ねぇ、そこに誰かいるの？」


　声がしたのはドアの外だ。聞こえたと同時に、ドアが勢いよく閉ざされる。ミヌーが急いで閉めたようだ。アルトゥールも慌あわてて鍵穴から外の様子を窺い、ユズカはドアに耳を貼はり付ける。


「あら、ミヌーさん？　どうしたの、そんなところで」


　本館と南館を繫つなぐ煉れん瓦が敷じきの舗ほ道どうを通って近づいてきたのは若いメイドだ。ミヌーはキーケースを長いスカートの中に入れて隠かくし、すぐに振ふり返る。


「え、えっと……。ここってステファニアお嬢じよう様さまのお部屋なのよね？　だから、ちょっとだけ歌が聴ききたいなー。なんて……」


　作り笑いでごまかすミヌー。焦あせっているのかしどろもどろで、息を殺して聞いているこちらも冷や冷やする。けれどメイドはそれで納なつ得とくしたのか、困ったようにため息をついた。


「気持ちはわかるけど、そこは鍵がないと入れないし、旦だん那な様や執しつ事じのコンラッド様の許可がないとジョアンナさんだって自由に出入りできないのよ」


「そうなんだぁ。残念」


　てへへ、と笑うミヌー。その鍵をまさか自分が持っているなんて素そ振ぶりは見せないが、早く解放してほしいという態度をありありと示している。


　しかし、メイドはその態度に気づかないのか、それともあえて無視しているのか、こんなことを言い出した。


「ねぇ、これから奥様の部屋にお花を活けるんだけど、ちょっと手伝ってくれない？　暇ひまなんでしょ？」


「えっ!?　で、でも、あたし今は休憩中……」


「簡単だから、ね？　早くやり方覚えてもらいたいし。それに、花屋さんがいつもお菓か子しの差し入れくれるから役得なのよ。終わったらお茶しながら休憩できるし、良いでしょ？」


　そう言ってメイドはミヌーの手を摑つかみ、ほぼ強ごう引いんに連れて行ってしまう。鍵穴から様子を窺っているのを察しているのか、ミヌーはちらちらと振り返って助けを求めるような目を向けてきたが、どうすることもできず黙だまって見送ってしまった。


　鍵穴から目を離し、ひとまず安あん堵どする。隣となりではユズカもほっと息をついていた。


「今のうちにステファニアを捜さがしましょう。わたしも休憩時間が終わるまでに戻もどらないと怪あやしまれます」


　ドアから離れ、ユズカは足音を立てないよう慎しん重ちように歩き出す。ここにはステファニアしかいないはずだが、念のため物音を立てないようにしているのだ。


　窓はすべて閉とざされ、室内は暗い。《炎龍ヴイーヴル》で照らすことも考えたが、もし誰だれかに見られでもしたらまずいので控ひかえることにした。幸い、目も暗さに慣れてきたので、鎧よろい戸どの隙間から差し込む微かすかな光だけでもどうにか行動できそうだ。


　一階のホールは、中央にある階段に向けて柱が整然と並んでいるだけで出入り口以外にドアもなく、調べる所はないように見えた。本館と似たような造りであるなら、人が生活するような部屋は上階にあるはずだ。


「上に行ってみよう。……部屋ごとの鍵が閉まってないといいんだけどな」


　不安を口にしつつ、アルトゥールはユズカの先に立って階段を上った。暗いので真しん鍮ちゆう製の手すりに頼たよりながら、足音にも気をつけ二階に向かう。


　二階は本館と同じく、吹ふき抜ぬけに沿う回かい廊ろうと部屋が並んでいた。植物的な優美な彫ちよう刻こくを施ほどこされた木製のドアが階段を上がってすぐに出で迎むかえ、アルトゥールはユズカを背後に控えさせながらドアをゆっくりと押す。鍵かぎが閉まっていたら、という懸け念ねんを打ち消すように、キィと微かな音を立ててドアは内側に開いた。


「……食事室のようですね」


　背後から室内を覗き込んだユズカが声を潜ひそめてつぶやく。


　室内にあったのは、テーブルと椅い子すと燭しよく台だいだけだった。燭台にはロウソクも立っておらず、当然ながら明かりはない。クロスをかけられたテーブルも控えめな大きさで、左右に二脚きやくずつ椅子を並べるとそれでいっぱいだ。


　装そう飾しよく的なものは壁かべにかけられた絵画の他に何もない。鎧戸まで閉ざされた窓にはカーテンが掛けられているけれど、外からの明かりも風も入ってこない室内ではその色すらよくわからず、重たげに動かず垂れ下がっているだけ。


　人ひと影かげなど見当たらない。けれどアルトゥールは室内に踏ふみ入った。警けい戒かいしながらユズカもついてくる。


「どうしたんです？　誰もいないなら、早く次の部屋を見に行きましょう」


「あぁ。でも、その前に窓が開くか確かく認にんしておこうと思って。もし俺たちがここにいる間に誰かが入ってきて、出入り口を塞ふさがれたりしても逃にげ道を確保しておきたいからな」


　そう答えるとユズカも納得したようだ。一いつ緒しよに窓へ寄って分厚いカーテンをめくり──


「これは……!?」


　そこにあったものを見てユズカが声を上げる。


　カーテンをめくって出てきたのは、窓だ。


　一番外側は木製の鎧戸。その次がガラス戸。そして、一番手前にあるのは鉄てつ格ごう子しだった。


　真ん中で途と切ぎれていて左右に開くようにはなっているが、錠じよう前まえが掛けられていてまるで獣けものの檻おりだ。格子の隙間はアルトゥールの拳こぶしがひとつ通る程度で、専用の鍵がないと窓の開閉すらできない仕組みになっている。


「……まだ新しいですね。最近取り付けられたものでしょうか」


　鉄格子に顔を近づけてよく見ていたユズカがつぶやく。


　彼女の言うとおり、格子は暗い中でもわかるほど真新しい艶つやを帯びていた。壁との繫ぎ目を見ても明らかに後付けで、異様だ。


「ステファニアが逃げないように、念には念を、ってことか。鎧戸が閉まってるのは、この刑けい務む所しよみたいな鉄格子が外から見えないようにするためだろうな」


「ということは、南館の窓すべてがこうなっていると考えたほうがいいですね。退路の確保が難しいなら、尚なお更さら早くステファニアを見つけないと……」


　言いかけ、ユズカは言葉を切った。そして警戒するように、身を硬かたくする。


「何か聞こえませんか？」


　そう言われてアルトゥールも注意深く耳を澄すます。


　たしかに何か聞こえた。人の声、だろうか。いや、涼すずやかな音色の楽器のようにも聞こえる。消え入りそうな微かな音で、正確にはわからない。


　だけどなぜだろう。ひどく懐なつかしい感じがする。


　甘いリンゴの香かおりがした。周りを見ても今ここにそんなものはない。五感に直接蘇よみがえってきた、幻まぼろしの香りだ。


　記き憶おくの奥底に根付いている思い出が表に出てくる時の、瘡かさ蓋ぶたが割れるようなぴりっとした痛みが胸の奥に生まれる。


　この記憶は、七年前のものだ。子供らしい笑え顔がおでリンゴを頰ほお張ばるメリッサの姿がいつも以上に鮮あざやかに思い出される。


　懐かしい、じんわりと温かい記憶。けれど、どうして今そんなことを思い出すのか。


　戸と惑まどいながらユズカに目を向ける。すると、彼女も何かを思い出しているのか目を伏ふせて俯うつむいていた。


　しばしの間、二人とも黙り込む。音はすぐに聞こえなくなってしまった。音の正体どころか、音の出所もわからない。


「なんだったんだ……？」


「わかりません。外から響ひびいてきたのかもしれませんが、もしステファニアがどこかで歌っていたのなら厄やつ介かいですよ。ステファニアの中にあるマテリエは二等星スケアクロウのもので、命令がなければ歌えないはずです。ということは、彼女の側そばに誰かが……」


　ユズカが小声で話している、その最中だった。


　部屋の外から明るい光が差し込んできて、ぎくりと震ふるえて二人同時に振り返った。


「まずい、一階ホールの灯あかりを誰かが点つけたんだ……！」


　階下で灯りを点ければ、吹き抜けになっているために二階の回廊まで光が届く。半開きになっている食事室のドアの隙間から、その光が入ってきたのだ。


　何者かが南館に入ってきた。しかも、足音は階段を上ってくる。半開きになっているここのドアが目に入ったら、まず真っ先に調べられるだろう。だけど今さら閉められない。


　アルトゥールはユズカと顔を見み交かわす。薄うす明あかるくなったために、彼女の表情はよく見えた。眉み間けんに皺しわを寄せて頰ほおを強こわ張ばらせ、無意識になのかじりじりと後あと退ずさっている。


　背後には格子付きの窓。かといって、今ドアから出て行けば鉢はち合あわせだ。


　退路はない。足音はコツコツと規則正しく近づいてくる。


　アルトゥールは目を見開いて室内を眺ながめ渡わたした。簡素で何もない部屋だ。あるのは窓辺の分厚いカーテンと、テーブルと椅子──


　だったら、もうこれしかない。


　そう腹をくくったアルトゥールは、ユズカの腕うでを摑んで引っ張った。


「な、何をするんです……!?」


　ユズカは驚おどろいて身を硬くしたが、構わずそのまましゃがみ、テーブルクロスを捲めくってその中に彼女を押し込む。それに続いてアルトゥールもテーブルの下に飛び込んだ。


　足音が階段を上りきったのは、それとほぼ同時。


「誰か、いるのですか？」


　問いかける声は、メイド長ジョアンナの声だった。鍵を紛ふん失しつしたことに気づいて、様子を見に来たのだろうか。


　一いつ旦たん止まっていた足音が再び歩み出す。アルトゥールとユズカは息を潜めて、通り過ぎてくれることを祈いのった。


　それにしても、テーブルの下は思った以上に狭せまい。もともと大きくないテーブルに椅子を押し込んでいるのだから、椅子の脚あしが邪じや魔までほとんど身動きが取れない状態だ。


　そんな場所に、先にユズカを入れてから潜もぐり込んだせいでアルトゥールは彼女の上に折り重なるしかなく、仰あお向むけに横たわっているユズカの体をきつく抱だきしめていた。


　腕の中の華きや奢しやな体たい軀く。力加減を間ま違ちがえたら脆もろく壊こわれてしまいそうだ。だけど密着しているために、呼吸するたび柔やわらかな胸むな元もとや腹部がアルトゥールの体を押し上げるように動いていやが上にも意識してしまい、全身に無む駄だな力が入る。


　回廊を歩いていた足音はこちらに近づいてきて部屋の前で止まった。


　二人は同時に息を呑のむ。どうかこのまま立ち去ってくれと願い──蝶ちよう番つがいの軋きしむ音と共に、人の気配が室内に入ってきた。


「……変ですね。声がしたように思ったのですが」


　訝いぶかるようなジョアンナの声がすぐ近くで聞こえた。テーブルクロス越ごしに見える影かげが部屋の中を横切って窓辺に近づき、カーテンをめくって調べているのか衣きぬ擦ずれの音がする。


　けれど何もないと判断したようで引き返してきて──テーブルの真横に立って、椅子をぐいっと動かした。その椅子の脚がアルトゥールの鼻をしたたかに打つ。


「っ……！」


　なんとか声は堪こらえた。だが、痛い。とんでもなく痛い。


　椅子はただテーブルの下にきちんと押し込まれただけで、それ以上は動かなかった。そしてジョアンナの気配は遠ざかり、部屋から出て行く。どうやら、潜り込んだ際に位置がずれてしまった椅子を几き帳ちよう面めんに直しただけだったらしい。


　安堵のため息は、ゆっくりと呼吸の音さえ立てないように吐はき出した。


　助かった。どうにか凌しのげた。ユズカも安心したのか、はぁっと息を吐く。


　人の気配はもうないが、しばらくここから出ないほうが良いだろう。


　ユズカにもそう告げようと下を向いた時だった。鼻の奥に違い和わ感が生まれ、生ぬるいものが垂れてくる。慌あわてて啜すすり上げると、口の中に鉄臭くさい味が拡ひろがった。


　それが何か悟さとったと同時にユズカが視線をアルトゥールの顔に向け──


「きゃっ……!?」


　驚いた表情で悲鳴を漏もらす。アルトゥールはとっさに彼女の口を手で塞いだが、滴したたってくるものは止められずユズカの白いエプロンに赤い雫しずくが落ちて染しみになっていく。


　違うんだ。この鼻血は決してやましい気持ちの表れではないのだ。さっき鼻をぶつけてしまったせいなのだ。


　だけど今はそんな言い訳で声を上げるわけにもいかず、ユズカならわかってくれると信じて笑顔で目配せをして……なぜか彼女の瞳ひとみに怯おびえの色が滲にじんだ。


　あれ、もしかして通じてない？　と思った瞬しゆん間かん。
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　ばさりと大きな音がして、顔を上げると生き真ま面じ目めそうな老女と目が合った。


「なっ……!?　あなたたち、何をしているのですか!?」


　老女──メイド長ジョアンナは、普ふ段だんは落ち着き払はらって澄ましている顔を引きつらせて怒ど鳴なりつけてきた。きっとユズカの悲鳴が聞こえてしまって、引き返してきたのだろう。


「い、いや、広い屋や敷しきだから迷子になっちゃって……」


　必死で言い訳を考える。けれどジョアンナはアルトゥールの言葉などまったく耳に入っていない様子で、テーブルクロスを捲り上げた手をわなわなと震わせながら絶句していた。


　どうやったら言い逃のがれできるだろうか。そうだ、ここはいつも冷静なユズカに頼たよって……などと考えた時、自分の下した敷じきになっているユズカが急にもがき始めた。アルトゥールの腕を摑つかんで、じたばたと足をばたつかせる。


「んん、んうぅ────！」


　顔を真っ赤にして、見開いた目には涙なみだを溜ためて呻うめき声を漏らすユズカ。


　悲鳴を上げそうになったのを止めるために口を塞いだつもりが、鼻まで手で覆おおってしまっていたのだ。


　それに気づいて慌てて手を離はなしたとたん、ユズカは苦しそうに咳せき込んだ。酸欠で意識が朦もう朧ろうとしているのか、潜り込んだ際に乱れた服や髪かみもそのままで、まるでジョアンナに助けを求めるようにアルトゥールの下から這はい出していく。


　そんな這ほう々ほうの体ていのユズカを目にし、ジョアンナの視線がアルトゥールに向いた。


　軽けい蔑べつとか侮ぶ蔑べつとかその他諸もろ々もろの嫌けん悪お感を一緒くたにした、害虫を見るような目だった。


「えっと、あの、これは決して襲おそってたとかじゃなくてですね……」


「鼻血を垂らした情けない顔で白々しい言い訳はおやめなさい、この不ふ埒らち者もの！」


　アルトゥールの弁解は、ジョアンナの怒ど声せいに搔かき消されてあえなく玉ぎよく砕さいした。





　　　　[image: ]





「雇やとわれて二日目でクビって、何やらかしたんだよ」


　廃はい工場にて、暇ひまを持て余して椅い子すにふんぞり返ったロドリクが金色の目を細めて見下しながら苦々しく言い。


「訊きかないでくれ……」


　テーブル代わりの作業台に突つっ伏ぷしたアルトゥールは顔を上げることなく弱々しい声で答えた。


「まぁ、思おも惑わくがばれて全員追い出されたわけじゃないんだから、良しとしよう」


　コーヒーを差し出しながら慰なぐさめの言葉をくれるディニタも、表情は苦笑いだ。


　作業台に三人分置かれたコーヒーは芳こうばしい湯気が立っている。工場の隅すみで火を焚たいて、使い込んだ手て鍋なべで湯を沸わかして淹いれたコーヒーだ。カップは大きさも柄がらもばらばら。工場の事務室や周辺の無人アパートから拝借してきたものを、綺き麗れいに洗って使っていた。


　屋敷を叩たたき出されたアルトゥールは、一人とぼとぼ廃工場に戻もどってきた。南館へ共に侵しん入にゆうしたユズカはというと、鍵かぎを閉め忘れていた南館に連れ込まれて乱暴されかけていた被ひ害がい者しやとして保護され、お咎とがめなし。二人まとめてクビにならなかったのは幸いだが、アルトゥールの名めい誉よとか、いろいろなものを犠ぎ牲せいにした気がする。


「ステファニアがいる南館の内部を知れただけでも収しゆう穫かくだと思おう。──窓に鉄てつ格ごう子しまで付けられているとは、なかなか厄介そうだけどね」


　屋敷で見てきたものを伝えられたディニタは、嘆たん息そくまじりの言葉を吐いた。


　アルトゥールは伏していた身を起こしてコーヒーを啜りながら答える。


「あれじゃ、本当に牢ろう獄ごくだよ。鍵がないと無理だ」


　ミヌーならもう一度鍵を盗ぬすむくらい容易にやってのけるだろうから、今度は見つからず侵入できるよう彼女たちの頑がん張ばりに期待するしかない。


「ロドリク。すまないが見回りの回数を増やしてくれるかい？　ミヌーとユズカなら大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど、一応二人とも女の子だからね」


「しゃーねぇな。……ったく、なんか俺パシリみたいな役回りばっかだよな。人を伝でん書しよ鳩ばと扱あつかいしやがって」


　ディニタの頼たのみに、ロドリクは了りよう承しようしつつも不ふ機き嫌げんだった。買い出しに行かされたり見回りに行かされたり、地味で面めん倒どうな仕事ばかりだからだろう。とはいえ、見回りは屋敷の上空から様子を探さぐれる彼にしかできない仕事だ。


「すまん、俺のせいで。食料の買い出しは俺が行くから」


「当たり前だ。働け、この情ヒ夫モが」


　金色の目がぎろりと睨にらんでくる。以前会った時に解けたはずの誤解を引っ張り出してきて罵ののしられたが、さすがに言い返す気にはなれない。


　黙だまり込んでコーヒーを啜り、顔を背そむける。動かした視線の先にあったのは工場の隅に置かれた自動車。開いたままのドアから見える、横たえられたメリッサの姿にひどく安心してしまった。彼女を目覚めさせるには、やらなければいけないことが山ほどあるのに。


「メリッサのマテリエはいつ修復できそうなんだ？」


　傍かたわらに立つディニタにわずかな期待を込こめて問う。けれど彼は申し訳なさそうに小さく首を振ふった。


「今日明日というわけにはいかないよ。でも、欠片かけらは揃そろっているからね。あまり期待を抱いだかせるようなことは言えないけど、今は修復に使う呪じゆ符ふに包んで様子見しているところなんだ。──上う手まく繫つながってくれるように祈っていてくれ」


「……そうか。ありがとう」


　急せかしてどうなるというものではない。ディニタは最善を尽つくしてくれている。


　今は、祈るしかない。


　両手を組んで項うな垂だれたアルトゥールに、ディニタは気まずそうな声で言う。


「……本当はメリッサのことだけを考えていたいだろうに、リートのことを頼んでしまってすまない。だけど私は、自由に人前へは出られないから」


　彼は追われる身だ。手配写真も、七年前のものではあるが世に出回っている。だからこそ最初は変装をしていたし、普段の生活でもそうしていたのだろう。七年間、ずっと。


「わかってるよ。それに、あのリートって人のことはユズカも覚えてたみたいだしな。昔の顔なじみだったら、助けてやりたいよ」


　自動車のトランクの中、まるで等身大の人形のように眠ねむるリート。


　二等星スケアクロウである彼女をディニタは大切にしている。クレイドルにいた頃ころから一いち途ずに。


「……ユズカはクレイドルで撮とった写真をずっと大事に持っててさ。写真では、ユズカもちゃんと笑ってるんだ。第四クレイドルはそうやって笑える場所だったんだな」


　清すが々すがしいほど明るく笑うメリッサと、控ひかえめに微笑ほほえむユズカ。


　二人がそうやって子供らしくいられて、リートが大切に扱あつかわれていた第四クレイドル。


　アルトゥールは焼けた瓦が礫れきのクレイドルしか知らない。研究施し設せつとしての冷たい印象のほうが強い。けれどその場所はユズカとメリッサ、そしてリートにとっては生まれ育った家だったのだ。ならば、リートはユズカとメリッサの同郷ということになる。


「でも、それが原因で焼き討うちにあってるんだから皮肉だよな」


　そう言って肩かたをすくめたのはロドリクだ。彼は第三クレイドルの出身で、処分寸前のところを逃にげてきたと以前言っていた。彼にとってのクレイドルは、死を連想させるに違いない。だからこそ贋人ギニヨルを人と同等に扱っていた第四クレイドルの存在は信じがたいものに思えるのだろう。


　ロドリクの言葉に、ディニタは苦く笑しようする。


「まったくその通りだね。だけど後こう悔かいはしていないよ。我々の立場で贋人ギニヨルの子供たちを守るには、そうするしかなかったから。……ところで、アルトゥール。ユズカが持っている写真というのは、メリッサと一いつ緒しよに写っているものかい？」


「そうだけど？」


　ユズカが持っている白黒の写真。メリッサと一緒に写っているもので、七年前のあの日より少し前に撮られたとユズカが言っていた。


　アルトゥールの答えに、ディニタは頰ほおを緩ゆるめる。


「それは私が撮った写真だよ。まだ持っていたなんて驚おどろいたな。買ったばかりのカメラで、人物の写真を撮ったのは結局その一枚きりだ」


　ユズカが大事に持っている写真。何度も見せてもらった。けれどディニタが撮ったものだというのは初耳だった。


「なんでまた、リートじゃなくてあの二人を撮ろうと思ったんだ？」


　リートのことが好きだったなら、彼女の写真を撮るのが普ふ通つうではないだろうか。なのにリートではなくユズカとメリッサしか撮らなかったとは。


　アルトゥールの問いに、ディニタは少し恥はずかしそうに笑う。


「あぁ、それはね──」


　コーヒーの香かおりが漂ただよう中で、思い出話が始まった。




　Memoria







　いつも決まった時間に、少女は現れる。箒ほうきを持って中庭の落ち葉を片付けに来る。


　中庭に面した一階に研究室を持つディニタは、彼女が来るのをいつの間にか待ちわびるようになっていた。


　研究で思うような結果が出ず、中庭に置かれたベンチに座ってぼんやりすることが多かったあの頃。陰いん気きな顔で座っているディニタのことなど気にも留めずに、自分の役目である掃そう除じをこなす贋人ギニヨルの少女相手に愚ぐ痴ちをこぼしたのがきっかけだった。


　話して、何か返事を期待していたわけじゃない。少女は二等星スケアクロウで、自分の意思というものも感情すらも持っていない。だからこそ、庭の花にでも話しかけるようなつもりで独り言を言っていただけだ。


　だけど、ある日気がついた。ディニタが話している間、少女は箒を持つ手を止めて、じっと黙って聞いてくれていることに。


　相あい槌づちすら打たない、ただ目を向けて立っているだけ。きっと自分が声をかけられていることを察して、ディニタが黙るまで待っていたのだろう。話の内容を理解していたわけじゃない。それでも彼女は……リートはまっすぐにディニタの顔を見つめて、話を聞いてくれていたのだ。


　自分から話し始めたくせに、いざ聞かれているとなると急に恥ずかしく感じた。つまらない話じゃなく、彼女を楽しませるようなことを話したいと思うようになった。二等星スケアクロウの彼女には、『楽しい』という感情などないのは承知していたけれど。


　第四クレイドルにいる贋人ギニヨルは、ほとんどが子供たちだ。贋人ギニヨルの子供たちは十二歳になると、一等星オランピアのみ中央である第一クレイドルに送られる。三等星ペトルーシユカは育成している各施設で処分するよう通達され、年に二度ほど視察がくる以外は干かん渉しようがなかった。やる気のなさそうな管理職の職員が視察している間だけ三等星ペトルーシユカの子供たちを隠かくしていれば、あとは自由にやっていられたし、クレイドルには子供たちの笑い声がよく響ひびいている。


　研究員たちは交こう替たいで子供たちに勉強を教えていて、子供たちは研究員を『先生』と呼ぶ。まるで全ぜん寮りよう制せいの学校のようだった。


　そんな中、十二歳を過ぎてもクレイドルにいる贋人ギニヨルも数人いた。一等星オランピアと同じく中央に送るため、能力の特とく徴ちようを記した書類選考で弾はじかれた贋人ギニヨル──二等星スケアクロウだ。


　二等星スケアクロウは三等星ペトルーシユカと一緒に処分。そう決められていたが、雑務をさせるためなら残して良いとも言われていた。何せ、中央からしてみれば贋人ギニヨルは人間じゃない。働かせたところで給金を出す必要もないのだから、備品を自由に使え、というような感覚だったのだろう。


　リートはそんな二等星スケアクロウだった。《魅歌ローレライ》という能力を持つ贋人ギニヨルだった。


　使い勝手の悪い能力と判断された《魅歌ローレライ》。命令がないと歌えない彼女が『歌』というものを覚えたのは三等星ペトルーシユカの子供たちが遊びで歌う歌だった。子供たちに一緒に歌おうとせがまれ、彼女の唇くちびるが奏かなでた旋せん律りつは聴きく人の心を高こう揚ようさせ、あるいは安らぎを与あたえた。


　いいや、歌だけではない。《魅歌ローレライ》の能力は彼女の声そのものによる。誰だれかに何かを頼まれて、『はい』と返事をする短い言葉さえも彼女の声に乗ると魅み惑わく的な音楽となるのだ。


　リートの声を聞きたくて、ディニタは用もないのに言葉をかけ続けた。彼女はいつでも『はい』『いいえ』『了りよう解かいしました』などと短い言葉しか話さない。その貴重な言葉を引き出すことが、いつのまにか楽しみになっていた。


　もしかしたら、それは《魅歌ローレライ》の能力に心奪うばわれていただけなのかもしれない。けれど、何に惹ひかれたなんてことはどうでもよかった。リートを前にしている時のディニタは将来有望な研究者ではなく、あの手この手で好きな人の気を引こうとする、どこにでもいる若者でしかなかった。二等星スケアクロウのリートには何をしても気持ちが通じるわけはないと、誰よりもわかっているはずなのに。


　たとえば、ある時は花束を渡わたしてみた。すると彼女はその花を、花か瓶びんにいけてディニタの研究室に置いた。自分が貰もらったものだなんて思わないのだ。がっかりしたけれど彼女の場合は仕方がないと諦あきらめつつ、そんなとぼけた行動さえ可愛かわいらしいと感じてしまう。


《魅歌ローレライ》の能力を持つリートが童どう謡ようしか知らないのをもったいなく思い、クレイドルから連れ出して近くの町の劇場に行ったこともある。そこで聴いた流行の歌を彼女は見事に再現……いいや、舞ぶ台たいに立つ歌手より優すぐれた声で歌ってくれた。聴かせてほしいとディニタが頼たのめば、いつだって歌ってくれた。


　カメラを買ったのは、そうやって町へ出歩いていた時だ。


　素人しろうとにも使えるカメラが出回りだして、街中では恋こい人びとの姿を映す若者を時折見かけた。そんな風にしたいと、単純に思ったから。


　従来のものより安価で使いやすくなったとはいえ、カメラは値の張る品であるうえに練習が必要だった。研究発表の場で自分が被ひ写しや体たいになることはあっても、撮る側になるのは難しい。風景や、研究室の窓辺にやってくる鳥で何枚のフィルムを無む駄だにしただろう。


　そうやって、ようやく腕うでに自信がついてきてからカメラのレンズをリートに向けた。


「リート、笑って」


　街で見かけた若者と同じように言ってみた。無む邪じや気きに、それに憧あこがれていたのだ。


　けれどリートは、じっとディニタの顔を見返して答える。


「笑う、とは何でしょうか」


　いつものような、ずれた言葉。苦笑を漏もらしたディニタは一いつ旦たんカメラを下ろしてその顔を彼女に見せた。


「こうやって、笑うんだよ」


　そういって自分の顔を指差す。するとリートはよく観察するように見つめて瞬まばたきをして──柔やわらかく、綻ほころぶように微笑んだ。


　初めて見た、リートの笑顔だった。どきりと心臓が痛いほど弾はずんで、周りの景色さえ白く霞かすんで見えるほどリートの姿しか目に入らない。


　けれど、すぐ我に返ってカメラを構える。貴重な彼女の笑顔を写真に残しておきたくて。


　覗のぞき込んだ狭せまいファインダーの枠わくの中。中庭に立つリートは清せい楚そな紺こん色いろのワンピースを着て、腰こしにはエプロンを巻き、箒を持っている。肩で切り揃そろえた黒くろ髪かみが風に揺ゆれて、その風にリートの微笑ほほえみが吹ふき散らされてしまわないうちにシャッターを──切れなかった。


　カメラから目を離はなし、下ろす。それでもまだ笑みを浮うかべているリートの顔を見て、ディニタは気づいてしまった。


　彼女は笑っている。だけどそれは本物の笑顔じゃない。ただディニタの真ま似ねをして、表情を作っているだけだ。


　当たり前だ。リートは二等星スケアクロウの贋人ギニヨルなのだから。


　そんな作り物の笑顔を見て、喜んでいる自分がひどく虚むなしかった。


　感情がなく笑いもしなければ怒おこることもないリートに押しつけがましく物を与え、町へ連れだし、望んだ表情を作るように指示する。まるで小さな子供の人形遊び。彼女が贋人ギニヨルだなんて気にしないつもりで、人形扱あつかいしていたのは他の誰でもなく自分だった。


　今さらになって、リートが贋人ギニヨルであるという事実を受け止めた。受け止めて、重すぎて倒たおれてしまいそうになる。


　リートの本物の笑顔が見たい。そんな思いが浮かんできたが、叶かなうはずもない。


　一緒にいて、話を聞いてくれるのが楽しかった。それがいつの間にか、引き返せないほど惹ひかれてしまっていたのだ。


「……もう、いいよ。ありがとう」


　そうディニタが告げると、リートの微笑みはふっと幻まぼろしのように消えた。いつもの感情のない顔に戻もどる。


　惜おしくないと言ったら噓うそだ。だけど作り物の笑顔を撮とるつもりにはなれなくて──


「せんせー、あぶなーい！」


　感傷的な気持ちを吹き飛ばす、大きな声がいきなり響いた。子供の声だ。


　驚おどろいて振ふり返ると、何かが弧こを描えがいて飛んでくるのが視界に入った。その何かの落下する先には──リート。


　考えるより先に体が動いていた。リートを背後に庇かばって立ちふさがる。そして飛んでくるものに顔を向けた瞬しゆん間かん、ぼこーんっ、と軽快な音と共に顔面に強きよう烈れつな衝しよう撃げきが来た。


　鼻を強打し、声も出ない。たまらずしゃがみ込んだところに、ばたばたと駆かけ寄る足音が聞こえた。


「ごめんなさい、先生。棒でボール打ったら、思ったより遠くに飛んじゃった」


　そう言って素す直なおに頭を下げたのは、金きん髪ぱつの少女だった。


　服装は動きやすそうな襟えりなしシャツとズボン。髪かみは短く、毛先がぴょんぴょん跳はねていて男の子のような出いで立ちだが、まだ十一歳の女の子だ。


「お怪け我がをされましたか」


　背後からリートが問う。いつもと変わらない無表情だ。けれど《魅歌ローレライ》である彼女の声を聞いただけで、少し痛みが和やわらいだ気がした。


「……いや、大だい丈じよう夫ぶだよ」


　ずれた眼鏡を直しつつ、答えて立ち上がる。するとリートはふいっと視線をそらし、箒ほうきを持ってその場から離れていってしまった。


　別に、それで構わない。庇ったのはディニタが勝手にしたことだし、彼女には自分が守られたこともわからないのだから。


「眼鏡割れちゃった？」


　立ち上がったディニタの顔をメリッサが覗き込んでくる。眼鏡を一いつ旦たん外し、見てみたがひびも入っていなかった。


「なんともないよ。心配いらない」


　眼鏡をかけ直してそう言ってやると、メリッサはほっとしたようだった。そのメリッサの後ろから、遅おくれてもう一人の少女が駆けてくる。


「あ、あの……ごめんなさい。わたしの投げ方が悪かったから……」


　おどおどして泣きそうな顔で謝ったのは白銀の髪の少女、ユズカ。メリッサより二つ年下で、彼女とは対照的に髪は長く、大人しめのワンピースを着ている。


　二人は贋人ギニヨルだ。感情ある三等星ペトルーシユカ。普ふ通つうの子供と何も変わらず、それぞれに性格の違ちがいや個性がある。


　まったく性格の異なる二人。だけどいつも一いつ緒しよだ。本を読んだり絵を描かいたりして遊ぶのが好きなユズカにメリッサが付き合い、メリッサが外で遊びたい時はユズカを連れ出す。


　きっと今も、メリッサのやんちゃな遊びにユズカが付き合わされていたのだろう。


「遊ぶのは悪いことじゃないけど、周りをよく見て危なくないようにね。人に当たるのはもちろん良くないし、窓にぶつかったらガラスが割れてしまうよ」


　施し設せつ内の整備は軍から費用が出るものの、窓ガラスが割れたらその理由は問われる。他の施設と比べて設備の破損が多ければどうしても目立つし、三等星ペトルーシユカの子供たちを処分せず生かしていることが知られてしまうかもしれない。


　だから子供たちの生活に必要なものはすべて所長を中心に研究員たちが自費で賄まかなっていた。贋人ギニヨルを生み出すことに逆らえない自分たちの罪つみ滅ほろぼしだというように。


「ごめんなさい……」


「ユズカは悪くないよ。ボール打ったのわたしだもん」


　きつく言ったつもりはないが、ユズカは今にも泣き出しそうだった。それをメリッサが慌あわてて慰なぐさめる。


　本人たちは反省しているようだし、怪我もたいしたことはない。これ以上は何も言う必要はないだろう。それに、この子たちのおかげでリートへの報むくわれない想おもいに苦しむ気持ちを一時的とはいえ忘れられた。鼻はまだ痛いけれど、感謝したいくらいだ。


「怒っていないから大丈夫だよ、ユズカ。君は賢かしこい子だ。同じ間違いはもうしないね？　メリッサは年上だけど、ちょっとお転てん婆ばだから、もし危ないことをしそうになったらユズカが止めてやるんだ。いいね？」


「わたしもそのほうが助かる！　ユズカ、勉強もわたしより出来るもんね！」


　答えたのはメリッサだ。年下の子に諫いさめられることなんてまったく気にしない様子に、ディニタは思わず苦く笑しようした。すると釣つられてメリッサが笑い、連れん鎖さするようにユズカも薄うすく笑みを浮かべた。


　微笑み交かわす少女たち。すると、ふいにメリッサがディニタの手元に視線を向けて、興味深そうに大きな緑色の瞳ひとみを何度も瞬かせた。


「先生、それ何？」


　そう言ってメリッサが指差したのはディニタの持つカメラだった。黒くて大きな四角い機械。その真ん中にあるレンズを、メリッサが覗き込む。


「これはカメラだよ。写真が撮れるんだ。──そうだ、二人を撮ってあげよう」


「写真!?　すごい、初めてだよ！　ね、ユズカ？」


「は、はい……」


　はしゃぐメリッサと、恥はずかしそうに俯うつむくユズカ。そんな二人に、ディニタは本来の目的を果たすことができなかったカメラを向けた。このまま使わないでいるのは、あまりに虚しいから。


「並んで、じっとして。──ユズカ、顔を上げて」


　すでに笑顔全開なメリッサに寄り添そうユズカは、緊きん張ちようしたように俯いたままだった。けれど恐おそる恐る顔を上げて、はにかんだ笑みを浮かべる。


　その笑顔にピントを合わせ、シャッターを切った。


「……もう終わり？」


　あっけなさに、メリッサは目を丸くする。隣となりのユズカは緊張から解き放たれて、ほっと息をついていた。


「現像したらあげるよ」


　拍ひよう子し抜ぬけしているメリッサにそう告げる。けれど、現像の意味がわかっていないメリッサは小鳥のように首を傾かしげるばかり。


　そこへ近づいてくる気配があった。リートだ。手には箒ではなくボールを持っている。


　どうやらディニタの顔にぶつかって跳ね返っていったボールを拾って戻ってきたらしい。リートは無言のままボールをメリッサに差し出した。


「ありがとう！」


　メリッサは顔を輝かがやかせてそれを受け取った。カメラへの疑問はすっかりどこかへいってしまったらしい。ユズカの手を握にぎって引っ張っていき、いきなり手を引かれたユズカはよろけながら慌てて足を動かす。


「じゃあね、先生！　ボールぶつけちゃってごめんなさい！」


「気をつけて遊ぶんだよ」


　手を繫つないで、中庭の中央へ仲良く駆け去っていく少女たち。


　カメラに収めた二つの笑顔。それは本物の笑顔だった。からりと明るいメリッサと、心を薄うす絹ぎぬに包んで隠かくすようなユズカ。それぞれの性格がよくわかる表情だった。


　ディニタの隣に並んで二人を見送るリートにはないものを、あの子供たちは持っている。


　せめてリートが三等星ペトルーシユカならよかった。そんな身勝手なことを思ってしまう。贋人ギニヨルという、利用されるためだけに生み出された存在である彼女には感情なんてないほうが幸せかもしれないのに。


　それでも、見てみたい。本物のリートの笑顔を。


　今、ディニタはマテリエを医い療りようの分野に活いかす研究をしている。それと併へい行こうして、贋人ギニヨルを普通の人間にする方法を探すことはできないだろうか。


　中庭には子供たちの笑い声が響ひびいていた。大人になれば成長が止まり、人間の社会で生きていくのは困難な未来があの子たちには待っている。けれど大きくなればこの施設で全員匿かくまってやることもできない。


　外の世界が過か酷こくと知りながら、放ほうり出すしかないのだ。


　贋人ギニヨルを人間にする方法を見つければ、三等星ペトルーシユカの子供たちだって救える。


　誰だれもが無理だと言うかもしれない。だけど、やりたい。やり遂とげたい。困難な道の先、リートが彼女自身の心を表す微笑みで迎むかえてくれるなら。


　それはパルティシオン暦れき一八九九年四月の決意。


　その一月後、第四クレイドルは炎ほのおに包まれた。




　四　仲間だって認めてくれる？







　バルトリ家の使用人は北館に部屋を与あたえられる。


　ただし相部屋だ。室内にベッドが二つあり、一部屋を二人で使う。


　建物自体は二階建てで、二階が女性、一階が男性専用。本館に当直のメイドが二人残っているのを除いて、夜は全員北館の自室に戻る決まりだ。


　階段に近い部屋にはジョアンナから始まり、年とし嵩かさのメイドたちが住んでいる。もし一階の男たちが若いメイド目当てに上がってきても、厳しいベテランのメイドたちに咎とがめられるというわけだ。階段と廊ろう下かの間には鈴すずのついた衝つい立たてが夜の決まった時間になると立てられ、動かそうものならすぐにばれてしまう。


　頼たのもしい番人が守る二階で、ユズカとミヌーにあてがわれたのは一番奥の部屋だった。


「あたしが頑がん張ばったおかげで侵しん入にゆうできたのに、その功労者を見捨てたうえにあっさり捕つかまるとかマジありえないんですけど」


　自分のベッドにぺたんと座って枕まくらを抱かかえるミヌーが、頰ほおを膨ふくらませて不満を零こぼす。


　同じく自分のベッドに腰こし掛かけたユズカは、返す言葉もなく無言で項うな垂だれた。


　二人とも、支給された揃そろいの寝ね間ま着きを着ている。灯あかりは二つのベッドの間にあるスタンドだけ点つけて、もう寝る支し度たくを済ませた後だ。今は今日一日の情報交こう換かんをするために、ロドリクが見回りに来る時間を待っている。そのため窓を開けたままにしているので、窓の外に立っている楓かえでの木から落ちた葉が部屋の中に入っきて、床ゆかに何枚か溜たまっていた。


「どうせなら、わたしも解かい雇こされたかったです……」


　しばらくして、ようやくユズカが吐はき出したのは弱音だった。


　何せ、昼間の出来事は屋や敷しき中の噂うわさになっている。アルトゥールがジョアンナに叩たたき出され、その騒さわぎでメイドや使用人たちが集まってきたのだから当然だ。ジョアンナの勘かん違ちがいのおかげで解雇は免まぬかれたユズカだったが、断だん片ぺん的な情報だけが回って、傷物扱あつかいする視線で見られてずっとひそひそされている。恥ずかしいし、いたたまれない。


「いいじゃない、別に。ずっとここで働くわけじゃないんだし」


「確かにそうですけど……」


「それとも、本当に二人で何か変なことしてたの？」


「してません！　あんな短時間で何ができるというんですか！」


　ばっと顔を上げ、ユズカはミヌーの言葉を力強く否定した。思い出して顔が熱くなる。こういうとき、自分の肌はだはすぐ赤くなるのを知っているから慌てて俯いた。それを見て、ミヌーはベッドの上で枕を抱えたまま足をばたつかせて大笑いする。


「そんな必死にならなくていいのに！　超ちようウケる！」


　ミヌーの反応に、さらに顔が熱くなる。もう嫌いやだ。ここから出て行きたい。


　そんなユズカの心境なんてお構いなしにミヌーは笑い転げ、ようやく起き上がると細い指で目め尻じりに浮ういた涙なみだを拭ぬぐった。そして自分のベッドから下り、ユズカの隣に腰掛ける。


「気難しいだけの子かと思ったけど、ユズカちゃんって面おも白しろいね。ねぇ、ユズカって呼んでいい？　あたしもミヌーでいいから」


「構いませんけど……」


　この際もうなんでもいい。話題が別の方向に向かってくれるのなら──


「じゃあもう一個訊きくけど、ユズカとアルトゥールって本当に今までずっと兄妹きようだいとしてやってきたの？　それにしてはちょっと彼のこと意識しすぎじゃない？」


「そ、そんなことは……！」


　話題が離はなれるどころか、より触ふれてほしくないところまで踏ふみ入ってきた。ミヌーの濃こい青の瞳が、子ネズミを弄もてあそぶ猫ねこの目そのものみたいに輝いてユズカの顔を覗のぞき込んでくる。


「だって本当に兄妹だって思ってたら、そんな顔真っ赤にしてまで言い訳する？　なんか怪あやしーい」


「それは……わたしたちは本当の兄妹ではありませんし、どちらかといえば幼おさな馴な染じみというほうが正しいのだと思います。だから、本物の兄妹とまったく同じような振ふる舞まいができているかといえば、違うでしょうね。でも、怪しいことなんて本当に何もありません。兄妹として家族になりたいと願っているのは彼ですから、わたしには何もしませんよ」


　アルトゥールは幼い頃ころ、両親を亡なくして孤こ児じ院いんに入所した。だからこそ『家族』というものに、執しゆう着ちやくともいえる感情を抱いだいている。一度失ったものを、どうにかして補って取り戻もどそうとしているように。


　最初から両親がいないユズカには、アルトゥールのそんな心を完全に理解してやれている自信がなかった。自分と同じ境きよう遇ぐうの者がおらず、人一倍孤こ独どくを恐れる人。それを隠さず教えてくれた人。


　彼はいつだってユズカを守ると言う。だから自分も彼を守らなければと、ユズカは強く思うのだ。


　しばし沈ちん黙もくが流れる。その間、ミヌーはじっとユズカを見つめ……ふっと小さな笑えみにため息を混ぜた。まるで安あん堵どするように。


「なぁんだ、じゃあ本当に何もないのね？」


　ようやく納なつ得とくしてくれた。ほっとして、ユズカは頷うなずく。


「当たり前です」


「そっか、疑ってごめんね。てっきりキスくらいしちゃってる仲かと思っ……」


　ミヌーの言葉は不自然に途と切ぎれた。


　吊つり上がり気味の青い眼は丸々と見開かれ、その瞳ひとみに映るユズカの顔はここまでくると病気なのではないかというくらい真っ赤だった。いいや、顔だけでなく耳から首、手足にいたるまで、食紅で色づけした水を吸った雪像みたいにじわっと赤く染まっていく。


　ミヌーの瞳に映る自分の、明らかに動どう揺ようした顔を見て余計に慌あわてる。焦あせって取り繕つくろおうとしたが、言葉が出てこなくて唇くちびるがわなわなと震ふるえるだけだ。どうしようもなくなって顔を背そむける。だけど、もう遅おそい。


「え、ちょっと、どういうこと？　したの？　ねぇ、したの？」


　ユズカの寝間着の裾すそを引っ張って、ミヌーが問い質ただしてくる。しかし答えられるはずもなく、ユズカは両手で顔を覆おおって俯いた。


「思い出させないでください……！」


「したんだ……」


　愕がく然ぜんとつぶやくミヌーの声に、墓ぼ穴けつを掘ほったと気づく。いっそ無言を貫つらぬけば良かった。それはそれで肯こう定ていの意になってしまいそうだけれど。


　しばしの間、絶句するミヌー。けれどすぐに追つい及きゆうの勢いを強める。


「何もなくないじゃない！　兄妹だって思ってるならなんでそんなことするの？　スキンシップだとしたらやりすぎよね？　まさかとは思うけど、それ以上は……」


「してません！　断じて！」


　そんな誤解をされてはたまらない。慌てて振り返り、必死な思いで否定する。


「あれは本当に不幸な事故で……！　わざとじゃないですし、一回きりです！　そ、それ以上なんて、なんて……！」


　言葉にするのも恥はずかしい。つっかえつっかえながらも懸けん命めいに説明しようとして、それが伝わったのかミヌーの勢いも少しだけ落ち着く。でも、まだまだしつこい。


「でも、キスはしたのよね……。ねぇ、どんな感じだった？」


　好こう奇き心しんが抑おさえきれないような、どこか子供っぽい表情で今度はそんなことを訊いてくる。


　しかも無意識なのか、顔は美しい少女のまま頭にチョコレート色の尖とがった耳がぴょっこりと生えた。ユズカの答えをよく聴きこうというようにぴこぴこ動く。よく見れば、寝間着の裾からは尻しつ尾ぽも出ていた。


　そんなミヌーの様子に、ユズカは妙みような違い和わ感を覚える。


「……もしかして、したことないんですか？」


　言っては悪いが、とても経験豊富そうに見えるのに。まるで未知のものに触れるみたいな興味津しん々しんといった表情に、ユズカは訝いぶかしむ。


　するとミヌーはぎくりとして、前のめり気味になっていた身を引いた。


「そ、そんなのどうだっていいじゃない！　……あー、あたし眠ねむくなってきちゃったかも。もう寝よーっと！」


　勝手にそう宣言して、ミヌーは自分のベッドへ飛び込むように戻っていった。毛布を頭から被かぶり、横になってしまう。


「だめですよ、まだ見回りの時間が来てないんですから」


「どうせこっちから連れん絡らくすることなんて何もないし、向こうの話聞くだけでしょ？　何か重要なことがあれば明日教えてよ」


　毛布の下から答えるミヌー。ユズカは嘆たん息そくした。


　こうやって、人に振り回されるのは久しぶりだ。アルトゥールはユズカの意見を尊重してくれることが多いし、彼が正しいと思った時はユズカは素す直なおに従う。


　正しいとか正しくないとか関係なく、思いつくまま行動するミヌーに困ったなと思いながら、どこか懐なつかしさも感じた。


　メリッサに似ている、と思った。


　顔も性格も違うけれど、表情豊かで人ひと懐なつっこいところが彼女のことを思い出させる。思い出して、また胸がじりりと熱くなった。


　こんな会話をしていても、不安で仕方がない。


　メリッサのマテリエはどうなっただろう。修復できているのだろうか。


　直ってほしい。目覚めてほしい。だけど期待して、もしだめだったらと思うと怖こわい。


　自分自身、平静でいられるかどうかわからないけれど、何よりアルトゥールが心配だ。


　嫌な想像ばかり浮かんでくるこの頭を取り外せたら、なんて考えてため息をつく。


　それと同時に部屋のドアを叩く音がした。


　ミヌーが毛布から顔だけ出す。その頭に、もう猫の耳はない。


　彼女と目を見み交かわしたユズカは、小さく頷くと立ち上がってドア前まで歩み寄った。


「はい。どなたですか？」


「わたくしです」


　返ってきたのはメイド長、ジョアンナの声だった。


　それを聞いてミヌーが慌てて毛布から這はい出す。彼女の尻尾も消えているのを確かく認にんして、ユズカは恐おそる恐るドアを開けた。


「あの、どうかされましたか……？」


　ユズカの問いに、ドアの外に立っていたジョアンナが片かた眉まゆを吊り上げた。今の彼女はメイドの制服ではなく寝間着姿だが、威い圧あつ感は昼間と何も変わらない。


　ジョアンナは深々とため息をつき、声を潜ひそめて言った。


「それはこちらが訊きたいですね。騒ぐ声が廊ろう下かまで響ひびいていましたよ。自室で黙だまっていろとは言いませんが、せめて時間を考えて静かになさい」


　叱しかられ、ユズカとミヌーは揃そろって身を縮めた。自分たちが思っていたよりも大きな声になってしまっていたらしい。


「すいません、気をつけます」


　ユズカは素直に謝った。するとジョアンナはもう一度ため息をついて、厳しい表情を少しだけ和やわらげた。


「まぁ、あなたは今日大変な思いをしたのですし、気が高ぶっていても仕方ありませんね。大目に見ましょう。──わたくしが鍵かぎを閉め忘れたりしなければ、あなたを危険に晒さらすこともなかったのですものね。申し訳なかったと思います。肌はだ身み離はなさず持っていたはずの鍵も事務室に置き忘れていましたから、完全にわたくしの慢まん心しんでした」


　思いがけず謝られ、ユズカは反応に困ってしまった。ミヌーも黙り込んでいる。


　盗ぬすんだキーケースは騒ぎで人が集まっている隙すきに、ジョアンナが在駐している本館事務室にミヌーが忍しのび込んで放置した。そのおかげで、南館の鍵が開いていたのは自分が閉め忘れたからだとジョアンナは思っている。


　彼女に非はないのに、申し訳ないのはこちらのほうだ。けれどそれを言えるはずもない。


「いえ、助けてくださってありがとうございました。──そういえば、あの時はなぜ南館へ？　何か用事があったのですか？」


　忍び込んで、たいして見回ることもできないくらい早々に見つかってしまった。ジョアンナが南館に来たのは何か異変を察したからか、それとも別の理由があったのか、次は失敗しないよう知っておきたかった。


　そんな思おも惑わくに気づくよしもなく、ジョアンナは答える。


「お一人で過ごされているステファニアお嬢じよう様さまを心配なさった執しつ事じのコンラッド様が出先からお電話されてきて、様子を見に行くよう頼たのまれたからですよ。──南館にステファニアお嬢様のお部屋があるのは、もう知っていますね？」


「はい。歌手の、ですよね？」


「そうです。……ところであなた、南館で窓を見ましたか？」


　ジョアンナは、ユズカの背後にいるミヌーのことをちらりと気にしながら訊たずねた。


　あの異様な光景を思い出し、ユズカは戸と惑まどいつつ頷く。


「逃にげ場を探してカーテンを開いたら……鉄てつ格ごう子しが」


　家や捜さがししていたなんて言えず、『人ひと気けのない場所に連れ込まれて乱暴されそうになった』というジョアンナの勘かん違ちがいを利用する。心の中でアルトゥールに謝りながら。


　ユズカの答えに、ジョアンナは嘆息した。


「そうですか、見ましたか……。では仕方ありませんね。お話ししましょう」


　そう言うと、ジョアンナは室内に入ってきて開いたままだったドアを閉めた。わずかに身構えたユズカと、そしてミヌーに目を向けて彼女は言う。


「ステファニアお嬢様が養子だということは知っていますか？」


　その問いにユズカはミヌーと顔を見交わしてから頷いた。ジョアンナもそれに頷き返す。


「話が早くて助かります。お嬢様は、孤児院にいたところを旦だん那な様に引き取られてこられました。寄付をなさっている孤児院での視察で、歌声をお聞きになった旦那様が、才能をそのままにしておくのは忍びないとお思いになってのことです」


　ディニタが言っていた通りの、バルトリ家とステファニアの関係。ただし、それが表向きのものであるのはユズカもミヌーも知っている。


　ジョアンナが真相を知っていて、あえて表向きの話をしているのか、それとも真実だと思っているのかは定さだかではない。注意深く、その表情を窺うかがい見る。わずかに伏ふせたジョアンナの眼差しには憐れん憫びんの色が滲にじんでいた。


「お嬢様が孤こ児じになられたのは、ご両親を亡なくされたからですが……強ごう盗とうに、家を襲おそわれたのだそうです。そのため表情に乏とぼしく、心を閉とざしていらっしゃいます。奥様は大人しくてお優やさしい方ですから、是ぜ非ひ一いつ緒しよに食事もしたいと常々お話しになっていますが、他人と一緒にいるのを怖がるからだめだと旦那様が……。ですから、ステファニアお嬢様のお側そばに近づけるのはごく限られた者だけなのです。旦那様と、執事のコンラッド様、そしてわたくしがお嬢様の身の回りのお世話を任されているだけで、他には誰だれも」


　ステファニアの境きよう遇ぐうを語るジョアンナの、痛ましそうな表情。決して噓うそをついているようには見えない。


　正直、よく作った話だと思った。二等星スケアクロウであるリートのマテリエが入っているステファニアの体は、感情がなく笑うことも泣くこともない。けれど不幸な事件に遭あって心を閉ざしているというのであれば、それを不ふ審しんに思う者は少ないだろう。むしろ、ジョアンナのように同情してしまうはずだ。


　同様に、バルトリ家の奥方も真実は知らないのだと察した。メイドとして採用されてすぐに挨あい拶さつをしただけだが、いかにも実家が決めた結けつ婚こんに従って嫁とついできてそれを不幸とも思わずぼんやり生きている温室育ちのお嬢様然とした女性だった。


「では、あの鉄格子は……」


「外部から不審者が侵しん入にゆうするのを恐れるお嬢様に安心していただくため、旦那様の命令で取り付けたものです。バルトリ家の敷しき地ちは森に囲まれていますが、柵さくなどで土地を仕切っているわけではないので誰でも敷地内に入ることは可能ですからね」


　ユズカの言葉に、ジョアンナは予想通りの答えをくれた。


　適合しないマテリエを持つステファニアが何かの拍ひよう子しに暴走して、逃げ出すのを防ぐための檻おり。しかし、普ふ通つうの少女をそんな場所に閉じ込めていたら大問題になる。誰かが警察に駆かけ込んでもおかしくはない。


　だから、閉じ込めるためでなく守るためと言い換かえた。そうやって世話役のジョアンナを納なつ得とくさせたのだ。


「このことを知っているのは、ごく限られた者だけです。お嬢様の立場になって考えてみれば、嫌いやでしょう？　自分の辛つらい過去を多くの人に知られてしまうのは。相手にそんなつもりはないとわかっていても、同情の目で見られていると感じてしまって苦しくなるかもしれません。ですから、くれぐれも口外しないようお願いしますよ。──けれど、お嬢様と年の近いあなたたちなら、わたくしのような年寄りなどよりもお嬢様のお気持ちを理解して差し上げることができるのではないかと少し期待もしているのですよ。どうか、辞やめないでくださいね」


　辞めないで、という言葉に罪悪感を覚える。一いつ瞬しゆん返事に詰つまってしまったユズカの代わりに、声を上げたのはミヌーだった。


「でも、先せん輩ぱいのメイドさんたちも何人か辞めたがってる人いたわよ。労働環かん境きようが良くないんじゃないの？」


　一瞬それが当たり前に聞こえるほど、堂々とため口を利きくミヌー。ユズカは慌あわてて窘たしなめようとしたが、ジョアンナは彼女の言こと葉ば遣づかいに眉を歪ゆがめつつも叱りつけたりはしなかった。


「そうですか……。給金は旦那様に掛かけ合って他家より待たい遇ぐうを良くしていますし、若い人たちにも安心して働いてもらえるよう、わたくしなりに工く夫ふうを凝こらしているのですが上う手まくいかないものですね。辞めていくメイドや給きゆう仕じたちに理由を尋たずねても、口を揃えて『故郷が恋こいしくなった』としか言ってくれず、改善のしようもないのです。わたくしは夫も子供もいなく、故郷で待つ家族もいませんから彼女たちの気持ちを汲くんでやれていないのかもしれません」


　深いため息と共に、悩なやみを吐と露ろする。けれどすぐに顔を上げ、表情を引き締しめた。


「いけませんね、歳としを取ると愚ぐ痴ちっぽくなって。──では、わたくしは戻もどります。おしゃべりは構いませんが、静かにお願いしますね。それと、あまり遅おそくまで起きていては明日に響きますよ」


　背筋の伸のびた真ま面じ目めなメイド長は、そう言い残すと部屋を辞していった。


　ドアを閉め、鍵を掛け、ジョアンナの足音が遠ざかっていくのを確認したユズカはミヌーと顔を合わせる。


「どうやら、彼女はステファニアの正体を知らないようですね」


「まぁ、噓をついてる感じには見えなかったわね。怖いおばちゃんだけど、言ってることは理解できるわ」


　お互たがいの意見を出し合う。もちろん、小声でだ。


「収しゆう穫かくといえるほどのものかは別として、念のため報告しておきましょうか」


　ユズカはそう言って、開けたままの窓を振ふり返る。


　夜の暗くら闇やみの中、鳥の羽ばたきが聞こえた。
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　劇場前の通りは、公演終しゆう了りよう時間を迎むかえて人で溢あふれかえっていた。


「ステファニアー！」


「ここで！　どうかここで歌って！」


　劇場から出て行く客と、それを押しのけて中に入ろうとする人々。その二つの流れがぶつかり合って、人の動きを滞とどこおらせているのだ。


　叫さけんでいるのは、おそらくチケットを買えなかったのであろう人々。彼らの絶ぜつ叫きようはまるで火災の中で水を求めるような壮そう絶ぜつさだ。劇場の入り口は警備員が並んで守りを固めているが、そこに殺さつ到とうする人々は後ろから前へと押していくので、手を繫つなぎ合って自ら鎖くさりになっている警備員たちは歯を食いしばって耐たえている。


「こりゃあ想像以上にすげぇ……」


　圧死する者が出るのではないかと思えるような光景を、劇場向かいの新聞社の屋上から眺ながめ下ろしてロドリクはつぶやいた。


「あれが全部《魅歌ローレライ》の中毒患かん者じやか。地じ獄ごくだな」


　ロドリクの隣となりで一緒になって身を潜めるアルトゥールも、眼下の景色に感想を述べた。


　アルトゥールがバルトリ家の屋や敷しきをクビになった翌日。


　夕方にステファニアの公演があると知って、標的の様子を探さぐるためにこうしてやって来たのだ。人ひと混ごみに飲まれることを想定し、ロドリクの能力を使って向かいの建物の屋上で潜んでいたが、どうやらその判断は正解だったようだ。


　夕方から始まった公演が終わった今、すでに日は沈しずんでいるにもかかわらず、朝の活気ある市場なんかより数倍はうるさい。劇場の玄げん関かんから漏もれ出る灯あかりが照らし出す人の群れは、高いところから見ているとまるで腐くさり落ちた甘い果実に集たかる虫のように見えて、ぞわっと身み震ぶるいするのを抑おさえられなかった。


「お、出てきたぞ」


　ロドリクの言葉に合わせて、歓かん声せいとも悲鳴ともつかない絶叫が巻き起こる。人々の殺到する入り口から現れた小こ柄がらな少女は、左右の柱に貼はられているポスターの人物その人だ。


　亜あ麻ま色の豪ごう華かな巻き毛。金色の刺し繡しゆうを施ほどこしたブラウンのドレスと、同色のヘッドアクセサリーを上品に着こなしている。きっと舞ぶ台たい映ばえすることだろう。


　間ま違ちがいなくステファニアだ。屋敷にいた間は目にすることすらできなかった姿。ようやく拝めた。


「あぁ、確かにあれは間違いない。贋人ギニヨルだ」


　ここからでは豆まめ粒つぶのような大きさにしか見えないステファニアをじっと見つめ、ロドリクは確信を持ってそう言った。


　さすが、猛もう禽きんの目だ。アルトゥールだってそこそこ視力には自信があるけれど、こんな遠くからではステファニアの服装程度しか見分けられない。それをロドリクは、ステファニアの鼓こ動どうの有う無むまで確かく認にんできてしまうのだ。


「体とマテリエが別々でも、本当に動くもんなんだな……」


　ステファニアの姿を見て、ロドリクは複雑そうにつぶやく。彼もまたマテリエの心臓を持つ贋人ギニヨルだからだろう。


　今『ステファニア・バルトリ』と呼ばれている少女はただの容いれ物で、人格はリートのもの。ただしリートは二等星スケアクロウで、自我がなく、側そばにいる人間の命令によって行動する。


　マテリエを失っても永遠に眠ねむることすら許されず、自分の意思に関係なく人前にその姿を晒さらされるステファニア。本来の体から切り離はなされて能力を利用されるリート。ここから見えるのは一人の歌うた姫ひめだが、そこにいるのは二人の哀あわれな少女たちだ。


　その姿に、ユズカやメリッサの影かげが重なって見えていたたまれなくなる。贋人ギニヨルというだけでこんな理り不ふ尽じんな仕打ちを受けていいはずがない。


「あれだけの人集りだと手出しも何もできないな。やっぱり屋敷内にいる時に連れ出すしかないか。──そうだ。ここから屋敷に帰る途と中ちゆうで襲しゆう撃げきしてステファニアを搔かっ攫さらうってどうだ？」


　思いついた提案をアルトゥールは口に出してみた。


　劇場玄関前には黒くろ塗ぬりの立派な自動車が停とまっていて、ステファニアが乗り込んでくるのを待っている。バルトリ家の屋敷は町の中心部を離れた森の中にある。その森すべてがバルトリ家の敷地であり、当然ながら家の者以外は勝手に立ち入れない。柵などで囲われているわけではないから間違って迷い込む者はあっても、そもそもそんな場所に日が暮れてからうろつく人間もいないだろう。


　要するに町の中心から離れてしまえば人目がない。贋人ギニヨルであるロドリクと、それと同等の力を持つアルトゥールであればステファニアを奪だつ取しゆできるのではないかと考えたのだ。


　ロドリクも同じように思っていたのか、眼下を見下ろしたままで頷うなずく。


「そうだな。運転手は白髪しらが頭あたまのじいさんみたいだし、ちょっと脅おどせば……いや、待て」


　物ぶつ騒そうな相談を中断し、ロドリクは劇場玄関を見下ろして怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。そしてじわじわと眉み間けんに皺しわが深く刻まれていく。


　彼の視線を追って、アルトゥールも劇場玄関を注視してみた。


　そこにいるのはステファニアと──頭とう髪はつがだいぶまばらになった、身なりが整っていて恰かつ幅ぷくの良い中年男。そして燕えん尾び服ふくに身を包んだ黒くろ髪かみの青年。その二人が劇場から出てきて、ステファニアの側に寄り添そう。


「あれは……バルトリ家の当主と執しつ事じだな」
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　バルトリ家の当主は多た忙ぼうのようで、たった一日しかいなかったアルトゥールはろくに挨拶もできなかった。屋敷に出入りする姿を遠くからちらりと見ただけだ。


　それでも、姿は覚えていた。当主の側に常に控ひかえていた執事の顔もだ。


　ステファニアに命令を出しているのは当主なのだから、この場にいて当たり前だろう。けれどアルトゥールの言葉を聞いて、ロドリクの眉間の皺がいっそう深くなる。


「……贋人ギニヨルだ」


「ステファニアか？　それはさっきも聞いたぞ」


　何を今さらと思いつつ、アルトゥールは言った。するとロドリクは苛いら立だたしげに舌打ちをし、答える。


「ちげぇよ。ほら、あの若い男。あいつ、贋人ギニヨルだ」


　そう言ってロドリクが視線を向ける先にいるのは、黒髪の青年執事だった。


「あの執事が……!?　当主が気づかないで雇やとったってことか？」


　使用人の入れ替かわりが激しく、アルトゥールやユズカ、言動が軽いミヌーでさえ採用してしまう人手不足の家だ。実際に贋人ギニヨルである彼女たちが今も屋敷でメイドとして留とどまれているのだから、執事も同じように贋人ギニヨルだということを隠かくして働き口を求めてきたと考えれば何らおかしくはない。ロドリクもそう思ったのだろう、同意して頷く。


「かもな。けど、あいつがどんな能力を持ってるのかは外見だけじゃ判断できねぇ。ステファニアの正体を知ってるのかどうかもな。何にしろ、俺たちだけで動くのはマズそうだ」


「そうだな。まずはディニタに話してみるか。あと、屋敷にいるユズカたちに報しらせないと」


　せっかくの好機だと思ったのに。思わぬ伏ふく兵へいがいたものだ。


　奥歯を嚙かみしめることで苛立ちを抑える。見下ろす先では、警備員たちに守られたステファニアと当主、執事の三人が高級車に乗り込もうとして──


「ステファニアー!!」


　一ひと際きわ大きな絶叫でその名が呼ばれ、人間の鎖くさりとなっている警備員たちの頭上を越こえて何かが舞まった。そしてそれは、車へ乗る直前だったステファニアの横顔に打ち付けられる。


　幼さの残る少女の顔に当たって、地面に落ちたのは一本の赤い薔ば薇らだった。


「ステファニア！　どうか！　どうか歌を！」


　人混みから身を乗り出し、大声で叫んでるのは瘦やせて頰ほおのこけた若い男だった。身なりも悪く、経済的な問題でチケットを入手できないのであろうと容易に想像できる。


　かつては買えたのかもしれないが、決して安くはない公演に何度も何度も通い詰めた挙げ句、金も理性も失ってしまったのだろう。《魅歌ローレライ》の能力に、人生を食いつぶされた人間の姿だ。


　投げた薔薇は、彼なりに考えたチケットの代わりか。けれどそんなものが通用するはずもなく、応おう援えんにきた警備員たちがわっと彼に群がって捕つかまえ、人混みの向こうに連れて行ってしまった。


　そんな騒そう動どうには目もくれず、ステファニアは執事に促うながされるまま車に身を滑すべり込ませる。


「ひでぇな。薔薇の棘とげで、顔に傷が。まぁ、贋人ギニヨルならあんなのすぐ治るか」


　驚きよう異いの視力を持つロドリクには、ステファニアが薔薇の棘で負った小さな傷さえ見えたらしい。


　たしかに彼の言う通り、贋人ギニヨルは普ふ通つうの人間より回復力が優すぐれている。棘の引っ搔き傷くらいなら、屋敷に戻もどる頃ころには綺き麗れいに消えているはずだ。


　しかしこの男、ユズカの時といい、幼げな体型の少女に対して妙みように肩かた入いれする。ミヌーには悪態をついていたし、メリッサにも興味を示さなかったところを見ると、その趣しゆ味みは徹てつ底ていしているようだ。


「ああいうのが好みなのか？」


「まぁな。可愛かわいいよな。でも、俺は性格も重視するんだ。ステファニアがもともとどんな性格だったのかわかるまでは保留だな」


　まるで、もう自分の女にしたかのような口ぶりだ。女の好みに関してうるさい上に、この自信。ある意味羨うらやまし……くない。冷静に考えて。


　そんなやりとりをしている間に、ステファニアを乗せた車は走り出す。追いすがる人々もいたが、警備員によって阻はばまれて誰だれも近寄れない。悲鳴のような声でステファニアの名前を叫び、置き去りにされてしまう。


　車はどこかへ寄ることもなく自宅へ向かうのか、バルトリ家の屋敷がある方角へと消えていった。それを見送って、ロドリクが立ち上がる。


「俺たちも戻るとするか」


「屋敷にいる贋人ギニヨルはステファニアだけじゃないってこと、ユズカたちに教えてやらないと」


「夜の見回りの時にしてやるよ。連れん絡らく時間合わせないと、行ったって無む駄だになるだろ」


　そう言ってロドリクは羽織っていた上着を脱ぬぎ、袖そでを結んで腰こしに巻き付ける。それと同時に、彼の背中に金色の翼つばさが生えた。


　この屋上から人目につかない所までロドリクに運んでもらうわけだが、彼の脚あしにしがみついて空中ブランコ状態で夜空を散歩するのだからなかなか怖こわい。とはいえ、移動手段は他にないのだから諦あきらめるしかない。


「じゃあ、とりあえず先にこっちで相談して話をまとめておくか」


　振ふり落とされないよう腕うでの準備運動をしながら、アルトゥールは言う。


　廃はい工場にはディニタが残って、メリッサのマテリエ修復を進めてくれている。ここで見たことは、彼にも報告しなければいけない。


　車が去っていった先──ユズカとミヌーがいる方角をもう一度見て、アルトゥールとロドリクは夜空に飛び立った。
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「なんとか盗とれたわ……」


　部屋の窓から入ってきた猫ねこ──ミヌーが、口に咥くわえていた真しん鍮ちゆう製の鍵かぎをユズカに渡わたすなり疲つかれた声で言った。


「あのおばちゃん、かなり慎しん重ちようになっちゃってなかなか隙すき見せてくれないんだもん」


「昨日の騒さわぎの原因が、自分の慢まん心しんだと思っているんですから注意深くなるのは当然でしょうね。お疲れ様です。……ちなみに、どうやって盗ったんです？」


　一日の仕事が終わってまた夜になり、部屋に戻ってきたミヌーは猫の姿になって再び出て行った。それから数時間待ち、心配になってきた頃にこうやって戻ってきたのだ。獲え物ものである鍵を、しっかりと手に入れて。


　見事と言わざるを得ない窃せつ盗とう術を持つミヌーは、味方であれば心強いが敵になった時が怖い。その手口を少しでもいいから知っておきたかった。


「廊ろう下かの衝つい立たてについてるを鈴すずを鳴らして、おばちゃんが部屋のドアを開けるのを待ってたのよ。それで、おばちゃんが廊下と階段の様子を見ている間に部屋に忍しのび込んでベッドの下に隠れてたの。でも、いつまでも隙を見せてくれないから、寝ねるのを待って鍵を盗ぬすんで窓から脱だつ出しゆつしたってわけ。南館の鍵だけキーケースの中から選んで持ってきたし、もしおばちゃんが起きてもしばらく気づかないんじゃない？」


　言いながら、ミヌーは前足を揃そろえて猫らしい仕草で伸のびをして、ついでに床ゆか板いたで軽く爪つめ研ぎをした。


「……なるほど、よくわかりました。でも、行動を起こすなら早めが良いでしょうね。もしもばれてしまったら、さすがに二度目ですから言い訳が苦しくなりますよ」


「そうね。じゃあ、さっさと行きましょうか」


　答えたミヌーはベッドに向かって飛び上がり、宙返りして──ベッドに着地すると同時に人間の姿へと戻っていた。ただし、当然だが何も身に纏まとってはいない。


「早く服を着てください。はしたないですよ」


「女同士なんだから別にいいじゃーん。着るけど」


　あまりに眩まぶしいその光景に、たまらず視線をそらしながら言うユズカ。それに対しミヌーは言い返しながらベッドの上に脱ぎ散らかしていたメイド服を素す早ばやく着込む。丁てい寧ねいにエプロンのリボンも結んで身なりを整えた彼女は、ベッドを下りて窓辺に向かった。


「さぁ、行きましょ」


　窓の縁へりに足をかけたミヌーが声を掛かける。同じメイド服を着て、顕けん著ちよになる体型の違ちがいにまたも落ち込みながら、ユズカは嘆たん息そくをひとつ零こぼして彼女の背中にしがみついた。


「しっかり摑つかまっててよ。……それっ！」


　隣りん室しつに聞こえないよう小さな掛け声と共に、ミヌーは二階の窓からためらいなく飛び降りた。彼女に負ぶわれたユズカを襲おそう、一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感。


　普通なら、人を一人背負ってそんなことをすれば足を捻ねん挫ざするどころではない。けれどミヌーは、ふわっと音もなく綺麗に着地を決めてみせた。


　ミヌーは人間の姿でも、猫と同等の身体能力を発揮する。高いところから飛び降りるのはもちろん、逆も可能だ。身長の五倍程度の高さなら余よ裕ゆうで跳ちよう躍やくできるらしい。


　一昨日おとといの夜、アルトゥールと落ち合ってロドリクと連絡を取り合った時もこうやって出入りしたのだ。屋内の階段は夜の間、廊下が衝立で封ふう鎖さされていて使えないから。


　バルトリ家は森に囲まれているため、辺りは真っ暗だ。朝が早い使用人たちはほとんどが寝ね静しずまっていて、カーテンが閉とざされた窓から漏もれる灯あかりも少ない。


　頼たよりは月明かりだけ。ユズカは目が暗くら闇やみに慣れるのを待ち──その手を、ミヌーが摑んで引っ張った。


「のんびりしてられないんでしょ？　早く行くわよ」


「え、でも、まだ目が……」


「連れてってあげる。あたしは余裕で見えるから」


　振り返ったミヌーの目が暗闇の中で輝かがやく。本来は濃こい青の瞳ひとみなのに、黄色や緑といった幾いく重えもの色を持つ不思議な輝きだった。暗視能力も猫そのもの、ということらしい。


　納なつ得とくし、ユズカは手を引かれるままついていくことにした。ミヌーはまるで昼間の大通りを歩くような足取りで突つき進んでいく。うっすら見える障害物も、彼女はするっと避よけて決して物音を立てない。


　そんなミヌーの後ろにぴたりとついて歩き、足を引っ張らないようユズカは彼女に歩調を合わせた。


　こうやって年の近い少女の後ろを歩いていると、またメリッサのことを思い出してしまう。迷いなく堂々とユズカを導いて歩くミヌーは、やはり彼女に似ている。七年前、クレイドルから逃にげ出す時にユズカとアルトゥールの手を引いて走り出したメリッサの面おも影かげが、ミヌーの背中に重なって見えて……繫つないでいた手を、すっと離はなした。


「どうしたの？」


「……目が慣れてきましたから、一人で大だい丈じよう夫ぶです。それに、もう手を繫いでいる必要はないかと」


　もしメリッサが目覚めなかったら……。そんな、ディニタのことを信用していないとも取れる不安を抱かかえているなんて知られたくなくて、ごまかすようにそう言うとユズカは目の前を指差す。


　月明かりに照らされ、黒く大きな壁かべのように見えるのはステファニアがいる南館だ。まるで誰もいないかのように、窓から漏れる灯りはひとつもない。


　さきほどミヌーが盗んできた鍵を取り出したユズカは、それを彼女に返す。いくら目が慣れてきたとはいえ、小さな鍵穴を探さぐり当てるのは難しいと判断したからだ。


　ミヌーもその考えを察したらしい。何も言わず鍵を受け取り、すんなり鍵穴に差し込んでかちりと開けた。


「お邪じや魔ましまーす」


　囁ささやくような声でおどけたことを言い、ミヌーは扉とびらの内側へと忍び込む。ユズカもその後に続き、音を立てないようゆっくりと扉を閉めた。


　すると、外よりも濃い闇やみにせっかく慣れた視界が再び黒に塗ぬりつぶされる。すべての窓が厳重に閉ざされているせいで、月明かりがまったく入ってこないのだ。


　さすがにこれでは、一歩も動けない。かといって、一いつ旦たんミヌーの手を離してしまったから今さら助けを求めるのも気まずい。昨日見た室内の様子を思い出しながら、恐おそる恐る歩こうとして──また、手を摑まれてしまった。


「やっぱりあたしが必要でしょ？　綱つな渡わたりしてるみたいで、見てて面おも白しろかったけど」


　笑いを堪こらえているのか、ミヌーの声は微かすかに震ふるえていた。ユズカには何も見えないけれど、ミヌーはこの暗闇でもはっきりと物が見えるのだ。目め隠かくし状態でよろよろ歩くユズカの姿が、よっぽど可お笑かしかったのだろう。


「……ありがとうございます」


　恥はずかしさで顔が熱くなる。きっと頰ほおは赤くなっていて、それもまたミヌーには見えているはずだ。だけど隠かくせるものではないし、もう諦めるしかない。


　小さな子供みたいに手を引かれて再び歩き出す。ひどく情けない気分だ。そんなユズカの気持ちを察したのか、ミヌーが次に発した声にはもう笑いは含ふくまれていなかった。


「昨日入った時はどこまで見たの？」


「二階です。階段を上がって、すぐ正面にある部屋を見ている時にメイド長が……」


　そう答える間に、ミヌーはユズカを導いて歩き出す。階段を上る時も、段の始まりと終わりを教えてくれたおかげでユズカは一度もつまずくことなく上りきることができた。


　歩みはどうしても遅おそくなってしまったが、二階に着く頃ころにはユズカの目も濃い闇に順応してきて、物の大まかな形くらいは見分けられるようになっていた。


「とりあえず、ドアを全部開けていってみましょう。それでステファニアが見つからなかったら、部屋をひとつずつ物色すればいいわ」


「そうですね。隠し部屋でもないかぎり、人がいればすぐにわかるはずですし」


　ミヌーの案にユズカが同意し、二人で部屋のドアをひとつひとつ開けていく。


　けれど、二階のどこにも人の姿は見当たらなかった。


　南館は三階建て。ということは、残るは上しかない。


　三階へ上がる階段は二階の端はしに位置していた。昨日はそこへ行き着く間もなくジョアンナに見つかってしまったから、ここから先はユズカも初めて足を踏ふみ入れる場所になる。


「ユズカ、足もと気をつけてよ」


「大丈夫です。手すりがあれば一人で上がれますから」


　だいぶ目が慣れてきて、ユズカはミヌーの手を頼らなくても階段を上れるようになっていた。昼間と同じようにはいかないが、手すりを摑んでいるから仮につまずいたとしても転げ落ちるようなことはない。


　なのに、先を行くミヌーは立ち止まってユズカをじっと見下ろしてきた。大きな双そう眸ぼうが宝石のように、暗闇の中できらきらと輝いている。


「もしかして、あたしのこと信用できない？」


　苦く笑しよう混まじりの声で、彼女はそう言った。急にそんなことを訊きかれ、ユズカは答えに困ってなかなか返事ができない。するとミヌーはそれを肯こう定ていと受け取ったのか、微かにため息を漏らした。


「そうよね。こないだ意地悪しちゃったもんね。でも、今こんなこと言うのはおかしいかもしれないけど、あたしちょっと楽しいんだ。誰だれかと一いつ緒しよにこうやって同じ目標、っていうの？　そういうの目指すのがね。だって……」


　言葉を切って、ミヌーはもう一度ため息をつく。続きを言うのを、少しためらうように。


「……ずっと、一人きりだったんだもん」


「ミヌー……？」


「ディニタはリートしか見てなくて、あたしたちはお互たがい利用しあってるようなもんだったし。だから最初に意地悪しちゃったのはね、実はユズカが羨うらやましかったからよ。仲間がいて、大事にされてて、同じ贋人ギニヨルなのになんかずるいって思ったの。そんなわけで、ずるいユズカはあたしのこと無条件で許すべき」


「ミヌー、理り不ふ尽じんという言葉を知っていますか」


「知っててわざと言ってるの。それに、ユズカだってあたしの服破いたし？」


「それは……直すと約束したじゃないですか」


　ミヌーの声はとても楽しそうだった。立っている位置のせいか、非常に分が悪い気がしてユズカは一瞬反論に困る。


　困っている顔もミヌーには鮮せん明めいに見えているのだろう。可お笑かしそうに笑う声が聞こえた。


「もちろん直してもらうわよ。すごく気に入ってたんだから。……あの服はね、アルトゥールに選んでもらったの」


「えっ……？」


　予想していなかった言葉に、思わず声が漏れる。するとミヌーは笑いを含んだ声のまま続けた。


「選んでもらったって言っても強ごう引いんに選せん択たくさせただけよ。──前に会った時のこと覚えてる？　あの町で、ユズカがロドリクに付きまとわれてた時なんだけど。ユズカが誰かに尾び行こうされてるって教えてあげたら、あいつ迷わずユズカのこと追いかけて行っちゃった。それが当たり前なのはわかってるけど、あたしのことなんてどうでもいいんだって思ったらムカついたのよね。だから、羨ましいってのはそういうこと。あたしにはそこまでしてくれる人、いたことないもん」


　ミヌーが言っているのは、ユズカのことを外見だけで判断したロドリクが付きまとっていたうえに暴言の限りを尽つくした時の話だ。あれは非常に不ふ愉ゆ快かいだった。とはいえ、丁寧に警告したおかげなのか、今の彼はユズカに対して一いつ切さいの興味をなくしている。会話する時も決して目を合わせようとしない。きつく叱しかりすぎたのかもしれないが、思い出すと今でも腹が立つので後こう悔かいはしていない。


　その直前までアルトゥールとミヌーが一緒にいたのはユズカも見て知っているし、当時まだディニタの行方ゆくえを捜さがしていたアルトゥールがミヌーから情報を買おうとしていたこともその時に聞いたけれど、その時の二人のやり取りは今初めて知った。


　胸の中にあるマテリエが、ぽうっと熱を帯びる。その熱の正体をユズカは知っている。


　だけど、それを表に出すことはできない。彼が望んでいるのは『家族』で、自分は『妹』でなければいけないのだから。そして何より、彼がもし誰かと特別な関係になるとしたらメリッサだとユズカは昔から思っていた。あの人には、自分なんかでは敵かなわない。


「……ミヌーのことを仲間だと認識したら、わたしやメリッサと同じように大事にしますよ。そういう人なんです、彼は」


　噓うそ偽いつわりなく、思ったことを告げた。自分自身に言って聞かせるように。


　人間でありながら贋人ギニヨルに似た力を持つ。その、どっちつかずな存在であることを一番不安に思っているのはアルトゥール自身だ。


　そのために、彼は仲間を──心を預けられる家族を求めた。それがユズカとメリッサ。もとは赤の他人でしかなかった二人を、彼は絶対的に信しん頼らいして失うことを恐れている。


　だからミヌーだって、仲間だと認めればアルトゥールは守ろうとするだろう。七年前、崩くずれ落ちたクレイドルでユズカとメリッサを守ったように。


　ユズカの言葉に、ミヌーは少しの間を置いてから微かに笑った。


「そっか。それが本当なら単純に嬉うれしいな。……じゃあさ、ユズカは？」


　なぜそこで自分の名前が出てきたのかわからなくてユズカは訊き返す。


「わたしが何か？」


「ユズカは、あたしを仲間だって認めてくれる？」


　明るい声。だけど、暗い中で輝く二つの瞳は、落ち着かなく何度も瞬またたいていた。


　こんな風に向き合うことがなければ、お互い相あい容いれない性格だっただろう。


　だけど、なんということはない。ミヌーという少女は、単なる寂さびしがり屋の子こ猫ねこなのだ。


　ユズカはひとつため息をついて、答える。


「会ってからそんなに時間が経たっていませんし、正直なところ、まだよくわからないです」


　ミヌーは何も言わない。代わりに、瞳ひとみの輝かがやきがひらりと揺ゆれた。


　構わずユズカは続ける。


「わからないですが……それより、ひとつお願いをしても良いですか？」


「……何？」


「さっき断っておいて今さらなのですが、手を引いてくれませんか？　階段を上りきるところまでで良いので」


　そう言って、ユズカは自分の手を差し出した。


　思い出すのは七年前のこと。出会ったばかりのアルトゥールとどうやって関かかわったらいいのかわからず、膝ひざを抱かかえて怯おびえていたユズカに彼が差し出してくれた手。


　あの時、彼に貰もらった温度がユズカの手を温めてくれたから、この手はもう冷たくない。


　ミヌーを凍こごえさせることは、きっとない。


　しばしの沈ちん黙もく。掲かかげるように伸のばしたユズカの手を、ミヌーはじっと見つめて──ふっと瞳に笑えみが戻もどった。


「もちろん、いいわよ。お手をどうぞ、お姫ひめ様」


　おどけたようなことを言って、ミヌーはユズカの手を取った。触ふれ合った手の温度に差はなく、ミヌーの手入れが行き届いた手て肌はだはしっとり柔やわらかく瑞みず々みずしさを感じた。


　さっきも手を繫つないでいたのに、こうして改めて向き合って手を握にぎると、気き恥はずかしくてくすぐったい。


「スカート長いんだから裾すそ踏ふまないように気をつけて──」


　ミヌーの言葉は途と中ちゆうで切れた。目に突つき刺ささるような光が、突とつ然ぜん二人を照らしたから。


「これでよく見えるようになったかな？」


　微かに笑う、男の声が階段の上から聞こえた。


　暗くら闇やみから急に光を当てられ、目が沁しみるように痛む。それでもどうにか目を細く開け、階段上にいる何者かの姿をユズカとミヌーは見上げた。


　背の高い、燕えん尾び服ふくを着た若者。筒つつ型の携けい帯たい電灯を持って、それでユズカたちを照らしているのはバルトリ家の執しつ事じだ。


　名前は確か──


「コンラッド……様？」


　雇やとわれてすぐに紹しよう介かいだけされ、ろくに顔も合わせていなかった相手の名をなんとか思い出したユズカは動どう揺ようを抑おさえきれない震えた声でその名を口にした。


「君たちに、ここで何かするような仕事を頼たのんだ覚えはないのだが。──ここ数日、どうもステファニア様の周辺が騒さわがしい。なぜだろうね？」


　口元は微笑ほほえんだまま、コンラッドは問いを重ねる。


　ユズカは答えに窮きゆうして口を噤つぐんでしまう。代わりにミヌーがすぐさま答えを返した。


「あたしたちステファニアお嬢じよう様さまの歌が聴ききたくて。今日も公演があったんですよね？　いいなぁ、聴きたぁい」


　片手の人差し指を唇くちびるに添そえ、くねっと身をひねる。甲かん高だかく甘い声も仕草も、手慣れていて見事だ。普ふ通つうの男ならなんでも言いなりになってしまうかもしれない。しかしコンラッドはそんなミヌーには目もくれず、空いている右手をじっと見つめて笑みを深めただけだった。それも、嘲ちよう笑しようだ。


「二人とも贋人ギニヨルか。感情があるということは三等星ペトルーシユカだね。《スターダスト》かな？」


　贋人ギニヨル。三等星ペトルーシユカ。《スターダスト》。普通の人間ならば知り得ない言葉の数々に、ミヌーは男を籠ろう絡らくする仕草を解いて身構えた。


「あんた、何者？」


　先ほどとは違ちがう、低い声。唸うなる獣けものの声でミヌーは問う。彼女はさりげなく立ち位置をずらし、ユズカを自身の陰かげに隠かくした。


　その意図を読み取り、ユズカは氷の刃やいばを音もなく形成してミヌーの背後に潜ひそむ。何かあれば、すぐに攻こう撃げきできるように。


　ミヌーと対たい峙じしたコンラッドは、軽く肩かたをすくめて答えた。


「バルトリ家の執事さ。君たちこそ、何者なのだろうね。普通のメイドは何もないところから氷の剣けんを出したりできないはずだが」


　すべて見み透すかしたコンラッドの言葉に、ユズカの背筋が凍こおる。


　彼のいる位置からでは、ユズカの手元など見えないはずだ。なのに、なぜ……。


　ばれてしまった手の中の氷に視線を落とし、ユズカはハッと息を呑んだ。


　携帯電灯に照らされたユズカとミヌー。二人の手や足に、何か光るものが見えた。もちろんそれは氷ではなく、別の何か。ごく細い、光に照らされてようやく見えるような──


「糸が……！」


　思わずユズカは声を発した。


　手足だけじゃない体中に、いつの間にか幾いく本ほんもの細い糸がまとわりついていたのだ。引っ張れば切れるが、微かすかにべたつくその糸はあるものによく似ていた。


「何これ、蜘く蛛もの糸!?　やだ、超ちようキモイ！」


　ユズカの声でそれに気づいたミヌーが、ばたばたと服を叩はたいて糸をちぎりながらコンラッドを睨にらみ据すえる。彼女の視線の先にあるのはコンラッドの右手。電灯に照らされて微かに見える幾本もの細い糸は、すべて彼の右手に繫がっていた。


「あんたも贋人ギニヨルなのね？」


　ミヌーの確信めいた言葉。しかしコンラッドは首を傾かしげる。


「私やステファニアお嬢様のマテリエを狙ねらって来た《スターダスト》ではなかったのか。では、なぜこんな屋や敷しきで使用人など……っと、これは私自身にも言えることだね」


　そう言って、何が可お笑かしいのかコンラッドはくくっと喉のどを鳴らして笑った。


「君たちはジョアンナが面接をして雇い入れたのだったか。なら、旦だん那な様も君たちの素す性じようは知らないということだな。このまま雇って仲間にするというのも、なかなか」


　コンラッドの視線はユズカとミヌーを値ね踏ぶみするようにねっとりと動く。もはや隠す必要もなくなった氷の刃を、ユズカは堂々と構えてミヌーと並び立った。


「あなたが贋人ギニヨルであると知って、バルトリ家の当主は雇っているということですか？　マテリエを売買するような者が、なぜ……」


「理り屈くつは一いつ緒しよさ」


　ユズカの言葉を遮さえぎるように、コンラッドは答えた。


「贋人ギニヨルもマテリエも彼らにとっては商品だ。生きたままの贋人ギニヨルは見世物にするのも良いが、侍じ従じゆうとして飼うことで財力の証あかしとする連中もいる。そして、居場所と金が得られるなら飼われる立場に抵てい抗こうがない贋人ギニヨルもいる。そういうことだ。君たちも、無む駄だな自尊心など捨ててしまえば……いや、待てよ」


　言い差し、コンラッドは斜ななめ上の虚こ空くうを見つめて何かを考える仕草を見せた。


「君たちの能力が私より優すぐれていたら、私がお払はらい箱ばこにされてしまうかもしれないな。それは困る。──仕方ない。君たちのマテリエを奪うばって旦那様に献けん上じようしよう」


　良い掃そう除じの方法でも思いついたかのような、さらりとした言葉。けれど明らかな殺意。


　その余よ裕ゆうぶりが恐おそろしかった。相手は一人でも、贋人ギニヨルであれば油断できない。


　ユズカは氷の刃を投げつけようと振ふりかぶり、ミヌーは獣の跳ちよう躍やく力りよくで飛びかかろうと身をかがめ……二人、そのまま動けなかった。


「また糸が……！」


　それに気づき、ユズカは呻うめく。


　体中に絡からまる蜘蛛の糸。一本一本は細くちぎれやすいが、寄り集まって束になれば太い縄なわのように強度が増す。音もなく這はい寄ってきた糸に搦からめ捕とられて、二人は動きを封ふうじられてしまった。


　だがユズカはすぐさま全身から冷気を発し、蜘蛛の糸を凍らせて砕くだく。


「もとは弱い糸なのですから、凍らせてしまえば脆もろくなりますね」




[image: ]


　散る氷の欠片かけらが電灯に照らされ儚はかなげに輝くのを見て、この対処法で間違いないのだと自信を持つ。そしてユズカはミヌーの拘こう束そくも解くため彼女に手のひらを向け──躊躇ためらい、伸ばしていた指を握りこんだ。


　ミヌーはユズカと違い、冷気に耐たい性せいがない。蜘蛛の糸を瞬しゆん間かん的に凍らせるような強い冷気をぶつければ、彼女もただでは済まないだろう。氷の刃で切り裂さくのも、下手をすれば傷つけてしまう。


「マジ……うざいんですけど……！」


　悪態をつきながら、ミヌーはもがく。彼女を傷つけず助ける方法をユズカは必死で考え──その目の前で、服だけを残してミヌーの姿が消えた。


「ミヌー!?」


　ユズカが発した声は悲鳴に近かった。中身を失い、糸に搦め捕られてくったり階段に横たわるメイド服を摑つかみ上げる。蜘蛛に捕つかまった獲え物もののように、彼女が食われてしまったのかと思ったから。──しかし。


「縄なわ抜ぬけなら得意なのよ。いちいち服脱ぬげるのが面めん倒どうなんだけどね」


　摑み上げたメイド服から、するりと抜ぬけ出してきた小さな影がミヌーの声でそう言った。


　階段に降り立ったのは、すらりとした綺き麗れいな猫ねこ。


《妖猫アダンダラ》の能力で姿を変えたミヌーだ。


「なるほど、君は獣人型フオーヴか。しばらく前から野の良ら猫がよく入ってくると思っていたが、君だったんだな」


　猫になったミヌーを見て、コンラッドが冷静な声で言う。


　ステファニアが屋敷内のどこにいるのか探るため、前々から何度も忍しのび込んでいたとミヌーは言っていた。しかし、その度にすぐ見つかって追い出されてしまう、とも。


「そうよ、悪かったわね。あんたこそ、なんで毎回毎回目め聡ざとく見つけて……」


　背中の毛を逆立てて、唸るミヌー。邪じや魔まされ続けたことに文句を言おうとしていたが、ふと何かに気づいたように言葉を切った。


「その糸……まさか屋敷中に張り巡めぐらせてるの？」


「屋敷中ということはない。普ふ段だん、人が立ち入らないような場所にだけさ。誰だれかが出入りして糸がちぎれたら、どんなに離はなれた場所にいても感知できるものでね」


　ふっと笑みを含ふくんで、コンラッドは答えた。


　それですべて合が点てんがいった。ユズカとアルトゥールがこの南館へ侵しん入にゆうした時、すぐに見つかってしまったのも知らず知らずのうちに張られた糸を切っていたからだろう。たしかジョアンナは、コンラッドが出先から電話をしてきてステファニアの様子を見に行くように頼まれた、と言っていた。


　すべてわかると、頭がすっと冴さえてきた。ミヌーの無事も確かく認にんできて、ほんの少しだが気持ちに余裕が出来る。


　だが、蜘蛛の糸は再び二人を捕とらえようと動き出していた。一本一本は見えないのに、急に寄り集まって縄へと成長する曲くせ者ものだ。視認できた時にはもう体を搦め捕られている。


　ユズカは再び冷気で凍らせ、砕いた。けれど、次から次へときりがない。


「ユズカ、一いつ旦たん退ひきましょう！」


　蜘蛛の糸を器用にするすると避よけ、あるいは爪つめで切り裂きながらミヌーは叫さけぶ。どうやらこの蜘蛛の糸は、猫のような小さい標的を捕らえるのは少々苦手のようだ。


　彼女の言う通り、ここは退いたほうが良い。ステファニア以外の贋人ギニヨルがいるなんて想定していなかったのだから。


　けれど、それをコンラッドは許してはくれなかった。


「困るな。せっかくの手て柄がらを逃のがすわけにはいかない」


　そう言って彼は携けい帯たい電灯を床ゆかに置き、懐ふところに手を入れて何かを取り出した。そして頭上に投げられたものが、暗くら闇やみの中でぎらりと光る。


　それはいくつもの凶きよう器きだった。ナイフ、金かな槌づち、鋭するどい鋏はさみ。すべてが宙に留とどまったまま、落下することなくゆらりと動いている。


「私の能力は罠わなを張ることに特化しているが、こういう使い方もできるんだ」


　にこりと穏おだやかに笑うコンラッド。彼が微かに指先を動かすと、ひゅっと音を立ててナイフが飛んだ。切っ先はユズカのほうを向いて──くんっ、と何かに引っ張られたように、凶きよう刃じんの軌き道どうが変化した。


　その向かう先には。


「ミヌー！」


　軌道の変化に反応が遅おくれたミヌーは跳とび退すさるために身をかがめた。だが、間に合わない。


　ユズカはとっさに氷の矢を飛ばし、ミヌーへと向かっていくナイフにぶつけて軌道をそらした。しかしナイフは床に転がることはなく、コンラッドの指の動きに合わせて引き戻もどされる。凶器を糸で操あやつっているのだ。


　ゆらゆらと宙で揺ゆれる複数の凶器。何かの法則があるわけでもなく、動きがまったく読めない。けれどそちらにばかり注意を向けていると、また手足を縄に搦め捕られる。


「ミヌー、先に行ってください」


　腕うでに絡みついた縄を凍らせて砕き、ユズカは告げた。小さな猫は青い眼めを見開き、見上げてくる。


「でも……！」


「あなたのほうが足が速い。あとは言わなくてもわかりますね」


　何か言いかけたミヌーの言葉をユズカは遮った。それがどういう意味なのか悟さとったのだろう。ミヌーは黙だまり込む。けれど、まだ躊躇ためらっているのか動かない。


　ならばこう言おう。


「信じています」


　視線はコンラッドに向けたままで、ミヌーがどんな顔をしたのかはわからない。気配を絶つのが上う手まい彼女の動きもわからない。しかし、対峙しているコンラッドの視線の動きで、ミヌーが走り去っていったのはわかった。


　それで良い。コンラッドは小さくて狙いにくいミヌーをまず仕留めようとしていた。そして何より、次に捕まれば彼女は縄抜けできない。逃にげる優先順位が高いのはミヌーだ。


「あぁ、逃げられてしまった。もったいない」


　肩かたをすくめ、コンラッドはつぶやく。そして彼の目はユズカに向けられた。


「まぁ良い。君だけでも充じゆう分ぶんだろう。それに、逃がした馬が群れを連れて戻ってくることもあるというからね」


　微かすかに笑えみを含む声。ユズカがミヌーに告げた言葉の意味を、彼も悟ったのだ。


　寄り集まって絡みつく糸。空中で不規則にゆれる凶器。


　そのすべてが、今はユズカ一人を狙って動き始めていた。




　五　《魅歌ローレライ》







　廃はい工場の荒あれた庭で、アルトゥールは一人、夜空を見上げる。今夜は満月だ。


　劇場前で見たものをディニタに話し、あまり歓かん迎げいできない状じよう況きようであると知ってから気持ちが落ち着かない。外へ出て、夜風に当たって気を紛まぎらわせたかった。


　ディニタが言うには、贋人ギニヨルをそれと知ったうえで雇やとい、使し役えきすることで財力を誇こ示じする者がいるのだとか。


　コンラッドもおそらくそういう贋人ギニヨルなのだろう。バルトリ家にステファニア以外の贋人ギニヨルがいることはディニタも初耳だったようで、僅わずかながら動どう揺ようを見せた。


　ユズカとミヌーは無事だろうか。何事もなければ良いが……。


　そろそろロドリクが見回りに行く時間だ。本当はもっと早く報しらせたかったが、事前に示し合わせている時間に行かなければ無む駄だ足あしになってしまう可能性がある。そう考えると、予定通りにするのが最善だと三人で話し合って決めた。


　だけど、なんだろう。妙みように胸むな騒さわぎがするのは。


　ざわつく気持ちを抑おさえるために、アルトゥールは深呼吸をした。吸った息を一旦止めて、ゆっくりと吐はき出そうとして──無造作に茂しげった草を鳴らし、突とつ然ぜん現れた何者かの姿を見た瞬間、肺に溜ためた息を思いっきり吐き出してしまった。


「お、お前……！」


「アルトゥール！」


　その名を呼ぶより先に、現れた者がアルトゥールの名を叫んだ。


　茂った草から飛び出してきたのはカスタードクリームとチョコレート色の猫。


　小さな体の綺麗な猫は、月明かりの下へ転げ出てくると同時にその姿を人間のものへと変へん化げさせた。下着一枚も身につけていない、少女の姿だ。


「ミヌー!?　お前なんて格好……！　っていうかなんでここに!?」


「ごめんなさい！」


　月明かりのみでよく見えないとはいえ、あまりの光景に後退ろうとしたアルトゥールにミヌーが抱だきつく。けれどそれは、からかいや悪戯いたずらなどではないとすぐにわかった。触ふれ合った彼女の体が、小刻みに震ふるえていたから。


「ごめんなさい……！　あたし、ユズカのこと置いて、一人で……！」


「わかった、まず落ち着け。とりあえずこれを着ろ」


　まったく何もわかっていないがそう言って、アルトゥールはミヌーを引き離し、脱いだコートを彼女の肩に掛かけてやった。そのとたん、ミヌーは草の上に膝ひざをついて座り込む。


　コートの前を搔かき合わせ、俯うつむいて荒あらい息をしている彼女に目線を合わせるためアルトゥールも膝をついた。


「どうした？　何があった？」


　ミヌーを落ち着かせるため、なるべく静かな声で問う。すると彼女は勢いよく顔を上げ、切れ切れになりながら何かを言おうとした。


「ユズカが……！　あたしに、一人で行けって……！」


「待て。その前に、お前は？」


「……え？」


「お前はどこも怪け我がしてないか？　大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　ユズカのことはもちろん気になる。けれど、こんなに息を切らせていつものような余よ裕ゆうもなくし、膝を折って[image: ]くずおれたミヌーが本当に無事なのか知っておきたかった。確かめようにも、コート一枚剝はいでしまえば裸はだかなのだから、見るわけにもいかず彼女の自己申告に頼たよるしかない。


　アルトゥールの言葉に、ミヌーは呆ほうけたように目を丸くした。そして一いつ拍ぱく遅おくれて、こくんと頷うなずく。荒かった呼吸も少し落ち着いたようだった。


「そうか、良かった」


　本当に大丈夫なようだ。それがわかって、アルトゥールは安あん堵どした。少しだけ緩ゆるんだ緊きん張ちようが、自然と口元に笑みの形を作る。


　それを見たミヌーの眉み間けんに皺しわが寄り、彼女は唇くちびるを嚙かんだ。一いつ瞬しゆん怒おこっているかのように見えた表情だったが、大きな青い双そう眸ぼうから雫しずくがこぼれ落ちて泣いているのだとわかった。大おお粒つぶの涙なみだは次から次へと止まらない。


「お、おい。やっぱりどこか痛いのか？」


　怪我を我が慢まんしているのかと焦あせって訊きいたが、ミヌーは無言のまま俯いてぶんぶんと首を横に振ふった。とりあえずは安心していいようだ。


　声を出すのを堪こらえているようなミヌーを前にして、アルトゥールは何も言わずにいた。


　焦しよう燥そう感がないわけではない。だけど、ミヌーの肩をゆすって早く喋しやべれと急せかしても、余計に泣かせてしまうと思ったのだ。


　座して待つ。そこへ、背後から素すっ頓とん狂きような声が上がった。


「お前ら、そこで何やってんだぁ!?」


　あまりに大きな声だったので、驚おどろいて振り返る。するとそこには、こちらを指差して驚きよう愕がくの表情を浮うかべているロドリクがいた。見回りに行くため、外へ出てきたのだろう。


「なんでその女がここにいるんだ!?　しかもコートの下それ裸か!?　変質者め！」


　空気など読まず大声で騒さわぐ。ここが廃工場の区画でなければ人が集まってきていただろう。落ち着かせないといけない者がもう一人増えて、アルトゥールは頭を抱かかえたい気分だった。


　さらにそこへ、もう一人現れる。けれどその人は驚いた顔でミヌーを見ただけで、騒いだりはしなかった。


「ミヌー……なのか？　何があったんだい？」


　ロドリクの大声を聞いて出てきたらしいディニタは、ミヌーではなくアルトゥールに答えを求めた。ちゃんと話が出来そうな人が来てくれて、内心安堵する。


「いや、実は俺もまだ何も……」


　わからない、と言いかけたアルトゥールだったが、言葉は途と切ぎれた。ぐいっと目元を手の甲こうで拭ぬぐったミヌーが、急に立ち上がったから。


「あたしが失敗したせいなの。ステファニアのことだけ調べて、あの屋や敷しきに他の贋人ギニヨルがいるなんて気づかなかった。全部あたしが悪いの」


　毅き然ぜんと顔を上げ、ミヌーは言った。コートを搔き合わせる指に強く力を込こめて堪こらえているのか、涙はもう出ていない。


　彼女の言葉を聞き、男三人は顔を見み交かわした。全員同じことを考えたのだろう。代表してアルトゥールが問う。


「それ、執しつ事じのコンラッドって奴やつか？」


「なんで知ってるの!?」


　青い眼めを見開き、ミヌーは詰つめ寄ってくる。アルトゥールはその両りよう肩かたを摑つかんで制しつつ答えた。


「今日の夜公演の後、劇場からステファニアが出てくるのを見てたんだ。それで……」


「一いつ緒しよにいた燕えん尾び服ふくの男が贋人ギニヨルだった。俺が見たんだから間ま違ちがいねぇ。今からそれをお前らに連れん絡らくしに行こうとしてたんだよ」


　言葉を引き継ついだのはロドリクだ。さすがに彼も状況を理解して落ち着いたのか、腕うで組ぐみをして険しい顔をしている。


　それを聞いたミヌーは悔くやしげに目を伏ふせた。


「じゃあ、もう少し待っていればこんなことにならなかったのね……」


「ミヌー、何があったのか話してくれるかい？　ユズカはまだ屋敷に？」


　今度はディニタが落ち着いた声こわ音ねで訊たずねる。するとミヌーは再び顔を上げ、頷いた。


「もう一回鍵かぎを盗ぬすんだから、早くステファニアを連れだそうとしたの。そしたら、あの男がいたのよ。蜘く蛛もの糸を操あやつる能力みたい。あたしたちのマテリエを奪うばって、当主に渡わたすとか言って襲おそってきたわ。それでユズカはあたしのこと先に逃がしてくれて……。助けを呼ばなきゃって思って、走ってきたの」


「屋敷からここまで、走って……!?」


　アルトゥールは驚きのあまり、掠かすれた声を上げた。


　郊こう外がいの森にあるバルトリ家からこの廃工場の区画までは自動車を飛ばしても数十分は掛かる。それを、猫ねこの俊しゆん足そくとはいえ走ってきたという。息切れもするわけだ。


　だが、驚いてばかりもいられない。ミヌーの言葉をそのまま受け取ると、つまりユズカはそれだけの時間たった独りであの屋敷に取り残され、マテリエを狙ねらわれながら戦っているということだ。


「ユズカは先に行けって言ったけど、あたし、それで良かったのかわかんなくて……。ごめんなさい、一人で逃にげてきて……」


　言いながら、またミヌーは俯いた。声が湿しめって震えている。


　そんな彼女の頭を、アルトゥールはくしゃりと撫なでた。いつもユズカにしていたように。


「あいつが一番良いって思った方法なんだから、それで良かったんだ。報せてくれてありがとな。いっぱい走って、疲つかれただろ？」


　そう言ってやると、ミヌーの肩が震えて草の上に雫がぱたぱた落ちた。


　ミヌーの言葉を噓うそとは思わない。ユズカは本当に、ミヌーを先に逃がしたのだろう。メリッサと同じようにはさせまい、と。


　ミヌーがここまで戻もどってきたのも正しい判断だ。屋敷で働く者たちはステファニアの正体も知らないようだったし、巻き込むわけにはいかない。それに、コンラッド以外にも贋人ギニヨルはいるかもしれないのだ。けれどロドリクの眼のような能力を持たないミヌーには、それを判別することはできない。


　アルトゥールはミヌーの頭から手を離はなすと、すぐさま踵きびすを返した。


「ユズカのところに行く。あいつは俺のこと待ってるんだ」


　迎むかえに行くまで、きっと持ち堪こたえてくれている。そう信じて走りだそうとして──


「待つんだ、アルトゥール。走っていくつもりかい？　いくらなんでも人間の足でそれは無茶だ」


　制止したのはディニタだった。眼鏡の奥の眼まな差ざしは険しい。


「だけど……！」


「車を出そう。ロドリク、工場のシャッターを開けてくれ。ミヌーはその間に服を着ておいで。アルトゥールは車を出すまでここで待機。──君が一番冷静にならなければいけないよ。ユズカのことを一番よく知っているのは君なのだから、私たちを先導してくれ」


　そう言ってディニタはアルトゥールに歩み寄り、軽く肩かたを叩たたいて廃はい工場の中へ戻っていった。ロドリクも少し遅おくれてそれに続き、アルトゥールとミヌーだけが取り残される。


　そのミヌーも、目元と頰ほおを手で拭ってアルトゥールに背を向けた。


「コート、ありがと。あとで返すね」


　それだけ言って、早足で工場内へと駆かけ込んでいった。


　ディニタの言うとおり、車のほうが速いに決まっている。だけど、それを待っている時間がひどくもどかしい。今にも走り出したい衝しよう動どうに駆られる。


　それこそが冷静ではない証あかしなんだと痛感しながら、アルトゥールは自分の足を必死で地面に繫つなぎ止めた。





　　　　[image: ]





　背後から聞こえた微かすかな物音に、ユズカはそれが何かを確かく認にんすることもなく横へ跳とんで避よけた。するとその足を掠って、今まで立っていた場所に草くさ刈かり鎌がまが突つき刺ささる。切り裂さかれた脹ふくら脛はぎから血が迸ほとばしり、白いストッキングに赤い染しみが拡ひろがっていく。


　致ち命めい傷しようではない。贋人ギニヨル特有の回復力なら、数分も待たずに消える傷だ。


　だけど痛いものは痛い。歯を食いしばって、ユズカは夜の森を駆けた。


　絡からみついてくる糸から逃のがれて南館から脱だつ出しゆつしたものの、屋敷を取り囲む森の中にも糸が張り巡めぐらされているらしく、どの方角へ逃げてもコンラッドに先回りされるのだ。


　そのうえ、森の至るところにあらかじめ武器を隠かくしていたのか、飛んでくる凶きよう器きがどんどん増えていく。支給されたばかりの真新しいメイド服が、今はもうぼろぼろだった。


　だけど、逃げなければ。ミヌーには助けを呼んでくるよう頼たのんだけれど、正直それまで耐たえきれる自信がない。絡みついてくる糸を凍こおらせて砕くだくのは、一回一回は大して力を使わずに済むけれど回数を重ねれば集中力と体力を消しよう耗もうする。しかも走りながら、どこから飛んでくるかもわからない武器にも注意を払はらわなければいけないのだ。


　コンラッドは森の中に身を隠して姿を見せず、ユズカは反はん撃げきができなかった。神経がすり減るばかりだ。


「隠れていないで、贋人ギニヨルならその能力で戦ったらどうですか！　こそこそとみっともないですよ！」


　声を張り上げ、慣れない挑ちよう発はつを試みるも出てくる気配はない。苛いら々いらが募つのる。


　それこそがコンラッドの狙いなのだろう。けれど思おも惑わくになど嵌はまってやらない。


　走りながら、血で汚よごれた袖そでで額の汗あせを拭い──地面を蹴けった足を思いっきり後ろに引っ張られ、受け身も取れず地面に体を打ち付けた。手のひらも、破けたストッキングから剝むき出しになった膝ひざも、擦すり傷きずでずくずくと痛む。


　しかも荒あらい息のせいで、倒たおれた際に舞まい上がった砂を吸ってしまい咳せき込んだ。苦しくて涙が滲にじんで、ただでさえ暗くてよく見えないのに視界が悪くなる。


　だけど、立たなければ。立って走らなければ。


　こんなところでマテリエを奪われるわけにはいかない。アルトゥールを悲しませるわけにはいかない。それに、メリッサともう一度微笑ほほえみを交かわしたい。


　足に絡んだ糸を凍らせて砕き、再び走り出す。ところが、足がもつれてまた倒れてしまった。さっきぶつけた膝が腫はれ、感覚をなくしている。


　切り傷に比べて、回復に時間が掛かかりそうだ。休んでいる暇ひまなんてないのに。


　腕うでの力だけでも這はい進もうと、体を起こす。その視界に、何者かの足が入り込んできた。


「やっと止まってくれた。さすがに二人とも逃がすわけにはいかないからね。同じ贋人ギニヨルとして可哀かわい想そうには思うけど、我々が生き残るにはこうした『共食い』も避けられないんだ。悪く思わないでくれよ」


　顔を上げたユズカが見たのは、月明かりの下で同情的に微笑むコンラッドの顔。


　そして、その手に構えた剪せん定てい用の巨きよ大だいな鋏はさみだった。


　人の手足さえ簡単に切り落とせそうな大きな刃はだ。それをコンラッドは切れ味を試ためすように、じゃきんっ、と鳴らす。微笑みとは裏腹な、凶きよう悪あくな音。


「せめて苦しまないように、一息に首をはねてあげよう」


　近づく凶きよう刃じん。その切っ先が目前に迫せまる。痛みと疲ひ労ろうで朦もう朧ろうとする中、慌あわてて立ち上がろうとして──手足が動かない。


「また、この糸……！」


　蜘蛛の糸が寄り集まった縄なわ。それが両手足に絡んで、ユズカを地面に繫ぎ止めていたのだ。何度目になるか数えるのもうんざりな、冷気を発して凍らせて──


「もう遅おそいよ。残念だったね」


　這いつくばったユズカの首を、二つの刃が上から押さえ込むように挟はさんだ。


　首筋に触ふれる冷たい鉄の感かん触しよく。どっと汗が噴ふき出す。


　こんな場所で死ぬわけにはいかないのに。


　人間になる方法を見つけてやると、彼が約束してくれたのに。


　メリッサに、また会いたいのに。


「アルトゥール……メリッサ……」


　斬ざん首しゆされる瞬しゆん間かんを待つしかない罪人の如ごとく、顔を上げることもできずユズカはその名をつぶやく。


　願望だろうか。


　遠く、はるか上空から、彼の声が聞こえた気がした。
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「じゃあ、ステファニアがいる南館でユズカと別れたんだね？」


「そう。でも、もしかしたら脱出できてるかもしれない。出入り口の鍵は開けたままにしてたし、あたしもそこから出たのよ」


　運転をしながら確認するディニタに、助手席のミヌーが答える。


　後部座席にはアルトゥールがいて、眠ねむったままのメリッサに膝ひざ枕まくらをしている状態で同乗していた。廃工場に置いてくるわけにはいかなかったから。


　同じく、リートの棺ひつぎもトランクに入ったままだ。もしも今、夜回りの警官にでも呼び止められて車内を検あらためられたら大変なことになるだろう。


　それを避けるために、ロドリクが上空から車の周辺を見張ってくれている。何か異変があれば急降下してきて教えてくれるはずだ。


　だが、それもそろそろ心配はないだろう。すでに市街地は抜ぬけ、町の灯あかりは遠く背後だ。タイヤが踏ふむ地面も舗ほ装そうされた道路から砂じや利り道みちに変わっているのが音でわかる。


　その道を横に外れ、手つかずの森林へと車は進入する。本来バルトリ家へ出入りする時に使う道は、さすがに通れない。


　舗装どころか整地もされていない狭せまい道だ。走る速度も自然と落ちる。アルトゥールはそれがもどかしくて、車を降りてしまいたくなる。


　けれど我が慢まんしなければ。そう思い、膝の上にあるメリッサの頭を撫で──


「ちょっと停とめて」


　助手席のミヌーが声を上げた。それに応じ、ディニタは車を停めてエンジンも切る。


　するとミヌーはドアを開けて体半分を外に乗り出した。その頭には尖とがったチョコレート色の耳が立っていて、音を集めようとするみたいにくりくりと動いている。


「だめだわ。人の声が聞こえたような気がするんだけど、木に反はん響きようしてるみたいで方角がわからない」


「ユズカの声か？」


　後部座席から問いかけるアルトゥールだったが、ミヌーが自信なさげに首を横に振ふる。


「それも、わからない。聞き違ちがいだったかも……」


　尻しりすぼみになる声で言って、ミヌーは俯うつむいてしまった。


　いつもの余よ裕ゆうは見る影かげもない。コンラッドのことを見落としてしまっていたせいで、情報屋としての自信を喪そう失しつしてしまったようだ。


　だけど、もしユズカが建物外に脱出しているとしたら、ミヌーが拾った音は聞き違いではない可能性も……。


　そう考えると抑おさえきれず、メリッサを座席に横たえてアルトゥールは車外へ出た。とはいえ人間の耳には風でさざめく木立の音しか聞こえず──


　必死で研とぎ澄すましたアルトゥールの耳に、ざぁっと風を切る音が届いた。それと同時に、金色の塊かたまりが頭上から振ってくる。


「見つけた！」


　金色の塊──ロドリクは上空から急降下してくるなりそう告げた。


　何を見つけたのかは、聞くまでもない。


「どこだ!?　ユズカは無事なのか!?」


　摑つかみかかる勢いでアルトゥールは詰つめ寄る。車から降りてきたミヌーとディニタも、ロドリクの返事を待つ。


　だが、彼もまた焦あせっているのか、答えるより先にアルトゥールの腕を摑んで再び空へと飛び上がった。


「え、ちょっ……！　何すんだ急に！」


「説明してる場合じゃないんだよ！」


　そう言う間にも、地面はどんどん離れていく。それだけ切せつ迫ぱくした状じよう況きようがユズカを襲おそっているのかと思うと、空中散歩の恐きよう怖ふなど感じている余裕もなくなった。


「待ってよ！　あたしたちは!?」


「一人しか運べねぇ！　走ってこい！」


　地上からのミヌーの声に、ロドリクは振り返りもしないで叫さけび返す。たしかに、いくらロドリクの腕っ節ぷしが強くても、人を二人も三人もぶら下げて飛ぶことは難しいだろう。


　それに、車内にはメリッサとリートもいる。それを放置していくわけにもいかない。そしてディニタは逃とう走そう中の身だ。贋人ギニヨルであるミヌーを側そばに置いておくほうが安全だろう。


　鷲わしが獲え物ものの兎うさぎを摑み上げるように、ロドリクはアルトゥールを連れて上空高くに舞い上がる。眼下は黒々と波打って広がる夜の森。


　その木立の中、月明かりに照らされて、微かに何かが光って見えた。


　金属の輝かがやきだ。鋭するどい、巨大な刃物。


「あれか！」


　アルトゥールが声を上げるのと同時に、ロドリクは翼つばさを傾かたむけて急降下を始めた。内臓すべてが浮うき上がる感覚に息も止まる。風を受けて滑かつ空くうするせいでコートがばたばた暴れ、ロドリクは飛びにくいのか揺ゆれがひどい。振り落とされないようにアルトゥールは必死でしがみつく。


　さっき離はなれたばかりの地面が見る間に近づいて、木の枝に隠されていた地表も見えるようになってきた。そして、そこにいる者たちの姿も。


　まず真っ先に見えたのは、剪定用の大きな鋏を構えた男だった。そして、その足もとに倒れ伏ふしているのは白銀の髪かみの少女。


　少女はどうにか立ち上がろうとするが、その首に鋏の刃が添そえられ──


「ユズカぁぁぁぁぁぁ！」


　叫び、アルトゥールは自らロドリクの腕を振り払おうともがいた。高さだとかそんなことは、もう頭にはなかった。だがロドリクは焦った声を上げる。


「うわ、馬ば鹿か！　暴れんな俺まで落ちるだろうが！　……あぁ、もう行ってこい！」


　とうとう諦あきらめたロドリクは滑空しながらアルトゥールを力いっぱい放ほうり投げた。投下されたアルトゥールは木立の細かな枝をばきばき鳴らして折りながら両手を合わせ──


「来い、《炎龍ヴイーヴル》！」


　握にぎった右手を振り抜いた。自身の体から抜き出したのは、炎ほのおを纏まとう片かた刃はの剣けん。その刃を頭上に掲かかげ、重力に従って落下していく。


　鋏を構えていた男は、声に気づいたのか振り返ってこちらを仰あおぎ見た。驚きよう愕がくで見開かれた目と、アルトゥールの赤く染まった視線が合う。


「ユズカから離れろ！」


　叫びと共に《炎龍ヴイーヴル》を振り下ろす。しかし、横よこ殴なぐりに振られた巨大鋏によって体ごと弾はじき飛ばされてしまった。着地は決めたが、勢いを殺せず膝ひざをつく。


「驚おどろいたな。あの猫ねこが仲間を呼んでくるとは思ったが、まさか空から降ってくるなんて……ん？　君の顔はどこかで見たな。どこだったか……。あぁ、すぐクビになった給きゆう仕じか」


　アルトゥールの顔をまじまじと見つめ、燕えん尾び服ふくの男──コンラッドは納なつ得とくしたように頷うなずく。だが、その落ち着いた態度は長く保もたなかった。何かの気配を察知した彼は巨大鋏をその場に残し、大きく跳とび退すさる。


　その残された鋏に、ばぁんっ！　と大音声で雷かみなりが落ちた。眩まばゆい閃せん光こうにアルトゥールは眼めを眇すがめる。恐怖はなかった。その雷の正体は知っているから。


「くそ、外したか」


　舌打ちしつつ、舞まい降りてきたのはロドリクだ。黒こげになった鋏を一いち瞥べつし、ふんっ、と鼻を鳴らす。


「二人目か。本当に群れを連れ帰ってくるとは、なかなか優ゆう秀しゆうな猫だ」


　ロドリクと対たい峙じしたコンラッドは笑えんだ口元でそう言ったものの表情は硬かたい。


　この男は蜘く蛛もの糸を操あやつる能力だとミヌーが言っていた。糸自体の攻こう撃げき力りよくは大して強くはない。


　それに対しロドリクは一撃必殺の力を持つ。能力の差は明らかだ。逃にがしたミヌーがこんな助すけっ人とを呼んでくるとは思っていなかったのか、コンラッドの眼の奥には焦りが滲にじむ。


　ロドリクがコンラッドの気を引きつけてくれている、その間にアルトゥールはユズカへと駆かけ寄った。《炎龍ヴイーヴル》は一いつ旦たん自身の中へ収め、うつ伏ぶせに倒たおれている彼女を抱だき起こして呼びかける。


「ユズカ！　おい、目を開けてくれ！」


　メイド服の白いエプロンやストッキングは血で汚よごれ、所々が破けて痛々しい。手足には細い糸が寄り集まって出来た縄が絡からんでいた。これが彼女の動きを封ふうじていたのだ。ただでさえ白い頰ほおが今は青ざめて血の気を失い、両の瞼まぶたも閉じられている。


「ユズカ！」


　もう一度呼ぶ。すると、ようやく反応があった。うっすらと瞼が開き、淡あわい水色の瞳ひとみが垣かい間ま見みえる。


「アルトゥール……？」


　微かすかに動いた唇くちびるが呼んだ、自分の名前。それが嬉うれしくて、泣きたくなるくらい安あん堵どして、アルトゥールはユズカの体を力いっぱい抱きしめた。華きや奢しやで細くて折れそうだ。案の定、ユズカの唇から低い呻うめき声と抗こう議ぎが上がる。


「……痛いです」


「ご、ごめん。つい……。こんなに血だらけだもんな。そりゃ痛いよな」


　見る限り、致ち命めい傷しようになるような傷はない。擦すり傷きずや浅い切り傷ばかりだ。


　これがコンラッドのやり方。少しずつ傷を負わせ、体力を奪うばって最後に命を刈かり取る。巣に絡まった獲物が暴れて余計に身動きできなくなったところを、糸で包んでしまう蜘蛛そのもののような戦い方だ。


　一撃で殺すより、よほど残ざん酷こく。


　けれどユズカは気き丈じようにも自ら身を起こし、手足に絡まったままの糸を凍こおらせて砕くだいた。


「……このくらい、贋人ギニヨルならすぐに治ります。でも、少し休ませてください」


　そう言いながら、ユズカは手のひらにべったりとついていた血をメイド服のエプロンで拭ぬぐった。擦りむいていたように見えた傷が、血を拭うともう完全に消えている。


　これが贋人ギニヨルの回復力。贋人ギニヨルと同じような能力を持っているアルトゥールでも、こればかりは真ま似ねできない。


「大だい丈じよう夫ぶだ、ゆっくり休め。なんたって今はロドリクもいるんだ。あいつの能力なら俺たちが加勢するまでもない」


　雷らい撃げきという強い力を持つロドリクは、味方になれば頼たのもしい存在だ。コンラッドと対峙し、両者睨にらみ合っているにもかかわらず、彼は余裕の腕うで組ぐみでにやりと剛ごう胆たんに笑っていた。


「よう、聞いたぜ。お前は蜘蛛野や郎ろうなんだってな。しょぼい能力だから人間に媚こび売って生きてんのか？　ダサすぎだろ」


　自分の能力のほうが上だと確信し、ロドリクはコンラッドを見下して嘲あざ笑わらう。


　対し、コンラッドは無言だ。格上を前にして、身構えているだけで精せい一いつ杯ぱいなのか。相手が何も言い返さないことに気をよくしたロドリクは、さらに口が滑なめらかになる。


「俺の能力は《雷鷲ワキンヤン》だ。ひょろひょろの糸しか操れないお前が、俺の雷撃に勝とうってのか？　笑わせ──おぅ!?」


　口上の途と中ちゆうでロドリクは奇き妙みような声を上げ、宙返りするような勢いで後ろ向きに思いっきり転んだ。足と頭の位置が一いつ瞬しゆんで入れ替かわり、ごちっと鈍にぶい音がして、足を上にしたまま飛び上がっていく。


　いや、飛んだのではない。両りよう脚あしに絡まった蜘蛛の糸が、ロドリクを木の枝に宙づりにしたのだ。


　ロドリクは腕も金色の翼もだらりと垂らして、完全に目を回している。さっき聞こえた鈍い音は、後頭部を地面にぶつけた音だったらしい。


「……どんなに強い能力を持っていようと、有効に使える知ち恵えがなければ意味がない、か」


　ロドリクを宙づりにした張本人であるコンラッドは、こんなに簡単に倒せるとは思っていなかったのか呆あきれたようにつぶやいた。


　振り子のように揺れるロドリクを見て、アルトゥールも脱だつ力りよくして言う。


「ユズカ、さっき言ったことは忘れてくれ」


「大丈夫です。聞いてませんでしたから」


　そう答えつつ、揺れるロドリクを見るユズカの目は冷ややかだった。


　期待はずれもいいところのロドリクはあとで助けるとして、今は目の前の問題を解決しなければ。


　最優先にすべきはユズカの安全を確保することだが、ここで一いつ旦たん退たい却きやくしてしまうのは躊躇ためらわれた。本来の目的である、リートのマテリエ──ステファニアの奪だつ取しゆがまだなのだ。もしも今退いて、次の機会があるかといえば、それは困難だろう。


　ならば今ここでコンラッドを下し、ステファニアの引き渡わたしを要求するしかない。


「一応訊いてみるけど、ステファニアを解放するつもりはないか？」


「君たちの目的が何かは知らないが、それは私に言われても困るな。もっとも、旦だん那な様があれを手放すとは思えない。私はただ、バルトリ家の財産を守るだけだ。私の給きゆう与よはそこから出るのでね」


「ステファニアはただの贋人ギニヨルじゃない。抜ぬけ殻がらになった肉体に、別人のマテリエを入れて無理やり動かしてるんだ。今は普ふ通つうに過ごせていたって、いつ不具合を起こして暴走するかもわからない。そうなったら誰だれがステファニアを止める？　お前もバルトリ家の人間も、劇場に集まってた連中みたいになるかもしれないんだぞ？」


　ディニタから聞いた話を伝え、相手の反応を窺うかがう。けれどコンラッドは片かた眉まゆを動かしただけで、動どう揺ようする素そ振ぶりも見せない。


「詳くわしいな。中身が違ちがうことまで見み抜ぬくなんて、誰の入れ知ぢ恵えだ？　──まぁ、関係ないか。君たちのマテリエを手に入れれば、バルトリ家の資産が増える。仮に『ステファニアお嬢じよう様さま』が使い物にならなくなっても、新しい『お嬢様』を仕入れる資金にはなるだろう」


　コンラッドはアルトゥールのことも贋人ギニヨルだと思っているようだ。ここへ来る間、ミヌーが教えてくれた情報によると蜘蛛の糸を通じて微かな振しん動どう──鼓こ動どうさえも関知するらしい。アルトゥールは先に能力を見せているから、調べるまでもないと考えているのだろう。


　音もなく忍しのび寄ってきては絡まりつく糸。ロドリクの時もそうだったが、細すぎて視し認にんできない糸が急に寄り集まって縄なわのように頑がん丈じようになるというのは厄やつ介かいだ。一瞬の油断で、ロドリクの二の舞まいになる。


「じゃあ、最後にもうひとつ。ステファニアの本来のマテリエがどこにあるか、知らないか？」


「さてね。あれはもともと《スターダスト》に襲おそわれてマテリエを抜き取られていたものを、警察の遺体安置所から横流しされたものだよ。シローフォノ軍は肉体ごとマテリエを回収するらしいからね。だから《スターダスト》の手元にあるんじゃないかな。贋人ギニヨルの存在を知る人間が襲って奪った可能性もあるし、そうやって奪われたマテリエが売買されることもあるけど稀まれだよ。だからこそ高値がつく。──時間稼かせぎはそろそろ良いかな？　何か大きなものがこっちに向かって走ってくるね。車みたいだな。これ以上相手が増えるとさすがにきつい。先に君たちのマテリエを貰もらうとしよう」


　森の中にも糸を張り巡めぐらせているのか、ディニタの運転する自動車の接近に気づいたようだ。時間稼ぎのつもりはなかったが、これ以上話を聞き出せそうにはない。リートのマテリエを取り戻もどした後、ステファニアに本来のマテリエを返すための情報がもっと欲ほしかったのだが……。


　コンラッドの手が軽く動いたのを見て、アルトゥールはユズカを背後に庇かばって身構える。だが、見えない糸が相手ではどこに注意を向けていいのかわからず──


「アルトゥール、上です！」


　背後にいるユズカの声に、アルトゥールは頭上を仰ぐ。月明かりを反射して光るナイフが垂直に降ってくるのが見えた。


　しまった、と思った瞬間、ナイフは何かに弾かれて軌き道どうが逸それる。ユズカが氷の矢を飛ばし、防いでくれたのだ。弾かれたナイフは何かに引っ張られるように、コンラッドのもとへ戻っていく。糸で操っているのだ。


　獲え物ものを搦め捕るだけの能力ではないらしい。ユズカの援えん護ごがなければ危なかった。


「すまん、ユズカ。助かっ……」


　言いかけた礼は途中で途と切ぎれた。足もとに違い和わ感を覚えたからだ。視線を落としてみると、そこにはいつの間にか絡まりつく蜘蛛の糸。


　ぞわりと全身に悪お寒かんが走り、アルトゥールは慌あわてて両手を合わせた。


「来い、《炎龍ヴイーヴル》！」


　左手から抜き放った、炎ほのおを纏まとう剣けんで糸を断たち切る。寄り集まり、縄になりかけていた糸は儚はかなく燃え上がって散った。


　糸で凶きよう器きを操り、そちらに相手の気を引きつけて糸で搦からめ捕とる。やり方は単純だが対処は難しい。目の前に武器が飛んできたらそちらに目がいくのは当然で、その隙すきに足をすくわれる。


　だったら、一撃で仕留めるしかない。


　抜き出したばかりの《炎龍ヴイーヴル》を、左手に突つき立てて収めた。そしてすぐさま、再び両手を合わせる。呼び出すのは《七キ頭リ龍ム》第二の剣──


「来い、《飛龍リンドブルム》！」


　振ふり抜いた右手が握にぎる、青い刀身の長剣。それを目にしたコンラッドは危険を察知したのか、警けい戒かいして身構えた。糸に操られた複数の凶器が、切っ先をアルトゥールに向ける。


　それでも構わずアルトゥールは《飛龍リンドブルム》を振るった。


　唸うなる青い刀身。そこから弾はじき出されるのは、弧こを描えがく風の刃やいば。襲い来る凶器をなぎ払はらい、風の刃はコンラッドへと向かっていき──コンラッドの姿が、闇やみ夜よにまぎれて消えた。


「逃にげられた!?」


　獲物を捉とらえることなく、枝葉を落としながら虚こ空くうに飛び去った風の刃を見送ってアルトゥールは歯は嚙がみした。どこへ逃げたか、辺りに視線を走らせるが姿は見えない。


「あの糸で、自分を吊つり上げて樹きの上に隠かくれたようです」


　よろけながら立ち上がったユズカが、アルトゥールと背中合わせになりながら教えてくれた。


　糸そのものの力は弱くても、使い道は思った以上に豊富らしい。


「ユズカ、もう立っても平気なのか？」


「はい。本調子とはいきませんが……。能力を使うぶんには支障ありません」


　傷がほとんど治っていたとしても、血の跡あとはそのままで見た目は痛々しい。それに、まだ疲つかれは残っているようだ。無理はさせられない。


「さっきみたいに、飛んでくる武器を払ってくれ。俺はどうにかしてロドリクを叩たたき起こす。相手が隠れてるなら、あいつの目が必要だ。援護してくれ」


「わかりました」


　背後でユズカが頷うなずく。


　それを受けてアルトゥールは駆かけ出した。目標は、樹に吊り下げられてまだ目を回しているロドリクだ。隠れている獲物を見つけ出す猛もう禽きんの目が、今はどうしても必要だった。


　走り出すと同時、案の定複数の方向から不規則な動きでナイフの群れが飛んできた。だが、アルトゥールは構わず駆けた。背後からの援護を信じて。


　飛び来る凶きよう刃じんの群れ。それらは悉ことごとく、アルトゥールに届く直前で氷の矢に弾かれて、あらぬ方向へ飛んでいく。


　背中をユズカに守られて、アルトゥールは加速した。ロドリクはかなり高い位置に吊られている。普通に飛び上がった程度では、手も届かないだろう。かといって《飛龍リンドブルム》の風刃で外せば、ロドリクがただでは済まない。


　だから助走をつけ、全力で走った。そして手にした《飛龍リンドブルム》を振り上げ、風刃を撃うち出す──地面に向かって。


　助走の勢いに加え、地面に叩き付けた風の力で高く飛び上がった。そしてロドリクを吊っている糸を断ち切るため、青い刀身の剣を振りかぶり……すべての動きが、空中で止まった。


　見えない柔やわらかな壁かべにぶつかったような感かん触しよく。だけど体は地面に落下することなく、重力に逆らって宙に留とどまっている。しかも、剣を振りかぶった姿勢のままで。


「アルトゥール!?」


　地上からユズカの声が届く。時間が止まったような錯さつ覚かくを覚えたが、止まっているのはアルトゥールだけのようだ。首だけをなんとか強ごう引いんに動かし、振り返ってみると駆け寄ってくるユズカの姿が見えた。アルトゥールは慌てて声を張り上げる。


「ユズカ、来るな！」


「で、ですが……」


「だめだ、来るな！　お前まで捕つかまる！」


　その言葉に、ユズカはぐっと唇くちびるを嚙かんで立ち止まった。アルトゥールの身に何が起きているのか、彼女も理解したのだ。


　考えてみれば、これがコンラッドの能力の最も正しい使い方である。


　アルトゥールを捕とらえたのは、巨きよ大だいな蜘く蛛もの巣だった。


　おそらく、ロドリクを吊り上げると同時にこの巣を張っていたのだろう。仲間を助けようと寄ってきたら、自ら罠わなに飛び込むように。


　なんとも無様だ。早々に捕まったロドリクのことを馬ば鹿かにしていられない。


　どうにか脱だつ出しゆつしようと、もがく。けれど余計に絡からみつくばかりだ。ただ、暴れたために巣全体が揺ゆれ、月明かりに糸が照らされて微かすかに煌きらめくのが見えた。巣がどこまで張られているのか、大まかではあるが視認できる。どうやら吊られているロドリクの前面に、人間一人をすっぽり包めるような大きさの巣を張っていたようだ。そこに真っ正面から飛び込んでしまったのだから情けない。


「動かないでください、アルトゥール。今、糸を切って……」


　煌めく糸は地上にいるユズカにも見えたようだ。氷の矢を空中にずらりを並べ、狙ねらいをつける。けれど、それを阻そ止しするように彼女めがけて複数のナイフが飛んできた。ユズカは目標を変え、氷の矢でそれを叩き落とす。


　相手が姿を隠しているために、ユズカからは攻こう撃げきできず守り一いつ辺ぺん倒とうだ。これでは埒らちがあかない。


　それに、ユズカはまだ疲れが残っている。このまま再び体力と集中力を削けずられ続ければ、彼女も糸の餌え食じきになってしまう。


　身動きできないまま、ただ見ているしかできないなんて、嫌いやだ。


　なんとかして現状を打破しなければいけない。その一心で、アルトゥールは目の前で逆さ吊りになっているロドリクへ向かって叫さけんだ。


「おい、いいかげん起きてくれ！　お前の目がないと反撃できないんだよ！」


　かなり大声で叫んだのに、ロドリクは白目を剝むいたまま反応を見せない。こんな状じよう況きようでなければ笑ってしまいそうな面おも白しろい顔なだけに、尚なおのこと腹が立つ。


「あぁ、もう！　役に立たない！　羽根全部毟むしるぞこの野や郎ろう！」


　自分も捕まっているのを棚たなに上げ、アルトゥールは苛いら々いらをロドリクにぶつける。しかしまったく起きる気配がない。


　やはり自分で脱出するしかないのか。そう思ってもがいてみても、手足はどんどん動かなくなる。このままではユズカが……。


「きゃあっ！」


　焦しよう燥そう感が募つのった、まさにその時だった。ユズカの甲かん高だかい悲鳴が聞こえて、地上を見てみると、糸に手足を搦め捕られた彼女が地面に引き倒たおされていた。凍こおらせて砕くだいても、次々にまとわりついてユズカの華きや奢しやな体を拘こう束そくしようとする。


「ユズカ！　くそっ……！」


　歯を食いしばって、せめて《飛龍リンドブルム》を握る右手だけでも動かそうと試みる。けれど、どうやっても身動きが取れない。余計にきつく糸が絡まるだけだ。


　文字通り手も足も出ない状況の中、動きが鈍にぶってきたユズカに四方八方からナイフが飛んでくる。ユズカは氷で盾たてを形成し、それらすべてを防いだが、その隙に忍しのび寄った糸が彼女の細い首に絡みついた。そして、ロドリクと同じように樹上へ引っ張り上げようとして──


「ユズ……！」


　叫びかけたアルトゥールの眼前で、首を引っ搔かいて苦しがるユズカの体が一いつ瞬しゆんだけ宙に浮ういた。だが、ほんの一瞬だけだ。暗くら闇やみの中、何者かの影かげがユズカの側そばを横切った瞬間、彼女の細い体が地面に落ちて倒れ伏ふす。


　何が起きたのか、わからない。だが次の瞬間、その何者かはアルトゥールめがけて駆け寄り、跳とび上がった。人間ではあり得ない跳ちよう躍やく力りよくで、アルトゥールの目の前に現れたのは──


「さっきコート貸してくれたお礼ね」


　星が飛び出しそうなウインクとともにそう言って、《妖猫アダンダラ》のミヌーは鋭するどい爪つめで蜘蛛の糸を切り裂さいた。自由になったアルトゥールは彼女と並んで地上に帰き還かんし、着地する。


「すまん、助かった！　ついでにロドリクも下ろしてやってくれ！」


　駆けつけてくれたミヌーにそう言い残し、アルトゥールは倒れて咳せき込んでいるユズカに駆け寄った。ミヌーは嘆たん息そくして肩かたをすくめ、逆さまになって白目を剝いている金色の若者を見上げる。


「あたしはこのままで良いと思うんだけど……。しょうがないわね」


　不満そうにしながらも、ミヌーは軽々と跳び上がって爪を振るった。宙返りして綺き麗れいな着地を決めた彼女のすぐ隣となりに、べちゃっと墜つい落らくするロドリク。致ち命めい傷しようになったのではないかと思ったが、金色の翼つばさはぴくぴく動いている。だったらきっと大だい丈じよう夫ぶだ。


　あちらはミヌーに任せて、アルトゥールはユズカを支え起こす。


「ユズカ、大丈夫か？」


「はい、どうにか……。ミヌーのおかげで助かりました」


　まだ首に巻き付いている糸を解きながら、ユズカは答えた。新たに傷は作っていないようだ。それを確かく認にんし、アルトゥールは安あん堵どする。


　そこへ、何かが近づいてくる音が聞こえた。自動車のエンジン音とタイヤが土を踏ふむ音。


　木立の間からヘッドライトの明かりが届き、黒い車体がアルトゥールたちの前に滑すべり込んできて停車した。その運転席から出てきたのはディニタだ。


「よかった、全員無事のようだね」


　ざっと見み渡わたし、ディニタは言う。倒れてぴくついているロドリクを無事と見なすのであれば、その通りだろう。


「よくここがわかったな」


「雷かみなりが見えたから、その方角に向かって走ってきたんだ。あとはミヌーが音を拾ってくれた」


　ディニタの答えに、アルトゥールは納なつ得とくした。最初にロドリクが放った雷らい撃げきが目印になったというわけだ。


　さり気なく役に立っていた当の本人を見やると、ようやく目が覚めたのかロドリクは後頭部を押さえながらゆっくりと起き上がる。


「いてて……。なんか全身痛いぞ、どういうことだ？　──って、あれ？　あの蜘蛛野郎はどうした？　倒したのか？」


　そう言いながら、きょろきょろと辺りを見渡すロドリク。


　言われてみれば、ミヌーとディニタが現れてから攻撃が止まっている。ロドリクも目覚めたことで、分が悪いと判断して逃げたのだろうか。


「屋や敷しきに逃げ戻もどったんなら、ステファニアを別の場所に隠されるかもしれないな。せっかくユズカがこんなになるまで頑がん張ばってくれたのに……」


　いくら回復力に優すぐれる贋人ギニヨルだって怪け我がをすれば痛いのだ。疲れ果て、座り込んでいるユズカが流した血が全部無む駄だになってしまう。コンラッドを取り逃にがしたばっかりに。


　しかし、そんなアルトゥールの言葉をミヌーが否定した。


「いいえ、なーんかこそこそした音が聞こえるわよ。ネズミちゃんかしら？」


　猫の耳をぴんと立て、うねる蛇へびのように尻しつ尾ぽを揺らしながら音の出所を探さぐり……じっと、ある一点に目を向ける。


　皆みなの視線も自然とそちらに向いた。だが、暗い中では何も見えず──


「そこだっ！」


　突とつ然ぜんロドリクが声を上げ、電流を纏まとう金色の羽根を樹上に飛ばす。枝葉を焼き切りながら暗闇の中に羽根は消え、その直後、鋭い悲鳴とともに何かが落ちてきた。


「さっきはよくもやってくれたな。全身ばきばきに痛いぜちくしょう」


　足首に羽根が突つき刺ささり、痺しびれて立てないコンラッドを睨にらみ下ろしながらロドリクは言う。全身痛いのはミヌーが無茶な下ろし方をしたせいだが、本人はまったく気づいていないようだった。ミヌーはしれっとした顔で口笛なんか吹ふいているし、話がややこしくなりそうなので黙だまっておくほうが吉きちだろう。


「さて、選んでもらおうか。俺の雷撃を浴びるのと、ステファニアを渡わたして仕事をクビになるのはどっちが良い？　言っておくが俺は男には容よう赦しやしねぇぜ」


　ロドリクの金色の目が鋭く光る。コンラッドに向けた右手の指の間にはぱりぱりと弾はじける音を立てて電流が迸ほとばしっていた。


　コンラッドは無言でロドリクを睨み上げる。けれど、すぐに観念したようにため息を零こぼし、何かを言おうと口を開き──


「ちょっと待って。誰だれか来る」


　猫の耳を片方ぴくりと動かし、ミヌーが森の奥をじっと見つめて言った。その直後、携けい帯たい電灯を持って現れたのは二つの影。


「我が家の庭がずいぶん騒さわがしいと思ったら、こんな時間にお客様が来ていたのか」


　アルトゥールたちの姿を見てそう言ったのは、高級そうなスーツに身を包んだ恰かつ幅ぷくの良い中年男性。バルトリ家の当主だった。


　けれどそれよりも、その傍かたわらにいるもう一人の存在が全員の目を引く。


「ステファニア……!?」


　予想していなかったその少女の姿に、アルトゥールは驚きよう愕がくの声を上げた。


　亜あ麻ま色の長い巻き毛。金色の刺し繡しゆうを施ほどこしたブラウンのドレス。そして、感情のない虚うつろな瞳ひとみ。


　歌うた姫ひめステファニア・バルトリだ。


「おや、うちの娘むすめをご存じですかな？　もしや歌を聴ききに？　だが、あまり嬉うれしそうには見えませんな。それに何人かは人間ではないとお見受けする」


　髭ひげの生えた口元で、にやりと笑う当主。


　ロドリクは金色の翼を出したままだし、ミヌーには猫の耳と尻尾が生えている。そしてアルトゥールは《飛龍リンドブルム》を手にしていて、これを普ふ通つうの客人だと思うほうが無理だろう。


　だが、当主は恐おそれる素そ振ぶりすら見せない。贋人ギニヨルというものの存在を、知っているからだ。


　目の前に現れたステファニア。その姿に皆が気を取られていた隙すきに、電流の痺れから脱だつしたコンラッドが勢いよく立ち上がって当主のもとへ駆かけ出す。


「あっ！　こら、待て！」


　慌あわててロドリクが雷撃を放とうとしたが、ステファニアの側に傅かしずくような素振りでコンラッドが彼女を盾にしたため、ロドリクは舌打ちして電流迸る右手を下ろした。


「旦だん那な様、彼らは贋人ギニヨルです。理由は不明ですがステファニアお嬢じよう様さまの引き渡しを要求しております」


　先ほどは降参しかけていたのに、やはり主人の持つ財産が魅み力りよくなのか、あちらに付くようだ。


　コンラッドの言葉を聞いた当主は、愉ゆ快かいげに目を細めた。


「どこぞの誰かが、うちの歌姫を妬ねたんで欲ほしがっているのかな？　複数の贋人ギニヨルを抱かかえるとはそれなりの家なのだろうが……ん？」


　全員を舐なめるように眺ながめていた当主の視線が、ある一点で止まる。


　その目がまじまじと見つめるのは──ディニタだ。


「これは、なんということだ！　シローフォノ軍が追っている逃とう亡ぼう犯はんのディニタ・イングリスではないか！　表向きは軍の機密文書を盗ぬすんで逃げたということになっているが、本当は複数のマテリエを持って逃とう走そうしたと聞いているぞ。マテリエは今も持っているのか？」


　興奮気味にそう言いながら、物欲しそうに右手を差し出す。ディニタが持っている、未使用のマテリエを寄よ越こせと言わんばかりに。


　その手を無視し、ディニタは静かな声で告げる。


「ステファニアの中にあるマテリエは《魅歌ローレライ》。もとは別人のものだ。適合しない肉体に別人のマテリエを入れて使用し続ければ、いずれ破は綻たんを来きたす。私はそんな《魅歌ローレライ》は見たくない。そうなる前に、《魅歌ローレライ》を……リートを返してほしい」


　眼鏡の奥の瞳が見つめるのはステファニアの姿。


　彼女を奪だつ取しゆした後は、その体からマテリエを取り出してリートに戻さなければいけない。仕方がないことだとしても、ステファニアへの罪悪感は捨てきれないのだ。


　ディニタが要求に応じないと悟さとったのか、当主は肩をすくめる。


「贋人ギニヨルは人間よりずっと丈じよう夫ぶだ。元専門家の貴様なら、それくらい知っているだろう？　中身が違ちがったところでそう簡単に壊こわれるものか。──その贋人ギニヨルたちは貴様の兵隊といったところかな？　犯罪者が何を企たくらんでいるかは知らんが、ステファニアは渡さん。これにはまだまだ稼かせいでもらわねばならんからな。それに、何ヶ月も先のチケットまで完売しているんだ。国外公演の予定もある。今さら白紙には戻せん」


　ディニタの忠告をまったく聞き入れようともせず、当主は鼻で笑った。そしてスーツの胸ポケットから、二枚の紙切れを取り出す。そこには、どこかで見たような不思議な模様が描えがかれていた。


「あれは……!?」


　その紙切れに反応したのはディニタだった。そして彼の反応を見み越こしていたように、当主は笑う。


「かの島国から高額で取り寄せた、怪精フアンタズマの力を無効化する呪じゆ符ふだ。彼らの真ま似ね事ごとしかできん貴様ら研究者では、ここまで強力な呪符は作れんだろうな」


　手に持った紙を見せつけるように当主は掲かかげ持つ。ただの紙にしか見えないものだが、ディニタは焦あせったように声を張り上げた。


「みんな、気をつけるんだ！　あの呪符に拘こう束そくされると、怪精フアンタズマと同じ力を持つ君たちもただでは済まない！」


　呪符と呼ばれる紙切れ。たしか、ディニタが見せてくれた『力を宿す言葉』を記した紙のことだ。あの時のものは触ふれると軽く火傷やけどする程度の力だったが、ディニタの慌てぶりを見るに、あれの比ではないとわかる。


　すぐさまアルトゥールは《飛龍リンドブルム》を構えた。


　ユズカは氷の槍やりを形成。


　ロドリクは両手に電流を迸らせ。


　ミヌーは半はん獣じゆうへと姿を変える。


　呪符は二枚。こちらは四人。所しよ詮せんは紙なのだから、破くか焼いてしまえば良いのだ。四人でかかればどうにかなる。たとえどんなに道具が強くたって、扱あつかうのはただの人間だ。


　当主の手元が動き、全員警けい戒かいを強める。誰に向かって飛んでこようと打ち落とすために。


　だが、その警戒を嘲あざ笑わらうように当主は奇き妙みような行動を見せた。


　呪符を、自身の両耳に貼はり付けたのだ。


「おっさん、何やってんだ……？」


　訝いぶかしげな声を上げたのはロドリクだ。皆の気持ちも一いつ緒しよだった。


　しかし一いつ瞬しゆんの間を置いて、何かを悟ったらしいディニタが再び声を上げる。


「まさか……!?　みんな、耳を塞ふさぐんだ！」


「旦那様、おやめください！　どうか！」


　ディニタの言葉に、ずっとステファニアを盾たてにしていたコンラッドの叫さけびが重なる。


　けれど無む慈じ悲ひな主人はそんな懇こん願がんなど受け入れず、指揮者のように片手を振ふり上げた。


「歌え、ステファニア！　曲は『亡ぼう霊れい姫ひめの嘆なげき』！」


　号令が下される。その直後、今までじっと佇たたずんでいたステファニアが動いた。両の目を閉じ、軽く上を向いて唇くちびるを開き──大気を震ふるわせるような音の奔ほん流りゆうが、華きや奢しやな体から解き放たれる。


「やぁっ!?　痛い！　耳が痛い！」


　音が質量をもってぶつかってくるような、凄すさまじい歌声。たまらず皆がうずくまる中、最も苦しげな声を上げたのはミヌーだ。優れた集音能力を持つ猫ねこの耳には、人間の何倍もの衝しよう撃げきがあったに違いない。彼女はすぐさま半獣の姿を解き、耳も人間のものへと戻もどしたが顔面は蒼そう白はくになっている。


　それに、ただの音の力だけではない。ステファニアの唇が奏かなでる旋せん律りつは、頭の中を引っかき回しながら黒く塗ぬり潰つぶしていくような、怨えん嗟さに満ちた慟どう哭こくの歌だった。


　この旋律は知っている。有名な歌劇で終しゆう盤ばんに歌われるものだ。婚こん約やく者しやに裏切られて心を病やんで死んだ娘が亡ぼう霊れいとなり、婚約者の新しい恋こい人びとを呪のろい殺す恨うらみ歌。


　どす黒く濁にごった感情の渦うずが、悪意をもって獲え物ものを飲み込もうとする。立ち上がる力さえ削そぎ落とすこの歌声こそが、《魅歌ローレライ》の能力なのだ。


　アルトゥールは《飛龍リンドブルム》を地面に突き刺して体を支え、なんとか耐たえる。けれどユズカは歌に宿る恨みの念に怯おびえたのか、震えて倒たおれてしまった。


「ユズカ！　しっかりしろ！」


　呼びかけてみるが、苦く悶もんの表情を浮うかべて何も答えない。


　皆みな、防ぎきれない音の力に圧あつ倒とうされていた。ロドリクも耳を塞いで歯を食いしばっている。


　そして執しつ事じのコンラッドさえも、地に伏ふせて頭を抱えていた。この場で余よ裕ゆうを持って立っているのは、呪符に守られているバルトリ家当主ただ一人だ。


「リート！　歌をやめるんだ！　私がわからないか!?　リート！」


　膝ひざをつき、耳を塞ぎながらも、ディニタは必死でステファニアに……いいや、《魅歌ローレライ》リートに呼びかける。彼女の中にあるリートのマテリエに声が届けば、この憎ぞう悪おに満ちた歌をやめさせられると思ったのだろう。


　けれど、リートは二等星スケアクロウ。たとえディニタを覚えていたとしても、彼の声を懐なつかしむ感情というものがリートにはない。


　そう、彼女には感情がないのだ。なのに、この激情の歌。もしも彼女が三等星ペトルーシユカであれば、一声聞くだけで命を奪うばわれていたかもしれない。


　ステファニアの声量は更さらに上がる。夜空の月さえその声で叩たたき割ってしまおうというような、慟哭の音色。


　誰もが身動きもできない音の奔流の中、悠ゆう然ぜんと佇む当主は懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出した。そしてその銃口を、倒れ伏すユズカに向ける。


「贋人ギニヨルといえど、頭を撃うち抜ぬけば無事では済むまい。一度にこれだけの数のマテリエが手に入るとは、私もなかなか運が良い」


　全員殺してマテリエを奪うつもりだ。


　だけど、そんなことはさせない。させるものか。


　耳の奥へ釘くぎをねじ込まれているような音の暴力に耐え、アルトゥールは《飛龍リンドブルム》を構えてユズカの前へ立ちふさがる。顎あごが砕くだけそうなほど歯を食いしばって、風の刃やいばを打ち出すために振りかぶり──破は裂れつ音おんが聞こえたと同時に、《飛龍リンドブルム》を通じて衝撃が腕うで全体に伝わった。銃じゆう弾だんが刀身に当たったのだ。普ふ段だんなら耐えられるような衝撃だったが、ぎりぎりの力で立っている状態では手の力も緩ゆるんで《飛龍リンドブルム》は弾はじき飛ばされてしまう。


「いってぇ……」


　伝わった衝撃で手が痺しびれる。弾き飛ばされた《飛龍リンドブルム》は、普通の剣けんであれば刀身が折れていただろうが無傷のまま宙を舞まい、風の龍りゆうとなってアルトゥールのもとへ戻ってきて体に潜もぐり込んだ。


　腕の痛みを堪こらえ、もう一度呼び出すためアルトゥールは両手を合わせる。


　その時だった。ステファニアの声が泣き叫ぶような激しい旋律を奏でてアルトゥールは膝をつく。倒れている暇ひまはないと、必死に顔を上げ──今まで余裕をもって口元に笑えみさえ浮かべていた当主の表情に異変が生じたのを見た。


　皺しわが深く刻まれた顔が青ざめる。それと同時に、両耳へ貼り付けた呪符に亀き裂れつが走った。当主は慌あわてて両手で呪符を押さえたが、ぼろぼろにちぎれた紙の破は片へんが指の隙すき間まからこぼれ落ちる。


「《魅歌ローレライ》の能力が呪符の力を破った……!?」


　ステファニアの歌声に搔かき消されそうになりながら、ディニタの声が聞こえた。


　怪精フアンタズマの力さえ無効化するはずの呪符を、贋人ギニヨル……それも二等星スケアクロウと呼ばれた《魅歌ローレライ》が打ち破ったのだ。


「ええい、もう良い！　歌をやめろステファニア！」


　苦悶の表情で当主は命じる。


　しかし、歌は止やまない。それどころか、更に歌声が大きくなっていく。音に揺ゆさぶられた周囲の木立が、ざわざわと鳴いて葉を落とすほどに。


　とうとうアルトゥールも耳を塞いでうずくまった。ユズカは倒れ伏したまま動かず、ロドリクとミヌーも苦しげに呻うめきながら音の嵐あらしに耐えている。ディニタはリートのマテリエに何度も呼びかけるが、もう大声を出す気力も失われているのかステファニアの歌に搔き消されて、彼の声は聞こえない。


　明らかにステファニアは暴走していた。贋人ギニヨルの肉体に、別人のマテリエを入れて強ごう引いんに動かし続けた結果だ。今のステファニアは誰だれの命令も聞かなくなっている。


「黙だまれ！　黙れと言っているのがわからんのか、この化け物が！」


　贋人ギニヨルがそう簡単に壊れるはずがないと高をくくっていた当主は、叫びながら振り上げた拳銃をステファニアの頭に叩き付けた。


　けれど、それでもステファニアは歌をやめない。殴なぐられ、頭から血を流しても、目を閉じて愛あい憎ぞうの歌を絶唱する。一番近くでその声を聞かされた当主は仰あお向むけに倒れてのたうち回った。ステファニアを盾にしていたコンラッドも、彼女の側そばから動くことさえできず頭を抱かかえて耐えている。


　もう誰もステファニアを止められない。


　だけどこのままでは、全員が亡霊姫の歌に殺される。


　どうにかしてステファニアの歌をやめさせなければ。とはいえ、あの歌が響ひびいている限り誰もまともに動けない。近寄ることさえ困難だ。


　それに、《炎龍ヴイーヴル》や《飛龍リンドブルム》ではステファニアを傷つけてしまう。能力は使えない。


　八方ふさがりの中、ユズカの声がアルトゥールに届く。


「……メリッサ」


　苦痛の中で幻まぼろしでも見ているかのように、虚こ空くうに手を伸のばすその姿。


　メリッサはただ眠ねむっているだけだ。必ず目覚めさせてみせる。だけど、このままではユズカまで長い眠りの世界へ連れて行かれて、二人は戻ってこないような気がして。


　ユズカをこの世に繫つなぎ止めるために、アルトゥールは祈いのるように両手を合わせて、そして──


「来い、《白光龍グランド・ヴイテス》！」


　振り抜いた右手が握にぎっていたのは、刀身も柄えも白く輝かがやく両もろ刃はの剣つるぎだった。


《七キ頭リ龍ム》第三の剣。握った瞬間、本能のように剣がその力を教えてくれる。その導きに従ってアルトゥールは『その時』を待った。


　ステファニアは歌い続ける。『亡霊姫の嘆き』を楽がく譜ふの通り、一節一節丁てい寧ねいに。


　そして歌には、必ず一瞬の間かん隙げきがある。


　甲かん高だかいビブラートのその直後、ステファニアは大きく息いき継つぎをした。


　その瞬間、アルトゥールは地面を軽く蹴けって前へと飛び出す。


　それだけで良かった。充じゆう分ぶんだった。たった一蹴りで一瞬にしてアルトゥールはステファニアの眼前に迫せまり、《白光龍グランド・ヴイテス》の柄を彼女の鳩尾みぞおちに叩き込む。


　手加減はした。コルセットをした腹部は硬かたく、弱すぎたかと思ったが少女の体は[image: ]くずおれてアルトゥールの腕の中へ倒れ込んでくる。それをしっかりと受け止めて、再び地面を蹴って元いた場所へと舞まい戻った。


　歌が止やみ、しんと静まりかえった夜の森。目を閉じてぐったりと気を失っているステファニアと、彼女を片かた腕うでで抱えるアルトゥールを皆が啞あ然ぜんと見つめていた。


「おい、お前……どうやってそれ回収した……？」


「てゆーか、一瞬消えたように見えた……」


　恨み歌から解放されたロドリクとミヌーが、恐おそる恐るといった様子で訊たずねてくる。何が起きたのか、誰にも見えなかったようだ。


「あぁ、それは──」


　答えようとしたアルトゥールだったが、言葉はそこで途と切ぎれた。膝から力が抜けて仰向けに倒れたから。


　手にしていた《白光龍グランド・ヴイテス》は放ほうり出され、白い光の瞬またたきとなってアルトゥールの体内に戻った。そして倒れた拍ひよう子しに、抱えていたステファニアの肘ひじが偶ぐう然ぜんにも鳩尾に入ってアルトゥールは声にならない悲鳴を上げる。まるでさっきの仕返しをされた気分だ。




[image: ]


「アルトゥール、大だい丈じよう夫ぶかい？」


　小走りに駆かけ寄ってきたディニタが、ステファニアをアルトゥールの上から抱だき起こしつつ訊ねてくる。


「……いや、ちょっと、無理かも……。体中の血管が破裂したのかってくらい、すっげぇ痛い……。でも、俺のことはいいんだ。ユズカは……？」


「意識はないけど、呼吸は安定してるから大丈夫よ。でも、あともう少し歌が続いてたら、あたしもヤバかったかも。──で、さっきのはなんなの？」


　ユズカの様子を確かく認にんしたミヌーが教えてくれた。それを聞いて安心し、彼女の疑問に答える。


「俺の能力……《七キ頭リ龍ム》三つめの能力だよ。すごい速さで動ける能力だってことは剣が教えてくれてわかったけど、ちょっと想像以上だったな。体が速さに耐えきれなくて、あの一瞬だけで体中の筋肉が限界だ……」


「すごい速さで、って……。あれ、消えたわけでも瞬間移動でもないのか」


　恐ろしいものを見るような目をして、ロドリクが唸うなる。自分では足が速くなったような感覚だったが、周りからはそのように見えていたらしい。まさに、光が瞬く一瞬のみ使える剣だ。


　仰向けに倒たおれ、動けないアルトゥールをディニタは困こん惑わく顔がおで見下ろす。


「君のおかげで助かった。でも、あまり良い傾けい向こうではないね。もともと人間の君が、能力を使いすぎるのは……」


　そういえば、以前忠告された。つい最近まで使える能力が《炎龍ヴイーヴル》だけだったのは、体を守るために自己防衛の制せい御ぎよが働いているのだ、と。もしもすべての制御が外れてしまったら、この身がどうなるかわからない。だけど──


「ユズカがあんなに苦しんでたのに、出し惜おしみなんかしてられるか」


　言ってやると、皆に揃そろって呆あきれた顔をされてしまった。


　誰がどう言おうと、それが自分のやり方だ。持っているものを使わずに、大切なものを失ってしまったら、悔くやんでも悔やみきれない。


　首だけ動かしてユズカの様子を見る。ステファニアの歌に怯おびえていた姿は今はなく、穏おだやかに眠っているだけに見えた。静かな寝ね息いきも聞こえて、心底ほっとする。彼女はどこにも連れて行かれていない。ここにいるのだ。


　だが、安心していられたのはその時までだった。


「この、化け物どもめ……！」


　丁寧に整えられていた頭とう髪はつがすっかり乱れ、高級そうなスーツも泥どろだらけにしたバルトリ家当主が身を起こしながら憎にく々にくしい唸り声を上げた。のたうち回った際に放り出していた拳けん銃じゆうを拾い、震ふるえる手で銃口をこちらに向ける。


　それを見てすぐに動いたのはロドリクとミヌーだ。ミヌーは倒れたままのユズカを守るために駆け寄り、ロドリクは皆みなの先頭に出て金色の翼つばさを盾たてのように広げる。その全身に、電流を迸ほとばしらせて。


「撃ってみろよ。たかが鉛なまり玉だま、俺の電流で弾はじき返してやる」


　派手な音と電光を弾けさせ、威い嚇かくしながらロドリクはにやりと笑う。


　その迫はく力りよくに気け圧おされた当主は銃口をわずかに下げて後あと退ずさった。そして額に汗あせの玉をびっしり浮うかべながら、まだうずくまったままのコンラッドへ叱しつ責せきを飛ばす。


「何をしている、コンラッド！　早くステファニアを取り戻もどせ、この役立たずめが！」


　命令に応じ、コンラッドはふらつきながらも立ち上がる。


　けれどその一瞬、彼は主人を鋭するどい目で睨ねめ付けた。呪じゆ符ふを与あたえられずステファニアの歌に晒さらされたのだから、さすがに恨うらんでいるのだろう。それでもコンラッドは私情を抑おさえ、糸を操あやつるために右手を掲かかげる。


　倒れている場合じゃない。だけど体は思うように動かなくて、アルトゥールは呻きながら半身を起こした。


「無理はいけない。君はよくやったよ。今はロドリクとミヌーに任せて、休むんだ」


　ステファニアを地面に横たえ、肩かたを貸してくれながらディニタが叱しかるように言う。


　でも、せめてユズカは自分の手で守りたい。ミヌーたちのことを信用していないわけではないが、誰かに任せるなんて嫌いやだ。ディニタから離はなれ、這はいずるようにユズカへ近づく。


　そうする間にも状じよう況きようが変わる。コンラッドの糸がいくつものナイフを操り、不規則な動きを見せていた。


「さっきはいきなり足を引っ張られたんだっけな。だったら、これでどうだ！」


　今度は糸に足をすくわれないよう、ロドリクは絶え間なく全身から電流を発する。案の定、糸がすでに忍しのび寄っていたのか、彼の足もとで何かが電流に弾はじかれ、焼け焦こげた。


　それと同時にロドリクは黄金の羽根を飛ばす。電流を帯びた羽根は金属製のナイフをことごとく弾き返し、操っていた糸さえも焼き切った。凶きよう器きはすべて地面に転がる。


　だが、コンラッドは焦あせる様子も見せない。それどころか微かすかに笑えみさえ浮かべ、左手の指を小さく動かし──


「ディニタ、あぶない！」


　叫さけんだのミヌーだ。反射的に全員の目がディニタに向き、彼自身も皆の視線を追って背後を見やる。


　白衣を着たその背に、剪せん定てい用の巨きよ大だいな鋏はさみが高速で迫っていた。焼け焦げた鋏だ。ロドリクの雷らい撃げきで黒く焦げ、そのまま捨て置かれていた鋏。


　寄り集まって強化した糸により操られたそれは、闇やみ夜よを切り裂さく唸りを上げて飛来する。


　狙ねらわれたディニタは背中を向けていたために反応が遅おくれた。不意打ちで、ロドリクとミヌーの援えん護ごも間に合わない。そしてアルトゥールは体の自由が利きかず──


　為なす術すべもなく皆が見守るその眼前で、血ち飛沫しぶきが舞まい散った。


　ディニタの白衣がどす黒く染まる。


　けれど、その白衣には傷ひとつ付いてはおらず、ディニタは背中に倒れ込んできたものを啞然として受け止めた。


「ステファニア……？」


　ディニタが抱きかかえるもの。


　それは、胸むな元もとを鋏の刃はに貫つらぬかれたステファニアだった。


「誰だれも命令していないのに、どうして……」


　命令がなければ勝手に動くことのないステファニアが、急に立ち上がってディニタを庇かばった。いや、もしかしたら単純に、目を覚まして起き上がったところへ運悪く鋏が飛んできたのか。


　誰もがそう思った。しかし──


「……お怪け我がを、されましたか……？」


　血を吐はきながらステファニアが発した言葉。


　それを聞いて、ディニタは今にも泣き出しそうな、驚きよう愕がくの表情を浮かべた。


「リート……？　リートなのか!?　私を覚えているのか!?」


　ステファニアのたった一言。それを、ディニタはリートの言葉だと確信したようだった。けれどステファニアはそれ以上何も言わず、目を閉じてしまう。巨大な鋏はその自重でステファニアの体から抜ぬけ落ち、大量の血が溢あふれ出る。


　そしてディニタは、何らかの異変を察した。


「傷が治らない……!?」


　止まらないステファニアの出血。贋人ギニヨルであれば、致ち命めい傷しようになるような大きな傷さえ治してしまう回復力を持っているのに。


　アルトゥールは何度も膝ひざをつきながら、二人のもとへ歩み寄った。あることに気がついたから。


「この傷……。劇場前で、薔ば薇らの棘とげにやられた傷じゃないか？」


　そう言ってアルトゥールが指差したのは、ステファニアの頰ほおに残る小さな切り傷だった。


　数時間前に、投げられた薔薇の棘によってついた傷。それが今も残っている。よく見れば、さっき殴なぐられて負った頭部の裂れつ傷しようもまだ口を開いたままだ。


「肉体とマテリエの食い違ちがいで起きた不具合だ。ステファニアの回復力は極きよく端たんに低下している」


　原因を察したディニタが悔くやしげに言う。どんな不具合が起きるかは組み合わせによって違うと、以前彼がそう言っていた。


　絶望的な空気の中、誰もが無言となった。だがその直後、静せい寂じやくを切り裂く絶ぜつ叫きようが夜の森に響ひびき渡わたる。


「ステファニア！　ステファニアが！　チケットは何ヶ月も先まで売れてしまっているんだぞ!?　国外公演のためにいくら投資したと思っている!?　違い約やく金きんが！」


　青ざめた顔で頭を抱かかえ、バルトリ家当主は両りよう膝ひざをつく。口から出る言葉は、金のことだけだ。


　偶ぐう発はつ的とはいえ、ステファニアに重じゆう篤とくな傷を負わせたコンラッドはそんな主人に背を向けて歩き出す。


「待て、コンラッド！　どこへ行くのだ!?」


「今ステファニアお嬢じよう様さまがいなくなればバルトリ家は破産ですね、旦だん那な様。そして残念なことに、私ではそこにいる贋人ギニヨルたちからマテリエを奪うばうことは難しそうです。そうすると、私を雇やとい続ける資金もなくなる。そういうことですよ」


　微かな冷れい笑しようを残し、コンラッドは暗い森に消えていった。


　置き去りにされた当主はすがるように、よろよろと立ち上がってステファニアに歩み寄ってくる。


「マテリエ……せめてマテリエさえあれば、金になる……」


「カネカネうるせぇ！」


　怒ど声せいとともに、当主の顔面に拳こぶしを叩たたき込んだのはロドリクだ。電流を纏まとっていない、純じゆん粋すいな拳。それだけで当主の体は真後ろに飛んで転がり、そのまま動かなくなる。


　ふんっ、と鼻を鳴らしてロドリクは軽く拳をズボンで拭ぬぐい、気まずそうにディニタとステファニアへ目を向けた。


「すまん、俺が攻こう撃げきを見落としちまったせいで……」


「いや、君は何も悪くない。私がもっと周囲に気を配るべきだったんだ」


　ステファニアを抱だきかかえたまま、ディニタは答える。


　コンラッドが彼を狙ったのは、アルトゥールたちの雇い主だと思ったからだろう。コンラッド自身、金のためだけにバルトリ家に仕えていた身だから、金の提供源を失えば皆が戦う意思をなくすと考えたのだ。それを予測できなかったことが悔やまれる。


　だけど、それはここにいる全員が同じだ。金で雇われたわけじゃない、同じ目的を持って手を組んでいるアルトゥールたちには、コンラッドと同じ基準で考えることができなかった。


　止まることのないステファニアの血は、ディニタの白衣を隈くま無なく染めていく。ディニタは手で傷口を押さえるものの、気休めにしかならず──険しい顔をしていた彼が、わずかに表情を変えた。ステファニアの傷に添そえていた手を離し、手のひらを上に向ける。


　そこにあったのは、血に濡ぬれた黄金色の宝石だった。傷ひとつない完かん璧ぺきな姿のマテリエ。


「リート……！」


　それを強く握にぎり、ディニタは涙なみだをこぼした。


　マテリエは凶きよう刃じんを逃のがれていたのだ。傷口から転げ出たマテリエは、《魅歌ローレライ》リートの心臓。それが今、ディニタの手の中にある。


　だが、素す直なおには喜べなかった。ステファニアを犠ぎ牲せいにしてしまったのだから。


「回復力って、ステファニア本人のマテリエを返してあげれば元に戻るんじゃないの？」


　まだ眠ねむったままのユズカから離れず、少し遠くからミヌーが訊たずねた。


　マテリエを失った贋人ギニヨルの体は朽くちることなく時間が止まる。リートとメリッサのように。


　彼女たちと同じで、ステファニアも彼女本来のマテリエさえ戻せば助かる可能性があるのだ。


「そうだね。まだ、諦あきらめるのは早い」


　もともと、リートのマテリエを取り戻したらステファニアのマテリエも捜さがすつもりでいた。ミヌーの言葉にディニタは頷うなずき──彼の腕うでの中で、ステファニアが微かに動いた。


「生きてる……!?　マテリエがないのに!?」


　驚おどろきのあまり、アルトゥールは声を上げた。けれど、ディニタは冷静に答える。


「前にも話したけど、マテリエの力が残留していれば数分だけなら体は動くんだ」


　そういえば、そんなことを言っていたような気がする。


　皆みなが見守る中で目を開けたステファニアは、血に濡れた唇くちびるを動かした。


　それは、笑みの形だった。


「……ようやく、自分の言葉が話せます……」


　感情のこもった言葉。ということは、これはリートではない。マテリエが入れ替かわる前の、肉体そのものの人格だ。


「ステファニア、苦しませてすまない。必ず、君を助けるから」


　ディニタが呼びかける。しかし、ステファニアは小さく首を横に振ふった。


「いいえ、いいえ……。必要ないのです。どうか、わたしを哀あわれに思うなら、このまま死なせてください……」


　微笑ほほえみ、そう懇こん願がんするステファニア。


　穏おだやかな顔で生きることを拒きよ絶ぜつする彼女に、誰も何も言えなかった。


「わたしは、ステファニアではありません。本当の名は、ライラ……わたしの愛した人が、呼んでくれた名です。あの人は、わたしが人間ではないことを知っても一いつ緒しよにいてくれて……」


　ステファニア──ライラの目め尻じりから雫しずくが零こぼれ、頰についた血を洗い流して白い筋を作る。


「わたしが《スターダスト》に襲おそわれた時も、庇って……。だから、どうかこのまま行かせてください。あの人の側そばへ……」


　ライラもまた、人間と共に生きようとした贋人ギニヨルだったのだ。


　けれど、その人はもう……。


　咳せき込んで血を吐き、ライラの瞳ひとみから生気が失うせていく。それでも、彼女はディニタを見つめて微笑んだ。


「わたし、あなたのこと知っています。わたしの中にいた彼女が見せてくれた記き憶おくには、いつもあなたがいました。その記憶が……見える時だけが、楽しくて……。一緒に、こっそり歌っていたんですよ」


　ライラの声は、次第に小さく切れ切れになっていく。それでも笑みは絶やさずに。


「彼女を、あなたのもとへ返せて、良かった……。それから、わたしを解放してくれて……ありがとう。もしもどこかで、わたしのマテリエを見つけたら、その時はどうか、砕くだいて……」


　最後は、もう聞こえないほどの微かすかな声で。


　うっすらと微び笑しようを残す唇は、それきり動かなくなった。


　厳密にいえば、『死』ではない。リートのマテリエがライラに残した力を、使い切っただけだ。


　けれど、ディニタはライラの体を地面に横たえ、両手を胸の上で組ませてやった。


　それが彼女の望んだことだから。


　ライラの亡なき骸がらに祈いのりを捧ささげるディニタに、アルトゥールは言葉をかける。


「俺とユズカがステファニアを捜さがしてた時に、歌が聞こえたんだ。昔が懐なつかしくなるような歌だった。あれはライラに残ってた感情がリートに歌わせてたんじゃないかな」


「そういえば、ここの使用人がすぐ辞やめるのは、みんな故郷が恋こいしくなるからだってメイド長が言ってたわ。知らないうちにその歌を聴きいた人が影えい響きようされちゃったんじゃないかしら。大事な人の側に帰りたい、って」


　アルトゥールに続いて言ったのはミヌーだ。


　思い出してみると、アルトゥールに声をかけてきた給きゆう仕じの青年もそんなことを言っていた気がする。待たい遇ぐうに不満はないが、故郷にいる家族のもとへ帰りたい、と。


　その歌声に込こめられていたのは、愛する人を追って死を迎むかえたかったライラの想おもいか、それとも──


「リート……」


　手の中にあるマテリエを握りしめ、ディニタはその名をつぶやいた。そして汚よごれた白衣を脱ぬぐと、顔や手についた血を白衣で拭ふき取って、マテリエも綺き麗れいに拭う。


　そのマテリエを持って、彼は停とめてある車に歩み寄った。


　トランクを開け、棺ひつぎの蓋ふたを開き。


　その中で静かに眠り続けている少女の襟えり元もとをはだけさせ、生々しく残る傷口へマテリエを収める。


　皆、無言で見守っていた。


　少しの──いいや、長かったかもしれない。そう感じてしまうような静寂の中で、棺の少女は、ゆっくりとその目を開いた。


　ラベンダーの花に似た、紫むらさきの眼まな差ざしがディニタを見つめる。


「リート……私が、わかるかい？」


　恐おそる恐る、ディニタは問いかける。その言葉にリートは答えた。


「髪かみが伸のびたようにお見受けします。散さん髪ぱつなさいますか」


　彼女の眠っている間、たった一人で七年の月日を重ねたディニタにとっては、そんな味気ない言葉だけで充じゆう分ぶんだったのだろう。


「リート……！」


　棺の中からリートを抱き上げ、ようやく取り戻もどした宝物を両りよう腕うででしっかりと抱え込んだ。


　今度こそ、もう離はなさないように。


　二等星スケアクロウのリートには表情がなく、何を思っているのかはわからない。それでも、されるがまま大人しく腕の中に収まっている様子は、彼女もまた七年ぶりに感じるディニタの体温を、声を、嚙かみしめているように見えた。


　そんな中、もう一人の少女も目を覚ます。


「何か、あったのですか……？」


　まだ頭がはっきりしないのか、ミヌーに支えられながら辺りを見み渡わたすユズカ。もともとの疲ひ労ろうに《魅歌ローレライ》の歌で追い打ちをかけられて一番苦しんでいたのは彼女だが、幸いにも後こう遺い症しようのようなものはないらしい。


　アルトゥールは疲労で自由が利きかなくなっている体を引きずり、膝ひざをつきながらユズカのもとへ這はい寄る。


「ユズカ、平気か？」


「はい、どうにか……」


「そうか、良かった。──見てくれ、リートが目を覚ましたんだよ。ほら、あれ」


　そう言ってアルトゥールは、ディニタとリートを指差した。月明かりの中、無言で抱き合う二人の姿をユズカは言葉もなく見つめる。


「マテリエを戻せばメリッサも目を覚ますんだ。また三人一緒にいられるんだよ」


　目覚めたリートと、彼女を抱きかかえるディニタ。その光景が近い未来の自分たちのように見えて、アルトゥールは目をすがめた。暗くら闇やみに差し込んだ光のように、二人の姿が眩まぶしかったから。


「もう少しなんだ。マテリエを修復できれば、メリッサだって……」


　幸せだった時間は取り戻せる。そう確信してアルトゥールはユズカに微笑みかけた。すると彼女はアルトゥールの目を見つめ、小さく頷く。


「……そうですね。きっと、メリッサも」


　氷の色の瞳に、希望の光が灯ともる。


　ユズカにはメリッサが必要だ。姉妹しまいのような親友。メリッサが戻ってくれば、ユズカも以前のように笑顔を見せてくれるはず。自分一人の力では、ユズカを笑わせてやれないのは悔くやしいけれど──


「また誰だれか来るわ。何人か、話しながら……。たぶんメイド長ね。他のメイドたちもいるわ。──ヤバい。あたしとユズカのこと捜してる。ステファニアも」


　頭部に生やした猫ねこの耳で集音し、人の接近を察したミヌーが告げる。


《魅歌ローレライ》の歌は森中に響ひびき、屋や敷しきの人々も叩たたき起こしたのだろう。この時間なら部屋で寝ねているはずのユズカとミヌーが消え、ステファニアもいないのでは騒さわぎになって当然だ。


「すぐに車を出そう。みんな乗って」


　リートを助手席に乗せながら、ディニタが手招きする。ミヌーはユズカに手を貸し、まともに立てないアルトゥールにはロドリクが仕方なさそうに肩かたを貸してくれた。


「そういや、あの子はどうするんだ？」


　アルトゥールを支えながら、ロドリクが目を向けて言ったのはライラのことだ。


　死を望む彼女には、元のマテリエも必要ない。とはいえ、ここへ置いていっても良いものか。


　皆、視線を交かわして迷い──最初に切り出したのはミヌーだった。


「あのメイド長なら、悪いようにはしないと思うわ。ステファニアが贋人ギニヨルだってことは使用人たちは知らないみたいだったし、複数の人間にこの光景を見られたら当主だって下手な行動はできないはずよ」


　抜ぬけ殻がらになったライラの体を金目的に転売されるのではないかと考えたが、ミヌーはそれを否定した。たしかにミヌーの言う通り、血まみれで息がないライラを見れば普ふ通つうなら死んでいると思うだろう。歌うた姫ひめステファニアとして顔と名が知られている彼女の死を、そう簡単に隠かくし通せるはずもない。ライラの素す性じようを知ってる当主は昏こん倒とうしていて、コンラッドも逃にげたのだから、見つけた誰かが警察を呼ぶはずだ。そうなれば、すぐ町中に知れ渡わたる。


「そうか……。じゃあ行こう」


　ステファニア──ライラが好みだと言っていたロドリクは少しだけ惜おしむような顔をしたが、ライラの望みを無視するような真ま似ねはしたくないのだろう。視線をそらし、車へ向かう。そしてアルトゥールを運び終えると、また空から周囲を警けい戒かいするため飛び立っていった。


　後部座席にはアルトゥール、ユズカ、ミヌー、そして眠ねむったままのメリッサが乗っていて、ぎゅうぎゅう詰づめだ。リートの棺にメリッサを寝かせればいいのだが、今はそんな暇ひまさえ惜しい。


　最後に、残していくライラへ向かってディニタは一礼し。


　運転席に乗り込んで、エンジンを噴かして夜の森を走り抜けた。




　六　このまま、まっすぐ







　アルトゥールがようやく自由に立って歩けるようになったのは、翌日になってからだった。


　体力を取り戻すまでにそこから更さらに数日を要し、休んでいる間はディニタたちが集めてきた新聞を読んでは暇を潰つぶす日々。寝ね床どこは倉庫に定着して、埃ほこりっぽい床ゆかで毛布にくるまってごろごろしていると蓑みの虫むしにでもなった気分だ。


　寝るのも新聞を読むのも飽あきた。だいたい、新聞にはずっと同じようなことしか書かれていなくて気が滅め入いる。


　市内新聞は記事の大半を歌姫ステファニアの死の謎なぞと、バルトリ家破産について書いている。あれからもうずっとだ。


　ステファニアが謎の死を遂とげ、養父であるバルトリ家当主は顎あごの骨を折る大おお怪け我が。その上、いまだ錯さく乱らん状態でまともな意思疎そ通つうもできないという。


　事件と同時に失しつ踪そうした執しつ事じと二人のメイドについても書かれている。幸い、メイドの身元は割れておらず、ユズカとミヌーの名はどこにもない。


　それでも心配になって、二人の名が書かれていないか確かめるためについつい読んでしまう。


　劇場と屋敷にはステファニアの歌を求める人々が殺さつ到とうし、連日大混乱。チケットの払はらい戻しもままならず、騒ぎは収まる様子もない。


　バルトリ夫人は実家に呼よび戻され、子供を連れて夫と離り縁えん。使用人たちも大半は故郷へ戻ることになり、希望する者はメイド長の働きかけによって新しい仕事先を手配してもらったという。そのメイド長は、夫人の実家へ一いつ緒しよに行くらしい。


　そして、もっとも大きく取り上げられていたのはステファニアのことだ。


　彼女の遺体は警察によって調べられた後、養母であるバルトリ夫人が引き取った。しかし、歌を求める人々によって墓地から引きずり出され、辱はずかしめを受けることを案じた夫人はメイド長と相談し、ステファニアを火か葬そうにしたという。その遺灰は夫人が実家に戻る際、船の上から海へ撒まかれる予定だそうだ。


　証言しているのはバルトリ家の元給きゆう仕じ。そういえば、口の軽そうなのがいたような気がする。


　手元にある中で一番新しい新聞を読み終え、再び横になろうとした時だった。慌あわてた足音が近づいてきて、倉庫のドアが開く。


「アルトゥール、早く来てください！　メリッサが……！」


　いつも通りの民族衣い装しようを着たユズカが駆かけ込んできて、眉み間けんに皺しわを寄せた緊きん張ちようの表情で告げた。まだ言葉は途と中ちゆうだったが、アルトゥールは続きを待つことなく素す早ばやく立ち上がってユズカの脇わきを抜け、倉庫から駆け出す。


　作業場へ出ると、そこにはアルトゥールとユズカを除いた全員が集まっていた。皆みな、ディニタを取り囲んで彼の手元を見ている。


　アルトゥールと、追いかけてきたユズカの足音に気づいたのだろう。皆は一いつ斉せいに振ふり返った。


　そしてディニタは、その手を差し出す。


「やったよ。亀き裂れつも残さず、綺麗に繫つながった」


　彼の手の上にあるもの。


　それは、黄金こがね色の宝石──メリッサのマテリエだった。


　アルトゥールは差し出されるそれを手に取ろうとしたが、自分の手が震ふるえていることに気づいて引っ込めた。もし落としてしまったら、そのせいで再び壊こわれてしまったら、怖こわいから。


　顔を上げると、ディニタの傍かたわらにそっと控ひかえるリートの姿が目に映った。七年の眠りなどなかったかのように、彼女は自由に歩き回りディニタによく仕えている。


「これで、メリッサも……」


　つぶやくアルトゥールに、その場にいて見守っていたミヌーが微笑ほほえんで言う。


「連れていらっしゃいよ。あんたの、もう一人のお姫ひめ様」


　その言葉に促うながされ、アルトゥールは工場の片かた隅すみに停とめられている自動車に走った。その後部座席にずっと寝かされたままの少女──メリッサを抱だきかかえ、皆のもとへ連れ戻る。


　アルトゥールがメリッサを連れてくる間、ロドリクは作業台に置かれていたカップやら何やらをさっとかき集めてどけてくれた。その気き遣づかいに感謝しつつ、作業台の上にメリッサを横たえる。


　肌はだは冷たく、息もなく、死んでいるようにしか見えないメリッサ。そんな彼女を目の前にして、ディニタは口元に優やさしく笑みを浮うかべると、傍らに寄り添そうリートにマテリエを渡した。


「リート、これをメリッサに返してあげて」


「了りよう解かいしました」


　無感情な声で答えた二等星スケアクロウの少女は、まるで医者の指示通り働く優ゆう秀しゆうな看護助手のようにマテリエを恭うやうやしく受け取り、作業台に横たわるメリッサの側そばへ進み出た。


　リートの手がメリッサの襟えり元もとを開く。するとミヌーは無言でロドリクの足を蹴けった。一いつ瞬しゆんむっとしてミヌーを睨にらんだロドリクだったが、その意味を察したのか慌ててメリッサに背を向ける。


　はだけた胸むな元もとに、生々しく残る傷きず跡あと。


　その大きな裂れつ傷しようの中へ、黄金色の宝石は収められた。


　誰もが無言で見守る。


　ユズカは両手を組み合わせ、祈いのるように目を閉じて震えていた。呼吸をすることさえ忘れているのか、今にも倒たおれそうなくらい顔色は真っ青だ。


　だから、アルトゥールはユズカを後ろから抱きかかえた。


　もしメリッサが目覚めなかったら。ユズカは、それが怖いのだ。


　もちろんアルトゥールだって同じ気持ちでいる。けれど、ユズカはその『もしも』が起こった時の、アルトゥールの絶望さえ抱かかえ込もうとしているのだ。


　それがわかるから、先手を打つ。もうユズカ一人に背負わせたりしない。


「大だい丈じよう夫ぶ。俺は倒れたりしない。だからお前は、俺にもたれ掛かかっていいよ」


　一年前は彼女の気き丈じようさに頼たよってしまった。今度は、逆でありたい。


　抱きかかえたユズカの耳元で囁ささやく。すると彼女の震えは少しだけ治まった。二人、しっかりと顔を上げてすべてを受け入れるために前を向く。


　リートはメリッサの襟元をきちんと直し、一礼してディニタの隣となりへ戻もどった。


　息を呑のんで、待つ。


　リートの時と同じように、メリッサが目を覚ますのを。


　けれど、いくら待ってもメリッサはその瞼まぶたを開けようとしない。


「だめ、なのか……？」


　まさか、というように眉まゆを歪ゆがめてつぶやいたのはディニタだ。その言葉に、腕うでの中にいるユズカが身を強こわ張ばらせる。アルトゥールもきつく唇くちびるを嚙かむ。……しかし。


「いいえ、ちょっと待って。何か変よ」


　そう言ってミヌーは猫の耳を頭部に立てて、その耳をメリッサの口元に近づけた。そして顔を上げ、アルトゥールたちのほうを振り返ると、青い眼めを丸々とさせて言う。


「呆あきれた。この子、このままの状態で寝てるわよ。寝息立てて」


「え……へえぇ？」


　一瞬何を言っているのか理解できなくて、理解した瞬間自分でもびっくりするほど間ま抜ぬけな声が出た。ユズカも体の力が抜けて、アルトゥールに背中を預けてくる。


「普通、リートみたいに真っ先に目ぇ開けるだろ……。どんだけ図太いんだ、この女」


　振り返ったロドリクも呆れ顔で言う。


　皆が反応に困る中、戸と惑まどいながらも動いたのはディニタだった。


「これは参ったな。この子らしいというか……。メリッサ、起きなさい。朝だよ」


　たしかに今の時刻は朝で間ま違ちがいないが、この場合はその呼びかけ方でいいのか。


　だめだと思った次の瞬間判明した気の抜けるような事実に、頭がついていけずアルトゥールは動けないし何も言えない。ユズカも同じなのだろう。


　真っ先に喜びたいはずなのに、喜ぶタイミングを逸いつして二人とも言葉を失っていた。


　ディニタに肩かたを叩たたかれ、まさかの二度寝をしたメリッサの手がかすかに動く。


　そしてようやく、重たげに瞼が開いた。


　葉っぱの上の朝あさ露つゆみたいな、瑞みず々みずしい緑の瞳ひとみが一年ぶりに姿を現す。


　その目を手の甲こうで擦こすりながら欠伸あくびをし、うぅんと大きくを伸のびをして身を起こしたメリッサは寝ぼけ眼まなこをある一点に──アルトゥールとユズカに向けた。


「ふぁぁ……。わたし、いつの間にか寝ちゃってた？　──あ、アル来てたんだぁ。お誕生日おめでとう！」


　一年前と何も変わらない笑顔でメリッサは一年ぶりの言葉を話した。


　そうだ。一年前のあの日は、アルトゥールの誕生日だったのだ。


「そんなの、もうとっくに過ぎたよ。遅おそいんだよ」


　口元は自然と微笑んで。だけど視界は滲にじんで。


　あの日から封ふうじ込めてきた涙なみだがこぼれ落ちる。なのに、感動的とは言い難がたい目覚め方がいかにもメリッサらしくて、ついそんな言葉を返してしまった。


　するとメリッサは目を丸くて、首を傾かしげる。


「アル、どうして泣いてるの？　ユズカも、なんか変だよ？　どうしたの？」


　彼女がそう言った瞬間、今まで呆ぼう然ぜんとしていたユズカが動いた。アルトゥールの腕を振り払い、ぶつかる勢いでメリッサの胸に飛び込んでいく。


「メリッサ！　メリッサぁ!!」


　叫さけび、ユズカはメリッサにすがりついて泣きじゃくった。まるで母親を見つけた幼い迷子みたいなユズカの姿に、気丈な彼女しか知らないミヌーとロドリクは驚おどろいてその様子を見守る。


「どうしたの、ユズカ？　怖い夢でも見たの？」


　飛びついてきたユズカを抱きとめ、背中をさすりながらメリッサは微笑んだ。


　彼女に撫なでられ、しゃくり上げながらユズカは答える。


「……そうです、悪夢です。メリッサがいなかった、この一年が……。わたし、あの日からずっとメリッサに謝りたくて……。わたしを庇かばったせいで、メリッサのマテリエが砕くだかれてしまったから……ごめんなさい」


　ユズカがメリッサに抱いだいていた罪悪感。怯おびえるように震えて謝る彼女の、白銀の髪かみを撫でてメリッサは笑う。


「ごめん。わたし、眠ねむる前のことよく覚えてないよ。でも、ユズカが怖い目に遭あって怪け我がをしてないなら、わたしはそれでいい」


「……アルトゥールと同じことを言うんですね」


　それは、以前彼女がマテリエを奪うばわれそうになった時のことだろう。たしかにアルトゥールはそんなことを言った。


　ユズカの返事に、メリッサは笑みを深める。


「そうなの？　でも、ユズカだってわたしやアルが辛つらい目に遭って無事だったら、同じように言うでしょ？」


　顔を上げたユズカは、赤くなった目でメリッサの顔を見上げた。


　言われたことに、初めて気づいたような表情だった。


　そうだ。大切な人を守ろうとする時は、きっと誰だれだって何も考えちゃいない。その人の無事だけを願って、体が勝手に動くのだ。
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　この一年、ユズカが自分の心をすり潰つぶすようにしてアルトゥールの心を支えてくれていたのも同じ。


　結局、三人ともが同じことをしていた。それに気づいたユズカは、安心したのか大きな氷色の瞳からまたぼろぼろと涙をこぼして泣き出してしまった。


「ほんとに今日はどうしたの？　変なユズカ。──あれ？　その服、着てくれたんだ！　やっぱり似合うね、可愛かわいい！」


　一年前で記き憶おくが止まっているメリッサは、まだ状じよう況きようを理解していないようだ。目の前にいるユズカとアルトゥールしか視界に入っていないらしい。


「お前、一年間眠ってたんだよ。ユズカはな、その間ずっとそれを大事に着てた。着て欲しいって、お前が最後に願ったから。それより、もっと周り見てみろ」


　手の甲で涙の跡あとを擦って、アルトゥールはメリッサに教えてやる。ユズカのように抱きついて喜ぶことなんてできないし、メリッサに一番会いたかったのはユズカなのだ。彼女の邪じや魔まをするわけにはいかない。


　目覚めてくれた。それだけで、充じゆう分ぶんだ。


　アルトゥールに言われ、メリッサは天てん井じようを見上げる。


「そういえば、ここどこ？　わたし、たしかアルの誕生日のお祝いするために丘おかの上にいて……」


　首を傾げて周りにも視線を向けるメリッサ。その緑色の目が、すぐ隣にいたディニタを捉とらえて丸々と見開かれた。


「先生!?　なんでここにいるの!?　あ、リートさんも！」


　もともと、アルトゥールとユズカとメリッサは贋人ギニヨルを人間にする方法を求めてディニタを捜さがしていたのだ。ちょっと寝ていたつもりが、目覚めたら尋たずね人が側にいた。となれば誰だって驚く。


「おはよう、メリッサ。相変わらずのようで安心したよ」


　子供の頃ころと何も変わらないメリッサに、ディニタは苦く笑しようで応じる。マテリエを修復したのは彼で、こうして目覚めてくれたことで安あん堵どしているのだろうけれど、どこまでもいつも通りなメリッサを前にするとそんな反応しかできないようだ。


「これはまた、ずいぶん騒さわがしそうな女だな」


　メリッサの様子に、ロドリクが顔をしかめてつぶやく。彼の好みとはかけ離はなれているからだろう。するとメリッサは彼とミヌーにも気づいて、ますます目を丸くした。


「誰？　仕事のお客さん？」


「いいえ、あなたと同じ贋人ギニヨルよ。ついでに言うと、あなたが着てる服はあたしが貸したの。気に入ったならあげるわよ」


　答えたミヌーはメリッサの着ている服を指差す。それで自分の出いで立ちに気づいたのだろう。メリッサが自分では着ることがなかったような女性らしいフリルつきワンピースを見て、ぽかんと口を開ける。


「……アル、ユズカ。わたし変な夢見てるのかな？」


「残念ながら現実だ。いいかげん、もう寝ね飽あきただろ？」


　ようやく帰ってきたのだ。また夢の中に戻られては困る。


　アルトゥールの言葉に、メリッサはユズカを抱だきかかえたまま頭に大量の疑ぎ問もん符ふを浮うかべて首を傾げていた。
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「……そっか。じゃあ、たくさん大変な思いさせちゃったんだね。二人とも、ごめんね」


　マテリエを砕かれ、一年間眠っていたことを根気よく説明してやっと理解してくれたメリッサは申し訳なさそうに微かすかな笑えみを浮かべながらつぶやいた。


　今の彼女は、ユズカが洗って破れた箇か所しよを縫ぬっておいた元の服を着ている。ミヌーに借りた綺き麗れいな服は未練ありげにしていたが、『自分には似合わないから』と言って返していた。いつも少年のような格好ばかりしていたから、やはり照れがあったらしい。


「大変だなんて……。もう、いいんです。長かった悪い夢が終わったんですから」


　泣き疲つかれた顔のユズカが答える。だけど、一年前とは違ちがう。背負っていた重い荷物をようやく下ろせたような、すっきりとした顔つきになっていた。


「ディニタには感謝しなきゃな。こうやって会えてなかったら、メリッサはまだ土の中にいたんだから。──ありがとう」


　一仕事終え、コーヒーを飲みながら一服しているディニタにアルトゥールは頭を下げた。しかし彼は小さく首を横に振ふる。


「いいや、私は自分にできることをしただけだよ。それより、君とユズカがメリッサのマテリエを大事に持っていたからこそだと思う。お互たがいを大切にしていた結果だ。本当に、良い仲間を持ったね」


　そう言って笑う彼の傍かたわらにはリートがそっと寄り添そうように立っている。アルトゥールたちとは比べものにならない、七年もの悪夢を乗り越こえた彼には些さ細さいなことだったのかもしれないけれど、それでも感謝の念は絶えない。


「あら、感謝だったらあたしにもしてほしいわ。ディニタに会えたのは誰のおかげ？」


　椅い子すに座って足を組み、不満そうにミヌーが言う。


　たしかにあの時、彼女がアルトゥールをスリの標的にしなければ今いま頃ごろ……いいや、この先ずっと何十年もディニタを捜して世界をぐるぐる回っていたかもしれない。メリッサのことを、眠っているのではなく死んだものだと思い込んだままで。


「わかってるよ。ありがとな、ミヌー」


　きっかけが泥どろ棒ぼう行こう為いというのは少々情けない気がするけれど、この際それもまとめて感謝だ。


　礼を言われたことでミヌーは得意げに笑った。彼女の表情は本当に、猫ねこの目みたいにころころ変わる。


　そんな明るい空気の中、言い出しにくそうに声を上げたのはロドリクだ。


「久しぶりで募つのる話もあるんだろうけどよ、お前ら本来の目的忘れてないよな？　俺にとってはそっちのほうが重要なんだが」


　彼が言う、本来の目的。


　それは贋人ギニヨルを人間にする方法を見つけることだ。


　ディニタを捜していたのだって、もとはその方法を知るため。もっとも、彼もまたリートのために同じ目的を持つ者の一人だったわけだが。


「そのことだけど、私はこれから怪精フアンタズマの伝承が残っている土地を巡めぐってみようと思うんだ。死潮グラニカを越えて向こうの世界に行く方法は、死潮グラニカを越えてこちら側に来る彼らの知ち恵えや力に学ぶしかないからね。せめて何かヒントでも摑つかめれば、なんて頼たよりない望みだけど。──君たちはどうする？」


　怪精フアンタズマの棲すむ世界、アンクロン。あちら側には、人間の世界にはない技術が溢あふれているという。


　贋人ギニヨルを人間にする方法と、人間の体に寄生する危険な龍りゆうを駆く除じよする技術が向こう側にあるのだとしたら、行くしかない。


　ディニタの案に皆みなは顔を見み交かわす。真っ先に口を開いたのは、話をこちらに持っていったロドリクだ。


「まぁ、他に良い案は浮かばないな。でも、全員でぞろぞろ団体旅行ってのもな。怪精フアンタズマの伝承っていっても世界中にあるわけだし、手分けして巡ったほうが効率良いんじゃないか？」


「そうですね、わたしもそれが良いかと」


「だな。大勢でいて目立つのもまずいし」


「ユズカが決めたことなら、わたしもそれでいいよ」


　ユズカがまず先に賛成して、アルトゥールとメリッサも同意する。


　三人でいる時、いつだって意見をまとめるのはユズカだったのを懐なつかしく思い出す。今までは三人の頃を思い出すと苦しかったのに、今は懐かしさが心地ここち好よい。


　これでほぼ全員の意見が合った。まだ答えていないミヌーに、ユズカは視線を向ける。


「ミヌーはどうします？　……わたしたちと一いつ緒しよに来ますか？」


　意外だった。ユズカがミヌーを誘さそうなんて。


　数日とはいえ二人きりで過ごすうちに、仲良くなったのだろうか。


　アルトゥールの知らないうちに二人でどんなやりとりをしたのかは知らない。ミヌーはしばし考えた後、ふっと笑って肩かたをすくめた。


「そうねぇ……。仲間と一緒にいるのも魅み力りよく的だけど、四六時中誰かとべったりなんてのはあたしには合わないわね。そういうのは、たまにだから楽しいのよ。それに情報収集はあたしの仕事よ？　一番に情報を仕入れて高値で売ってやるから覚かく悟ごしてね。みんながどこにいたってすぐに突つき止めてみせるし、招集をかける時にはあたしが連れん絡らく係になってあげる」


　そう言って、自信たっぷりにウインク。


　彼女は猫だ。どこまでも自由な野の良ら猫ねこ。気まぐれに甘えて擦すり寄ってくることがあっても、それで懐いたと思って抱だき上げればするりと器用に逃にげていってしまう。


　いかにもミヌーらしい答え。ユズカもそれ以上は何も言わず、納なつ得とくしたように頷うなずいて今度はディニタのほうを向く。


「そういうことで決まりました、先生。またしばらくの間お別れになってしまいますが……」


「ディニタはリートがいるから寂さびしくないわよねぇ？　むしろ邪じや魔ま者ものがいないほうが都合良いかも？」


　ユズカの言葉を遮さえぎってミヌーが含ふくみ笑いしながら下世話なことを言う。ディニタは苦笑で済ませたが、ユズカは白い肌はだをほんのり赤くして、咎とがめるように彼女を睨にらんだ。


「ミヌー、下品ですよ」


「あら、そんなこと言っていいのぉ？」


　挑ちよう発はつするように甘ったるい声で答えたミヌーは、すっと身軽に動いてメリッサの隣となりに移った。そしてユズカと、なぜかアルトゥールを指差してとんでもないことをメリッサに言って聞かせた。


「ねぇ、知ってる？　あの二人、あなたがいない間になんか怪あやしいことしてたらしいわよ。あんなこととかこんなこととか……」


「ミヌー!?　なんでお前がそんなこと知って……!?」


「メリッサに変なこと吹ふき込まないでください！　アルトゥールも、そんな認めるようなこと言ってどうするんですか！」


「いや、だって、なんでミヌーがあのこと知ってるんだよ!?　まさかお前、話したのか!?」


「それは……！」


　ユズカは目をそらして黙だまり込む。それが答えだ。


　衝しよう撃げきの暴ばく露ろに頭を抱かかえたくなる。だが、できなかった。丸々としたメリッサの目と、視線が合ったから。


「何？　どうしたの？　怪しいことって何？」


「な、なんでもない！　ほんとに、なんでもないから！　ちょっとした事故があっただけで、それをミヌーが大げさに言ってるんだ！　な、ミヌー？　そうだよな!?」


　ここでミヌーが頷いてくれれば丸く収まる。そう思ったが、ミヌーは深刻そうに眉み間けんに皺しわを寄せると片手で口元を押さえた。


「あたしの口からは、とてもじゃないけど言えないわ……」


「ミヌー！　いいかげんにしてください！」


　辺りに冷気を漂ただよわせ、顔から首まで真っ赤に染めたユズカが叫さけぶ。


　幸いにもメリッサは首を傾かしげるばかりで何かを悟さとった様子はない。だがその後ろには困ったように笑うディニタと渋しぶい顔のロドリクいて、視線が痛かった。


「確かにこれでは、長期間の団体行動は無理そうだね」


「お前ら、やっぱりそういう関係か……。あー、なんか協力すんの嫌いやんなってきたかも」


　ディニタはなんとなく事実を察しているようだったが、ロドリクは完全に騙だまされている。


　だが誤解を解こうにも、それにはまず真実の詳しよう細さいを話さなければいけないわけで、かといってそんなことをしたら確実にここで吹雪ふぶきが起こるわけで。


　ミヌーが我が慢まんしきれず笑い転げて冗じよう談だんだと宣言するまで、アルトゥールはユズカの冷気に苛さいなまれ続けた。
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　黄色い花の丘おかを風が滑すべり降りていく。


「ここから再出発っていうのも、なかなか悪くないな」


　黒いコートの裾すそをはためかせて、晴れやかな気持ちでアルトゥールはつぶやいた。


　この場所に行きたいと言い出したのはメリッサだ。一年、彼女が眠ねむっていた場所。


　毛先の跳はねた短い金きん髪ぱつはちょっとの風でもよく揺ゆれる。


「ねぇ、アル」


「ん？」


「十六歳のお誕生日おめでとう」


「だから、それはもう過ぎたんだって。十六飛び越えてもう十七だ」


「わかってる。でも、ここで言いたかったんだ」


　両手を背中で組み、肩かた越ごしに振り返りながらメリッサは笑う。


　一年前と何も変わらない、屈くつ託たくのないその笑え顔がおがこうして目の前にあることが奇き跡せきのように眩まぶしい。


「そっか。ありがとな」


　つられて笑いながらアルトゥールは答えた。するとちょうどその時、メリッサの金髪に蝶ちようが飛んできて留まった。黄色の花と間ま違ちがえたのだろうか。


　すぐに飛び立っていったその蝶を、メリッサは面おも白しろがって追いかけていく。


　相変わらずだ。アルトゥールの隣では、ユズカがどこかぼんやりした顔でその光景を眺ながめている。


「この丘が、こんなに綺き麗れいな場所だとは思いませんでした」


　つらい思い出しかなかった場所。もしかしたらユズカには、この風景は今まで灰色に見えていたのかもしれない。


　アルトゥールだって同じだ。目が色しき彩さいを把は握あくしていても、感じる色は灰色だった。


　だけどメリッサがいるだけで、世界はこんなにも鮮あざやかだ。


「ここよりもっと綺麗な場所は数え切れないほどあるさ。一緒に見に行こう、三人で」


「それじゃあまるで観光じゃないですか」


　呆あきれたようなユズカの返事。


　だけど、アルトゥールはたしかに見た。


　彼女の口元が、かすかに微笑ほほえんでいるのを。


　やっと笑ってくれた。アルトゥールの言葉で笑ってくれた。


　たとえそれが、メリッサがいることで気が緩ゆるんでいるせいだとしても、嬉うれしい。


　なのに、なぜだか妙みように胸がざわついて頰ほおが熱くなって、彼女の顔が直視できない。メリッサの笑顔は気持ちを和なごませてくれるのに。


　メリッサへの感情は以前と変わらず、家族としての親愛だ。だけどユズカへの気持ちには、おかしなものが混ざり始めたのはもう否定しようもない。


　メリッサがいない間、しゃんと背筋を伸のばして何があっても決して離はなれず、側そばにいてくれたのはユズカなのだと思うと尚なお更さら。


　……決して、別れ際ぎわミヌーが変なことを言ったせいではない、と思いたい。


　だけど、もしもユズカとの関係が今とは違うものになるとしたら、それはどんな関係だろう。せめて家族のままではいたいけれど……。


「ユズカ」


「なんです？」


「もし俺たちがさ、兄と妹じゃなくて別の形で家族になるとしたら、どういう関係が良いと思う？」


　賢かしこいユズカなら、良い案を出してくれるような気がして何も考えずに訊きいてみた。


　だけど、いくら待っても返事は返ってこなくて……。


「ユズカ？　どうし……おぶっ!?」


　隣にいる彼女の顔を覗のぞき込んでみる。するとその瞬しゆん間かん、アルトゥールの顔面に冷たい塊かたまりが直ちよく撃げきした。きつく握にぎった雪玉だ。


「いってぇ！　つめてぇ！　急に何すんだよ！」


「それはこちらの台詞せりふです！　いきなり何を言い出すんですか！」


　顔を真っ赤にして、両手に握っていた雪玉を二つ更さらに投げつけてきた。所しよ詮せんは雪だから怪け我がはしないものの、痛いものは痛い。しかもユズカはいくらでも雪玉を作り出せるものだから、次から次にぽいぽい投げてくる。アルトゥールには投げ返す雪玉はないから腕うでで防ぐしかない。


「なんでそんな怒おこるんだよ！　そりゃ、兄妹きようだいの関係じゃなくなるなんて言って悪かったけど、もしもの話だし、たとえば姉とか弟とか順番入れ替かえてみるとか……！」


　そうやって立ち位置を取り替えてみたら、おかしくなりはじめた感情が元に戻もどるのではないかと考えたのだ。


　すると、雪玉の攻こう撃げきがぴたりと止やんだ。雪まみれになった腕を恐おそる恐る下ろしてみると、赤いままの顔を伏ふせて雪玉を握り、気まずそうにしているユズカの姿があった。


「……そういう意味だったんですか。そうですよね……」


　ほっとしたような落らく胆たんしたような、複雑な声だった。


　そんなにおかしなことを言っただろうか。頭の中で反はん芻すうしてみて──後おくればせながら、とんでもない意味に受け取れる言葉だったと気がついて頭が弾はじけ飛びそうになった。


　血の繫つながらない男女が家族になるといったら、大体の場合はあれしかない。そしてユズカの反応を見るに、その意味として受け取ってしまったことは間違いなかった。


「いや、本当に、もしもの話だから！　深く考えないでくれ！」


　回りくどいプロポーズみたいになった自分の言葉を取り消したい。だけどもう手て遅おくれだしユズカがなぜか落胆しているのも気になるしで取り繕つくろう方法も思いつかない。


　二人、無言で向き合って俯うつむく。その気まずさを吹き飛ばしてくれたのは、無む邪じや気きな声だった。


「あっ！　二人で雪合戦してるの？　わたしもやりたい！」


　駆かけ戻ってきたメリッサが救いの天使に見えた。


　そうだ。初めて彼女に会った時も、天使に見えたんだ。


　メリッサの笑顔には人を安心させる力がある。ユズカもあからさまに安あん堵どした表情で、手に持っていた雪玉を投げ捨てると昔みたいにメリッサの後ろに隠かくれてしまった。


　それで何かを察したのだろう。メリッサは咎めるように唇くちびるを尖とがらせる。


「アルってば、またユズカを怒らせてたの？　ちゃんと謝らないとだめだよ」


　姉妹の調子はすっかり元通りだ。それはそれで嬉しいけど、ユズカとの距きよ離りがまた遠くなった気がして寂さびしい。


「あぁ、うん……。ごめん……」


　落ち込みながら素す直なおに謝る。するとユズカはメリッサの背後から顔を半分だけ出して、ぼそぼそと躊躇ためらいがちに何かを言う。


「わ、わたしは、その……あなたが望むならどんな関係でも……。いえ、やっぱり今のままが良いです。一番落ち着きます」


　メリッサにべったりくっついて小声で喋しやべるものだから最後のほうしか聞き取れなかった。


　やっぱりユズカも兄妹のままが良いんだ。そう思うとほっとしたような残念なような気持ちになる。ユズカもさっきそんな表情をしていたような気はするけれど……。


「仲直りできた？　良かったぁ」


　気まずい空気は自分が消し飛ばしたなんて気づいている様子もなく、メリッサは嬉しそうだ。


「あのね、わたしはユズカとアルが仲良くしてるところ見るの好きだよ。わたし、二人のこと大好きだから、その大好きな二人がわたしのいない間も一いつ緒しよにいてくれてすごく嬉しかった」


　温かい、太陽みたいな笑顔で。


　メリッサは珍めずらしく、一番歳上の姉らしいことを言った。


「昔、アルにお願いしたよね。わたしが戻ってこなかったらユズカのことお願いね、って。その約束、守ってくれたんだね」


「いや、助けられてたのは俺のほうだよ」


　それはもう間違いなく。ユズカがいなければ、一人きりになっていたら、心が壊こわれていただろう。


「そうなの？　じゃあ一番強いのはユズカだね。もうわたしの背中に隠れなくても大だい丈じよう夫ぶだね」


「そ、そんなこと……。わたしはずっと、メリッサと一緒にいたいです」


「わたしもだよ。大好きなユズカとアルが幸せになるところ、見たいもん。それがわたしの幸せだから。その時が来るまでずっと一緒にいるよ。ううん、その先もずっと。今度こそ絶対に」


　そう言ってメリッサは背後にいるユズカの手を摑つかみ、前に引っ張り出した。そしてもう片方の手で、アルトゥールの手を握る。


「また三人で、一緒に行こう」


　二人の手を握ったままメリッサは走り出した。アルトゥールとユズカはよろけながらも手を引かれてついていく。そして二人の視線が交わり、同時に笑い出してしまった。


　メリッサに引っ張られて、転びそうになりながら走る。それが七年前とまるっきり同じだったから。


　次の行き先は特に決まっていないけれど、今度は怪精フアンタズマの世界へ渡わたる方法を探さなければいけない。伝承の残る土地を調べて、ひとつひとつ巡めぐって、ミヌーたちとも連れん絡らくを取り合って。


　贋人ギニヨルには敵が多く、常に危険がつきまとう。また襲おそわれることだってあるかもしれない。そのうえアルトゥールは一瞬で体力を奪うばっていくような龍りゆうを身の内に飼っていて、下手をすると命さえ危あやういという。


　だけど、それが怖こわいからといって立ち止まって座り込んでいるわけにはいかないのだ。


　動かずじっとしていたって、贋人ギニヨルであることは変えられない。寄生する龍も消えてはくれない。


　だから走らずにはいられないんだ。


　絶対に諦あきらめてやらないと、世界中に主張するように。


「まずはどこがいいかな？　どこでもいいや！」


「そういうわけにはいきません！　まずは調べ物から始めないと……！」


　暴走する馬のようなメリッサの手た綱づなをユズカは懸けん命めいに握ろうとする。


　でも今は、今だけは力ちから尽つきるまで走ってみたい。


「まっすぐ行こう！　このまま、まっすぐ！」


　子供の頃ころに戻ったような心持ちでアルトゥールは笑いながら叫さけぶ。


　同時に三人揃そろって地面を蹴けって、宙に舞まい上がって、着地して転びそうになって。


　それでもきつく握りあった手は、絶対に離さなかった。






　　あとがき







　こんにちは。淡あわ路みち帆ほ希まれです。


　この物語はこれで完結となります。


　今までの作品よりも、担当様のご指導のもと中高生の男性向けとしてしっかり意識して書かせていただいたことで大変勉強になりました。


　お読みくださった皆みな様さまに、少しでも楽しんでいただけたなら幸いです。





　今回、あとがき十ページだそうです。


　とはいえ平凡で平和な生活を送っていますもので、困ったことに近きん況きようらしい近況がありません。


　最近あった嬉うれしいことといえば、家の近くに新しいコンビニができて少し便利になったとか、そんな感じです。ささやかです。


　とりあえず、まずは作品について書いてみようかと思います。


　ここから先、本編をお読みになっていらっしゃらない方は後回しにされたほうがいいかもしれません。念のため。





　前巻でも書きましたが、このお話は数年前の企画を発はつ掘くつしたもので、まず「思い出す」という作業から始まりました。


　昔の手書きメモまで引っ張り出してきて、それをもとに書き上げたのですが、その初期案と実際の原げん稿こうはだいぶ違ちがったものになりました。


　もともとこのお話は、メリッサという一人の少女を中心にした葛かつ藤とうの物語でした。


　作中で一年間眠ねむっていたメリッサですが、そのきっかけとなった事件でマテリエが敵のものと入れ替かわってしまい、人格も変わったことでユズカを襲おそい、ユズカは泣く泣く入れ替わったメリッサのマテリエを砕くだいた、というスタートでした。


　その事実をアルトゥールは知らず、別人のマテリエを形見として大事に持っている彼にユズカは真実を言い出せなくて一人で抱かかえ込んでいましたが、メリッサが別人のマテリエで目覚めたことで真実が発覚して二人の信しん頼らい関係が崩くずれ……という。


　暗いですね。


　そういえばこの企画が数年前に立ち上がらなかったのも「暗いからダメ」という理由でした。


　本当のことを言いたいのに言えなくて噓うそに噓を重ねてがんじがらめになっていくユズカと、一番信頼していた人に騙だまされ続けていたことを思い悩むアルトゥール。


　どちらの立場でも、私なら胃が溶とけそうです。


　キャラクターたちが可哀かわい想そうなことにならずに済んで、良かったように思います。





　キャラクターといえば、一番最初に人物像が固まったのはメイン三人の誰かではなくミヌーでした。


　こういった性格のキャラは一度書いてみたかったので、楽しかったです。


　同名の香こう水すいからイメージして作ったキャラでして、名前も初期から決まっていました。


　もしお暇ひまでしたら、ミヌーという名前の香水について調べてみてください。


　一目で「あぁ、ミヌーだ」と思っていただけるかと思います。





　まだ半分以上あるようなので何を書きましょうか。


　実を申しますと、自分のことを書くのは不得意なのです。


　作文も苦手でしたね。むしろ嫌きらいでした。


　作文の宿題を出された時はいつも提出せず、さも「出しました」という顔をしていれば先生の目をごまかせるんじゃないかと演技を頑がん張ばってました。


　当たり前ですが毎回バレてました。


　困った生徒だったと、反省しております。





　そんなわけで、頑張って書いてみます。





　数年前のことですが、誕生日に友人から「シイタケ栽培キット」なるものを貰もらいました。


　霧きり吹ふきで水をあげて袋ふくろを被かぶせておくと、一週間ほどでシイタケがもりもり生えてくるのです。


　それが嬉しくて、収しゆう穫かくしたシイタケの写真を撮とっていろんな人に自じ慢まんしまくったわけですが。


　あれから数年経たった今でも、他の友人たちが「シイタケより面おも白しろいプレゼントを探す」と言っていて怖いです。


　張り合わなくていいから普通の物をください。





　ですがこの栽培キット、楽しかったので今度自分で買ってまたやってみたいです。


　採れたてがいつでも食べられるって、すごく贅ぜい沢たく。


　一応、ほぼ毎日自炊していますので、食費の面でも助かりますし。


　とはいえ家族にシイタケ嫌いな人がいるから食べるのは私だけですが。





　自炊の話題で思い出した、ちょっと困ったこと。


　和食系を作る時に生しよう姜がを使うのですが、あれってけっこうすぐ傷むのですよね。


　ジャガイモとかタマネギと同じ感覚で長期保存できるつもりでいたら、冷蔵庫の中で白いカビに包まれているという。


　一食で使う量は一欠片かけらとかだいたい五グラムくらいなのに、売ってるのは大きな塊かたまりなのでどうしたって余るのが困ります。


　それで最近は買ってきてすぐ皮を剝いてスライスしてラップに並べて包んで冷れい凍とう、という方法をとっているのですが、もっと他に良い保存の仕方があればいいなぁ、と。


　冷凍だと、どうしても風味が落ちますし。





　そんな感じで毎日ご飯を作っているわけですが、失敗もよくします。


　賽さいの目切りにしようとした豆腐が手を滑らせて宙を舞まい、そのまま三角コーナーにダストシュートしたりとか。


　眠い時に料理しようとして包丁落っことして危あやうく足に刺ささりそうだったりとか。


　ここ数年の間にいろいろやらかしてますが、一番記き憶おくに残っているのはこれですね。


　ご飯を炊たこうとして、お米と水を炊飯器に入れたところで気が変わってパスタに変更して、すっかり忘れたまま翌日炊飯器の蓋ふたを開けるとお米浸ひたした水がしゅわしゅわ泡あわ立だっていた時はびっくりして思わず観察してしまいました。


　でもさすがにそのまま観察を続けるわけにもいかないので、とりあえず友人にメールで相談。


「かくかくしかじかでお米が発はつ酵こうしたんだけど、お酢すとか日本酒ってこうやって出来るのかな。ところでこのお米は食べられると思う？」


「麴こうじを入れれば日本酒っぽいものになるような気がするけど、その状態の米を食べようとする発想がおかしい。やめときなさい」


「実はもう炊いてみたんです」


「なんで炊いてみたの？　チャレンジャーなの？」


「変な臭においがするんです」


「今すぐ捨てろ」


　というやり取りの後、結局捨てました。もしかしたら大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかと思ったんですけど。


　うっかりのせいで、そろそろもったいないオバケに叱しかられる気がします。


　でもお米を発酵させたのはその時の一回きりです。


　さすがに二度目はやってません。今後もやらないように気をつけます。


　そして一応申し上げておきますと、普ふ段だんはちゃんとしたものを作ってます。


　ちゃんと美お味いしいはず。たぶん。





　食べ物の話題ばかりですいません。


　原因はコンビニで買ってきた抹まつ茶ちやクリーム入りあんみつを食べながら書いてるせいです。美味しいです。


　コンビニのデザート類はどんどん凝こったものが増えてきて嬉しいやら困るやら。


　何か用事があるたびに、ついでで買ってしまうんですよね。


　あれは罠わなです。





　さすがにそろそろ別の話題に移ろうかと思います。





　階段が苦手です。


　変へん換かん間ま違ちがってません。怪談ではなく階段です。


　上り下りをしている最さ中なか、一いつ瞬しゆんどの段に足を置いたらいいのかわからなくなって、つまずきそうになります。


　数年前からそんな感じで、今では手すりに手を添そえていないと不安です。昔はそんなことはなく、普通に駆かけ上がったりできたのですが。


　歩きやすい靴くつを履はいていても同じなので、どうしてそんなことになるのか自分でもわかりません。謎なぞです。


　コンタクトレンズを使っているので数ヶ月ごとに眼科には通っていて、検査はしているため視力の問題ではないと思います。


　ということは、運動神経の問題でしょうか。


　何もないところでよく転びますし。


　頭で考えている通りに足が動いてくれないせいじゃないかと思うのですが、一段一段確認しながら上っていても足がもつれるので毎回冷や冷やです。


　特に駅の階段とか、人通りが多くて手すりに近寄れなかった時なんかはゆっくり注意深く上り下りします。


　階段の上り下りをしている最中は会話もできないほど集中しなきゃいけないこの感覚、わかってくれる人がなかなかいなくて、そこが一番の困りどころ。


　歩きながら話していても階段になると黙だまり込んでしまうので、「もしかして怒おこってる？」と相手を不安にさせてしまったり。


　でも心境的には本当に、「今、話しかけないで！」という状態になってしまうのです。


　それくらい階段が怖くて苦手です。


　同じような階段恐きよう怖ふ症しようの方、いらっしゃるでしょうか。


　世の中にはいろんな恐怖症があるとは聞きますが、自分と同じような人には出会ったことがないので、「階段怖こわいんです」と言っても冗じよう談だん扱いされてしまうのが最近……というか、ここ数年の悩なやみです。


　階段で転んで怪け我がをしたとかいう経験もないのにどうしてここまで怖いのか、本当に不思議です。





　さて、そろそろ十ページ目です。


　今回もイラストレーターの文あや倉くら十じゆう様をはじめ、多くの方のお世話になりました。


　皆みな様さま、ありがとうございました。


　そして何より、ここまでお読みくださった方々には最大の感謝を。


　いつかまたどこかでお会いできましたら、とても嬉うれしく思います。







淡路　帆希





グロリアスハーツ２





淡あわ路みち帆ほ希まれ
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